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表紙説明

関西電力枚方変電研納入117，00〔｝kVA

変圧な用ブツシソグ　ダイt’ル勒i面計

容量　117、　000　kVA　2台

　　　1次　　人90，000kVA

　　　2劣　　人99，000kVA

　　　3オ　ム45，000kVA

電圧　　1次　250－237．5－225kV

　　　2亥　77kV

　　　3次　10．5kV

　外鉄型菌虫風冷式F・rm－fit構浩

昭和27年　第26巻　第1号

一一vfiAA．V．
三髪電穣舖女禽耐

本　　杜

　東京都千le田区丸の内（東京ピル）

　　　（電）和田倉（20）代表1631・4331

研究所　兵庫県尼ケ崎市南清水
紳戸製作9f　神戸市兵庫区和田崎町

名占屋製作所名古屋市東区矢田町
伊丹製作所　兵庫県尼ケ崎市南清水

長崎製作所　長崎市平戸小屋町
大船工場　祠奈川県鎌倉市大船
世田谷工場　攻京都世田谷区池尻町

郡山工場　福島県郡山市字境橋町

福山工場　禰山市沖野　上町
姫路工場　兵庫県姫路市千代田町
和歌山工場　和　歌　山　市　岡　町

中津川工場　岐F己県恵那郡II」津町

縮岡工場　幅岡市今宿青木
札幌修理工場札幌市北二条東12
大阪営業野　　大阪市北区堂島北町8番旭1

　　　　　（電）稲島（45）5251…9

名片屋営業所・ちllf屋市Ili区広小路i也

　　　　　（∫E）　本局　（23）　6231

幅岡菖業所　疏岡市天wl町（天神ビル内）

　　　　　（Lbl．）　戸日　（2）　5821－5825

札幌営業巧　札幌市南一条西5の14
　　　　　（電）　（2）　3378・3911

仙台荘務所　仙台市東一番丁63
　　　　　（－E）仙台　2573・8057

演μ」辞斑野　富山市安佳田∫23の2

　　　　　（電）　富雄」　469295273

広島事務所　広島市袋町1（明治生命ビル）

　　　　　（，kJ）　9i　　1069・4824

本号はVor・22　N・．2（1ε48）以降の当肚製品の概況の集鎌である
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常務取締役 小 野 寛

　『従業員の堪能と，研究と，しかしてその製品とによ

つて，わが肚は多くの人々があらゆる方面において，よ

リ頁き生活の道を達成せられるように寄与せA」

　また曰く

　「諸君は何処に行つても，何処で仕事をしても伺処

に居住しても，わが冠が諸君の旋行をよリ快適にし，諸

君の仕事をよリ容易にし，諸君の生活をよリ夏くするこ

とに役立ちおることを発見ぜられるであろうJl

　読音諸君ぽアメVカの染］’誌に時々1二記のalう．・一；．標、吾

が，Westinghouse　iiil：の4，　1〔二U），金色のノ改字で抗｝辻

せられているのを見られたごとと思㌦とれ：i㌧のまま

三菱電機の名において当就の標語であ9，当川の．し針で

あり当耐の念願である．

　技術の方面においてもまた事孔　方面においても・現

在の仕事に練達し將来の発展への研究の・裸を凄川ジ

というととは，一一朝一夕にして注成せられるものではな

い．幸にわれわ輸過去i；o年の問に蓄積子られナ：｛琉

と経験の基礎のIJ⊂立ち，従業員16・000名c⊃技楠と努

力とによ！〕，一石つつ堅実なら殿堂二本㌃・んとするもの

である・

　私融輔1よ脳時を通じて，わがL魔z・：蹄製1搬術

についてけ，腸し機器ま暫く措㍉・・日電斑∴1：おいて1＾：・

世界的水準に達していると盲断し←○・ブ㎡でt’・：㍉　しか

るに終戦後諸外国の文献亘見るに才∫よんで，が我∴技術

水準に正に15年間の1；融のあるごと1亡認めざる’1得な

い．たとえば冷間圧延の硅素抽阪を：用＼ン・こ（圧器治戦

争前試験的に一一部で作られていたごとに知ヤンていろカ、・

それが現在ア．s　IJ力巳ほとんゴーぎの一流会脆パ斤
これを採用している、」を見ては，rl・“　．’　’：［．1　・．L・　j－｝；状．d七較し

て真に剖鬼しき次筋である・発電樵電動昂遮臨・（・

管制装置，そ司陪波卵ヨ1忙麟に’パ・て；！同1江∴・ン：

遅れ□認め一るを得塾・溺臼螺防面1：　．）『・㌧ぺて1．さ

：i、に大ぎな技術の懸隔があ；‘し一ダ，ナ｜ビなど1ごつ

いては今後新たに出直して，再陪足1「”し11；1『川l　tt・：ノた

い方面’t、ある・

　このような事態に処してわれわれが最；’心坦く思うご

とは，当肺が咋年4月llC　Wcstinghouse　lnternation：tl　Cc．・

と，また8目にほWestiT〕ghnuse　Air　B；ake　Co．と山

間に，技術提携の契約を復活したことで必ど．こイ［らの

契約においては，戦前の契約をさらに拡大して・当旧口

ほとんど全製品を包合すろ7（）f］打こ志種にっk、て，技

術援助を約束された．これ1こ・山iに拓恒実』繊：こ限

らナ，図面，設計書，設卜基準書，工作・fLl，k，1：，試検規

2（2）

格，桝厩ト、㍍。口r泌要な㌻・てし資‡壮入手できる

ごととたり，㌧・㌘また種々ゆ責1｝ljに対し責任ある回答を

1‘｝1　’、・う㌧・、・わり・㌘　‘‘KnOw　HO、V”　まて～n’ピ☆せらるるこ

ととた㌧たCI・でのる・

　し一、，じ》ゴ㌻アメリァ」とわ’t週とは自から国↑“i：の異る

九：ご・：，まパ1川，∴扁㍑・品距つ差∵1があ［・，W肺

　責料’．．モ．二sま盲日1的に採1日することの不［】丁なるはも

㌻方／し〔∴三　．2っ，1しわ7Lに弐V叩1：．しそ日斗をよくil今叫葺肯fヒし

て，ご」山一；　’　　　　．．技術として仏得し，わが国諸

殻乙戊：［∴：にrご垣ろ，lil－1し切な縫器を製作づ～べごであ

　，　ま｝こわ：、わ，’：：一｛一分にこれセ達成しうる育旨力とλ㌧盤

と二こ持・．’（　i、・ることこ佗信するζ，のである・

　過○：1951午にご．・｜川：三ヒ言1量におL／ても質におい

て｛，．格巨□L仁二示した・2’0　kV超高圧1笙電用の

117，∩Orl　kVA垣；器．註よ’］i　3～遮断器，35，000　kW

：；．60｛〕rpm　－．瑳L．u　fグナイト・ンを使用せる

3，000kvv　r破牧変換1、：，，交流川路ξ卜草盤笛二に二苦わが国

、．、：こ．的、担ごぷ”’・　一パ・」イ沽評融力観調廃・

熱型デ○い…・のノ跳，FM式無線殴の実用化・そ
こ，他本之に記奴∴女；パ多くの聞ぱにつ㌧・て多大の改良

漣歩う：なゴ］ブ’・よた1｝》ζ｛妬こおいてに伊丹製作所の大物

エ場○］“　fd，50、flOO　kVA同期発電磯ご主休とする遮断

’∴“昔試三三置・・三∫己成しナ：・

　本年（・ヒこれらの製七！ビバ・よいよその真・ll‖1を発揮する年

であ；．そノそれ：．1．方函において川期竺，成巣をあげ・冒頭

に、IO蓮亡㌘㌻畑1，t’li．∵多くの人々に〕：り良きfk活を

　たら膓’一一助rt一ならんごとと切1頼する次第であ巳・



∵ン電．カ1用　’電、
∀

　　　　　　　　　　　h

　　　　　　・2．；：

’機、．品ぷ1，
m　・　　　　　　　　　酎ご

火力発電所
　夕一ビン発電機

繊後最近まで；・㌍そこ⊆ビン発電距二工事：識艮

修川乙域を腕しえな：ノ・つたが，昭和26年度に入一1．て．1：

場ほ俄然活況を呈㍑ジぞレ：．女1ド∫，；i’1］期的r汰記1：」樫：・：含

む多くC／　”一ビン発電槻ピ；哉い・・．

　43，750kVA　3．600　rpm夕一ビン発電機

　☆；・づ訓電力公・111：（川1発）1∵y・て，築、1擁電帥！ノ

建瀕溺匡れ㍉三ごタービン発電機引て□‡判1ぼ
3，　OOO　kWを採用されたが，イ⊆機：一．13，600　rpm機と㌧て

F夙塵最大容量機’ゴニあると共に，キた・iH：界でも川指の人

客“言：機で，当祠：として（〕：現在eS　L；　．：〕30，000　kW，3，60t）

・pm機始を製伽・元溌脇・づ紅1て鑑理作1・てあつ
ジごうY今川完F幻イジ’：．

　木機の完成｝壬北九V“i　－1’i：迎帯ノ」生r壬拡充に対し大なろ

役割ジ寅するζ∴・と思わ：iτ）：・］ミ発電機、・・主なろ4㌧長ご

あげると次¢．とおりで・あち．

　1．国産3，600［prn校1口．．て1　’1－∫ii一メ詩S　l｝であジ．

　2・回転子線輪導休．と1てに軟釣午緑o代；〕に川伝子

　　線輪の牧縮現郷加：7弓こめ，とくに銀入釘m4ミ線｝三

　　採用∴た．

3・　2極機に牡有た2｛1（川波数ご㌧‘振動：r」已ける丁心，

　　川転丁断；印パピ（極㌧ヒ中心こす♪三↓ア向∴慣性能率と，

　　とれに直角方rりら慣性能率を等Lくナキ5たy）蜘i駁ヒ

　切つた・すなわナ回転J’一の付お1扮に乍円｝玖つ切欠

　　きを軸心に直角に放lllrlノ＼れナ：．

4・2搬訓傍固’・亡∫鉄心∴2倍周江と数振動三避

　　：｝？1”；こi］L”iに1個生支貸，装置を採用し，振動ゐ吸牧装置

　　L）プ．こ．

　5・　川転∫三直嵩1；励磁機ゐ問に蛇1白式日rUl継手㌃按用

　　㌧・川転∫・と励｛iζは幾問L’1振動吸11支装置とした．

　ハキスクン向夕一ビン発電機

　　メ、挟：i・　：f；rt’iE：：ば3、750　kVA，3、OOO　rpm　でさして大な

ぞ’if’・「ll＾’たい㌧・ミキスタン向こ汐一ピン発電楼とし

て戦後・二．輸出機潟．ヨて鋭意完底L：’．：もら℃○．な吉

㍊置場所う’・カラチなうため，発電機の温度i【，様としてけ

fi’，’川瀧度45℃，固定子温度L昇55　C　何転子活渡、L昇

80℃で計川け：プ：？・・h　，樋の定格の発電季鍛：i蹴・i機

」．，Vl．『ノ．ノくJl’三うミ．ノ（，tl“い．

　回転子線輪の牧縮現象

　G’Mビン発電槻：決容七1：になろヨ・梅＾∫氾径i三：・ぷく

た1・長さ〕・長く711　：一：・：・返転中［111転．f’線輪｝〕：川転∫・線輸

と川i：云子鉄部と二温「仁烈こ川こ！ピて鉄部1・if中1：1㌧以上に

liles」；・て伸：㌧う1・｝］S　’t”）Lかし回転rr：1・直砲式ぶ．

いご1蛭沖莫幽ノ（た泣心プ五受け）　：）1　・一一何伝∫銑部、ロミさ

も」べい⊃で川転子線㍑こ‘あろ沽ク｝H・・大三い緊着力；t受け

六パーご乙てて細1・1川こ川に1加：一切らすに川縮されタ噺

応卯外∴掃1虹：低波しても縮・ク・代：ミ残三1．∵二ような

現象い発電llピ萢し・1柄臨に起≧二・・．i　Y’］・・ごL・y牧縮量が蓄磧

され川転子氾｛的》韻：1＼：芝形㍉［田，∫：｝間短烙ご：之・、・：J：c接

岨揖1擬紀㌔1「：至；’i・・’こ〔－種の現Tif｛・Zf：　P’fJ　ll：すうために

回帽線続泪・ヨて靴点・川三い弾恨賊、砲澗
旬特性の優秀な特殊1］！人銅合金こ仙用：う望｝㍉い．、≧た

1「ll転’∫恕輪・端部㌦梅立ご才1：一ド変v・．ろとぼ・誤：い．．、∴弥

あ；，：，．・

　’x’　ls　’＿ビソ発・is；囲・値子i掘・の牧綱］象；火ノ廃富

　　　　　　　　　　　　　加日U完（昭26－－8）

43，750kVA　3，600rpni

タービン癸電濃

（九州寵力築上発雷所納）

電ノjJli 宣巌一己ξt

（3）3



過速宴試験中の43，750kVAタ。＿ビン発電機

　タービン発電機の調相機時の鰍斤

　既納　29，000kVA　l　，1　｛｝O　rPm　ヶ＿ごン　発電汽ご調

相機蓮転に改造する幾会に発電機・〕ミ調川幾と㌧て∴起動

時の諸現袈：：解壮ぼ：．］く万式：’一別個に∵じ動発電陀ご置

hてタービン発電機こそ川ぞれ1］：i、1・1ば旭動’Jl行うもつ

で，起動発了琶機：㍗1　，　soo　kx・xr　75｛：1　rPl）1電詞機⊆3、000

HPでそ．澗に位儒膓瓢い電磁継子二：1れで・・る・起

動時二1・蹴・・川殊七クク・瑚’，じ∵・一川；漣流：溌電

機100に対1、，調川機701てい〃．と∴、川な・’1種た解柿

することがで苛㌍．　二二でユoo二∵∴．・1ばll｛！L荷E；Z七

電圧を・ヒホ㌻こ必’凄パカ｛樹疏でミ：㌧∵

　以上の外に川、W主でに製｛1：納ぺ∴’∴、・1S75　kVA

3，600，Pm機．lir，750kV、、3・60f）・Pl／l撲1台・

6、250kVA　3、600・pm［幾1台，　t”　t（川kVA（｝（iOO

・pm機1台，　L875　kVA　3・（｝00・Pm相☆”：　J；；）　y’　，

製個・○も・つに4・1375・kVA　3　M・p・・詞了f・7’5CO

　　　　　　ピロ　”．

ハ幡製鉄西口発電所

給7」くポンプ用

300云W6ハ3kV　50／60～

4極
全閉外言｝工誘4§i電動機

kVA　3，　600　rpm　機1台一l　i．］・rr／・　二㌧他修川ジ己ゴのも

ご1ご一特殊塔｝注口1］2・5｛｝OkVA　3・6ωrp・n楼，BB㌦製

7，750kVA　3旧O　rpm　㌣1：1台、　Siぐmしns　製31，250

kVA　1，80〔〕rPm磯，　BI〕C製12一ωkV．、　3，6伐｛〕rpm

C竃等弓・’攻：．t∵

　t：㌔ll　i∴」、：㌻発日［．，’τ］N工V’L．　il　ll1．25t」kVA　　3、0；」〔｝rPn1

桟こ．．川．日儒幻11に‘1ド・受IU，川転子1イ；！垣意曇2作ii1

て：三．．ろ

火力発電所用補機電動機

　絡限後『㍑内llが発．ll所、：：・：τ二’r．iノ三当，IH二製品えミ採用

テ三れて、，　’：．∴　、い二昭和2　1．’i：F］’ri・L’　11発小倉発電所ボ

イラ泡設m1：　iて310　LW誘引通風機用他10台，日発

｝つ：1「il秀・rい・i弔h：　～こ3L’0　kW　rl’・矧通風幾川也37台・昭

和25：；拒『、日倍≡ll膓2発電’］日用・1（、りkw誘引通風機用

他20台，八i］iJl製鉄｝111酉lll発1巳呵用t：（て30ぴkW給水

二1＞ン’，つ川他53了肖ミ．パ∵：

　昭和．6；卜「三に∫ジ三’＝　一！：’i（！．活江こ呈㌧・

　　九州電；」築ヒ脳；三：｜1｜τ3〔｜OkW誘引通風機用他計21台

　　パ・・”・’弓ン」部潮70kW給ゴ：ホンプJl他ユ8台

　　　”7　（［一：．・『ニゴ㍑［司　　　　2／0k、V÷；’t　1＼ニポン　ーア弓］1こ　20　台

　　イ．．1・政府向　　2301くW給？1（ポンプ用他40台

　以1ジ他ポ工主．下自家発電川用Lしてち数製作した．

　中て1八・1再製鉄liiTl’ti川発電所拍人・’）も・こほ，杢閉’tト扇

型ご掠恥ゴ，？L＝’、．塔パこ・tl－i／ll火力猫口所聯i縫電動

機1二∵て新’∵・傾［ld二示す1，∴でらる・

火力発電所補機用制御装置

　汽罐袖樫中送風熊二’奮線JCi｛誘淳電動歪幾を阯用し，二次

抵抗で速江制口1を㍉る場台ぶ多《，ごのナこめに各種7）電

動操作式カム型ll川卸器およ，∵寸｜モ抗器二製作し、㌧

4（4）

日弓ε港第2募電

所石畏粉硫機明
「z　30k　XV　900rp　in

誘違，電動機

鞠蕪

藩

火力発電所

補器付属晶

机型制iff盤

三菱n培・VoL　2日　No．1・195二



　　　　　　九州電力築上発電所用主吾雷盤

　まアこ微粉炭例焼コ㍑㌻▼給1；こ惚　速rと1同1耶1咽こ一㌦

に広：・ペピ」川t」w・・∵珠川○て，㍑
動仕一白加♪を梱小・《国川｝．山・別□日門旦…1｜・

磁制御あち、バ；・UsC’電丁ワー“T．］」一一1λによこ．、

れら‘瑚剛週こ1・て晒腱動・川ゴぽナー1制1・、1

1t，・電動操イ］式加減抵抗巴；等多貨只η　L

　星近にナ・けら汽缶礼撲㍉ニニん一．一．．り，：泊式一品り

汽卸］鰍治戌・1・刷1い恒・㌦・て翻戸川
型制御ヨ許製イF巴電ナコこ・・ll臥プJ発C川二ll臥㌧＼

　火力発電所用配電盤

　前辿叩L川電ノ藻L発｝言［rtl建，，’z，．・ろ、いい笏K発Ti；．

の捨加”トレにり’・唆与1ニパ蛇㌔　ど三　い，L歩

を途けアヂ※1発コ・｝川1こ㌦ト．1妃冠冷ぴぱ；・’「」，，川

内動加・｜雌愉ll！・BJ川励：」川、；持品自i・パ

の配一柄動力に，　’lfl｜吐J叫一・・ク・月・、1；，、、’“）

掠用こ〉いこれ1’・　L動力1叩1川・制ρL、’lUr見、ゴL

るよら1二7㌧で・ら充・西・］1：・，　，，kil・，・hl、L．，・打｜川、

絡保・鯛」時働纏川一パ胆ぴ∴100A以
下にえ・主・舗幅仁宣」一・　ll　・．　CW－R賠速度

⊥眸劫接地細謬二・・一ぷ・〔｝W　保冶二t
つている

　また火力発電所・⊃冷却小取パ迫加三、るゴノ拾，，・

僻う澗題，’：　7sろ∴tti，1［Tよuし痂旦加川発、（，］P・j。ご

納入しアーしご1：づ直・二っ土別脚方式r戊品式ハこよる

制御辻悦ン10・　一動fi　ig∫∵八幻㌧垣ぐこ1sY，、

している

　暇光酷板「；川幣」、！1見二れ　、・免上、遅れ・ぱ．、二，

つたが・　fll近小り「川セメ・トニ・illl・佃・冴㌦。，収、

て1、・「」

キ・－1つ川仙trfi．i虫、・人ノ溌□1酷文π］㌧∵

欲よ蜘訂パつ・・い一ぷf・f　；1ゴ・｝一

るが・これに“ftf　J笥・lil㍊…ンラ，覗心
盤を閉掴・辿陀こll｛100，000　kX’A　6、YOO　V　1，200　A

のものか完底・旅これ・こも、蝋棚川・し眠
断器や7一ヒ1～蜥緩f」．ジれわ．・’L．｝1：
用ジるとこにや川愉配趣ξ・・形・・…一足ユるこい思

イれる

ばノ」川1必ξ品

　　　　ぶじ　　＾

火力発電所斥配電盤，昭光盤

　メタルクラノト配電盤

u戊c‘J　・t／・・vク・一川■1よ品丘’・）噺畏品こ一完成

1好㌃ボ＝卜拍ア

　滑孤互IJし加rl㍑（・VL、・1『呉扶II）1†白）

　C3↓IJ心断器に♂由：IJtこ取イj・－f　”ti－、づしに」つ

て辻断7S｝｝☆15「）IXIV　iX　　　25‘）MVAに把す二・ポ

でLC6T　J1，日、　⊃、’

IJ・却肋jl11・ぷ1巳川一ノL川竃ノ」、じイ52発電所納）

似・一・間㍑吻1ト　断蜘壬パ1仁よ・つてk．た
か・込膓パこ切替、’・　i」・ノ場含に使τル∫よう心断器の上部

に抽廻曝開閉、ζ，・，ゐ1，ハンい；握侶こよ三、簡早に．ヒ

ト打線コ琳・－fピゆ・ご、t∵：こ汚．

ユンクストローム　タービン発電機

　戦後樹u品㍉1ピ同‥1，000　kwコーングスi・＿ムタ

　 ビン発砧い．ゾtt　・a、2久ノ（帽鋤；川9cつブーパ

、スタンか頗i、L口1）丁ゴ匡iへ［こ、換すべ∨上お開発信力百

力kWに＞1｝、’1　k’　1・li「li万一・ル’－LC，1：．ら」・国電

ふ榔・只己五和　しパT・山ご充；．　’t・　，一治であ

る　㌧㌔㌃て’tll・li’1＝i“1□・ミ　．て…11／ぼく，

か口つ技術をf㌧いて，あ・三ゆ二糸伽叩頑考慮1ノて
製f’1しYこ

メタルクラノド

母線選択開閉器

付遮断器

㌔
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　　　タイ国納7，000kVAユングストローム発電機

　イ、行一・・ノ㌧i）卜　山り1川r・ご「㍉U多い：－11白勺｝』

1－：50むCべめり，、ご牡fl　1’黄阜二よる‘皮害上防llすろ

r一力，こヒ発電陀日ミ戸．ゐん励h溺曳もともに1・川月描込と

しノ1、冷式冷却㍑↓ピ働三た閉鎮循｝1］通風方式　1］・用　戸ミ

ので。）ら

　も1じ・　　・　カ　fllり女1｛jl：　7，「00　kVV｛世㍉一一iltj人‘1　7＿　　　・　」！工

味紡拓，貝汎、じ㌧lllsゐ日社vい19門に加㌦二Ili
デ1ニアJr　t］力．．柚度ご♪イ・足ご、“，’1　1｝力　‘lt］iy　t一い・う

ミ　1じ力’自給IIWノ［・希『安，じ三、＋〉ピー（L・s　Zf）

要！扮た1，一　に一　丁†’1口P∴で：㍉’ピー使用　㍉渚［

｝．にそいて／，じ力L一　㌧い同ll＞，／こf’jM’一’：　二三　一」，

パつ・・“こ之能苧1・艮；　　　↑負剤勺∵発屯．、口こ　て

¢当dr仁一，ンパ・u’一ムターご二発逗ロ　ーラー一・好

Irい一得ていち　SE；近｝！fGニジしの一次＾’　　：L’　tf）’「）

出　力
（kw）

　3，　000

　7，0りU

　1，700

　］，bOO

‘sli’　　il

（kv）

　3．｛

2．7

33

川改数
　v～）

　50

50

60

1【臨子　日　ぺ　・L

3　（、o）　　　パ　㌣　ノ・タ　ノ

　　，000　1　契　イ［a］Jl　lfj

3，↓0）

a3 60 ’

t，61））

　　i1　，iJ
IL

I　，ほ

ii

l〈

日発新卿発宙所納」4000klv’Aヵフラン水車穿電機

水力発電所

　水車発電機
昭T”」ltlヒいい電、し川］発Wプ溌電dl川1し共・つJ（力

発電Illlに㌦1川ごイ㌦C況を1？1て㌔〆：最r刀口割合に経

ル　・　　・国「d・i｝㌧こ1仁1・b一　つ一に〕川リ］Hで

’パ氏・　バ∵建とゴtて・if・・ill・“（㌧一一部川li俵D

t弘二・ノ㌧、つ．ンへべ・川・・lfi　r，i，　Tものノ”

i烏・↓11　て好、∵一b二　こ　’　］）rフ自；－1融「」叔，‘L卸

　陥免’ご1｝向　Nt、．三口・・dl：1　　：ル中でも新郷

驚氾「1i　　lloeokVAご，人・U刀“　I」フ．　’」（卑5t　，Li’Et台

　同一㌻ご儂い川㌦’uJ云　’竹，」すへ’：｛・の・一ド：レつ

／

　ま：ぷ品誤ニーUj已てfントァライv発電川戸廃

電成し畏f1し一

　、［Lヅへ二ごt－kLLiz，lpai刈品」地日f⊥品・‘∴・Do

たc．．）低迎度∴，　1多1，尤［じ慢じ1て［］η多i（i［」・旭づ’；

［J、lf＞　ダ、一、バご・↓州，1廃・Σほ：IIい画小こ」じて巾1“

．・
軽’　t　，，　パ日控’少＼ド　　こ建屋もl／L　’，　t；　1’・1に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ
　　・r発三川L一　て1建，ズ川川ケ細）なろ　1〕ごよらII

分川、に1・副：．1㌦（つ∵うダ濃れて・’Jr・L”・今

後多：川」イ1㍉しk向”㌧㌃
　当‘1｜∵・　・一　［ltl「II　17’1ブに両‘1111」∫，↓・日‘胡発電1リi

向’　L　20，〔パ〕kVA廷2ぼンktド・；1fiJ・アノ傘甲と1

て貝f・1、卍、　情・二｝k・｛、，　：’い，　・3－iy4f；a，咄㌫は

　旭川・｛」　能㍑断1ご　云陥中“”tl．ろ

　川L・□加向発「言桟に…，i，iJ，，　ll　i［・授ともに区

り川版　｝」1．r，）　一て、膓二　1・1山受・叩㍉・軽く，川痴取

扱いパ1剖tL’．一，イlli’二｛ほこ一、＞」　z’　Li2・’・えcいので好・’1’tr

1♪｝ズ’・　・

6（（り

旭化或水ケ崎発電所納10，000kV，Xフランンス水車発電機

　　　　　　　一支1吐・v，，12b　＼o　l・IL「）！



東北電力頁瀬発霞所納

11，0eo］　V．A傘型水車発竃機

　夏瀬・旭川第一一発電川司∴傘川発電☆∴，t‘㌧んド

分軸受を用いている．

　インドテラfヤ向発電当：」：砂1狸，｛∴1況万浬等「ノブ○，

答気冷却器仁有すち1男⑰蝋r覗］翼1・巳荘用してい○∴

た旭川第一発電珂向発電i幾も空三冷却kl“　fil・閉鎖風洞循」・呈

型として製11：中であ二二．

水力発電所用配電盤

　配電盤；ま水車おぷ∵：発電機呂1、U御器と∴中科考拠関でこ1・，

るから，時世の進展に併1了して発達すべきも二⊃であろ，

当祠：においてに：水プ」発電｝｝ll制偉＞1：il呈渋・’、．冒釆護装5呈の高

度化や広範囲化に努プ」す二と］ばに，配電盤c二の要求

を満足するように礼こ．口てい∵．

　従来自動制御の1錨柱：，て］」’閉を要望されて・．、たミ）の

に自動同期と電圧調繋の問題が盲／る．自動同期装置はV・

ち早くも電子管の採用によつて並列時㍗｛に：：∫＼ても，並

列精度においても一新ネ己元ご画いこれてあるうミ，時あた

かも第2次大戦直前のことでこ1－1これ：こ設置1た，二：よ数

発電所に過ぎなかつ：こ，戦後・発電所⊃日動化，撫人化が

強く要望せられうにいブこり，白動化の1震児として判光㌃

浴びているく・のでこ；・膓：、．

　調整器と：て従来設｛1呈さ」㍑ば．二｝に，い1・ゆど1定電圧

調整器で，ある一点の途丁匡担電！・・：ご一一定1二1呆持す♪コゴ

動作するζ，○であろ．しかるに電力系統㌦・拡人に｛’1≡て

容　日’「；｛　ノ

〔k、’．、‘（kv戊

］ii，ooo　11

12，〔｝or｝111

，　　一　　　　‘

ユ1，5ワ1」　　11

10，0｛〕0　11

iL），　fjOr〕　　6．6

6、35つ1　6．6

　最近における水車発電機一覧表

か測・順㌧いil烈i烈内人酬」
〔’v、

5り

60

50

SO　／’Er．Ol　375，，’450－1プラ・

5，500

4，　5）0

2，500

1，650

1，500

11，00．）

12，500

1．2

　　　　　　　　 　　　　　　 1
6．6
　－　　‘

11

3．31

11

／1

11

5’〕／6・5…．6「叩ミ1ご

6・）1360’立
　　　　　　　　シ

6f）145り　立ン

・・136・1 立il；

50　250！：・㌧

5014281　“1ソ
，。6、42温，弓

一
　＿一一一　　］1’フ

・・1．・ 圭シ

（trrln）　　　　　l　iVl）－V‘数！　　　　　　　　　　　　考

・S7・・立当11・発新郷1・・曾設

…　立烈鴇，藷〃
G・・1立‘Zフ三11醗江珂］〃

　　　主一已磐麟酬
　　　‘　　　　　　　　　　u

7ラソ1

ノラソ

フラン

1、1フフソ

；2艮縞き
　　　　　　　　 　　　　　　　　　

。21大分渠戸土
　　　　　　　　 　　　　　　　　 　　　　　　　　 　　　　　　　　 　　　　　　　　 　　　　　　　　

　　1

三口発．瓢
フ　　　
　　　　　　　　 　　　　　　　　 　　　　　　　　 　　　　　　　　 　　　　　　　　 　　　　　　　　

　　1

ソ1日発甲佐1

。‘・㍑ド戸

。1魔北酬

Z・奈寧薪

フフソ。2芳罐㌶蓉

・s…2m妾㌘・；禦県旭川鞘乍中

水力発電所配電盤用

自動同期装置

電力用碗機品

同用

自動揃速装置
　　　インドテライヤ発電所向
水車室制御盤　　　　　　　自動電盤調整器盤

（7）7



インドテライヤ発電所向

水車発電機制御盤

各発電所間け：電気的iこ相当⊃距離を有づ’○乙．呂ならす系

統容lll：に比べはな｛り：だ小さい発電所が並i「運転する実府

にあるil　ekt；i二，ある一点二つ電圧を一定ll：する〕：う定電圧

調整器を作動させれば発電機は過電流運転を余儀なくさ

せられる結果となP，これが従来の電圧調整方式i・1）欠陥

であつた・当砒においてはとの点に着目して発電機は電

力のみでなく無効電力の面においても応分こ／／能力を負担

せしめるを妥当と考え，電流限定式および力率限定式自

動電圧調整方式を考案し最近の発電所に実施〔．ている．

これご一種．⊃可変電J！i！19Aias方式で電流限定式に2うつてぽ

電流二㌧ミ制限電流ごノ1塁過した場合に，また力率限定式では

力率うミ限定範囲をはづ二れた場合に自動電圧鋼整器の調整

電圧辻自動的に変化させるものである．しかし発電機電

流が電流限定式で｝三制限電流以内○場合，こた力率限定

水車発電機圧主配電盤

式でほ低電流Z）場合に，宇E圧調整器の調整電圧はべつの

電圧規正装置にょつて規定値に再調整されるもので，

電圧調整⊥：”’）自レ【生をまつたく喪失したものではな、o．

いすれ⊃方式もいがなts　JfiU式D電圧調整器にも適用しう

る万能方式である特長を有する．

　戦後輸出の第一一一一陣としてインド政府テライヤ発電所用

配電盤を納瓦した．こゐ盤は国情・気象上の相遠からつ

そのような特異性がある・

1．

2．

3

4．

5．

規格けすべてB．S．S．

主盤1‡Duplex　Type，亨ln助盤はCubicle　Type、

遮断器：こDraw－out　Type・

すべてVermin　and　Dew　Pioof．

低電il11路にはNo　Fuse　Breakerを用v・匁形開

閉器を使用せす・

水力発電所用配電盤経歴表

　　　　　　　　　　‘水　駆発aこ機
納入先　発電所

1．1　　発　　川

｝

t「

rl

，J

t⑱

Tl

加

手

技

仁　淀　川

而河第一

上

与

1－i

大

和

枳　．

川

台

　　　　　　聯㍑1｛涜㍑§）

制　御　装　置 圧汕装置 電圧調整；搭

（、w）　（、v，v［tsiプi式同期

1，119　ユ，220　1－．／y制御手動

5・1506・00）12

14，30｛〕　　4、375　‘　3

‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘

14，290　　4，375　　2
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

9，325　］0，00）　1　1

」，790　　2，00〕　　1

津　　2，り84　3，300

峯

グ

｝｝

1｝

ク

〃

ワ

1）

；1

　i”日動白動

］潅方制御　〃

　　　9，325　］0，0つ0　　1　　　　”　　　　”
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

田　　12，85∩　　2，600　　　1　　一一ノ＼il；IJ御　　〃

日本窒素　内斧第一

東北配電　　鬼

日　　発

：il9　　イヒ　　∫D≧

印度政府

日　　発

大・ド鉱挺

8（8）

首

9，5つ0　］0，「｛〕⊥　　2

、，，，。i1，65。11

日：卸（2台1｜）ll1・ool）‘11・50：〕1

ガく　　ケ　　μf奇　　　9，0｛］0　10，000　‘　2

　　　　　　！　　　1
テ　ラ　イ　セ　　2，10’）1　2，　50c）　　2

lP　　　　　佐　　i　4・3う0　　4・500　　1

’」・父．「llig　3　　11，3t〕O　　I，500　　1

「1

「7

tt

tl

il

り

ソ

手動

　

T｝

　　　　　　　

Ij

i｝

自動

種b

白劫

制御． 竃砺、「

　　（、り

AC．200
DC－125，4S
AC－200
DC－100
　　ク

1）

AC－200
D　C　－110

AC－200
DC－85
AC－200
DC－10）

tf

〃

lj

り

〃

AC－400
DC－100
AC－200
DC－100

｝，

備ぢ　　1「：油翠弘1原動機lll　Mは混動機Tは小水’・F，　Sは1測1｜駆動を’J’；す・

一 備考方式1弓t動機方式型式
　　　　　　　　　

軍位式M．S　一　手動

中央式M．T定電圧界抵
11 ワ

，〃 〃

　〃　M．M　〃　振動

単位式M，S　一　手動

　〃　　M　電流浪定界抵

　〃　M．Sl力率限定振助
　　　　　　l　　　　l
　〃　　〃　　　〃　　界抵
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　〃　　〃　　　〃　振動

中央式M．T定電圧界抵
　　　l　　　l
軍位式‘

中央式

軍位式

〃

1）

tl

〃　　　一　　手動

〃　電流限定界抵

1｝

tj

〃

ソ

f］

If

M．M　　ツ

tS

｝1

f］

〃

自動化

〃

11

｝｝

〃

改造
lt

自動化

改浩

新設
t7

ク

11

〃

ti

u

三E菱電機・Vol．26　No．1・1952



NHK納ど00kVA　514　rpmジーゼル発塵機

その他発電機，調相機

ジーゼル発電機

イt｛友　電工　5りo　q．3

電　通　省　4二〇　〃

　ジーゼ・し発溺い：水プ」発電，火力発電に比して建設が

触溶易で低廉であづて，）7．1　．vっ畑細に宿．るためi・：，

本」・より遠く鍋tた五瀕ぴ碗とILC，あるい日：工場，

ビげイングの非常用勘5ぶて多数乙ジーゼル発電機
が製イ乍された．

　北海道利尻島向25↓）kVA九州電力師1・1；『1：）同（芦辺）

向500kVA九州電力（嚴原）向250　kVAはいすれも

島喚用の電源として製作された．

　エ・場，ビル○非常用電ib；IE㌧て製作されたものn；，台

風その他の停電の際に非常用発電機として大いに活躍し

ている・この場合停電時間を短くすちため，自動起動方

　　　ジーゼル発電機主要製作経歴表（250　kVA以上）

納一魏麟漂酬；灘鑑畦
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘　　　　　　　　　　　　　　　　‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

『丁苔辮：・t・〃

利　尻　Xl・．250　〃

600

　v

514

375

プ儲ト1酉1，P・小45「厄／・IS・・…一・‘昭26「

Il

　　　　 　　　　 　　　　　　　　　　　　　

ε0　　　1　昭24

50　　2　〃一

・・2‘昭・5鋸禦

50　　2　〃

　（芦　　辺）

電　通　省

㌣♂言1碕）ス1』13

　　　
り

（阻一一見川313

新扶桑端59°
イ1法電一iニー500

擢口扇E25・・

嘗細三鷲…

500　　ソ

250　3．3

”

ク

｛t

｛J

3．45

360　　　　60　　　　1　　〃

375　　50　　2　〃

400　60111〃
3　5　　　　50　　　　1　　　ze　l

36つ　　　　G）　　　　2　　〃

　　　　　

　　　　　　　　一「6tio　　　〃　　　1　〃

36り〃
一「．・

第一生命　15i
　　　　　　　　　　　　　　　　

瑳業経消会重6　300

三≡　菱　　石　　f’iij　　625

話翼イ謡・扁

電ノ」月」吉械r品

3．3　　　4Lt　8

〃

グ

！1

1｝

40り

5］4

375

360

5’〕

6り

11

50

tO

1饗瓢動
1

2

1

1

一z

〃－1

一

こ1－一

｝i　一

鷲

NHK納ジーセル発電機用
主配電盤

式が採用これる場合が多くなつたが，これには始動電動

機によち方法と圧縮察気によえ方法とあ：5．前者の方法

によ7・　t）・のとLてtt’；（ピ…　［－1勧癒ビ・ら新丸ビ・レ向

の80kVA酪発電概・抽・後κの方法によるものと

してにNHK薪潟・松江、鹿1見島各放淀局同12り1くVA，

大阪放迭局向5りOkVAの吝発電機えミあミう．

　なお大阪放途局向（00kVA発電機1寸1上記起動装置の

外・聯勺品の改辻・ピジ㌦つと併・・」一て，1，500kVA．つ出

力となりパ繊建設され珊：1賠網発紗1として，出力
の点に薯ゴ沿てイf放○こ，こで・ある．

　最近は電力事情の悪化に件い，自家用電源としてジr－・一

ゼ・し発電繊涌㌧・られ一i祠：にお、・・て移数当・してい

る．今後この方面ら需要㌧盛んで．中容量の発電機が多

数要求されるsl：、乙と期待している．

　とれらこ漠癌紅ぶにジー七ルニ融U電鑑斯（．い設

計のもとに多く納入して好成績已牧めている．

　50，000kVA短絡試験用同期発電機

力ぬてから当，iHlfノリ1櫻作庖・高圧実願⑦遮断器の遮

断容：；ぷ験のための鋤；1として製作中功瀦発電機が完

成L・わが国jik大の設備を誇ることになつた．

　　（1端至般時紬遮i祈器c！・J頁16頁ご参脚

　短絡∫汀ヒ発電機

　　　　型　式　　横　鰍　回転界磁　【rf｝極型同期発電機

　公称定格i1｝力　　50，　f）0｛．）kvA

　日」　　　　　　　　　∫了二　　　13．2　kxT

　回　転　数　　600・pm
　凋　　波　　数　　　　60∫V

　極　　　　数　　　12極

励磁方法’ イグナイト・・蹴
　起　動　方　式　　起動電動機直結

　最大短絡容量　　1，．｛㌧OMVA

蓄郷効果℃DU）　－1・！v，　oeo・1・．gr

　発電機重量　　　3〔｝0ゆOf｝1只

起動電動軽
型　　　式　鋤同服動i幾2・」（翻型
定　　手各　　｝F」｛　　ノ」　　　　3，500BP

　1；」　　　　　　　　∫｛≡　　　3．3k、ア

9，）9
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三菱化成牧山納1，250igx・’s后パ司砂故変換磯

　　　川　　　、上　　　㌧定　　　りい　ノ

　　同川回【］tll致　　6山1ご・m

　　励i　廠㌦｝笛　　1りLW　t）V　l・1bU］Pm

　ご，発電波　壮LL　L．　’一午1‘パ　　芝「〆・r　5’

こう）：v・il変口「；［rt’II巨・一ニ　ー　ノIli．一）川　　　！i

の失発叶仁イい，一’に　　コ　　ー’ぱ1．

する㌧ゐて．’ゲ’　，’一’1　　　［二　川lk，ILil，，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿　　rくす）∴一’・に；凪ILしhl・”一）1∫，　l　i，－1　”い

タン・K　L．．．－2わL、’・：小＿1’：　L　　日　　1”「
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にrl’　；つて’ff　’i一パF入・・：11∴一、・1∵’

あるい〕基｛ヒ丁破い

何用発，ご’7二∵口　Y　li♪7　一・］1

防く）一’1“IL白1一台V・「川
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叉

㌔
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　　　r旧

　　　人・

乞∫1りつ’つ
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　ア　　　　　　　　　し　グ

川川1　　　　、

［〕，冠／川
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へ　　　L　　　　　　げ
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●

50，000k、A短、毯誌輸用同期発逼機

　　固定子およひ繰衝妄置

．、：！　い1」　　2　　2Y．　　　　、　　日㌔形ノ、㌦5㍑に［ノJ昏

　二　　　　・lt’］りV、6，川川V，7妃｛〕V，1115咋Vと

同抑周波数変換機

　1？f　・．　，iポ、’川・門」　山・，日一∴え一さ｝コんとづ一

：㍗ご丘　　・　　　，　　）1）い∫巴　　／、、1㌧　　こrr　i，　わナ

、　　－，1ご　｝〔　1－　　　一　二　’・、、～・：”こ膓厄ニノ・∀＿　　　　：＿　　・tLご，1ヒiL　・Jll

旭ん　　・・L，川くりい」ぷ二f’1　－一口；周、皮敗変収杜1亡必

・プ1 　　ゴ　　［㍗　　l　　　　　　　　　　L〈－li‘1・卜一〉一いて1：，

／三nkV、「！，　11，」、一ζ／’〈　i　　－＝ユ1一化㌧牧川「場ご］「勺

Iv　1　　　］st（　∫兄自い㍑，’㌔　’1　　　てaL］！　「」中し　し’〕

ア　　」沽IJ　』山ぐ］f‘11n　1｝，・．、‘いL　，己㌧ガ‘チ　L一　川フL了

汐㌔〆…　」r　P・　ド　、　ニ　ノlr］二臼EI「一一　▽，米
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避雷器動作表示装置

り瓶う、に低いう・ら接⊥也抵抗の高い配電系統1こ使用しても

保護功果ぶ大で1｛う！㌦吸湿しても差支たブ：1〈，沿弧宝品

分み取換点検二容易たろf苗造と川佼つて年三共に需要竺

増し，ま見在多量li二産方：式によつて杭一亡）’：，性垣のものご

作つていち・

衝撃電圧電流記録器

　現場向衝撃電正記涼詰と1ノて1二：｛Wcクソ臼：ノグラソ

を製作販売してきたが咋年，新に避雷器等つ放電電流を

記録測定するものとして，電極向の紙に穴パあくことを

応用したデンソメータ式術撃電流記蜘！｛IJ定装置三，サイ

ラ1・ロン継電掃を用いて避雷器動作川援又を計る避宙器動

作表示装置を開発じジ．二．

遮 断 器

　変圧器の日覚しい発匡蠕；ともに遮断器こその製造設備

試験1；！と備亡拡充し，幻万記録的製、｝11を彗：んだ．

　伊丹製作所に大電力遮断試験設備完成一

　遮断器ならびに各種電力磯器：ア：性W旨躍逸バ要望これて

いる折柄，戦時fP一時製f！l中止さ，iしてい∴わが口苗大の

電力遮断試験設備ぷ26年1（）月f川【1器作所に完！・駕した．

本設備ぽ3相凸極回転界磁型13．2kV　60～600　rpni

50，∩00kVA短絡用交流発了巳機口P柱とし，起動用3，5

00　HP誘導同期r［［動授と，　し1・圧用し：）150kV　25，0りO　kVA

Forrn－fit変圧器2命　600　kWイグナ・fい・ン整流

器励磁装置，塞気吹付遮断器等からなり，当祠：の最新

式機器を綱羅1ていろ，発’1苞機はすでに辿べたと‡了堂

短絡試験用とiて特殊設計され，次過渡リアククンス

6．196，回転了・蓄勢愉効果420，000　kg／cmlで短絡容量

大電力遮断試験所における

　　　［0，　000　lcVA短絡試験用発電機の舅姿

16t16．］

1．4∩OMVAであろ．と’（に垣絡匡手の出力低．ドをイグナ

イト・ン整流、得で速応1劃力磁‥て防ぐ方式が保用されて

いろ　抵抗二㌣相口に［，，92f）限流線輪ほ105％あ

つて短絡霊流を加II・tし，1陛用7）変圧器もとくに短格喝

として低リアクタンスに製作してあろ．今後この試験没

備により遮断器，電力ヒューズ：1’遮断試験および避雷器

の続流竜流試険，変圧器の短絡試験，そ1：）他各種電力機

器の試験を行うことができるので，tれら機器の性能改

善向⊥に大いに貢献’言～るであろう．

　161　kV鉄槽型再閉路油入遽断器

　台湾電力向として，当帽ぷη：り超高速度再閉路遮析器

が完遼され一：一ト地］：Gj，：）ためj：くに鉄博型』ミ要求されだ

もので：どの仕様ばつぎ・⊃とおりである．

型　　　　名
定　格　電　．tr，

定格遮断容量

定格電流
遮　断　時　問

再投人時1｛11

140－G・250H

161kV

2，50〕MVA

800A

5～
LO　N，

　本遮断器けと1に川］発され㌔161kV用hlj　N？tr，；電器型

套管をつけている，これll’｛翻ミのコン・パウンド入に比し

て電気的，機械的特性lk］kに1憂秀である．沿弧室は1高速

度遮断の日的J）ため3～遮断器用デアイオン’グリッ

ドをつけ六重遮断としている．このためf｝：様D5～よ

りぽ短い遮断時間である．再閉路機構：ま圧辛宿塞気操作で

1HPJ）単独式圧縮塞象〔発ノヒ装置を有していろ・最小再

閉路時間ほ約2n～であご～．

　他に本遮；析器にli：｛美によリボテンシVル・デヴァイス

を付してい5．四名PB－1，定格負担ぱシOVAであろ．

　28ア．5kV碍子型高速度遮断器

　わが国最初の超、日∫］三275kV新北陸幹線に使用される

碍子型遮断器うミこの7こび完成した．本適ヒ斤器に要求され

た仕様，定格ゐ・ヒたもの亡あリニれ巴次Dとおりである・

140－G－250H油入遮新器

三菱｝E機・Vol．　26　No．　1・1952



定格電曜電流

定：絡辻断宕量

全遮断時川
充『）Ill・i］，：〈フ｛己S巴．i目i　t；・9

動　作　　責　：務

剛芋］路惜無電日≡時琵｛｜

287，5kV　8f［OA

5，⑪00MVA

3～
再点弧1回し）「ド

0－（0．25〔｛」・）－CO

12～20～

　　軍相再閉路方式（3相再閉路方式も可能）

　本遮断器は161kVA　V，C」3．遮断器の遮断試験結果

により，得られた幾多の経験を基礎として綿密な設計改

良がなされている．Hド大電力遮断試験設備，衝撃電圧

発生装置を用いて各種試験を施行中である．

　V・CB・碍子型遮断器短絡電流遮断現地試験で優秀

　　な成績をあげた

　V．C・B碍子型遮断器の充電電流遮断にて再点弧回数

が1回以ドという優秀た成績であることぽ，各地で行わ

れた数川こ㌧現場試1験が証明して、oろが，25年11月1日

日発姫路変電所で各硅の遮断器と共にわが国最初の短

絡遮断試験が現場で行われ，当赦161kV　2，σ｝O　MVA

V・C・B・碍子型遮断器は，優秀な成績を牧めた．すなわ

ちアーク時間は電流の大小を問わす非常に短く，ほぼ

1・5～程度でほとんど一定で，他力型沿弧方式の特長を

HJ確に示し，点赦結果接触子の損傷ならびに油の劣化は

ほとんど記められなかつた・

　C型圧縮室気吹付遮断器

　配電網の増大，複雑化に｛’｛ミい，遮断容量の大きいもの

が要求されるようになつたが，それに答えて電圧23

kV、電流1，200　A，遮断容lll：1，500　MVAの圧縮室気

吹付交流遮断器が当杜で完成した・本器は従来の油入遮

断器に比し，遮断部こ‘構辻う輔単であり，汕を使用しな

いため，保守点検が容易で，火災の危瞼性がない．沿弧

方式江アーク軸に対して直角方向に吹付を行う毫，の

で，容気沿費量が少く，遮断電流の大きい場合は非常に

効果的である・操作気圧ぽ10kg／Cm　：’を標準とし，ア

電力用遺機品

鉄箱に牧められた

20－C－150型

圧縮空氣吹付遮新器

　　　　　　　　　　xsc

Pt・…一・v　／tt

161　kV

ε00A

VL型断路器

一 ク時間le　o・5～程度で非常に短く＄接触子の磨‡願傷

が少いため重要配電1【II路，大容量『に主，；実備等に適当であ

り，とくに開閉頻繁た用途に最適と認められた．鉄箱に

才ゾさめられたC型圧縮牢気吹付遮断器であち．

断 路　　器

　新らしく垂直切りのVL型断路が問発され，国内用

のみならす15kV　345kV　69　kV　161　kV　の各定格の

ものがインドを主とLて大量に楡出された．

　特長としてぱつぎのとおりてあろ．

　1．漣続および短時間の通電容量が大ぎく，したがつ

　　て温度上兄度が低い

　　成出発電所納超高圧287，5kV碍子型遮断器

　＼～V∀　　　＿ン～・．∴へ∴∴ニジ写、

・＿・hH＿一　〆

＿
一＿ぷ、～’。　＿　。、、．＿＿＿、∨．

161kVV．CB　の短絡遽断実地A験オシログラム
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PC－25型碍子型変流器

PV－14型碍子型
計器用変圧器

2．操作が非常に軽く，かつ安定していろ
3．　匁孫各’護訪充によるショ・ソクごたは地1工7亭1こ］：・つ’（ゾ

　レード；国くことiまない

4．　氷結や塵埃，異物享によつて接触1妨’られ）i一い

計器用変成器
1．　　　言寸4器f≠用変1i三｝器

　計器用変圧器口：タンク型と碍子1製の2［・nご製作㌧てい

るが最近は70kV以一Lのものil、ほとん｝一時∫型となつ

た．碍子型ぽ縦続接続を採用していニジゴ罰；：T汕量，

容積は著るしく小さいにもカ・かわらす，特UlばJEC力

1．0級に合格する程度の優秀であ；），r加」撃特性uすぐ

れている．とれらの特長がみとめら｝Lて6⑪kV．70　kV

100kV，140　kV級を製作しているli’　’t’iliでも1・10　kV

級の需要がもつとも多くなつている・

　また70kV級以ドけタンク型も若十裂作さ牙t，とく

に3相接地用3次呑線付、つも，D］’．；べて勺ンク川5脚鉄

心を使用している．そ坤也Tit“；lil電力計用”’）変∫・Jl　l｝細13川

PT　1個と単相のCT　2個を共通・ノタンクにぺれ∵：便利

なもので70kV級以ドで多数畏作し∵c　：　‘

2．　計器用変流器

　計器用変流器は30kV級以Lばすべて碍∫型ご打『1

し3〕kV級PC－3型約4’）台をインド1，1］：－i’　］”｜・てメ∪作

した．さらに最近関酉電力］1〒北陸｛｝粛こ超・：’1五途宝用と

して，成出発電所および枚方変電jiJi’向にPU－25型碍了・

型変流器を完成した．本器は奮湶型としてほ1：し録泊○も

のであり，碍管もわが国最た級のも」で，こ♪ヒ部に碍

子型遮断器の遮断機㌔ヤそのまを取付け∵パし1『＼！㍉に1、

つている．

　pc－25型変流器｛i：様

　　最高回洛電1］三　　287．5kV　　l、IJ皮数　｛．］0　iv

1次電流

定格負担

（18）

800－400A　　2次’吐㌧流　5A

40VA　誤差1．0級v定格電溺［の501〕D‘i

において十1．0％

　　　　　　 　　　　　　

TD－3型可逆直流変流器

国鉄蹟電線選択遮断装置用

　　過電｛、aLiE数　∫0～75　　．

　　－n）1芝1．」！三500kV　l．

　規在迄パ作1てい：ぷ「〉’

kV級’二．1，∴’であろ．

心　コ　　’白ミ　t，，1こ　甲き．
　　11L　〈1し　k　れL　fTI’t

、

鰍
、騰㌢．

　　　2Nok

泌蕊髭謹

直・元変流器40，000／5A

．　　　ジ［ltE　　・10ii《

，「　　　；　　し／GO　kv

：　．　6‘、，　丁．）、　1∩ハ今　11り，　二50

爪流’変iし。試ll「1流ノ1充㍑に北・｝交∵こ材け費1耐，構

造：．・向㍍㌔2作；二：∵昌占でご㌧ジ1弓ミら’1，出力定格を大

言くとぞ、＼二・ジ幽三，直∴1⊆↓1陀1：完：こIT一絶橡iて保守

1ジ　∴，て奏：こでrこ1ZどL「1；点1：㌧㌻・

　以1∵’亨いr∫i（TD川）’・’○　∴こ2ド了（1通℃ゴ：万

向性二行：、て∵・）二∴・，ナ1∵”2次’Fl）’　Z：1次電流の方

向に！‘］田｛に‥ノ：トに対：ノn：ジ『で：：｝二・・

　したこ：・一・て電流ゲrr；］に対㌧て虎示II必以’：1＞3ツ合

や，糸｝’；固ζ，：使口す」三際に▽ニゲ向性1こ必要でづろ・つで・

」fi：lll：’：．r）日的1．：　llE、つたTD－－3川11∫逆直流乏流器》d∫

司に出していろ・

保護継電器
　杜近異W㌧て・、㌶各継電㍑に：一｛i巨々つ改艮’川ぽられ

○る‥二、行製品も次々｝：完伐1．た・ここ）⊥なるもこ）ぽ三欠

・　ハ．・　　　1v一“　．〕．；　“

㌧　r　’　　　㌧、．）’つ・

　IIZ型高速度インヒータンス継電器

　3川1川間’．路ご三プ：：㌃2羽．．地、、、一対．，て送電線’trl

高速度にlli㌦ごい吟ために伎用llれ・：パ、一〉でご一’・Zド勾1

～内口：高速巳で毒811’，’．　二三六系統につ、〕肩づべ㌧

ご了㌧こ・一”Lt，、．、　：：F、」万ト；こ㌧確∫’．こ拓、C動作を行う

棺造㍉3川，；　・t　；・ビーダンス測1ヒ以素，万向云ぷぷ」∵1：

〔艮時．「：口．：二・」10た1∫13ゴロ皆．」ばll、．動作時㍍lll’1汀ヒ（もつ’　

SL、、， 　．

　CW．－lt型高感度比率差動継電器

　発電f：、∵肋川、］・：．1三旭ズ陽二諦〒次拡ぺて川勘．．1｝

ご：二）他二㍑障に発［．2する．いパは｛己で；ミ中’i’II点長地揺

抗の値士妓ノ（赦」山電流が1｛）0　A：こは）うようた値に制1；艮

するご、ズ：桔準、二．．ている：iパ惚1い戸引；；三接塩吹肪：1　．tlt

するf仁引［三川　ノご11呂ため1こに］il’t・i：：二高感度で，かめ

確戊ミ、、㌢1江保．．］～i’1；ぱ：：が要求二られ○、，CW－R・IL：：

こ21に最汕で，’誼”了’る｝線，w）90．o．．diこで1，　：保護すること

㌻でご三．じ㍉1㌦トパ故，1二よるレ、」力作∴＞」恐1し；ilな；

とくに要求亡引しる”，5・C）にに：95％に保パ咀ヨこZ“J曾大さ

せること∵目∫能でLILる・

三菱，己　・Vい1．26　N（・．［・］952



CW－R型葛感度
上ヒ率差動継電器 簿婆

　　HA－G型高蓮度比率差動継電器

　　HA－G川継電器ド発電桟保．㌘ηlSr　：J速1良」L蛮’1重脚

　電器で相間短路一対す73fPl｜1－］市桿i！］」此牢，1動宴素／

　按地故陣に支十る1個ソト1川㍗lll」JL牢イ動要素い「ユー

　び一箱に納め7一もゐてあち　い已い「．・λL」い　5，10　20％

四蛭副綱・7’・＞Sfrし・動1パ四・卜！lJ1・v；・j！i、

であろ　し7‘tv”て系枠写・L度’－r，lj　1こご♪う汽パジ

　中容昔以仁：τ発電機・調十目蛯’田三’、とひ荷Fり、虫度1L率：！

　動継電器が適用されち：　・：し’，亘速減磁方式㌧例mこれ

　ぞ］弓合には機器こ損傷二極少，二ニーλ∵’・二こ　て　ろ，

　た才’3相の知路力］ぷ接地故1∫・「に対］．て．だ1川　継電

器で保r護を行うか吋1逐r印取fJ　rrll砧㌧大・、二刮約二ちとこ

がでtrる

　HA－T型高速度比率差動継電器

　IIA－T型纏電器に変ノll｝｝；保1と∬Lう1；］速皮1ヒ亨ざ動継

電器で相間知路に対すら3f周L　一’1’御桿llll比オ．；動安素と

励磁突人電流による；励fG　P7，1｜狙日’戸ら仲ぽ，］てい

る　動｛憾a；lt－5’｝％に，月｛客して・・1・一匿・剖1！・：素・、

前向にけ電流，」3整タノブ1こ父リジ］1て“　7」．けつつて

劉喘の2次竃流調整用ヨて一ナ、7‡に似肥・、Σ・港禰

償変流器け不嬰である・たご励撤突ぺ五流〕・允入1てい

る際に発生けこ内o；日処、に対・てこ支ド1・i・、功f仁，㌘、

にレ∴　てCL動イ1速痩に一1・均　1～内～トニr　’J・iL「ン　’一一．，㌘

　HA－G型高速度比率差動継電器
　こ　継電器；よHA－G「1り同速度」L弓て’）動糸IL電㍑・収

地保逸用午緬桿型北率イ」・腰素コji」辿　一CW－R兜両

感度比巫f動弊素に取仕　、L’∵F発7Lピ，、］d川牡二1中

性f㌧抵抗ノ1s最ノ」麦地電・礼1∫OA和「膓にア？〕三／bt値に

定めらit］て．A　t，IJ；合に」U用、・一、－y；J

　EP型坑“’用接地検出継電器

　坑内用低圧川路に按地故il　l・＼起・召二tiJ，J　A　l－、で已るた

け軽微なうち1こごれごtべ出Lて・IU・r仁目策二・、ノパ1

に一｝期の典に⇔てイ・∫と一嬬・川把・ご馴’、1

とたる　EP川継電器にL述・・’n1的にμ用プ　ミLで，

22りVb・1路1・））・JL－，て1・000～1・｝，0／0Ω∫氾・怪1殻］，、

地故陽をも］了出してFM：’発つるとこ、・一　・：ふ・・：，

保認回路の∫川い11にとパIHI占器二直Lで」・、J・・．　・L’れ，最ノ＼

接地電1充♂値うx10　mA『P度以F、ニ　　ー－L　定めて二、

る　1こう吟てこ不艘同二地逗βL∵爆発・危ぬピ、

くまた感電ブ危瞼ミたい」・引111路t自動川1二ご断；一ぞ芝

嬰も7」　”烈1およ悟灯・こよtて返宜拠L已こ
とう’でごる　なおご・二組電：！l；，、li∫搬式耐し「∪し］ζ∴iirlこ

］i、）」Fl｝　「こ薩r）〒匡

匿：一疎訟

HA－G高速度比宰

　差動継電盤 IIZ型葛速度インヒータンス継雷器

拍め∵・㌧　EP印1川E㍑　りこ坑二・，：限ノ寸1・溌性ガ

ペ’発十丁ろ化了1場一巳他にこ刊用L－’　L＿るものであ

イ ）〉

　SC－N型逆柘電流継電器

　話・♀電動擾の1川［k斤ぴ，欄1〕垣路ごっち・、位相必：云iel

パ’ド・㌻ワu〕合㌻　　た㌔・ことlil？「1嘱P二切らll⊃一ことか

必吸し㌻ち　SC－N’〔」紺電器∴ご・へ・友，kノ：7わに．L迅，

　占罫・㌦人《已・フノ1二・1辿川分ぽイィL・廿才ばご∵ヰlJ用｛．

7いて：・〉’ 　“だ）三也刊1電，三胤占パ，「1二抽；‖£動作9iJ

・S（酬μ・電器しコ、［lrr己一・．い．r・，電川・］益バ1川間

な一ロバ川ノ山’こU㌧て砕口・働つ一るもので
、川1＿）

　D－4型直流電，流継電器

D一川‡胞｝｛・Ll　1－ll’山rl聡」定、1、f・∪・，－1　f妙7s

コLrΣ〆しば！㌧こ対　て1〈i　．［　j・・1二∨，い1刀乙永久｛，∫nこよ

㌻ト1り川1叩動1日llfl　1・耐㌧川つ三1乏一・い・・別い」1↑ノ・、ll継

電1掃∵ヴ・’∴そ・㍍1∫動払㌧1㌧を付｜［＜二・㌧㌧、㍉、ll－一．？、

￥’ s ／0・IA　12　mA融電丁に喫ゾ・一一・一，酷た

晦｝「．f　N’”イコてト1，｛L口出　て

・ゴuフ（　“、　、、，一　一・

D－2／IIJ祁え器二

　Mc－M型断続階電器

　丁一U2・”輻∵’て保t！｝電二・置　何」1　．］III就・L二

　川い」弓9ド〕’　L［1　’（㌧ξ一奈」、）、・”…r、’），ニィLご

　がに治・プ丁1樋“∵∴ニパ㍉ぼM
（－M・紺眺　∵ITi；，・’・・JLf1　，・一て・、1・：川ニノ＼

1　～　　s　　　、　　　　ド　L

　v綱㍑li｝1続｛ll院∴ノ川にfノ　佃l　L－C、tl｝
’

∵　　1・♪た旧次㌣カコ∫L∴　㌧　　・二　糺、．・茄1；三

臼れ川攻一」分6011・lf？ii．　一お1；　｝　て、・

L・1で足近胎　山ζ」乏㌦．（・r弔パド品こL－t

二　！・踏を辿ごノこ∨・〉：㍉ご　仙に　プ、苧・ン㍉、

・二1∩0°‘1・保」㌍’）’・　PJ－1　E，，・一；・1∵、rl・’・L：：r

字80°い：1｛）0“e　’一”frl）！州、・，れジニ・

に：P　1－一　Lt　’1　’r　F　1・　．ny　J　i’L∴．　L・　・　7　h　l　RBは

川1槻㌔ぽ　1・レ変，∴㌧父t’川．品いnl《・w－

22刷鳳訂・い・1才、r・訓ぶ、：1，　’1，哩イ…、費

も　　　’　　ノ1‘JこFlh－｛　　・、　一　、・

ぱ9）19



KSD－2型指示電力’計

計 器

宇埋込角型計器

KSM－2型直流電流計

　従来配電盤用計器としてに丸型計器を用いてきたが，

最近は角型計器を標準とした．’角型計器に配電誓綻に取り

っけて調和がよく，計器取t・r］：要すちスペースが小さく

てすむ・

　KSI－　2型4象限力率計

　力率計｝ま普通進み力率50％から，遅れ力率50％吉

での範囲の力率を指示してLA　7w．最近任意の位相角をよ

みうる4象限力≡率讃一が嬰求され，，KSI－2型4象‖艮力率

計を製作した・これは誘導型同期り・L器とrまぼ同じ構造

で，外部界磁線輸と内部界磁線輪と，そ○中の日∫劫疎片

と9r．らなつている．外部界磁陥‖輸に1超相の電流を流し

て回転磁界を作り，内部界磁線愉ぱ1↑［1匂慮圧に比例す

る電流を流して同心磁界1と作る□1「動鉄片：T．・軸は内部界

磁線輸と一致している．外音膠磁紬・加作る磁∪ミと・内

部界磁線輪の作る磁束釧］1差角の小さくなる方向1　1’：　・可

動鉄片が移動するので，可功鉄月’軸につけた指針が力率

を指示する．

　Ksx－　2型回転子温度計

　直流励磁をする回伝子をもつ交流機の，回転子温度を

測定するにけ，従粛まホイースb一ン電桔回路を凧・・

零位法によ1〕，一辺の抵抗を摺動して平衡をとり，〉．」

移動量をよんでいたが，測じのアこU1に抵抗；こ摺動する不

便があった．KSX－2型回転子1温度計ぽこ1欠点となく

して，連続指示できるようにしたものである・

　その構造｝ま永久磁イ佼叉墨艮㌦証ヒ率計型で，一方乙肩∫動

線輪には回転子電流に比例する意．Lを流1”，他一∫動線

蘭ににスリ　ー戸リング問こ）電圧，すたわ宅回転『］・端子間

電圧に北例する電流習オζす…ξ叉紅氾じ率計ビー両可動線

輪のJ’ヒを指示するジニ，指針い川｝云芦じ、：こ回］云子電流

の比すなわ訓亘転丁抵抗を指：Jける・交叉線栂ヒ率計型

であるから，回転子電流vつ大ei一さが変化しても・指示1ま

変らな’い・

　AD型車雨用速度計

　　国鉄では全面的に電気式車1而速度計をと1）っけ二計画

　をしていろ．当肺では昭和23年8月以来己鉄に数回速

度計を納入した．AD型速度計ほ最近標準として完成し

　7こも○で，そ○定将1エ700　rpmでA．C．12　V，　A　C．

　7．5mAである・

20（20）

誘蓮型回転計発電機

誘導型回転計発電機

　水車発電機軸にとi〕っける回私汁発電機ば，従来歯車

はベルトで駆動していたが，いすれも発電機軸のふれの

ため破損しやすかつナこ．誘導型回転計・発電機ぽこの欠点

をなくしたも．ノでちる・

　これご，等聞隔に南をもつた軟鉄の回転y・を直結し，

この回法子の日う沈（幻i藪イLノ作る室隙＿磁県を通るよう

になつている．永久磁ZIにはコイルがまいてある．回転

子・．一．楠がちよう．ビ｛；籔石の塞隙を通るときは，磁路の磁束

が塘し，永久磁石にまV・た・・イノレを通る磁束が塘す・回

転子ら歯う㍉、行二竣≦隙をけ”るれるときぽ，磁路の磁束ぽ

減り，コイルにはほとんじ磁東が1匡1らない・したがつて

回転子、．匡憶と主もに・・fルを通る磁束が］｝轍し，コイ

ルに回宏数に比例；，た交流電圧を誘起する・この電圧を

興流型訂器でよめば軸の回転数をよみうる・水車発電機

軸．’ミ少1一振れても，回転子軸と同転計発乍宣機は直接機械

的に接触㌧ていf！：　！、　・ので何撃による故障が／よい・

交流計算盤
　途電系統蓮仁⊥の謝llj題，新凡電線の培設の計iaj，複

雑な｝宣電系統ご迎繋問題等を敏速に計算解決できる，わ

が国最初の交流計算盤を当・1日：が丁業技術庁・巳気試験所田

無分室に約入し，10月第1期工事が完成した発電機単

位9個ゾ：・ものであるが，第2期’工事完成の暁には発電機

車位ユ8個とた1；，世界で2位，3位を競う大規模のも

しじなろ．交流計算盤：ま冠力系㍍○一種の縮少模埠！で，

接続1・Lに発屯機幽、位，線路単位，負荷単位等を模擬す

べ　系統と等価的に組ヒげ研究するもので，10）VlA

50ぴ～を法準の電圧電流としている．計測机からは如何

なる嚇斤へも計測用電子管増幅器を用いた1巳．EE，電流電

力計器ある’、・はベクトル指示の電圧電流計器を接続計測

※蹴郷念難灘

骸．

’”t『

交流計算盤（工業技術庁納）

　　　≡菱竜機・Vo1．26　No．1・1952



劣化槍出器

できる．三菱交流計算盤の設置ほ，わが国電力系統の合

理的な運営，計画に飛躍的発展をもたらすものとして，

各方面の多大の期待を受けてV・る．

　劣化検出器
　試作以来，各地の実測に参加して優秀な特性が認めら

れていた劣化検出器（可搬式誘電体力奉プリヅジ）が，

東京電力その他のご注文によb新たに製品化され，従来

の開発品よりは小型となつたため蓮搬に便利となつた．

　本器は電気機械の絶縁の良否を現場測定するために，

絶縁物のtan　Sを求めるもので，逆シェリング・ブリッ

ジの原理にもとすいている．

　電源は100Vから昇圧し最高測定電圧10　kVまで変

化でき・1kV程度から測定可能である．　tanδは最大

31．1％まで求めるととができ，広い領域たわたつて高

い精度を持つて～・る・

電力変換機器

　回転変流機
　電力変換装置としては水銀整流器あるいぼイグナイト

ロンが，回転変流機に替りつつある状態にあるが，最近

なお多くの回転変流機の製作，修理を続け昭和23年以

降には電鉄用1，COO　kW以上のもの15台．500　kW以

下のもの16台を新装，修理は約70台となつている．

化学用としては4りOkW　2台，1，500　kW　3台，4，640

kW　38台で修理は約30台である．

　以上のうち新製機，修理機の特殊なものを逸べる．

　1・国鉄横浜変電所納入2，000kW　4組

　定格2×1・000kW　2×750　V，1，333A，750　rpm

閉鎮他力通風型

　ヒれはアメリカWestinghouse製であるが，つぎの

：ltうな大修理を実施し新製機と同様にした．

　開放型自己通風式を図のように閉鎖他力通風方式にし

た．とれは2，000kW　1セッ晦に機械を被い電動逡風

機で強制通風を行う．通風路は継鉄の集電環側に設けた

エンドベルで下方より風を入れ，その風は整流子方向と

集電蹟方向に分れ，機械を冷却した後地下室より途風機

で引出される．したがつて刷子の滑耗による炭素粉は機

械本体に入るごとがなV・．機械全体が覆われてV、るので

防昔，防塵の目的が十分達せられる．

　っぎに従来の方式ぱ113電圧クップで起動し，同期速

度に達して後全電圧に切換えを行うのであつたが，今回

の方式では切換えの必要なく，リアクタを短絡するのみ

でょい．リアクタにょる全電圧起動方式にした．

閉鏡型他力温鳳型回転変流器

電力用霧饅品
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　　日産イヒ学富山工場納

　4・6ao　kW回磁；織

■

　その他絶縁物日主∴b元1r畏’，刷f・・li’1硫側’ぐ仇側｝1・

杢寸ξr卜取昼ニフ．
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－
フ

＿

Ik，でiち　一）れてい：戊・‥二れ以ト・品たLこいパL

ば，　1．極1み東∴試・り∵二lt　一’一て疋ノし畦＿氏少1］・万・L　”1上
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源こア已．・・ieム・i：・｛1［｛1’1ゴ」∩　い　　｛；い乙川「「‥

AIEE　IV“h，こ，ll　L　JEC　！｛，も10°C低くし∵起動

〕変・｝・器1次側でY、　一川替えによる自已起lt　JJ　h式f’

也動kVA　約13・％・’ニ）．　）1，起曇胴転フ応粉であ

♪ひい　た一・山動二苓易｝こすr，パ、に油圧に］，る］由りLL装

置∫’刊司　ている・往来ご已うな大容冨幾で自己起動

ゐこ㌦　例ハないハ・～てある

　鉄製イグナイトロン整流器

筑Uノナイlaノ刷跳1暢刷【塾撒で当祠り1
川己和・弧し八使「］い□繍1∵・る茸暢i，b；型タン

久）掠「］二　　巴川頃L－÷加　・　T’・・r保守容易な変

i化ダ、㌧1｛L9　⊃　＿・

昭1・121午以仁鋭し日グナfい・ンこ研尤劉午・

L「砧に万力，二∴聞云実績も顕害となり，電鉄用15

1“ンク、1625∩k、V，イヒ’〆∬］およ0・tB殊用12～タンク

12，300kW総、1231クンノ28，550kWを製作完了し・

三㍉弓丈iづ／クコ紺ll‥らろ
　1画二づ細L；阻別：↓帽ユ畑バ・すて・こ2垣1牟運転

、一
　1⊥，が，L－　r問ll1山一∫∴劣化1：より刺与え」：ものB

／｛、一・1∴一漬旦の調tVきIL－・戌に過ごない・泊転七

代表的水冷式イグナイトロンー覧表
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N’＿W

噸＼ぽ三紅
6，0CO・N　300V　イグナイトロン

12タンク　（徳山ソータ納）

　頼度∴宕例｝㍑て11－　1㍗ごフi．㌦i：i；・川ぷに該クンク・除去

　し，　5方ニ　ク連：云．’1りA能ト∵：・」二L－r」：電車負荷：，1　－1　：∵、て

実：：li∵得　．化1：’1：：∴用「グ→’fトコン∵無、三｝：ば，池続

運‘巳1、；」ぴ：・：樹㍍1，点イ言∫・によ㌧電1「1制御8≒夕‘の確

実］生⊂ヒ・Jk　1ノ・．

　　またsグナイい㌧憤己IX：二工場｝1べ、発丘後，変電所

で・：’据fJ’完∫∵二’［・iこ1川応ご要し一．：∵．後酬じ如一ノて

電卓負荷連・繍：工れ，昌・三で．二二∫i1ぷ1己琢1二北境時iぱピ含，1・V）

　て2日問で1あ・二た○，こ，i｝，1－11［陽極iiiμ；≒（充器万保安一ヒ川

特長を如実に示；1：∴て・已，る．

　鉄製イグナ川・ロジニ冷却万式に．1：　1；区分すれば水冷

式と風冷式三よ1”こと．

　水冷式イグナイトロン整流器

　りこ冷式；c大容吊，’大せ統⊃’i，こ：こ｛吏用され㌘．電鉄日

としてl」：1・50・）V・60（）V・T‘2撤IP：ll，1｝‘，　tii・：－lli1　・］：して

1吉5DO，750，　1，00ぴ，　1，三〇〇，2，0いk、V；　1巨仕荷公称，

公称定枯∴区｝」｜L弓ミある．ゴい’ゾ）も∴いす・．ミて2・うタン

クで1郷は・て’∴節礼噺俣μiイ諭月肪式の冷却
方法こ斥用二て・㍑鉄’1ミ｛1［噴荷F£ば∴」亨性に迫するよう

、－　」1v”－　L－r－、　、　巧
fL／Lk、一一・’ L「t．　t、・○・

　化学用rグナイ｝じ／ほノ＼電ば容］］ピ・．iご圭1続定格で：5ろ

から・熱的負荷耐’lll：；：’fい1：ら：銃ろ∵㌧長1四格子を採用

し・かつ電刷」il抑：1一点孤〕∵点江｛㌔瑚L制御三ることに

よ1）実施すろ・二∴点に：他穂！鰯ご器と異なる大特長であ

る・ffた銅のパイ““⊂．一ヵン・クント周に径いて電蝕対策と水

素原子の鉄仮．IIU口に，1・る漏洩防ll：法二i抽▽こ点ほ一一tl・脹

て・ひる．

　特殊脇荊i・グナ・li’　tt　・f．代表例e（．ては：〕，ooぴ

k、V　2kV川波数炎授器卜：ちる・1｜kV　6C～ご交流電力

を6タンク1組ごイグナイトロン整流器で2kVら直流

電力に変換＼12々ンク茸llじ〕インバー，タを使用㌧て，

50～3・：｛kv∴．・ぐr元’ご電プに変換いたミこ・・で諮．イ・㍑∴r与

長ビこ異川波故系統巨｝」ノ川1以段動に元｜叩！」係に周波数変換

がでごる点三㍉］〕　Tl蜘儲1拳である三：共に能辛．㌧ミ良い，二

た発電機∴励li拓ご‘と〒・て使用し，発電（’嚇側知絡時．－i；：；L

調防rEt－一⊥リゾロて励磁川路、1）直∫充電；己ヒイグナfl、ロ

ンの位川制寵こ〕㍉’急変・：一しv安ンt・1・1：ご確保・lt一しy・Σ、

硲・：こ：：）キこ・　元見∫ノt：5，0fjOkX’A　｝・㌧計「：1弐『：：nj発㌃6デ・tl、：　i，〔ハ0：≧

竃∪力Ll：緯1㌔ll1

3，0COkWイグナイトロン周波数変換器（三菱鉱業納）

kvV　60）V　6タンク，　イ・プナイtロンを似三用し．て・いる．

イこ蒜：t600V直流電とεを120Vまで位相制御し，　必要

に応じて600Vまでに急一L昇せしめ数千Aの電流ご十

余～の問反覆通電辻じンううる定．格のものである．冷却水

装置一一式撒イグナイト「・1ンの1料反上にすべて設tJiliされて

いる：つも．仁器の特」ミである．その他已してに溶接用電源

とLて小型寸ンプイ’j’fグナイいユンが麺々使われ好成績

を牧めている・

　冷却水装置
　現在まで採用された装置け，AEb一水式循環放流併用方式

と風冷式再・冷器f・j．循環’掘令方式であるが，イグナイトロ

ンの冷却水温が45°C程度であるために補給水は少な

く．再冷器に1小埠1で・経量化される．たとえば3，0りOA連

続定格イグナイ｝ロン冷却水装｛迎ま水銀蒸汽ポンプの冷

却水）if本休冷却ノ］く系に補給して3，fOO　Aに相当する熱

損失を吸牧する方法があり，まプ1：1，00〔、kW，15kVあ

るい口750kW　6UOV級・fグナイトt・ン自動変電所用再

冷器け，Uブイン管を使用した弧制通風式であり，送風

機こ・蓮転，停止○台数を負荷電流に応じて選択すること

がで己㌘・冷却水循環ポンプ装置は再冷器の1ド部に差ξ置

され全休≡氾縁せしめ宗蝕を防rl：する方策も可能であ

る．

　風冷式イグナイトロン

　冷媒として風を利用するため冷却装置ほ簡単である

：パ冷却条イ’1に限界のミ存在するため大電流容量のものは

クンクを並列として個数を培づ＾必要がある．本器は陽極

部をタンク内に内蔵した特殊1影状タンクである．また分

僧手入れ作砦ミ：容易’であることたよび，陽極腕が外部に

突出していたいた繍；屋へ：ジ烈；謝がな1．・とと等がその

特長て：しる・陰極部1〕’絶縁部とパッキン部がなく熱的劣

化の点う沙なもかづ1∫ツ’イクル点弧するため而『逆孤性

強く風冷式として冷却条件が水冷式よUも弱化されるの

にもかかわらす，安定性のたかい整流器となつた．

試聯課より描［1〕・°Cで1・000kW，1．5kV重負荷

公称・C格；750kW，600V公称定格Z）容量をもつごとが
川一IL
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1，000kW　1．5kV重負荷公称定格
風冷式イグナイトロン整流器

高圧イグナイトロン

　直流迭電あるいは高圧直流途電用イグナィ1・・ンとし

て3kV　100A・fグナイトロンを製作した・液冷式（水

冷式でない）で三屯格子をもつものである・

　付　属　装　置

付属装置として予1・lli・Bンク装置，回転陸ホンプ・逆

測加、装置，制御装置等溺る・予備タンク装固撒ll章

タンクを交換したロみでたプどちに通苦巳るようにする

ために，2タンクを独こ∫コノた床板1・に排気装置，化成装

置一式を装lll；1したt’，ので，随時化成，分解子人作驚がで

きる．回転責塞ポンプとし田ま最近組植結式JD　it’5　・lt．1’1能

回転真塞ポンプを最近製作した・木器1－1一排気能力が大≧

く，／」、型軽量で1駆動用モー：タけワ411Pて寸員失バ著るし

く少ないものである・逆流防［ヒ装置：∴1〕5逃⊃貢室ボンプ

と組合主停電や責？s漏洩時D真空｛圭ξドを防止する装置

である．］く器に下部こ）水銀面」λ1整袋置を有することと補

助槽を組合せた点が／与長である・

　ガラス水銀整流器

　発電所制御電源用蓄電池の充電用セソ1㍉小変電所開

閉順どの油題断器用としてイグナfタ起動式ガラス

水銀整流器を多数納人した・

　直流変電所制御装置

　直流変電所の最近の傾向としてIII，その自動1ヒが要求

されるので主機器，補器，冷却装置関係∵二‘口動制御装置

を製f1バノている．電鉄方而でほすでに遠方操作’遠方一ill11

定を計画L，比較的簡草な厩距離⊂）中’芹肚変電所では整

流式で運転し，長距離．L，ノ（容．ll；1変電所向に：314‡｝ll同期式

が探用されている．

　調整装紐としては定電流の化学用えミどに1TR型定電流

調整器で，誘導電圧調劉；；力謡迦［！移川器’i’制御してい

る．中でもとくに速応閂三を要求さλしるときはロ1・トV一

ルによる回路綱移相㍑による点孤格子回路：⊃制御方式を

採用する．太午鉱士高島鉱業liliに泊人の3’00（）kWイゲ
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ナイトロン周波数変換装置はその一例で好成績で蓮転IP

である，そ乙他題：鉄用の無負荷時電圧上昇防1日lill限抵抗

器も負荷時には電力損失となる烈で負荷電流○大きさに

より，自動‘灼に一｜二∴己抵］）t器に挿人または切離す装置を各

変電所に納入している・

　保護装置とLては高速度遮断器，高速度過電流継電器

ぱ絶対欠くことのできないもので0・018，0005秒とい

う超高速度で動作してV・るが，特殊回路になると電子管

を使用した急：速泊孤装置も言文陥iしている・

　配電盤、ぷ備として1こ直」1イζ側fME，電流が二づ“ます塘大

する傾向にあり，とれ；三測老器，制御器具関係を直接配

電盤に導人す膓ぶ二と庁危瞼であるが亡・測定器ぼ直流変成

器，直流変流器を使用する．イグナイトロン整流㍑の缶1】

御関係し］：高圧うこ印加されろ部分を制御器具f緩に枠組し・

整流器本休付近に設置し制御器具，制御保護継電器など

の低圧部分を整流器盤，制御継電器盤に取付け・完全な

デツトフロント型にしてV・る・

　回転変流機を交流側で1】1己起動する場合に従来は変圧

器の次側に麺力タヅ花長文け電磁接蝕器によ鋼」蝿転

の切搬を行つていf，：f，i・，　Stki！bll一変∫撚の2次カゾ・交流

機にいたる回路に，起蛎丘・制i限用・列ア川・ル1鍬め

起動の際け回路にリアク1・・］レ詞瀦し，鯉加酪るとこ

れを電動機操作の双型開閉器トこより短絡する方法母宋用

されて，これを国鉄に納人した．

　醐澱電総珊御と1呆、；媒1旺してi±・1」就15kV用

CM1気・随：断㍑・｛；脚されてい・Lこが・最近はCI・－B

型を、油三用にレ・遮η砲芝3～↓～・遮斯舗も定格電

流50A級で10，00：）AZ遮1縮縫も・て1・4・るCL－

II型を開発し，1川・容jl［変電所の障電線用として好請

を得て、のる・

　蹟電線の自酬脚ポ曾髄線の抵抗）・一定値iy・」・あれば

自動的に閉搭し，一定値以ドであれば閉合せす’定時限閉

路しなければ鑓電線を閉路する斑剛題1！醐燗路
装置躍作してls，　〉：）ま川糠皇堤として齢謡線乙接

地閃絡に基即．て発帽一る電孤の・削腋ラ〉諭出して直

流饅電線遮断器を選択開放する選択遮断装置も製作した

　　　　　麗義軽鞭IM

　　　　　　　職壕墾繋

　　　　紗e’：い三る菱i
　　　　鶉　　　　　　tt）！　　〆　　　二可

瀕■■■■■■ζ　 　

　　　響

※誼

電鉄用イグナイ

トロン用制御器

具盤

妾繊・V・1．2“N・・1・1952
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応　用　品甲

製鉄用電機品

　最近における製鉄工若の復活に目覚しく，ごLr一種製川

の需要は活況を．呈㌧てきた．

製鉄圧延用電気設備

　富・殴鉄会祠：esイi製鉄所［舵して山グナ式大形卸1圧

延機電気設備を納入｝，た，1三電動穫1よ5，000HP単電機

子型直流電動礎，わしグナ変流礒は2，0〔OkW直流発電

機〔2台並列接続）5・f｝00HP　3相誘導電動誕よりなつて

いち・速度制御用・ゴ1・・一時よび電漸il限用・一

トいヱール調整発雷蜷ごよiフ，発電機つ7馳三…竜鋤崖

の界磁制御を行う新方式にして，速応励磁にょる高加速

および減速を行わしめるとともに，同時に電動磯に流れ

　る安入電流を一定限にド湧胤にfkli限すte作用を行わし

め，きわめて能率的な蓮］菰が得られる．

　同様の方式で3，500HP分塊圧延機用イルグナ電気設

備お〕：びフープミル用粗圧延機，仕旺延機泡て陸

取esの熱職延電縮父備一一式を唖製銅知場向として

目下製f乍中であろ．

　冷間圧延機用として日亜製鋼祠崎工場向として，レバ

ー シングミ・レ用電気設｛・能納入した・：i鵠動nc　2eOI｛P，

450～1，200rpln，　呑反．，・よび途1丘霞動樫’÷：斧々　70HP

け225kW直流発電機，400HP同期電動機よりなるレ

オナード変流機により運転せられろ・主電動機の速度副

整範囲に対し巷戻および巷取電動機の速度制御ぱごれら

に直列に接続された｝1一圧機により補償せられ，さらに巻

戻担び巻取経の変化に対してつねに市の張力を維持

するために・・一トト・一ル調整発電機によ膓㊧戻およ

び巻取電動触速庭自蜘勺に言｝腱す訪式であろ．2

台の運転盤によ唖方向，逆茄7咬互に圧延を肪こと

ができろ．

イルグナ圧延機用5，0GOHP　3，1ξOV　514rpm誘導電動機

　　　　　　（富士製鉄釜石製鉄所納）

　冷問圧延補助装置と・て帯顕1順田酬｝磯およびダプ

ラ用電概端一式を八・1隈鉄会耐こ納入しブこ、磯樽コ湧

断機設1順アメわ・メス酬二，グブラ装置はアメリカエ

トナ祠：より納入された・目下同｝｜〒1：からの御注文で漣続式

清汀＿丑および酸洗設備用電知F㌔・式を製作，liで，これ

らC．機械部分に＾いすれもアメリカメスタ硅から納フ＼さ

れ・高速度迎試のものX：・，翻掴縣ηの高r跨の設備

であろて・電気灘；ば．ゴ融武叫1陶’方ゴぱ採f・rT］・1．ている．

　製鉄用誘導電動機

最近八1鰻鋤掴ミ川粥随汐一ボ途頓殴用として，

4・fOOkW　2魅顯！！電動櫟・完脚．ブ．・一・雛，・腿蟻

として匡i内記録品で口うろ．

ノ艇獅Jとじてi准蝿一1二向ヨ’・：700kW　9⑪0・pm

750kW　600　rpmと500HP　900　rpmを納入した£1さその

後圧延機田のW型電動機うミ塘加してきた・主たちものは

次のと吉Oであご，

　　日本伸鉄向　　　1，2∫）oHP　60「）rpnコ

　　同　　　　　5f）OHP　600・pm

　富士製鰹磯鋭Drイ・・グ珊動〃」5・・HP　514，rm

レバーシングミル用蓮転盤

ターボブ゜ワ用4，00013・500kW・3，600、・300rPm・S9電雛（八幡製鉄矯）

（25）25



1蚕
ぎ噛ぷ～

ミパ　∵ソXt　1

一段歯圭減速式ローラモートル

i］引弓遅身］イルグノロ躯』カ∫lj　3，t）［｝（｝IIP　72（［rpn1

川崎製鉄　　　　　　　　1・5∩OHP　3UO　rl　m

　ローラモートル

製鉄所，郷1蜥に二二川こい一．㍉㌔ブノレ○〕里転1訂で

に10年以L日・心「）　f4・1・団ノノ式II　ii・・独追1；云に変つていう

がその単独運転5「）：エー　－7　一一一｝一：ビゴ｛12後あま：：需要が

なかつたが，最近急激に需要パ？加して：・ゴ㍉

　本根仁標準方式：－t1段｝2段の苗恒！↓：速式い二’あL：，ロ

ー
ラぱ固定された1川肋軸受☆1’コニつて支持さ・1し電動

機（2段歯皐減速式の場合け1段歯卓箱まで）口：一・方の

軸受台に取付11’電動渓二：・1段．2段翠ξ：二：’1∵柑卓あ

ろLへば1∫芝内接ノド1り：id（を経て1’i山に1［11しllO：1．1：うにし

軸受ぽづ一べてiこおユ：已コii　1’［11乏ヨ［と｝1川て密閉J！　，i・し：こ主

に納めてい六1川！i口綬台：∴丈］こ・・㍑・二・漣締i己

式であるため，取1・1・王置によ・⊃て｝ぽ二n々こ川題を角《決

し，かつ街撃に対すン川1・私二十り荊い三）二枯造となつ

た．

鏡㌻・ご歎㌻一m謬

懲

尋ρ

滋

泣

1パ乏1ざ1滋
＿v，　＼　　＿！t冒　　’fi

50011P竪坑巻上機

構躍馨

26　（26．｝

1，500HPイルゲナ制御方式　竪坑巻上機

鉱山用電機品

大型電動巻上機

　昭和23午以隆に二ζこいて百馬力程度から千数百馬力に

至〉ン多以∴）’大昭径上機ご製造仁，鉱山復興整備に協力

し，引続言現在も新設剤’にょる記録的製㍑1を続々製作し

ていろ・，主たる製品をヒげれ口ごつぎのとおりである・

　500HP　1錺」尤雀lL穫1〔三菱高島鉱・業所納）

　桧胴に復円筒円錦1四の鋳鉄製奮銅を使用し，誘導電動

萎発によ二1・発電制i日］方式「三二按ご］じて㌦るごとである・㊧銅

ぱ直径42111で，　この種の径1二機ではわう二国の記録晶

’）’‘［1）イニ・・

　1、50011Pイルグナ’liiil御方式竪坑途⊥挫

　三捲高几鉱若所」・｝1｛島坑納：1）本機目：戦後わが国における

Ul元坑途1二機として：Jifξ大級のものでその仕様はつぎのと

・｝1　1、v・：．　Ll・　㌻r
vt’　1　　、＿　寸り・一，・

企1速度

岱『1司直径

怨η」幅

　　　　　　直流口動鰻

巻⊥電動堤用．f　7レグナ変1充欝〕：1，300kW直流発電機お

よび1，1！1011P　3川誘罵｛電動機よi元なり，ロ1、トロ＿ル

闘｛醗電欝・≡川1動速度調整竺行つていろ・この調整

装置哨長口倒こ負F玩のノ（小あろいは電源の変動にか

かわら一rr，　Cねに蓮転制御把手つf、叱置に相当する速度を

保ち，し㌔1ごつて加速ならひミに減速恒理想的に行われ正

確た着！ぶミ容易：：得られるとともに，保守点検が簡単な

：二、Lて：ll；．同様なロト］・　；2一ルーli；U御によるレオナード

企ヒ装置を三井鉱川三池鉱’胞所に納入した・

　三井川川鉱泡サロ1臥のスカ’ji　一ド参⊥機：ま竪」ン亡掘進用

、・，た∵，喋速度：譜通つ倒趨こ比して非常：c小さく減速

装置と｝て：＾・ウオー壇こ使用Lていろ・

　繍1現在ほこそ○製n三を完」’し現地据付に膓う・かつてい

ろ；i∴に，川島鉱業所納1，1（、OkW奈自動式スキソプ巻

，；1．1・：｛一三・艮三，」」

　不’卜出張ノ」

㊨ヒぼ功芭

10nils有f堤臼　8m／s（人員途）

5．3（〕｛〕mn）

2，751Dmm

　55m【11

ユ9，946kg

　6，480k9

　　　　　1、500HP　36　rpm

4eOkW巻上機用直流電動機

三三菱、1しドG　・、アul．　26　　No．　1　・1952
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ガイドローラ付小型巻上機

．1：装置があり，押釦制御によiりじめられたスケジュール

運転を自動的にiiうわかLlヨ最靭．：〕ノG識ll；醐：レオナード

式巻⊥装置であち．さらに日満鉱判了1τ納85911P鈷内据

付用タンデム型複lll渥1：季艶うミあ　i‘．

　小型巻上機
　主として蹴・鉱山にお｝培坑内外の炭｝．，鉱車の蓮

搬用と㌧てIc　HPから30HPまでの，いわゆる単胴お

よび複胴小型谷⊥機巨，機械化によう経営合理化の一環

として需要がt’｛9　ijllしているが，最近テール・ロープおよ

びコース；｛li；・IC・〉）ILコーける・一プのガイ1≡スクレーバスラ。

シング用を栗ねたガイド・一ラ仲」・型巻」機を相当数製

作納入した．

　鉱山用補導電動機

　前述のとお夢巻．L機用大四電動機は三：菱鉱業高島鉱業

所向500HP・他7台，同高島針業所向1，100HPイノ｜グ

ナ式電動機他6台，北海道炭坑向400HP他6台をすで

に納入し昭和26年に；ま1：1満鉱業向42511P他5台等製

作しまえ途風機用，ポンプ用等多数製作した．

　特殊電動機としてマイー＝一ング・一ダ用として製作した

75HP　4極全閉外揚型電動機ほ据fJ’寸法の関係で特殊な

設計となつている．

　これらばいすれも，防爆規定に合格するものである．

　減速電動機
蹴坑内にゴ三として使用される，いわゆる防劇蛾速

電動機に，使用および取扱い乙苛酷なるに加えて保守も

行届か却のが溺であろOlで，設計製作に酬別の考

慮を払う必要玲あ｛），現在まで⊃標4茎であるGM－WX

型もこC編こ滑ジて改良癒才ユてS・：一　’；”　．）　一．さらに諸特性

の飛躍的向Lを図い坑内Cつ’パ情にミド府ζ激させる・・

め・最近GM－WX型に代㌘ものとして新型GM＿FX
型を開発した．

電動JJ応用開

減速電動機

75HP　440V　60，Vl，800rpm全閉外扇耐圧防

爆型誘謹雷動機（日満鉱業靹）

　とくに歯車に才バ・て近ゴ間1形，材質一灯・切，熱処理の

面にわた芝》研究改．浄不成Ulけ：見）三べきミ、のあP，中でも

昭和24年当）ll：に・没置した200kVA何撃高周波焼入装

置による表面焼入け好成績をあげつつあろ．

　総括制御装置

　澱ゴ搬クラ・シヤ・スクV一ン，水洗機。の他嚇

器と，とれを連絡する複雑ゴ蓮楡系統を：形kす㌘コンベ

ヤ群よむなり・この述仁⊃統一化，、、動作乙防【ヒなどの

点よ1；・紺蘭脚方式S．・’広G研］されていろ．

本方式によ担現場よりの趣8要求ベル1・二担，蓮転

員ぽ各機器の漣動状態にあるととを照光装置によV確認

じ・順序起動抑釦をヂ1「す・これにより各機蕎之）し動挫ぽ

起動Pi損をしつつ・一一定の時間間隔をbつて起動を行う

ようになつていち．

　また・あ磯器の故陶・た1掛ほそれよじ原茨側つ電

動鶴・1：　1’1動的に停・1・づ一るインe－・。ク装世してある

カり・運転員○負担の軽減．　itL動時間の短縮う敬に実f

する保護が完ア．に行なわれている．

　総括制御装置；三1最近，三井芦別fプ’苫所を始め多数，製

作納入している，

　つぎに集団ベルトコンベヤけ運搬能力が著○、1大き

く，かつ連続的であbごと，負荷率’浪好なるごと一ど

幾多勝れた点があ一が，べ・レトそ別喧渕徹う決きL、

ためまだ＋州蜘されてV・なL・．鞘仁菱飯塚鉱業所そ

電’動操作式主幹制御器 照光操作盤
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の他に多数製作してきた・うt，戦後にお’．、て：三目：川川鉱

業所に1組納入した．

　ボンブ自動運転装置

　ポンプの自動違転江戦後の企業の「ミ川化、㌃面よi！取1”

げられ急速に各炭坑に使用され〉こに至・り，：．これ．にソJ〈f，z

｝ご対する完全な追随と，保，護装置∴｝完fiil！：‘二よ；川「ぱ力的に

排水ナるも○である．当祀シこおいて1，，多放ごに二納！＼し

てきたが，従ぷ○保護方式を改］乏じた新∵．・標準型ご製

作して’いる・

　防爆型高圧油入配電箱

　従来高圧油入配電箱：才独隙防爆ゐも．㌍こ：：∵，た三，新

に安全］曾防爆のものを製作1．た・イ〈綜．－L川i・直に計器お

よび保護装置ご納めド部llilタンク内に：・il法触：；〔たよび

ヒ＝！一一一ズを取付け㌘．電動挫りll’〔入起重川、：として使F，1す

ろ場合ご，熱動継電器を耐庄防爆構造！rして箱Dクト側ご

取付ける．

　特長としてけ接触部分の張化，油タンク昇降装置表ノ］1’

装置，および節錠装置などの取1・1＾け，また述動装置とL

て，カバーを開いたままで1）投ノ＼イ靖ヒ∵投ノ、時に1＝VJパ

ー 江開放不能とナるたど取｛及ヒ∴）安杢こ二口らていろ．標

準製品とi／てll；：∫；1三lpである．　㌦W｝∴・巨一lil・125kg　L’　：・・’、じ｛｛壬3．5

kV　200A遮断≒：請≒1⑪MVA・　’／・、う○．

　防爆型分電箱

　近時坑内保安、っ弧化に俘い坑内、㍗；『岐回路の接討己部分

の安全を期するため高圧およぴ｛11〔だの防爆型ク〉電陥を要

　　、ば二墓≧

＼、liご

裳

舎，㌶湯

菖・／
㌘．tV

SX－112型油入配電箱

28（28）

MX－200防爆型遮新器

連続キユービクル型総括制

笛盤

求されるよう；こなつた　　本器ほそ・’）一一f列で安フこ1曾【玩藤暴構

造とした箱休1二300A用1｛固10DA用6個の口出部を

設けたも⊃で600Vまでに使百されろ．狭品な坑内に適

す㌘ごとく高さ：IJlm以下としケーブルヘソド以外は

す．べて銅板製としてお1〕小型軽量である’

け爆型低圧分電箱

　耐圧防爆型気中遮断器

　低圧「口⊃加ぺ遮断21；に代る耐圧防爆1阜！気中遮断器で主

として変圧器：う二次側・r；ンゾ・フアンなどの直入起動器

に便用するこ‘に適｛、t”1も：⊃である・イこ器では油入型のこ

こく「旬ηおよび切4オ付近で使用してはならない」の使

用制隈こ二受1．1’ることなく坑内深部）で持込むととができ

ろ，NF型デアイオンノーヒ＝一　一ズ遮断器を使P｝］した手

動式∴も○で交流600V　20Aζこ．定格を有し遮断容量

10，000Aで遮1祈試11歳∴結果なわこれ以ltの遮断容量○

あるこど三確めた・

　切羽開閉器
　故障．：絶無，小型軽一1？！1　，点5ミ容易を目標として50　amp

蠕」よび109alnP型ご1改良型を製作した・改良型・D定格

・窪量に次二こ‡パ．1であC・

　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

型　　71

EX－51A

5」A

101B

ユ〔）．5B

蕊論塁溺備　　考
（V）（A）　　　　　　　（kg）

［uo　sl）1阿逆　62　ケープ几ヘツド付

tt

tノ

lOIBL　　tl

105BL　　v

〃　　nJ　　jiZl　　　73

ユ00，」｝：可逆　10〕

ワ　　］汀　　〕口　‘149

り・1「：可逆　］08

ク可　逆　156

1プラグ取付1可倉自

ケーブルヘツド付

プラグユltf・j－・イくf3旨

プラグ’ 付’

ケーブルヘツド取付可能
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タ　一ビンボン7の一例

　夕一ビンポンプ

　鉱山ら坑内排水を使命として多年Ji：　．L．改良に努力して

きた当hii：の多段ター已ン・］・’ンプけ，そ・こ構辻∴堅牢なこ

とと雷力沿費量の少い優秀な仕能・こヴ：め多ミ坑需要家各位

C好評を博し，昭和23午以降に三婁日li田鉱二￥三所辛N．60

kWをに：じ：C：・最近まて1；：百Z十台W．2d，00〔）IIP、㌻二製

作納入していえ．

　空気圧縮機
　昭和23年以降杢膓1：圧縮｛幾1ご，200ヵ．らJ「eOHP標準

型の各馬力○もの・多数を製作したぷと9］，r．　1・’一・いすれも茨

坑方而が主な納入先であつ7・こ・な方こ．’他1こ750HP室

気圧縮機ζ完成した・木鰹ゐ概要i　1：ド記、しとお9である

が500HP以下の標準型と異る点け，ピストンならびに

シリンダーへ・ドの頂1｝陸円Sfi，tUにし空：，〔弁め取fJけ取

脱しを容易にしたごと，歯車ボンプによi〕強制循龍ヨ．．

ていること等である．

　　≡菱崎戸鉱業所納　75〔｝HP牛気［聯9踏

型式

低圧気筒直径

葭涯気筒直祁

衝程

回転数

ピストソ抑除け量

rll：出圧力

電動機

　HC　322ハf1

　840mm
　52∩mm

　530mm
　200rpm
　117．5m：／m｛n

　7k9／cnlL’ゲ＿ジ

1司）切電重0程セ　75（，HP　200　rp！n

電動ノ」応川品

　　　　蕪一麟
頴騨　　・・’、滋1

　　　　　欝：

バ 轟繧雛三

∴｝∵㌔　・

HC－322型750HP空気圧縮機

　　（三菱崎戸鉱業所納）
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KF－24型重液回牧用

　　磁石選鉱機

陶土用シ黒式除鉄器

　選　　鉱　　機

　磁気選鉱1窪口磁ヌて亡利用して砂鉄，▼選鉱，カーボラン

ダム陶上の粗原］：’｝中の除銑○だめに：刊J用されていたが，

軍液選鉱法．1）発淫に〕こつて応5］範囲が拡がつてきたの

で，当杜ご各種∴撲鉦：授を製作しとれご納入した．

　1．　重液同収何選鍵り：機

　鉱石と廃石との中間○比重≡．有する電液中に鉱石と綾

石との混合物∵1：人れて二LFに分離する方法で，　OP磁石

使日PMF型≡ラ・り一一「判U老鉱山，東邦亜鉛，別子鉱業

に納入した．ま｝：ζわめて小規慎こ鉱山用としてぱSL

　6f；型を日］s鉱業ll光jl広業所のものが小規模の鉱山の貧

鉱処理田として八功した．

　2．　品位向ヒ田選鉱手幾

　砂鉄選鉱刑として日鉄鉱業，日曹製銅，北海道鉱業開

発，報国産業，三泉鉱業所等に十数台納入し，いすれも

妊成績で運転1．ている．

　新報国製鉄㍍山工場でばC－5型砂鉄選鉱機であらか

じ勘強磁性分ll二［：1べ：，つぎに猟磁力のHM－3型選鉱機

でクロム含有量0．033％まで低ド㌧た精鉱を集め得た．

この結果］⊆邦産グロム含有テタン砂鉄より珪酸を適度に

除ケトして，低クロム酸化テタンJM　IJJ（料を得て，本邦産ナ

・vン鉄鉱利用ごコ1∫能にした．

　3．除鉄弔泄鉱機

　フェロフ〈t’；夕型∴LF－－2川㍑式除鉄器1二：陶土原料

精製用二：バ、二で．徒ゑこ馬蹄Z型磁がでに吸着て・Z”なかつ

；こ褐沃鉱黒雲母，線泥五な三も除去て這乞弧力なもの

で，陶磁器試馬1ご叩1↓海支所，三膓自製陶，円司製陶，淡陶

東洋陶器，八幡饗鉄1・斤などに数十台納ノVし．1：、

　4・　そ　の　他

　ベノニト：：ンベヤで・1≦搬され：：イi堤また・1　r諸鉱石等○非

磁性1イ源即い二混昼れてい㌶据パぞ・しi・ナ．ト等の

鉄片の除去に1旭1これる除鉄コンベヤ装置用のVM型
吊．［　k，LZ　flRl・イi・　El】　iw・fll｛i㍍　・つ一 り，　MP　三朋d？i，1十iゾーリしよ

（29）29



主れそれ洞虫ま：t：ぽネ11合せて使用すろ．帥岡鉱山串木野

鉱∫1：1所納人⊃VM－4己磁石，　EP－56型プーリ，日東

紡富久山工場納入のVM－4型電磁五等ミある．

　RXI－1型ロードマグネッMま飛行場内その他道路面

〕：り／丁，鉄Jl’を吸引し白動車のタイヤ保守に役SIIたせる

もので，　トラックの後にとり付けて走るも乙である・沖

縄地区に8台，朝鮮地区に6台納入した．

　lil鉄鉱”《［1／納7v⊂）デビス。チューブ試験機∴約10，000

ガウスの磁∫」｛怜度までIEしうる磁性体試灸機でltド，左

右運動するガラス管、．．両側に1り銘；状の強力な電磁行を三≡

な克，蓮動中に原料＝．選垂広状態を見て水」ゴ充1て洗瀞し

うる便利な機器である．

　炭坑用電熱器
　本器は冬明坑内企L機運転手およが坑内電車蓮転手等

の局部暖房に使用するも○で，800Wの発熱作を防爆筐

依の中に内歳したこ、○である．筐体に：」］r表，面濫渡を低く

保っように，胴1本に放熱ヒレが設けてあり，また電線引

出口ぱベルマウスの椎造としキャプタイヤ線を使用して

開閉器に接続するようになつている・

　発熱体ば3熱線を1耐熱絶縁粉末の中に固く埋込んだス

ベースヒータ主採用していうから，機日的にも強く，発

熱線の寿命．も長1、・特長v’ある．

　サンダ発電発破器（特許出原餌1）

　ダイナマイトの点火に使用する発破器に1「trlti’‘｛F，分のも

のほ小仙r［流発電機うミ上fイζにたり，F動にょり相車装置

を経て一・秒以下の間に急にIii｜伝せしめる構造であつて，

使用者∴操作によ｛〕その出力ビニわヨて広範囲に変化す

るものが曹通であり，そ力ため不発うミ生する問題があつ

た．とれを解決すろソ望）今回当ilil：が開発したものは磁洞

回転式交流発’L機を・1：保とし，「バネ・1に蓄勢じた勢力を

一
時に回法おこ与える支置を備えて宇～でまζ」1，　2i’0　，　pm．

の速度で回輻すろ．W軍，スイノチ，整流子，刷子等事

故の原囚となbやつ1V・部分をもたないき］」めて簡単なも

のであるから故障ぱ少くきわめて確実な作動こうミできる・

現在製作にかかつている炭坑向のものは，1Ω’譜10
発月］L’i［’・ジる．

　一セな特長

a．　L千ド千なく1准にでも確I」ξに操作できる・

b．何回繰り返えしてもつね1こ全く同じ波形で，同大｛；’）

　出力が得られるから，ll「火は確実であろ・

c．通電時間．・ミ20ms程「左できわめて口いカ・・う各’1譜

　の点火時期に不揃し’、をきたすごとな∴　ま了こ通電時間

　が長いごとによる保安．Lの危限が全くSg　’o・

d，構造が簡単であり，故障の原因になりやすい部分が

　ないカ、ら，故障の心配が全くない．したがつて保守L

　の費用1・－1：ほとんど川題にならな、！・・

e． 5，000回D繰返しバ．禄の結用全く損傷が見当らな、、

から寿命ぽ実用土無限大である．

f．　而札£耐弓、型の1ミ16造であり，落ド等のシ」ックにもき

わめて丈夫子坑内等で使用三11るに適すち．

9．　・P：吊：2・8k9の・j・弓1堪し’；L浮用であろ・

30（3iり

船舶用電機品

　絡戦後の海・ヨ」県力復興および鍮11珊しz）建造に応じ，当

）1il：ほ主発電働主巴i巳壱盤を始めとし，甲板補機および機

閲至補機用その他多数D電動芸置を斯界に途り，舶用電

ヌ磯械こ対して，トの面影を再現し，さらに一段の飛躍

を・遂げた・：ど百実績JI）概要ほつぎのとおりである．

　発　電　設　備

　L　直流発電穫ニビよぴ1配電盤

　昭和23年度まで．汲茎造般け内地航路がゴ三となつてい

ジ1：ので，そOll発電機D昌斗力’、40～60kW程度の小容

量のも○が多かつたが，昭Tn　24年度頃ユ：り7，000屯以

・
ヒのパナマ・ブイリツビン，およびソランス向の1二：出酷な

らびに外国航路向の5～7次の国内船が続々と建造され

るに至ったので，その出力も一躍200～400kWに飛躍

した・24年度以降当社にて製作した発電機の製作台数

は137台，総出力24，320kyvの大容量にのfつた．

　規格ほABまたビ．ロイドが多くいすれも終戦後改訂

されてhる部分が多い．型式｛］1！ド閉防滴またほ防〕［萄型に

して新しい傾向としてぽ，休転中防湿のため；こスペース

ヒータを装備しまたソルグーしス端rを使用して配線艦

装の工数を簡略1ヒ㌧ている．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

フィリッピン舶向350kW　2401120V　400rpm

　　　　複巻3線式直流発電機

昭和24～26年度間に製作せる100　kW以上の直流発電機

2線式（主としてロイド規格）13線式（主としてAB規格）

（kW）　（台数）　　（年　度） （kW）　（台数）　　（年　度）
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　　　　　あとらす丸，あんです丸用交流主発電機

　　　　　　　390kVA　230V　3φ　60～360rpm

　直流配電盤ぽ楡出舟｛Y6隻．円内船23隻分・（・，そfilぞ

れの規格配電方式おユゴ！ご仕様に1，「：；じ製作拍入した．

　フランちバナ∵酷向才よ噛二｝ご三萢海運向債i！ミ造掃所納

めは2旧A以下の韻電川U旨に：II　NF型デアfオン゜∵

レーカを使用したデ。ド・フ・・ン小塑の代表的漂，ので

ある．

　第6，7次船NYK．衿よび飯野海迅i頑ミ崎辻艦所納：∴

のものけ，ロイド規格ラfブパノ1・ント型で，発電城容

量ヵミ400kWをi超えるジ：ぷ1）；こ使lllづ’るヒューズロニ，　カブ

ゴリ3を必要とし，当川：研究所にお1・C乙硯格試験によリ

ロイド協会により1登£粂された（承認日付t1951コト9H　27

FI）LK型ヒュースを使用している・これぼわ㌦：国製品

とLての［！已矢であξ1）．

　2・　交流・発電機および配竜盤

　従来よ川措舶の電源む1一ノて直流．い多く月1いられ，て己た

のに対し，交流を電源として掠用1．．たものが］日当多数あ

つた発電設備としてけ．｝三発電鍵，郁助発電機およ’び非常

用発電機に分けられ，これらを駆動すろ原動ぱににジー

ゼル機関減速蒸汽タ～ビン，蒸汽機関があζ．

　これらの発電機ほほとんど閉鎖防滴凹であご‘が，船舶

内とV・う特殊の環境に据IJ’けられLL：いf，ということを十

分に考慮しても，かかる必要ほたく今後ii：開放防i’商型を

できる限り保用してゆく方針であち・

　船内の負荷の大♂ドが誘導電動機であ邑ため，とれら誘

導電動機の大なる起動電流によ＞J，発電餐の電lll降一ドが問

　　紳戸丸用交流主発電機187．5kVA　225V　1，800rpm

題になつ膓’；ゴミ，こぬ；コ：日動電圧調」｛ヒ㍑た必す付i，電圧

降ドを実円と苫支7㍉：：L－1程1斐に止める〕：・：パ．1一画Lて、ハ

る・しか1．て実際こ，・E・：1∫コ・1、〔1ζ：「二：i’－r　’．・てご，川動㍍圧調整

器乙完全た作動によ1．、：了とん：噛電川降ドブるこi：なく

運転してい㌧二．

　また並列蓮転に㌢’、・てilf！：．！、口：㍉：一’1．隻に対L，　2

台ご・主発電ぷ黛樹11il一㌧三7二∵，｝1撃’・1冷εj☆にて般

内㌘需・よ：：ゴ両Lll’1：t．・らL．1係仁，重ノ〔荷∴切換，時万、噛1ξ・並列

蓮転迂行∋ているが，　1隻に3台装flllliして’∧ち鼎でほ常

時2台並列運転を行つていぞが，、、・・一・恥れこ、支障なく；漫転

して’いえ．

船舶用補機

　電動操舵機
　当祠：の”一ト・じオー」‘一ド式奈電動操舵i斐：こ，二の性

能において戦前よ！＼，すてに定詔三1㌧：あり，多数掠用され

たが，今回ソランス賠向汕只ド・ソク納∵○）ミ：：：，操柁電

動浅11kW　2台ヒ1∫1．1台言予川こして切恒・1∫1主とし，

非常操舵に：船↓、喬こ：）舵角，，：乙Lイfと後部1川己の裡｛li亡台：こ設け

デ　：　（’f｛1玄　お　＿］1　：二〕ご　ノ［三舟支　斤yj　］　ill夕［1　：　二　　よ　　　｜元　　i　i　）、tt　、　，　　　　ま　　：t’こ　グ　フ“　ノし一　　〇　　コー　ニ

ソト乙ジ、・イロ・パイロノトと結r刊三：も二でロイド規

格による’1ごての）二・11；5次］〕II：衷洋1で］巴向ば浜造酷所叙勺

め｛］：，イ’9舵電動民16．rllP　1台て，　Jl二常操舵1　’1．後1’tllt甲

仮ゐ操舵台からドラム四制御Yil　t一ま｝こして｛i・J’．　JV式’であ

イ 〕・

NYK（阿蘇九）用ライブ・フロント型配霞磐

電動力応用品 【31）31



　配線方式は下表のとおりで，機関室および舵機室に各

1台の切換開閉器を備え，信号灯にょb相互に蓮絡しつ

つ回路の選択を行いうるようになつている．本操舵装置

は機械部分共一括製作し，シングル・＝L・＝ッbのジャイ

ロ・パイロットと結合したもので，AB規格によるもの

である．

切醐昧・ヅチ1回凶酬 制御方法
1

2

陣板⇒A・1論ドΨオナーF

已板叶Al ］1

3 匡職〃・・已動髄酬御

　　　・　已板”IBI　〃

　電動油庄式操舵機

　ジョンネ～・ポンプ用として直流40HP以下44台を

電動機への饅電方式に応じて，切換開閉器，信号装置，

起動器と共に納入した・第6，7次船向横浜造船所納め

のものは，手動付自動起動器とし，低電圧レリーズを有

し，電圧が回復した場合に再起動する新方式のものであ

る．

　電動揚貨機
　絡職後のワンマン・コントロ　・一ルの要求に応じ，制動

巷卸方式のものを開発して以来，幾多の改良を加えて，

すでに標準化し，一部未納Dものを含めて，製作台数約

460台に達した．通常の制動審卸の欠点を克服し軽負荷

において高速巻卸を，また回生電流制限装置により定格

負荷を定格速度の2倍以上で，安全に巻卸しうるから荷

役能率はきわめて高い．標準はウオー－tム式であるが，デ

ンマ’一ク船向祠炉造舶所納めのものはスパーギャーにょ

る切換式で713．5T×18／36M6台，3／1・　5T・30／60M

8台，またフランス般向浦賀ドック納めのものぱ，接触

器盤および抵抗器をウインチ本体から離して別置した型

式で10／5T×15130M8台，5012．5T×30／60M6台

である．　　　　　　　　　　　’

　純可逆制御方式の既標準揚貨機も，デンマーク船向三

井造舶納め，フランス，パナマ船向横浜造船所納めを始

めとして3トン，5トン，合計150台を超えた・

　揚貨機の工場試験は使用状態と同じ条件で行われるの

が理想であるが，従来の試験設備は揚程やや低く，この

点必ずしも満足されなかつたので，今回実際の荷役作業

舶用交流発電櫛製作経屋表
1．ジーゼル機関駆動

ぽ7v笥燃鷺輝 型式 名 難台数 用途製⇒規格
2751・・…　136・｜…閉⇒槽璽㌦．あめ働1・1主発謙昭25AB
39・123・［〃中 田 〃1櫻聾坑．あんです司・1〃1昭26〃

265レ1〃 〃1〃
“［〃1〃1　72・．1〃

〃惨本柵脚軌1・1〃 B 〃

〃 ！） ［・1補醗醐〃 〃

司・251“1…卜 〃嘩麟．その他 ｜・・主翻剰叫・イ・
35 〃1〃1・・4j・⇒ 〃l

i一

〃 ［・已醗誠〃 ”

・・3123・ii〃1

・9・レ　〃1

…1… i沢山噛あらす減　｜・1主鑓剰〃 AB

35・1〃｝願綱抽本酬 31〃 tw＊1・イi’

2．　減≡謙汽タービン駆動

出力電圧周波劃回転数
（kVA）（v），（～）1（．pm） ‘力率 型式 船 名 鞠用途1辮眺
・87・・1…「…　a・！…

23・1…　〃　〃1〃
1閉繊1鶏魏撒．蹴・鏡醐1昭25些
〃 1・ 〃 〃1〃

175
〃〃 1〃1〃 v 1・ B e 〃

3．蒸汽機K駆動

出力
（kVA1
㌻燃燃囲型式‘ 般 名． 製作

台数 用　途 製作年 規格

・…　⇒・・1…1…願醜墾麟置雛丸1－3r綱＝1・9・’25・・
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川　　　∫」　∫μ∴：ワ三4こ負ス引叫］転放　｛5首｝1ナ

kWl．川り1（V）50へJり∩八’

0．2（L，Htl）　　，1　　］00．1，t；　2〔〕　　1，’i’∩｝八Sl∩12

　　　　　　　　　　　1一

定格

迎続

　　）二、ご）・亡一　トノし、・『．tl　lr　］　〈　・1：：・：’コ’i’．ンここ二“1．」’一：ウこ1．

a　停動1・ルクほ十分にノ（きく、起動いンクも猶群⊆動

型としてに最ノ（限嘆1に人ごく，しかも能ぷがよ、o．

b　　1皇」フミ享ゴよぴd〈訂垣うミ［1‘［」妾「日言1；ジ㍉㌦∫蠕人㌣：ドク〈“と」キ1こ匝］

車云｝’fsン＼キニs易；1ニニ］二二三角llし2　L；・J，1二とfj：rて’　，Lrづ㌃、　㌶｝ゴIII　Dミ’ノご全て・II」，

㌘バ㌧ソ吉｝罷度L｝1㌧）可ほく　，　i’目当えミ∫dケ［『庁；こ；11耐づこられ．）・r，、

c．・川受ほ：独特．「．ttベアリンプメタ・し｝ヨ．ll・’．　i：筒・泊受であ

rti｝∴．～…，　ilE．転；元1［］i／骨’：1．，　ごえ〕ぷ）て亘仁t’　：：ノ；〕，　しえ・・もオ汀

illtt：1う：フエル　］・UL・「1］∵、レ（L、）lt：．｝e”移］iむ　1’jj合・；：もts）ミ．i’ン・

だりに『充liit．．な㌧、．

d　　互虫9　E∫、1三ホ合；由1・全・う㍉用’、．・～（え三〉る司・・三；ヒ：川に恒三和Jで・あ石：ビ

カhl、yl　2，ミく、　∫dl芝にホ汀；由㌻一）51二、どご’［；ろご・パ・

e．　　ノぴイ・1ド｛進重九＾｝ji！i！xじ、“力「旧1羽器：士三iデヒ忙ノ、，’・i］，1！　JVi’一一一、i．1iし

ゾこ狙Ill写な設言ドごJ．IF）｝〕．　ヲ1：㍑輻こ二重JJKiバ酵；；戊≦三・．「：，　ll　lii文㌘素旦ス已こ二

とカミな’、・．

SP－7型分相起動
里‡目言秀導電動1幾

自己通風型0．2kW
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t

7 ．’－
bP

バ

SM－1型クラッチ付分相
起動里相電動機

自己通風型0．2kW

1．　SM－．・1

　仕様

　型　式

㌧「1クラソチf寸・分・ヰ日’｝起重乃qξW｛’竜重8逢

自己通風ulo

川　力
k、V（HP）

　．2（1／・1）　　4

極 ’s　［E
！v）

　100

1

：壱負ネ8竹；車云数　‘59

50’V　60～

1，400　　1，70っ　　S亘三

格

続

　　クラッチ付一∈・一トルは，クラノチを作動せしめること

1二，］lvつて21［il；云；丞’1圧をド1由lfl　ri三・うゴつ臼1’輻菖にD月4些づ＾ぞノとと

zi）㌔で・ごち㌃、こ）た∴二C，　重方う、じたり、　止ぱハたPするイ乍’Tミi二

色廷口’；二ぞと戊卜、ll；；に！更和］’て・こう三・：ビ㌧こ「、り㌣ごなくi∫旨率つよ1バf乍

11；：う；”：・き一る．

　　1二つモーいL二㌧代痴］勺な肪ε：□∵糊1ミシンの駆動fi］

℃・tlb：う・’）㍉　こOi也；こ：もあらゆる1匡．ヒ『ilずG｛f，6｝－E，　ili鹿・1；慮（ロ

クロノ　木にト翌｝1己’亭’J・学勿リll工用で己動ξ礎1こ／リ、「目さ｝’しそ，tt二，応「rJ

理厄｝「司；’L’き5）〆’）レごμ11、、もこニン’で・あろ．

　　と．つモ’一一トルぱ，足踏夕・，あろいご他D適当な方法’こ

よつて操作レパーを動か二，プレ・・一キtr弛めると同時に

クラッチをイ乍重カーL］一し1めご）智1睾造レご㌃セ）：’：’・

　分相起動式・曲［？gl’動｛堤を掠用してい：う｝）・ら昔響，振動

ピi：き2：㌔：・〉てノ少1，　1，L　t・Lつ∫圧負31－fi｝！1巳fiJJ～‘で＞1う♪二三・らliLE動スイ　ソ

ニ声にも，　’亡一　トル：二も乗ξ㌦｝！・1’　；’ごく㍑（：㍗・：：1：走呈，㌻た1＼．

　　ノ河｜il改］’4さ7，　1－「一ガ、ぷ1：・つ∵．L）㌔itrじ’ご三うる．

　　イ走来：でクラソチ彗㌧うi’iiittl－L≧三［多動う1るた膓う，　こ∵’‘F句Zt　c乙）

嵌【今部ならびにヘー一部分よ1川牌を発したり，クラッチ

已．・1奏肖虫こイく」し【合己1艮IL／T．：S；，　ローブハミル　］・1巨．う嵌合剖；D

l旧i菅　’：’f　；’卜i”IX．．・1・　Ji）・つ’：ン　．二．ξしら　ー・欠C㌃ジ「ご一膓店づ’ろ三’：め：ニ

ロ、＿一
ノ゜ べ・ン　ト［F．．1事壬、、7｝ミールペ〈7リンク㍉：こ一1：シつて二く1二えら

れ，これにt・1－：一：Lクソ，チ．Lljl　i．：軸品こ装31継1，じ㌧，クラ

ッチレベ・－C／il　f川㍗で躬ll端｝塗ゴ甲すだけで1［］1．法を自山i’1在に

伝えltこ三）ミでご：・r）．ま：こクラソチレ？〈　e一を1雑．士ば，　こ

れ」；gローブ゜ベノし　ト、ll主ひ外周三三ブレーキナる．他方クラッ

チ・⊥巨．㌧ひ／aXバ（t，’・三，i刊：：：丁巳長〔θ勺角：用1こよじナ甲ぶ返えさ7t，

クラソチ「三「用放・トろよう1ごなつて∵・∵1団・造．つも∴‘を製f乍

1ノ㌣二L／’竺．

　　iliq　gりJスィ　ッ　ー戸にI　L　ILiリクラッゾ1］刊jE［iこ2’寸㌧葺i山’1　’：f’多動し

ても確実：二動作す’るも∴・と㌧，これご負荷閲∴・末端1こ塵

挨二1入．らfs．Li：f－tliX’：‘｛；ミ1こ1袋：是巳、　1：1・・、もこ　二部う｝・．づブ）・レ・f“

き三よう；こ己文」ミし｝ーこ．

　　ロートトローノレ

　　ー殴工苫用電筏品として，当祠：独自のロー］・トロール

㌧ヒf［iE弓」’－yたL‥r　Lif，　〈ffLYJ｝ゴ、二辛内戊＼［，　好，1’｝三’＝i尊して＼へる

：）｛．　⊥ユト’そ．一・1三ン’；’，∴；i一ご智］介す㌧．

　　アニ≡ロー　】・トロール、J）詰ξ刊｛iこ一”つ’．・・て1111「ロー一　ト　1・ロー

ル．：㌧十’ヒf｜旨と1’J．　）1〔is．「↑」」　三菱’：匡『墾　　2／’G“2．り・　　ll召fl　l　25　勺こ

．　　　　． 1　　　　　　　　、

ri’：ご771　，；1［：il卜一15㌧、．

1．　　7工弓氏ドξ「lj』1丘亜射；蓬

　　］少口口幾：三広年冠P｝］．∵バ虫：芝；11‖御と，　S’R．！tS：・なt衷　［ti一変動ネ；1亡必・

「Jkiとう∵二，　」ヒllイ〈》』Uξ；こ辛内入□．　’：も．⊃：Stl

　　　　㍍　’〕：．し∪村ξ　　IJ＞O　I　P　ZL）OV　70e‘－Pm　fLi．，励

｝窪h：機　IZ5W　ZL，OV　1，000：・Pm他励

三三菱ls　B｛s・XJ，，1．　26　NT〔L　l・［95：t



⇔

t

2：＜0．4kWロ・・トトロールと1HP誘糞雷動．畿

　　同上駆動誼動機　2〔1〔，HP　3．3kV　1，りωrpm

　　　　　　　　50～　川り‘u山言・審

　　　ロートトロール　｛｝．4kW　川）V　1，5｛〕O　rpm

　　　　　　　　与’．1三甥ξ励苗

とれ；tワー1・．しラ，い㌔i川1洞1り式に逆起電力1・腿度ll雛

方式三付加∴∴∴．，，1．㌧，ll－一一いバール1．．二，電劫髭∴．逆

起電力が，所定f直、こ：・．．三∴1ご動ず］け：一、．一］（方式で：．．、発電

機Z）励磁の大部分1・ま励」磁母線によつて与えられ，°～ト

ト・一ルは，遠度亥．動ご㌃；，港す三だリ⊃励億を与え・；・Ll－｝ご

よいから出力∴．；小さ．：’．ご・一ら・，大出力．∴電動跳に対して

　も，　ノJ・型巳」悟準ロー一トi・：2’一ルか」趨口で・きる．　ま1．．：†SWJ

機OI速度に：負荷：二煎Bl・1〔系に，辿度□㌧終抵圭tlぽ．．し位置；こ1，il

当した速度がつ身．．．1・1．：こ得られ述転うご確「廷にな：5∴．てt，従来

のワードレオナード力式・’題「芝制御洞司．ノ決1・．i〈　i／40□う

ろのに対しl！1t・．、の広範匿1ま・．：・．父1走な制．御∴・’珂’能で㌶る．

2・　製和ξ㊧〕収リール∫］］電動；k3Lt一

　　　昼ユ｛文リ　ーノし嘗圭ヨ」力『菜｝．二：：｛1’｝｝i“ん；：，」．日プJ．：て・㌘λ⊇．：．こ一一ンi三二でご・，る1二

とカ∫要求さ7し≧》．び，　参Ji文り・一ル1こ途耳ζ》3に一・T・　、？Lてv’ト．径㌧

フ1〈きくなるこ．てず1動1”1’Jlこ回・紙数をト’：，｝㌧1：口ご；ILI．L．た∵・．そ

のために1’∵1じ重肋i文にt’心．・三‘辻口．三こ・一’：走こすれば，　定1口滉ご

制御を行う．必．要㌻：．じる．十條製紅し｝郡島工ゴ弓に二納フ＼したも

のは

　谷取電動機　5HP　22t｝V　450∫1，800rpn〕他励に対

し

　　ロー　1．・1・ロー．L　　O．・4　kXV　　110V　　1，750rPn．t　‖寺グ11

励磁　t・使川し，好丈；．．．tit．こゴし1ζ1∴て∵・る．

3　ゴムロールカレング

　ゴム・一・2：ヵし．ング．も］少紙旋と同．ほ，∫ミ好た漣度．変動

率が要求される・株式．フミ：荷i明；倉ゴム製造断’に‡内入｝．．．たミ）

己‘は

　　．｝；、：E動1斐　150HP　221．｝V　45f）rPtn　他励

　　　．．｝三ブ§「辻桟　　125k、V　　22りV　　97りi’PUI　　f也励

　　同．W！ll．助［藁助6ξ　2↓）1｝HP　3kV　97〔．lrpln

　　　　　5｛）～　　誘・導｛▲：莇己i｝

　　t．T一トトr・‥ル　（｝，4kXV　ll1）V　L　45UrPm

　　　　特．殊励’1：1・i

　で前記抄恨樫と同ぱ．川ilj御方’式：’11・日ミ：11し，好．㌧．い蕉，1牧

めた．

4．　　鮮ぽ［．．fヒビニー一ノし　ロ　ー一ル　ヵレ．ン　ダ’

　日本化成．1～占1ぎミ．1：場に納ぺ㌶・．i　・！・一ルカレンク．．；．／il

　a・　tf8＿IliVJ発’i6　11匡

　　カレンダ用籏「磯　c；o’cYt　ZLt［）　V　L75n・μ・・fO劫

1．已動ノ」応月］品

　　　クーリングカン1目完∴：≠幾　5k、V　Z20V　1，75り．Pm

他励

　　　ISillJEJj川苦導電．1〔加・；．｝

　　　　　　　　し0”v

　b・　主　電　動　汽

　　　カレン．ダ月L≡］力詳ξ　75｝IP　22｛「）、　］51㌧］，20〔．）rPm

　　　　　　　魅励
　　クーリ〃．カ・．川．□・］．・．1．：：511P　2川～．’18∩1〃2，⊂｝⊂｝〔｝・pm

　　　　　　　他励

　　C．　　ロー　ト　i・ローノレ

　　　μ一　ト　トローノレ　　（．［・4kVV　　］1りV　　3，45｛．｝r、）n1　］寺抹

　　　　　　　励磁
　　　り「｛♪力」．IJ誘導’1£劫i’｛［1i　　l　IIP　　22f）v　　；’；，4．50rp｝n

　　　　　　　6｛）～

で」瓶イヒビニール．i．．シ～卜㌧る’バ1．1．1却化ビ＝’一．／L三布に塗

布・：．1＾乙も二を製fi｛ご三三嚢f戎で，厚み二．－1こした∫ミ質こ．製

品引i三るため1二，・・一ルプノレ．ングとクt一リニ．．・グヵンの電．

動当に・つねiこ一．一：工乙速．度’で已三転㌧，　主た両者二‘速度上ヒも

不変であ乞こごが必．室て・，要求される速度変重り率ぱ0．5

）、6’以ドであン・こ＿］要求に応；．’　「r3三‘めに，　ロートトロー

ル．と7㍑㌻管∫暫牝］1装．1：え二川．，’iN　・li－．．．：川御方令式記・採斤］し，全速

！互範川：こ．対1．／〔．1［1∫｝6’以性ジ．）速度変動率☆ミ．｛，．1・られ．た．

　コンヘヤの総括制御

　ポ統内各一：・］ンベ・1r∴‘電動已に女・『㍗，　斧．ノづ三亘転三より配

川U．，　各系統：二、－1・li：にIFEr：関係な系続llW｝］時：：：蓮転し得るよ

うに選択可能と㌻ろ．か．．っ系杜1，∫にインターロックして

1瞑序起動吉よ巴ご順序．停止をi∫いliJるよう；こ㌧．，　吉た蓬i転

日㌧F．一・つ．．’．’．コン・ベヤ1・L．：：fri∫んら；’う・・L．’∴「里llド’，1・・停il：すP．ll寺ぽ；公

1｝込み側．∴洛コンベヤv！1　lf’こだ？1’に一齊停ll：：1ーマ・よ引’こす

る．

　戦．後当心川・鉱工一IL｛／．加「｜1へ多数納．勺．．／ているが，大阪ガ

ス酉㍑工・U赫1的）∴‘コンベ．1・給・1「，11・．制御方式Vl）概略は一ド記．O

と：誉1〕ピニ・烏る．

　イぐ㌍i：量：：：，　系統とこ操イ仁：，　二た．万：こ：矛盾しない系統；○

同ll芋旦｛三もで・ご三　電動言日き．㍉糎・｛；．雛巨止二「二与：る電ぞ；溺妾触器

｝．1洛電動蔑．．1．．．傍；IJ＞∨、渇生こ’：うゾノ’法二・江伝室ヂ＼纏める方法

ど’：：δ㌘’長美置’メ．：∵垣転完に没1ら阯電盤の裏泊1へ接

コンベヤ用

制　御　盤
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触7，．v：牧答i，現｛易二c　一た各但勅佗・ア視場」キf！撃ひち人

Lp 　　・し‘F‘、

　　　　7：Lil人U⊥’

　　1　　’；〈）　惚　　嵩

1．　昭光盤（あるいll」見小tlf）

　盤1に模1〔元コノベY．二哩11ド1’1，　子　、　バ’に対　λ，

白，ば色「tF【写灯？缶11叩ldl’　／へ’7∵1　2∫’

－ lli僚熱：口∵㌧’硯　㍉1一易1二　て　r　l・ご’りLJ，’

そりつ．ベピ1虫qピt．ぞご1：　一小l　i’il’・　i，；」　J∫li

－ ・ ンへv∵起動肌㍗’。］’T場：恒灯苛　u，IEI、㍑川，

そ三一ンへらf・，　II一中バちツー　’j・

2　　制　　　郁　　　”i，l

　a　系航，四川］IL卯問冑1器お＋’係」し指小’L　j

　b　｛莫振一／べ㍗に起動fi　ll　j］j押1”y

　C　　起動fT］；川1乏llUτ1」ll1ど「

　d，　用［瓢’ノLゴd．31「・ツー一一

　e．戊1一常停［11］押二II

　f　　継電若頚

3　配電盤↓電｛｛・’む1破｝÷盤）

　a　　各一ンへ、’用慮1充；l

　d．　　　　〃　　　　1電1〆九触器

　c　　　　　〃　　　　tLIL働jE｝　E　tr，た糸1｝FΣ田こ

　d．　配口用日1’　「長

4．　」梨f↑彗三↓－TンへV現！’；t一許々　「「ilv）一）ii　fl

　る）

　a．　切換聞閉㍍

　b．　　起遭8斤JCi｝11勾門］一・弓ご一

　c　用亘完∫；1（知r川二［1

　テアイオン遮断器，ノーヒユース分電盤

　電幻，、一

司る分∠こ書　呪口」7　取↓1乏い　t－、こり一石’・’一

”tiXt－’ノじ全に傑｛’㌃：い一）　　’　rl　　㌔’　二　・

　　同的過負荷に耐∴、

られ

　　　　　　　　　　　　　　　　配電盤

㌫抽レ1一バ「巳動咋7．1i1‘1　；プゾ（“’し；役11　’f

　　　　　　　　　　　　　　　　　　・フー．llI

　　　　　　　　　　　1カ・も危愈／．、」負荷三パへ川㌧㍑

に際1てしイ奴に0・1絡に際1℃1瞬時ll’jl：）ll／jJs　，

どの日）分こ取換夕もf日⊃才，！だ1に’二1いパこttj　［i　1し

うる．、㍑一・要．1べiれて一　　’【ilrドそ丁宍f川一題合1　一

鞭邊
蒙灘

麟

濠㌘
　　る

嚥

へ㌧x

璽購警
羅影

灘難
琴

　1・

隷

難

1　　　　　　｛　““烹

NF型ノーヒし一ズ分電盤
船舶用防水型区分電盤の例

　　　NF型ノーヒいス分電盤
　　　　　　埋込型の例
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　　精紡ぼパ㍑；’一一　T，ij‘ljして，2］くこ｝レーノレを機械直1・．に

設置∴’11’ξ1i’1｛走i、．｝一タ三認㌧：・移動台：二12”強力

フアン2個㌃二取i：・・1け，側ド川に弧風を：江り，か∠・竪型

走行ニーt’　”L川］㍑にも12”弧力フアンを’付けて梁に
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移動用プアン

蓄籏する綿塵を除く装喧‘ごある・レー・・レ両面に設1ナた2

本のトロリーから，パンダグラフ式集電装置によつて交

流100V電源を得て蓮行す三3・｝持別のパン、タグラフを

使用し，集電装置から○り（花竺防lkしご・

　走行速度は，風速たら：）9i，！，機械と∴距離・L・関係で異

るがフアンとU的．こ・部分乙．距離2，・iOO　mrn提度で扉分

15：nとしてある’ソアン’⊃仕様ぽ次のようである’

　JilrGJフアン（走行川∈一夕・剥刀）12Y弓曇ノ」プアソ

　風量120mx／min，風速685m／min，ユ80W

　下向プアン，ユ2v灘力聖，コンデソナ付’

　風量41m’｝》min，風速215m！mil，60W

　なおフアンには特殊ガードを付して，危険を防【ヒして

いる．

　空気自動扉
　温湿度調整を施1．．た宝の出人日は，従来ぱ二重扉を設

けて，出入に非常な不便をして乗たものであるが，それ

にもかかわらす∠ドば開放されテこ状態になり勝であった．

　とくに紡績工場に‡バ、てi［ts工場間の仕切りを通して，

材料の蓮搬ぱ瀕繁をきわぱ，手動にょるの扉開閉ぽ能率

をドげ，流湿度ゐ闘整ほ［］こ1概をきわめた・

　とれに対し，電気的に扉の開閉を行う方法も計画され

ているが，いずれも好結果を得すに方生置されている状況

である．この不便，不具ζi　；；t　一挙に解決したもC・が，と

の空気自動扉で，すでに20工場，150扉を納入し、好

評を受け，引績き新，没工場☆もちろん，旧設工場の扉の

改造にも着手してV・る・

　扉の開閉ぽ，電卓戸閉用として一般に使羽されている

EG－131　E型戸閉機械；こよつて行い，動作は，通路の

両正川に設けた踏仮を踏むととにより，電磁弁を動作し

て行い，踏肱二位置を；虜当に選べぼ，歩行速｜廻こ一定に

保’：」ながら、通路⊃扉を意識せすに通1∫がて膏，通過後

；一こ白動的に可ぶ閉るという便利なも．丁ノである．

　通路．r．・大きさ□1，有効出入［i高さ2，120▲nm〔約7尺1

イ∫切幅1，800mm（約6尺ノ程度で，手押恒∴通過にも

十分な大きさである．

　扉つ開閉速度は戸閉機娘にテ言卓戸閉肩を利用している

関「系ヒ，室気圧を8kg／Cm2程度に1二げて，扉の重さを

60kg位に押えると約・1．秒程度で・f－＞r」aし，　6秒程度で全

閉することになる．

　装置として：ま，約1坪程度乙磯械宅を必要とし，扉8

個程度に対して，　2HP塞気圧｝宿機1台，1901　（最ノ（

使用圧力9kg／Cm2）の空kタンク1個を設置するのみ

で足り，扉装置ご壁面より75mmにキ内：わるごとができ，

戸閉浅械ぱ床ドに埋込み，開閉テコは戸袋．’）中に入っ

て，外硯1河動部分：話↓えないため危険もなく，綿塵0

多い紡績一〔場内に据付けても美観を害うことな：，動作

も安定である．

　停電．「）際の手動開閉に：1：，とくに意七用い，扉D両側

ヵ・ら動作でき○ように，壁．⊃中央に3方コックを設け，

優美なカベを付し，扉には引手を設けてある．掃除など

の場合に扉を開放O位置に保つ三1こめと，長尺物運搬のた

めに，比校的長く扉亡開放して置セたい時のために，扉

の両側面に．天秤式SII釦竺設けて自由に扉を日刊放しうるよ

うに考えてある・

　，の他］・ロッコの通過に便利な軌条付．通路用として，

トロッコによる間閉装置ならびに，トロッコ卓止め装置

付日動遅転装置方式も完戎し，鐘紡防府工場老戊室1⊂納

入，順胡な運転＞Lf　l∫つて’Oる．

　化学工場用誘導電動機

　肥料，薬品，ガラス，合戎樹肥等こ）化学工場には酸や

アルカリのガス，溶液が多い○で防蝕について特殊な考

慮を要する．

　大塑電動機は昭和23年に三菱f戯黒崎工揚に1，90り

HP　1・500　rPln　を納入し昭和24年には同じく三菱化

成に2、300HP　1，500　rpm　1台，　日産化学富山工場に

1，000HP　1，200　rpm　籠型電動糟2台，　大阪ガスに

1㍉・老　　　∵”、，　　一， 二・w．”／．　za

電動力応川品

空氣自動扉用圧縮機タンク 空気自動扉全景
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5HP防蝕型
　電動機

1，20011P　1，800　rpm　　1台、26　年に1］：さら‥．λこll！ζガス

に1，200HP　1台受注Lていえ．

　化学工場用ロ小形電動｛．t・1・防蝕作用を強化’」’したee’

に，構造，絶縁処理，塗装等を改良じ，1耐酸あるいit，耐

アルヵリモートノしとじて㌻”：に多芝父星作いだ・壮近ほll方

蝕効果をさらに塘加す『ミく絶縁イイ’料なら．1－，二処川方法を

改良し，構造を大幅に改造し7’xEl．い耐酸，耐アルカリ

モートルを開発中である．

　心線巻取機用電動機

　戦後塩化ビィ＝一ル↓線ゐヲく苗∠1｛産一：く間始され？」に当

）1／1庁設備として心ll｝i｛径取陛用電助機己‖作∵’ることに

なつた．ご¢種負荷の担求け径取られろ時、心線の張力

がつねに一・定に保｝．れるtと，負荷により川ご子が拘束

され停止しても一・し時間十分耐三・膓：、こと等・『条作が充さ

れることが必嬰で，電圧1弱梧器と組合せられて使用され

る．必要なトルク特性をうるため川転jf一導仕に特殊奇金

（特許出願中）f」　’1使円された・

　化学用逆性高速度遮断器

　電イ化学工士用とLてとくに負荷C㌧逝〕売性1，＝El［点二置

き製作したものである・主電路・りすこて〔「」劾蜻阻銀鍍

金あるいは銀板を鐡着してあ：1うM－）長期巨｝1・漣続迩し1に

対しても接触抵抗ぽ安定！，いたがつて温度1二昇は規定

｛直を越えろ〔二とi文ない．－4こ器カミイグナイトロンに使川さ

れる場合万．一失弧によつて負荷電流か急：減しプこ場合に．

誤つて遮断動作を行わぬよう特別Jの考慮を：払つている．

　ノ、ンマースクリーン

　化’子工オ方面とくにソーダ工場向に製作納人しブこが，

その使用成績ぱ非常によう1く，とくに飾分け後□製品

の均質なととと勧；分け能力の大きなことレニ好ll怪1！｝た・

MK他力通風型心線巻取機用電動機
起動トルク0．8kg－m　4極220　V60Aノ
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運搬建築用電機品

　エレベータ
　「脚紳足踏状胞こあつた乖前エレベー列ま，終職とJk

に急速に復旧じ，最近Z）げ謝建築物の新設に｛’ドい，新規

需要．」曾大は「1覚しいものがある・

　従おの動けばよい程度の感覚から完金に脱却して，必

需｝1㍉的色彩ここ帯び，速度，述搬量．乗心地，着床誤差，

冠力泊費量，振動昔IJ各要9　二わたり高級品Ll［1要望が多

、ノ　」1sご、・・”－

L；r．　ノi・・

　こ　　n寺：こ・rl　l；tアメリカ　NVestinghouse　†じ”会ilH：との

提携によi〕完備せるW肺資料の補充をf！｝た三菱エレベー

タは今後二弓工しべ一タL7：：進む・ミき方向の確fl言主得，　W肺

資将、、十分た泊化と，国状に適した応用嵩　じ4こえ古気

操作方式と，精巧ノ機構と四邑然一・致し7、誌計・精瞥1な

1、授械1：作とによつて，今後のエレベータの動向を決定

するものてゴうろつ・

　N洋唯づヒ。三名II，渥製作所の試験塔もi夏旧丁事を完

rし，すてに多くの新機種の実贈’1付試聾迂実施した・

最近、珊向とし一（1エレ・べ一タカゴ室出入日○扉の開

閉勧ぼプ3・劃こ，iii澗式吋莉］が目Ltt：つてkて・東

京銑訓会館，大阪丸紅株式飾i：に納ぷ好評をこ博したが

引績∫BSピル．　i掃岡地方裁↑胴，帥戸富・卜信託釘↓行・

大阪第一・生命ビル等；こ績々と新形式．う計i画をしている．

制御与式においても，百貨店制御万式を発表1・て・大

阪大丸百貨店に3台伯N，引績き京都大丸京都丸物両

百貨」，i；1こ納入好評を得て，名1恨松坂屋2台にも榔け

るごをにたジて、いる・

　また，最近開発しブ：ニスーバシグナレ操作ノノ」’℃は・新塑

，誠釦…ご㍉醒転・・ンド・し，［醐ド働出発信号装｛迎

到着予川心し，最高11f．白動反転，途1｜階反転茄℃・応答

釦等の掠用に．）1．　0，従来のシグナ・曝作方式よiv　一一．歩前

進1，数台のエレベータを交通状況の変化に応じ能率的

VS－12型ハンマースクリーン
　　（宇部ソーダ納）

化学用逆性高速度遮断器
D．C．－600V　6，000A

二｛菱屯械・Vol．26　NΩ．］・］952



欝鮮遮讐∵警籔〆・

新装なつた東京歌舞伎座の外観

直径20m回り舞台骨㎏組立

に蓮転する方式L’／　“，東京ピん6台，永葉ピル6台，BS

ピル3台の歯車ナシ150rn／minエレベータに適用し，

なお引績き多数製作中Pj一㌧○

　歌舞伎奎の回り舞台装置

　戦爆によつて一瞬に破裏さオt，屋1：にぽペンペン草の

生えていた東京歌舞伎座も大改造が行われ，昭和26年

1月3日とけら落しを行い，ふたたが㍗華な姿を現bし

た．

　当祠1は舞台機構の中でもつとも重要な回り舞台装置一

式の工事を受注し，エレベータ技術を応巾して従来にな

V・新しい試みを実施して好成績ご牧めた．

　回り舞台装置仕様

　回り舞台

　　分／）外裡　／8．18m（10．ID

　　床板厚1．2寸ね板を3．5寸角i］汰の上に張詰

　　盆の高さ　奈落より4．4ngm

　　全頂量　100ton　（A，B，C者・迫bl：げを含む）

　　剛胡速度毎分　∫1乏大28．5tn（1；Jk：司1ん回転）

　　制御方式直流可変庖王カーペイッチ制御

　　動　　力　電動発ξL磯　1基

　　　　　　3相誘導．L動機200V　4011P　50～

　　　　　　直流発］∫擾　　　230V　　23kW

　　　　　　励磁　怜　　230V　　4．5kW

　　駆動用モ＿トル　直流　動幾10HP　80C〕rpm

　　　　　　　　　2基直列

　　減速機1：mギャ＿レデュ＿サおよじ（ダブルヘリカ

　　　　　　　ルギャーならびにベベルギャーにてF壬減速比

　　　　　　　1：4｛〕に減速する．

　迫り⊥げ

　川り舞台「ソド円内にノ（中小3甘、’3り1こげを設ける，

また花道，こ「す・’tぽん」1基いある．

　迫り⊥げぱ，エレベータの一種て機械；ご昇降台・⊃直ト‘

または横ドにまけて，台、ノ表而已ヂ出し｝b　Zものに無く，

停止面の床穴を」∫1！め～てしまう．

電動力応用晶

種　　類i・1］口［it行沌度‘行程動力混
　　　　　（尺）II：1こ）（m／m｛n）（m）

6（松）痂己一6．。，2　元．元動　・
　　　　　　　1　　　　　　－
　　　　　　　　　

B㈲迫り128・0‘9・3－0　2・5、”

　　　　　　　　　　　　　A　（梅）氾り　9．04．Ol

花道すつぼん2．92．9　　3．3㌃

動　　機

20HP

10HP
　　　　　　　　　　　　　・．・剛1認交藷。V

　　　　　　　　　　　　　　　　　－Zレベータ用MK型
　　　　　　　　　　　　　　　　　（カゴ形）電動機

　大略以1ゴ1・没備㍉二あつてその詳細についてぱすでに発

表したとおLiて：；ン○　．これら　／こ工］［も現場据付期間は

1ヵ月余りしかなく完成ま“ご昼ゴζ媛行で行つた・一般建

築工事，付帯誌備工事カミ同時になつたため混雑したが，

無事予定通りk京都庁、⊃竣工検査合格細｛似，§整を行つて

1月3日乙初間．膓式にll日に合い，以後連日の使用に無事

故で辻伝じ，ますます好訓を績けている．

　’「．∫若ご歌擁佐座，f）回；）珪台云置」

／く｛寸∬kfs！i、　

二三菱’，　

ti＄s’jft　　 （ll呂26－7元ナ）

　高速ケージ付ホイスi’

　荷役1『］ホィストと㌧てぽ、走行速［1をは第二段としても

㊧ヒ速1支ご㌦［ければIFい程能輻’ヒるごとは一般に考え

られることで，名占屋塀ILにある東陽倉庫株式会肺に納

入した高速ケージ付，Sイストば，そZ）代表的なものであ

lb．

　1型鋼よ300×150を｛吏用し，地．上18mの高所に架

nkLしてあ）O，荷役冊⊃底から倉庫31；皆迄D荷役をするた

めに，拓程21m，径1速度ll2：401n／minとしてある．

　枠組した台枠に，電動騰，減速歯卓，電磁ブレーキ，

雀1胴を一’列に並・・ミて，1型伯1二に川定1，アc桔造で，荷重

によつて、電動機から倒司迄　中’じ・’狂わ’：V・よう特別

の構造としてある．

　企⊥容・ll；11．500k9，1易速40in／．nin，：走ii速度：士50m

と25mの二「’ξ速些，全・］t昔1，900k9　と、・うホイスト

としてn’他に川㌻見ないも一であろ．

　径⊥喧動機1士途線」tll　15　kW，6P，走｛∫己動堤ぱ2

k、V／1k、V　4／8P・［刀換二段速度，　Pl］　h，　ヶ一ジ内ですべ

ての操作t‘　iiう構造で，尤行電動機にし、詞i篶ゾし’キを

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（43）43



　

⊇～鞭嘉㍗、
［　　 轡ぴ　　　　　　　　　　　　　　．茶

　　　　　　　　　｝h
．tt ピ

　　　　　　　川　・

ホ　イ　ス　ト

備え，安全．うた釣．ノ，トブし二ごζ万」意㌧て1）ら．

　こに場介2台直列，↓口をす〉：　’f二∴に，f’」’突防1ヒの制限

スイッチならびに相子撲械．下）側にぺf．，チITIゴμ・をつ

け，バンパーを1しll嗣ている．

　クレーン用直流電動機

　製鉄復興に俳いクレーンノ了j直流電動跡1．．畏作e．多江に

昇り，八幡製鉄，川崎1｛工為待加∫liに納へ1．た、とれら

のもひは完杢たB狂絶縁をn」しへ，刷1’・ll、、持羅，緬∫・引出

構迅その他各部に改良を加三．1廊，烈・胃．：皆「ぐと向Lさせぞ

と共に，軸，鉄心構造を改良して、．．は旧強∫三1担∴1めクレ

ー
ン用とじてし二：．適格性をナ｛空進さ・｝Lた．

　製鉄用以外の用途として日口銑lf　l：故⊂、葭旧作業を麩ξ械

化するために製作され）・i：救鄭日　』弔：校一竃㌔iLトー式を国」※

に納入し好成績を牧めブ：こ．これ；．．：ジーセ’7Ll・L一原動機と1．

たレオナード方式によ芯も○し‘擁電制動企卸1．．を行つて

V・る．

巧

国鉄　15　トン救援起重機用電機品

H台数1繍1；。円耀・酷

レオナード発．・七陵1

　　　　励磁．機　1

巷L川電動L1
傭仰用電動校1

走行川電動ぶ：2

旋回川電動杭1
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r，0

4．5

30

3ぴ

15

10

　　　　　　　　璽一式

」11，…「連続繊・風

105　1，20〔〕　　」」」　　IF　li　n！ヨ‘貰近亘風

220　　　550　；1，’2：i！∫：i昌」　　全　　　　lilLj

’・　550ミ1硝．」1全　閉

〃
；G5・1珊．1翻・密

ツ：60　1／2時1、．1全　　tl］’j

冷凍冷房用電機品

　スケートリンク冷凍装置

　蔵後εザ）て∵スケートリンク冷凍装置がイf京芝大門ス

ポーツ七ンタに完成1た．こ巳装置1”メチール式冷凍機

を使用し戦前Z）こ．一、と口しじ，機械窒は小さく，観客席が

近接してい㌻：トこt．冷ぽ・τ琳i；洩三ロミ他安至装置・保守が容

易とえこ・’7”r．

　設備概要’へ冷媒系辛ξとしては冷凍機CW　IV！4台，（高

圧二市’．ll型直人60HP『L動磯4台付）高圧接触器盤

FC－15A4面（iLi負荷継電；1’戯｝竃計付）冷却水ポンプ

4吋’7．5HP　2台，ブライン冷却器（冷媒フラデッド式）

アツキ：？一ムし一夕，乾焙1：器冷媒操作盤，田脂弁，電磁弁，

フ・一一1・　1・K・fッチ，安全装置各4組などでご1ら．

　ljン・クに：南北5L）］n×t3Q．C・Ll　25　mで約4α）坪で，1｝｛酉

両側i［1　1；1：幅1，0001ml深さ1，180　inmいi・レンチがあ

り’このqlにブライン：1：管・箱ヘッグ（、10個）撤り（管，

r氷迭」こ管，室＼抜｝］二、等1ミあ》三，．

　アンモニア冷凍圧縮機

　製氷，凍結，冷蔵笠・こ目的に対㌧て｝ニアンモ＝アv．．．有

利な事ば一般1こ認品っれている所で3うる．当川：において

に従ソ”．．1；1らメチーノレクロライト圧縮機亡製作し．てh

たが，終戦後各初ill需要：．　i、．1レ㌧苅にアンモニア冷凍圧

縮杜畏作に着刊，
入して，

好評亡得てい：∴．；J：

昭和23年以降すで；．二数十台を納

堅牢に㌧て故障なく，カ・ジ取扱い乙容易なため

jt？

気　同

衝

気

回

井

容

w

同

転

出

馬

　式
直　が

　　程

　　．数

　　；数

　　」』

　　硫

　　力

日転ぽ略1’ド記のと才r膓でうる・

λ’1正〕　s7：｛

2（10　intn

ユS〔．）　1n，n

　3

2501Pm
4．25　n1：：1nnirl

P，2．5RT

45HP
　最近⊥記従来C／1「1と並行して高速多気筒アンモニア圧

縮鍵1．；．2・作を進㌧’）て！∫じ，この試作もほに完了したから

広く市場に姿を現わすのも間近い事と思う．これについ

てにいすれ詳じくご系1｛介す人yit　．k会もちぢと，1【LJ、うが，この

MF　873型アンモニア圧縮機

：一
三菱｛≡：機4～ア（）L　2fi　　N〈，．　］　・1952



　　　　　　アイスケートリンク冷凍装置

種の型のアン．・z一ニア圧糸i｝縫ほこ川：う堵フC間発に努めたも

○で，旧来○低速のもCJ・1：1ヒ｝て描造性能にお’いて全く

而目≡一新しておし，当吐独自の技｛11tlを誇㌘もゐと信じ

L㌔、「f」・

　商工業用フレオン，メヂルクロライ1こ冷凍機

　冷凍機え）用途ほ非；1；「に広範であろが現在で：る小は］ξ務

用小1自蛉蔵庫え）］1・正IP級のも○からノこ；t冷｝虫，冷房そ

の他に使用されろ10011P級に至るもレつ迄1ii場に出して

bる．　ご才しら二冷｝qぼ幾：ニー諸苅一「業用と㌧て方邑え※工こ葺に使

用せられ優秀な当・吐直営’1三［二川佼くて顧客7）ごぷ足を

得てv・る・

　現在標準として製イti　l？ているもらけ別表に・バすとおり

でいすれこ∴・わゆ：こコンデンシング・・一：－T－・トとして纏め

てあIJ取扱｝うミ簡便であるlil・．二苦付所要［酎積を』ノ小限度に

納めてあるから撰械宅のi緬積：シj・さ江ぼ1・る二⊃でビル

ディング冷暖房用として最も適1ている・冷暖1」｝の場合

にに：冷凍隙1：複数てr使用すれ1iiとくに経済的な蓮転を行

うことがで≒るため，電力沿費品や〕IE転経費を節減すろ

ととができる．H15⑪型W・らS型迄：－II直itノニ2気筒であ

るがV型以⊥に∴・わゆd90°V型で・V，　W，　X・型ほ1そ

れぞれ4，8，12気筒てある．T型以ドほ飛沫澗滑｝C，

朋）・’；H　i50iH　RIT　S　V　w　X

剖：！：

凝縮器塞冷

冷却水冷

㌧『；i㌃51S　2ξ叩
1　　　3　　7．5

空冷　塞冷　零冷

フ1く｝f｝　　　ノ」く｝合・　　　フJく冷

15　　　　30　　　　60　　　100

　　　　　　　　　　　
水冷　水冷‘水冷　水冷

日活スf・　一ツセンタ　スケートリンク

S　ノ『！11ユ1ジ1：’：‘ノ11㍉1⊥1；1川1骨，茂≡∵ろろ．

　コミッサリ式冷藏装置工事

　米軍進駐に当i’∫引71：｝品，雄貨販売店コミソサリーや列

恒コミソサリー川冷1蔵に「］｝：を施仁したカこそ乙主なるもの

をご紹介する．

1．　　　コ　　ミ　・ソ　＾り＾　リ　fl，］’fj］Jl：lvi：芸！：；生

　米軍遼三駐以ぷ各：i，！各地に家族用佳宅うミ建没され，；r：の

必要によつて食料品、雑貨吸∫「r店コミソサリが設置され

た．この中には必す；1｝‘ほ宅，冷蔵ショーケース，凍結物

Jl’」：・i．則i，前｛1商「∫∫・冷」｝・元庫等，うミ段置さン｝’］），当il〒i：製冷凍機を

応用して設揃いた．二つ代表的なもの・じ仕様はつぎのと

崇りである．

　冷蔵宝に総坪数1｛），5坪，湿．度：：1：1－8°～－12℃，使用

冷｝東機：まCW　3500T　2台　（51－IP）で・，肉類，冷歳シ

ョーヶ一ス（rlF；iさ4．5×1「］i「II　4．5尺x［fi．1i2尺，3尺）4台

ぽ冷蔵保存持温1！ξo°C～｝－5CC使用冷司乏機はCW－35

00T型（5HP）1T｛1－Tt：ジえ．

　フリー　・i7’　1　bl’：if：L）　．5尺幅15尺　奥行2．2尺で｛吏用温

度OT～10丁使「」冷・戊1磯C、NL　3500　T塑　（5HP）

1台使用，前耐的」二製冷・｝渡庫に使口温度40F貯簸物パ

ター，ミルク類を人れるも○亘・使用冷凍磯CA－350　H

型（1／，HP）2台である・

2、　　タIJ車コ　ミ　ソ　ーり一り　用；㌃日；髭・装に己施，tJZrrll’1｛ニ

　コミッサリほ家族用佳宅の：多い所に設置されている

バ，全匡1各地に三こ∴設1｜lllOない研も多い2）で，米軍で

けこのため列車．一ネlij成をコミッサリ風に改造し，周期日勺

電動ノ」応川品

丁型空冷式

コンデンシン

グユニット

浴擬く
i

W型水冷式コンデンシングユニット
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セールス　コミッサリ

に各地を巡回して食料雑貨写ゐ販売VJfした．

　第1両H　米軍支給の30kW・発電機を積載し，電源

　　車の役1いiこなす・

　第2両M　冷泓庫：1・’　S，［り∵コノしク防熱1］：施t，室冷メチ

　　～ルクロラ・fド7・511P　CA－3750DT㍗！冷凍磯

　　強制通風式冷却器て’2室を32LF，（」：F～10°Fで冷

　　却する．

　第3両n　陳列車で肉凱冷疲シヨー〃’一袖6耐li汀

　　製冷藏庫，フリ～ザを設㍑！，穴冷メチ←ル．クロ

　　ライドSHPCA－3300T四冷凍拝弩で冷却すろ．

　第・L両rl　耐言i㌢，熱貨　阯列・1［

　第5biJ　1　釆務U車

　第6両1．1‘忙詰，刀、貨鯛・！l」i・：

　ウオータクーラ

　飲料水冷去ば避で；a一ニツト1ゴつているプこめ何処へで

も利用できる・米答軍基地へ26年夏30ガ1・ン用と6

ガ・ン用の2種を納・s、し’fl：・以トに30万・ン用の概略

仕様そ示す．

ウオータ

クーラ
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a．

b．

C．

d．

夢り　車　　コ　　ミ　　ツ　サ　　リ

大きさ
高さ　1　，　400mrn　横lill1｛900　mm　縦幅　620mm

使用冷凛機

CA一緬OH型　　29f）式ll㌧HR　単相　200V

水タンク

冷却帽品渡　50⊇F　　2：ド量　30ガ・ン

給　水
水道その他の水源に連結すれi－iこその圧力により不足

分1ま随時袖給され巳‘，

ミルククーラ

　牧場あ乙いは農村○り三乳所において牛乳筒ξのまま冷却

でごる∫！♪も取扱いやすL・、様設計された高W三能な牛乳冷却

装置て昭和25」1三10月16Hに17／1：省令を以て牛乳生産’者に

対㍑公布されi｛’㍑た取締規則にk．；「応したものであるが各

方面に好許竺以’：r迎㌘られ現在迄数十台製作㍗て’いる・

1”■醐騨麟鰻翻鴎

ミルククーラ

＝三菱矯機・V〔｝L26　No．1・1952



その他の電機品

　送　　風　　機

　当肺の途風機としては広く三菱オードナ＝スとして知

られた翼。型の他に軸流途風機も製作し昭和23年以降は

その数も数百fr：C：1二つていろ．さらに最近：三：アメリカの

WcstinghonSC　III　i：とのお鵠勝旋立し，　＾lill界灼に名のあ

る同ilH：Sturtevans　fanゐ技術を導入する事によU，発

電所汽錐用迭風機其他に技術的な飛躍を期している，以

「昭和23年以降の主な製品二概略竺述べろ・

　常盤炭坑納30うHPターボフワソ

型　　　式

播風圧
風　　　品

回　転　数

震　動　機

FFD－『［40　片吸込式

270　1T1111　　／Jく‡：寸≡

2，500　1n：tt／rnin

1，ユ50rpn

ioO　I－1　P

日発《克上発’ll∫，所’納1001ip　ターボプアソ

型　　　　式　　　FFD－90　A

静　風　圧　　230mm　水枯

風　　　一1　LI：　　640　m：s／lnln

回　転　数　　1，760　rPm

．ξ烏　　　　　ノ」　　　100　Hp

船翻用軸流邊風機

用

型

風

風

回

電

転

動

途

式

lE

品

数

機

ユニットクーラ川可逆式

電動機外装型

35mm　水村≡

255　rn：ソ1nin

1．76012201’pm

5HP直流電動機

　車両用電装品
　道路走行巾車輌大型バ）C，オート三輪卓の改善，軽二

輪車およびモータ●スクータの発・達ぽ電装品の進歩をう

ながしたが，このrl1代表的2機動を挙げれぼつぎのとお

りである・

　500W充電発電機（DF　500／24　A　9⑪OR’　L　．）型）

　大型ジ～ビル・ミス1こ使∫］｝される新塑ダイナモであ

る．ぱじめ已30・W型うご使用されてきたが，リレーの改

良および通風冷却ケ式乃採η］により直径に変化を来さす

電動力応用品

0A型

プアン

発

所納）

　｝

｝“　・－eql，gll：・1，

〆畿

醇・

k・Sik．

　　　ぶ

齢
摩

遷

凝
滝　　人

DF型500W充電発電機

MH型マグネトー RG型50DW用自動充電調整継電機

ほぼ同．大で500Wの進出〉と見た

a．完全なチリル式定電庄方式であり，別にチリル式電

流制限方式を用い過負荷の心配ば全くない

b

C．

b．

c．

電機子の特殊奮線法：こよる整流作用の改善

高周波順ば低ドによるラジオ妨害の減少

エンンンの無負荷蓮ll云速度でも充電を継続させる

密閉無給油球軸受

　MH型マグネ1’　r

単気笛およつご2ミ滴肝・グネトーとして従来E型およ

vi　S型と称すろ・二Cl　J⊃型㌃供給してきたが，エンジンの

ノ」・型化；’J　－iらくるタト葡↓のイミ均合力・らノ」・型軽昔イヒゐミ要望せら

れてMH型マグネ1・一〇進出1ヒ｝1た　重5；2kgの軽量

であり，これi〕こ従りく乙も烈に比］．約25％の減少である

が，電気的機械的性能1－Zこ特殊な磁銅を使用し・むしろ向

f”しておP軽1摘車農；魚発動稗〕1もちろん｝配電7Sと併用

して軽トラクe，沿防灯］発動｝燈あらゆる原塞に使用さ

れてきわめて1繭足な結果と与えて㌧』、る．

　ド　　リ　　ル

　電動工艮，ドリル，グラインダについてぱ・最近新し

い需要が1曾加し，堅牢で安全な新製［｝〒｝を開発し，市場に

出した，その1三なるも○を紹介する・

1．1ハインチ，電：1〔ドリル

　従未こ）SD－6G　1ハ吋電気トリル1壬→三と1．て軽金属，

薄仮作業がH的Xl’・あつたが，鉄二に小機械修理，各種取

rfJ－M三一g，i，　易《具，　：イく一ll：：適づ一るよ　う1こ　トノレ　クをッkこご　く　，　　［亘｜

転数／！’低くして能率：⊃よい作奨⊃できるス’“　一トなドリ

ノしに改良した．

頂穴能力四記号塞直両1・E禦藻‘薔議‘重　量
（吋mm）　　　　　　　　　　（v）　　　　（A）　　（1・pn1）　　でk司

’1・　・・51・D－・S－2；；仁；；；！：；・郷；：1
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　　．o’ガf
t’r．．・，　　k

　　11tw，，，fitw　s　N’

・陽ぎ担

SD－6S－1型
　　　　　　　

J

L4インチ
電気ドリル

f

ヨ
丁
蒔

・＿　　　　　Pt

TG－6S－1型6インチ車上箪相グラインダ

　　箋

⇒
”t

膏

嚇！

f

カレンダ用電熟器

あ鰻
ξ癒1・｛蓼

呼’奪

　　ぺ1

鉋音
灘もゴ　 酔

：ma“A

携帯用シーリングマシン

三♪

ハンダ溶解用アルミカヒータ

2．　5インチ携儂用単相電気グライング

型　　　　　名

宙　　　　　源

電　　　　　圧

全負荷電流
無負荷回転数
砥石－寸法（インチ）

市　　　　　量

PG－5S－1

直流，交流（50～60～）

100～11「）V

4A
4，80‘）回転毎分

5（夕∫・｛ci〈）×5／、（1｜囁）×リL，（｜勺｛‘ii）

6．5k9

3・　6インチ卓」一用ら相電気グライング

型

砲

宙

電

竃

回

動

転

名

機

力

源

圧

流

敦

砥石寸法（イソチ）

電 量

TG－6S－1
桑密1眉型田月起功軍‘爵Ω動波

0．2kW（ソ．エIIP）

」担↑目～ξGt）｛5　5n～60～

1〔川V

6～5A
2，90｛｝～3，450　1司1｝巨烏，Jx

6（夕悟）×う〆．（昨亘）×ラ≦（1勺f．一）

22kg

4．　7インチ携帯用ピ川電気サンダ

型

電

電

拓

源

圧

全負荷亘流
無負荷回転数

サンテンデろク

重　　　　　量

PS－7S1
直流，交詰画川

10n～100V

4A
3，500回転毎分

7でンチ

6k9

　工業用アルミカヒーク

　当祠ニアルミカヒータ㍍’，温水月1∴外，重油並に各種薬

品ら加熱用，低融点金属．溶lj『几および室焼刑として，

工葉方面に新しい用途9’開拓され．，｛K長こ溌揮するよう

になつた

1．　ハンダ溶解川アルミカヒータ

　本器は辿続ハング付作illjとして，北海∫L畏缶へ約

400個納入したも乙で，取扱い）1伍利で寿‘鳶”1て長い○で

好，，1を得てい○　容］1；：i・：1kWとL5kW　CI）2種が摺；

肖f：である・

48（48）

2．　カレング用雷熱器

　本器け㍍布の艶1　Hしロ～ラ辻加熱する電熱器で，ロー

ラ内部にわすカ、た間隙を£1て装置されるもので，　100

インチMi　J，50インチ用各1台ご録淵紡績へ網入した．

　本器」的長は発熱紘として」ld管製アルミカヒータを使

用し，震動1．耐夕。る措造にすると同時に，裂作丁程を簡

易化したも．ゴ：ある・またアルミカヒータに適当数に分

割したフ’ルミ円筒《二等間隔にめけた6佃の互しに密に挿入

されているため，電熱器を軽量にし，熱伝導がよくかつ

v一ラ∴表面温度を均一にすることができる．

3・　射出成型機用電窯1器

　近時塩化ビ＝一ル，賠酸繊維素等の熱可IV9｛g性合成樹脂

乙克淫に作、・，イ端賦ボタン，バ。クル，ソマミ等の小

物を小脱模で同叫に成型するこ1に適する小型射出成型機

斤lr註紮‘；で，発熱f．S（：－50Wアルミヵヒ・一・　fiを2個使用

じ，温度“節器の調節紅1田ほ130°C～250°Cである．

4・　シー；1ングマシン月芳匡熱器

　セロフアンや：との他熱動11えろことによつて，軟化接

着するよンな材料て作つた袋美1］乙口を，加熱密封するの

に使用ナ乙u∴．て，辻駐軍向に多数納入した．

　シ～リングマシンには携’幣型と据置塑があるが，原理

は同一一で，密卦しようとする袋の口を2個の発熱1本の間

に凶み，加熱と同時に圧力をカ1えて接着させるものであ

る．発熟休はいす2しもアルミカヒータを使Dl］し，温度調

節掃ここ柏えてい乞　’：：、吋；：に撹：i￥∫（11でに1250W，据置型で

：士　300、V　レご乏．る．

5　アノLミカヒータ∫ξ込式熱阪

　日新1ヒ学向21佃1内入したしので，4kWの姻管製ア

ルミヵヒータご’ 珠内にf杁込んだものであろ．本熱板は

被力1熱タンクc－1周囲に6個取付けて，タンク内部温度を

45t）、510Lまで加熱する、一．に使吊されるもので，⊥記

○ようた］ね造を持つている，こluコ・，，堅牢で寿命も永い特長

を持’：ている．熱板1　lelの重量は約60　kgである．

三菱、（；機・Vd．26　N⊂）．1・1952
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電氣機關車
　昭和23年以降の当！li｜1電£1機1抑11・，）製1↑実組、1－，大’J・

共総計68台であるが，ご：）期間においてぽ，中型電気

機関車の標準型を完成したこと，完全防爆型蓄電池機L！l

車を完成したごと等が注目される．

　ととに帥戸電鉄納Z）40トン屯七漣粥こ急勾配区間運転

という特殊な条件が、．）る．J，で，とくにブレーキ装置に意

を注いで・室気プレ←キ・手ブレーキの外に電気ブレーキ

電磁軌条プレーキの併田を行い，運転の安全を期した．

　鉱山用小型車についてIC，24年8JJの石撰鉱山保安tSL

則改iEに伴い，いち：弍やくこれに適合する蓄電池機関車

の防爆検定合格品を完成して，問係各位¢絶讃を博した

　国銑の電化計画の進行に俘い，EF，　EHI車の生産が

軌道に乗りつつあり，27年度には川］数の生産が行える

2，のと期待している．なお，還楡省より科苦技術応用研

究補助金の交付を．乏け，中日和和亡と協同で601・ンジ

ー一ピル電気機門ヰニ試η淫すすめてをり，これの　成ば

国産ジーゼル電〔機関車1う先駆をなつ一ものとして，注祠

の的となっている．

電氣車用主電動機

　絡戦後約1力年は焼損電動機Of【多理に全能力を傾v・，

引続いて各電鉄会肺，国鉄の莫大な新車計画にもよく応

えて，多奴Z）標準型1il電動機⊃製1］三に目覚しい記録をあ

げた．なかでも私鉄向電卓・並に炭坑向小型電気機関卓用

として短期間に多数7）1三電動擬．⊃新規開発を行い，いす

れミ、∫r成績で蓮広している．

き．

小田急電鉄璃　50トン電気機廻車

全　　長（連結旛面同）　　　　　　　13，800m・・1

全高（軌条面から折璽んだパソタグラフの上面まで）

　　　　　　　　　　　　　　　　4，115mm
全　　　幅

軌　　川
電・ぱ線電「王

機関弔重量（蓮転整備時）

車輪配置
機関liば量（1時間定格）

　　出　力

　　牽引力（全界磁）

　　速　度（全界磁）

プv　・一　ae装置

　空気プレーキ

　電気プZ・・一キ

　壬ブレーキ

　　　2，710mm

　　　　1，057　mnl

lヒΩノ己　1．5　kV

　　50トン

　　　B　B

　600kW
8，700kg

27．1　kni／h

EL－－14　A

s．i式

示申戸電鉄納　40トン電気機関車

全長（連結；器面間）　　　　　　　　　12，800mm

全高（軌条面から折僅んだパンタグラ7ノ）上面まで）

　　　　　　　　　　　　　　　　　4，　040mm

全　　幅
軌　　　川

冠弓嚇吐王

機関∫撞量

機関車容量（1時｝昌」疋格）

　　出　ノ」

　牽引力

　　速　度

ブレーキ装置

定気ブレーキ

　電気プレーキ

　　電磁軌条ブレーキ

　　アブレーキ

　　　2，703mm

　　1，0δ7mm
l萱i充　　1．5kV

　　44．5トン

　5L2　kW

5，900kg

31kln／h

EL－14A

鎖　式

（49）49
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ぶ灘

MB－245－N　ISS－5｛〕）型主電動機

さ

オ

MB－・311－AFR型主電動機（京浜急行納）　　MB－148－・XFt2主電動機（溶接枠）

　路、自1電車用標準ゴ：電動桟tt投」1．1公閲

　さぎに日本鉄道公こ遮」］1、百・り要請に応えて率先当巾：標

準の路面這車用M’r60型電動筏∴設計図lrlf一切を公開

して，技術公蘭の先原』．：・C巨，．1：らに陸蓮監理局ならび

に需要家の要望に］しこて，当祠想｛｛MB－2　k，－L型1：

記劫機⊃図面を公聞1，これにもとすいて需要家ならび

に東芝，日立，帥：13，東洋，三さにょる共同設計を行い

広軌路面電卓用標準電動機SS－50を宅現させた．

　定格　600V　38kW　73　A　820　rpm

主要納入先　東京都電，大阪〒bせ，京都11∫竜，ii「申戸lli電

　西鉄，熊本市君

　また挾軌路面這車用標準電助機t！一して，’ti　lfi　1：標準MB

－172－LR型およびMT　60型電動機にもとすいて，

i帥鋼と共同設計を行・ハ，SN－50として需要家」）要望に

応えた．

　冗格600V　38kW　73　A　82）rpm

主要納入先　北陸鉄道，函錆市交｝直局，富山地方鉄道，

　琴平参宮，土佐電鉄

電氣車用主電動謹主要納入先

（集計20台」ゾ．ヒのもののみ掲IU）

　　　型　　　　　容　　　量　　1：　納　　　入　　　先

IYI．T－40　　　．1，50コV／2　14「）kWI国有鉄這　　　一　

亙T－41　　　　1，500V／2290kWミ国有鉄道　　　一一一

MB－・4－C　ll　1・i・・…‘SJ・ii・‘一巴蟹・北繊遣・一

　　　　一＿1・50’）V！21：5HP山弓‘臓，蝋1繊　一MB－115

竺B－146－・；°°V／21竺P罐肇・緬電鉄・

MB：1！8－AF　1・5°°y／21ラ゜些1；醗昧鞘定山癬道
MB－172翌R工S≡坦一　　　　J．；，∫才｝ξ　　　　一

MB－2王と一BF‘1，350V、2150kWl五舶本渓道　　一

ご蒜1＝72一器1｜聚皇欝㌫鉄
MB－231－AF　　600V　　120HPI’跳；1之迫口団

竺IB238－AR　5・・V　と・H弓i議ば慨：一一

MB－245－N（SS－5｛り　　　　　　前福一一一一一

MB－258－AR　　500V　　20HPI三芝鉱芸　　　　一
MB－3〕1－AF　1’500Vん　150HP‘山陽ご鉄

濃≡慧瓢lc；5c／21ぽ1蕊1慧臓一i－－

MB竺一J－…号・・v／・…HPI醤∫：撒藷幽川」嶽

詞板溶接枠主電動機

t

　1「川：1　FiLl］：㍍1恒割．ilE∴優剤：1ゴ’日1－．｝夙：．：ト

［1リ・一パス肩，口’．．バス幽n六ど．：・メL’1，．！高フき度il電一謄ξご

斥用して1パ．’Z’，7」－Flさらに」］日・式’S．LII’「ごL『り江用と㌧て

比較的大容量ら㌫1にk｝す・Z　・ilミ国最切の、川反溶接梓匝

用150HP主電動1賠却．t作と行㌧㍉幸い近幾日本鉄道ノ）

ご好意により，］JS，！tFに4こ備して試用願つた．これば約10

カIL約10ノ∫Kmの」三1呂に心・ても何等ゾ銅枠製ゴ沽

動迂と遜色なき，好成績をおさ’）溶援†轡惹造に対する確

信を得∴：．

　定格　1，500V／2　150HP　170　A　7・’iO　rpm

　電動襲電機
　電二：〔車用電動発電1．．t謂和22年頃まで1、：戦争）による

沿耗の補填修辿ボニたわらわであつこが，車両．う楡途力2）

漸次培大されるに・一・れて，戦蔚並、う痴こ、‘εなおつご．

　ととろが今まt’・：’．1　／／1，の：こ：斗：口照」’Jiとして1　fil最低⊃線で

あつたが・」一〕明三；い卓両にナろt’：め容li｛：∴大きなもの

デβ必要とな’），1現rt三で，ミ3k、Vあるいば4kW：り“の

ン製作されている・ま：昭和24午頃よリ白熟電灯に代

れ螢光灯が斗両照川1’〔二｛ド・部ば用されるようにな▲），

型式・）交流出力「一一fE．“．、れる，1　う坦われご．当ill－1：におい

鷺汀

MG－12－S型3．5kW電動発霞機

MC－1型電動空気圧縮機

’i（両川ご機品
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MU－5－111型主制御器箱（名古屋市電納）

ても螢光灯を含め車両照明一式ピ研究製作∫IIである・

　最近製作納入した主なM－Gはつ∴：‘とおレこらる・

xC－6－121型

カム接触器坂

　（川塙市納）

電動空気圧縮機

　標準製品の，市電用DH－16型（16　C．F．M．，600V），

市電用および小型郊外電卓用DH－25型（25　C．F．M．，

600V，1，500V），入型もlt用D－3－－F型（35　C．F．λ1，．

600V，1，EOOV）等，お■∬山鉄電・1三用MII　16　B－AK

3型，同機関一1王用MH　57　A－AK　4型：．lr，ひ数製作納

入している．またタイ国々有鉄道向としてDII－16型

500V用を長作納入した・

　ヒの聞，昭和24年，国珠ヵ、ら，竃車用嬢銭関車用と

して，軽量小型大容吊：のものの要求があつた・とれに対

しては，新型式の，板弁2久筒直結駆動こよる軽量：小型

の高速度電動圧縮機CMC－1型）ご研究開発に努力し

た結果，約40％の重一1．怪減を行い得て，現在支障なく

蓮転をつづけている．

　またトロリー・パスおよび市ド1電『中：∬jL）て1司川式の

小型軽量の高速度電動室～：（圧統代しMC－2｛）〔トA型　を

製作納入しつつあるが，現在さらに効ヨ　．高い，パ近・’ノ

発展にかかる2段圧縮の直縞1’石速度圧縮機㌍，［、厭EH

型電気機関車用として計iii・i　f　l；であどが，これに大些IIFI’電平

用としても，そ㌃，高性能を発掠するtr，s．（F・あ㍉．

制　御　装　置

　郊t？ト電卓一二1年6月小川急電鉄納人．ひ新車10両はノ

ッチを従’ミの9ノッチfrv）12ノッチに」曾加し加速を

P．1滑L．：・！．ゾ，．高速度減流徽初めて刺柑主回1’6の1羅

を完全にすると共に，ノッチ進めの順序開閉器を従来の

電磁室　操作から動作確実で室気洩漏のおそれのなyへ小

型操作電動杜に芝更した・また補助察気溜庄力が土昇せ

才C制御回路ができない圧力継電器をそなえてあらゆる

点で，性能を向トした《．）である．以後ッチの塘加につ

いて：ilr近鉄大阪線で17ノッチ，南海鉄道で18ノッチ・

名古屋鉄道で15ノ。チにL・すれも従来のものに簡単な

改造を加三ちことによつて実施した．名占屋鉄道のは同

時に手重批こドぱ引変ぺJている．ノッチ増加，手動から自

動への剖」・：位力竜’＃用ででぶ単位スイ・市Cの特色

ご遺憾｝く発抽た・電1｝i用高辻度誠1ご器に’比較的小型

巳電車但川路司｛：故を完全に陶・するので女子許を博

1、，現在まで約40両最近，・’t大∵滞C1電1陣二続々採用さ

れてN…；・1、　．操作電動嵐こよ：訓躯；開閉機の垂】弥も標苛型

”’tして・納の1、のを逐次交換され二傾向にある・つぎに

容 量　　型 名

電　動　発

電

電　機　経　歴　表

定　　　　　　　　　　格

動

（・w－；ξ。子ぎ

省型・・wMH49－D・・…型（出力　3）1，・5・1・⑪・1

三≡菱型　　2kW　MG－11－S型

機　　　　　発　　電

辟薔1（・w）㌣。｛ii

3．2　　　　1，800　　　2

（入力）
　　　1，500／900　　　2．94 1，950　　2

／00

100

　機
電　　流
　｛A）一一

蓮続定格

　20

20

市　　量

（kg）

735

490

三菱｛旦　2kW　MG－11A－S型　〃

三菱型

三菱型

〃

・．51、W　CMG－・2－一・コVi（入力6．6）1，…／…

4kW　MG－16－S型

トロリーパスハl　MG－31－－S型
1kW

市電Aj　lkW　MG－32－S型

（入力）

6．5

！（入ノ」）

11・9

1（入力）

1．G

v 1｝ ff

4．4　　　1，500　3．5

1，500／9Du　　　4．33　　　2，300　　　4

600！400　　　3．52　　2，400　　　1

600／400　　　2．66　　　3．60e　　　I

紗畑11．5・VA　MG－・・一・il‖‘W）…〆・・1g　l

52（52）

（kVA）
2，400　‘1．5

〃

100

100

24

，，Y

35

40

41．7

510

870

660

250

　　　　　　　　日動㌔L圧
　IOO　　　lO　　調整浩付
　　　　　　　　　　　95
櫛・目

ユ20ハJ　l　p．f・＝0．65‘　　　　225

3tY，＃SiE　

tハk三キ答

三三一菱屯棲・Vo1．26　No．1・IY52



MU－7－121型主制御器板（n‘崎市納）

＿y

s・E

包装多素子型可溶器（帝都交逼納）

　　　　600V　350A

一
般的傾向として断流器：寸過負荷継電器と共に．1三制御器

よりわけて保護那とをノミに1，てい025年度帝都交1恥

納入の制御装置について初め㌧1三IFq路用ヒュー7として

包装多素子型を取いつ：けこ・づ端一法品に上ヒして遮断

開始の時聞が格段と1れ保，・勤セカが高いばかり“eなく・

小型でありかつアークを川さぬ’ノで11匂」スパース力小さ

V・所・にも適していろ・

　26年になつてから1，500V用t；　’i　60〕V用もあrl：コゆろ

定格に適するものを製造いていろ・つぎに25年頃から

電気制動を勾配制動に常月1〕テる傾口〕満らわれ北陸鉄道

の新車5両で600Vで初めて電F（制動を適用㌧た1「を始

めとし，電気制動fJ一に改造の希｛望が相当あり，これもul

位スイ。チ式のも：うに北1・交的1旅㌃改造を実施｝・た・

　昭和26年6］，J　X　，1，・　hl｛鉄道に納入C新三恒1（）1日成ぼ終

戦後の研究βい呉を十分取人れナー現在日右ノ最高水；lt｛ごゆ

ぐ電車として各方面U；注nされ，現r’好蘭．iご・）げて

V・る．本制御装置ほ力行制動」キに川動r・／ミ流ノッチ進め式

であり，力行ぱ211ノ戸㌧橋絡｛1芝りで円滑高加速趣動に

した．制WJ　I，1；従」）ブ…一キ・▽ド・レ1本の操作で電三〔

制動および乞1’（制動、との併用など自在にブレーキの“§択

ができ，電気制動の最〔刀に〒三電動機の界磁を予備励磁し

て電圧の．C昇を早め制躯8力∴ミ迅速にあらわれろようにし

たとと，低速度で電気制劫〉ミ効ヵ・なくなると白動的に連

動弁により室気制動に切換∴三ごととζわせて電（制動

の常用を容易にし，制蘭∫・の節訳戊と制動・ノ信〕1性と有効

性を高めている．なおデッドマンスそ○他の場rト：ご1排三

常弁にょり非常答気制動ごか：〕ヴようになつている．使

用機器としてに全阜位スfッチ式で小型抵抗スイッチ高

感度限流継亘益．穿、．・新鎚｝111が使用されていご・ご・⊃他nl

戦後開発された機具をすべて1［備して’“　；5．

　n召矛rl　23　4トよ　りW｛不li　25　コトィミまてごに二国！失1こ［i：1走三メぐ∵　C

S5型r｝三制御器こ外にll！｛和25年秋．モPCS10翌！主制

御器18両分他に断流器1三11∫溶器を納めていろ．私鉄］　Jl・i

係では手動HL式を150両，自肋ALFまたばABF
式を124両納入した．

　市街電車

　直接式制御器：ま標準・⊃KR－8型およ∫ノッチ｛18

ノッチとした1〈　R－208型を会L｝に納入した．七動機
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ピお
の容量増大に俘い床F裾付のE伍L型断流器亡自動週i；斤

項両用ば磯｛【㌔

SS　101型電動機操作順序開閉器

　　　　（小田急納）

器・り代りに用いられる場合う吻くなつた・｜田口電車も高

速化と乗心地の改変が要二kされたのでそぼ目的に適う制

御器として市電用ABI；i｛制御器を開発｝．昭和26年7

月名Il〔屋市電ご納人1．た．イベ制街㌧こ姓レ‡自動加速減速式

で13ノノチL一イ日、，運：」ン・ンドルで加速または減速度

ごこ自在に変化i，抵抗スfッチ：t／ドラム型Z）小型として

いろ・制動にほ予161功億で制動力をh［くTf効にし，また

非常の」ノ合・に三（停電を含むノf’功で高滅速電気制動が

か：ナられろ・ころξうな性能ごイfしてカつ極度に器具

のlli有面積うごノ」・さくて低ぱ式の小型電‡1こも使用しう

る，

　トロリーノ、ス

　従去三著製品∵わが国におナる1・Ttリーバス制御装置

に先駆者と∵て役割をりξしたととは既知の事実である

パ戦後酬二1を一刊1しナ．制御美置を試作し，サンプル

カーに提供すろと共∴昭和26年予刀めに；ま川崎市役所に

3両納入して以来好成績に運伝している．本品はトロリ

ーバスこ・走行抵抗1・　「う＼’1〕大ご｝い㌃）で性能向1のため小

型軽ξ丘量としていろ・｛則御ぼ自功加速t「1動減速間接制御

方式であつて11’・　’ノチを有し，電磁接触器とカム接触

ズTw効に組合せかつ主要器1しをパネル式として点検に

fぴりにしかつ重＾7・怪波：三計つていろ・制動に：ま主電動機

県磁㌘予陥励！i塗㌃し，電，「　f三己誘超を早め制動を確実に

HB型高衷度減丸器
（西日本鉄道納）

司

量

KL　86型主幹制御器
　（名古屋鉄道納）
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　　ξた｝由勺ゴ’｝”’3tl　i　ftl・itx　・1：∵．折抗依ご｛1ξ用1て軽㍑化

；5f　　　　てk・：・’．‘

補　助　機　器

　集　電　装　置
　↓票彗ξプ（ユ『i｛パンタクフ・ノ　S　71011　　∴．一．，、1；己乞］ざ‘＿，｛股育ヒご，

向卜1イ呆るFこ1：sりパこ1．s7：：0　1　’ヨ　：・’：．　二ち夫手票㍉「「｛主二：

fcl蝸車用パンクグラフ　PS・一一1・1　A　v‘・い昭t，ii二5：年g）」；：

｝；畏作を開始lt”でに16台製作！，‘’日1用・；〉クグフ

フPS－13型1、＼・㌧で　畏作で㌻：’1’UZI：二：ノ．．1「f街↑S

，1”用小fl［レこンタグフフご：い・：小咽ぷ『9一速応　∫｝r二坑三

全なS105　Jril：昭干ll　25午8り〕・1）開発｝．，昭和26午

初より北匿鉄道市1’、1糠10山に探用1；lfれ7’L他ぼぷ　ポー

ル，ビユ⇒・ノパ：1）す∴れ．1：バ‘∴．と・続々1こ1はレ：受；tL

ていえ．トuリーバ云用］・　uり一　：’i，’一㌧口、て：・．沼和21

：｛1’ぴよ｝〕範1∴⊥，経り三活・1・川ぶ1：∴弥II」1i．」，J，1∫1・ない

杢然変うた型を採mljl　k．u川崎市clこ用i二！」い好弓’↓≡

あげていち．弓「ンぴ電．1’‘1ビ　・‥　：LJ㍗｛”乙；二Jd

じてい膓二．

「呈作育㌘（昭「il23｛1－26午ノ

ヲ＼形パンタゲラフ

小形パン弼’ラフ

ビ　ユ　ー　　　］t

喜三軌条靴
トロリーポール

川　鉄
ri∫　　鉄

y．：　　lll

市　　｛寸

市　　丙

阻　卜　沃

鉱　　山

Ili　　｛15

ト膓之

用（PS　14A）　16台

爪rS　710他ノ　69’ノ

月｝　　　　　41〃

rii‘S　li）5　　　　43シ

nj〆MT　2〔コ0〕　23ワ

用Ts，　　　　・）ソ

用D－‘「D　　　19ソ

ff］　』㌧1「rノ：‖｝　　　147ワ

リー）’∴口MT－27型」22〃

郊）ト崖車用

S－720型パンタ

グラフ

　連　　・結　　器

　｛E朋竃’、連結器1〕自動連結器に取付られて電気回路

た1」噺目、東京大阪ら地ド鉄1’〔二4年間に［6台納人してV・

ろ・二：’他郊ケト竜：i㍉二関係：’二“、迅速た漣結開放が人手を要

・． 1－一’tでをえ＿で使用され㌘ぽ向にたつて書た．K－2型

自動5、，沮！1器1∵仁作方法を人念に1て精度を向・ヒし京浜

電鉄に11年間に160台納入した．　撲械的，電さ的，察

ン（的∴漣結’1X同時；こでごるので一・般に使用して連結解放

’ 人1：・時間の節約になご、．

　戸　閉　装　置

　昭和23年U〕26∠仁セ〔F・川鉄標準のTK　4型は598

台二製作い，性能をll1川づ“ろll幽こめ改良㍗施して’のる・ま

ナ：当肺楓｛t、EG　130型に812台を製作し戸閉放械の

最高」（準を行く∵．ロー．て愛用きれてい著～．またトロリ

ー バスゾ1一ごワン∵ンカー．L’／折畳扉用と㌧てED型を製

作して，出川rの自動［－1・；・」閉i，種々な希望に応じる装置が

・っくられて・、．ご、．ED型ほ『大阪ll∫、つワン・マンカーに昭和

26午41J　13台納i＼｝そ芝各都市より注文を受けて85台

製作していろ．口・電」1工事li・文∴‘際’正i暗L圧が・．くなbか

” 電IF一速度もこ一．・定速∫変以ドにたうと自重」）的に動作して戸

閉筏ねバFで拐」けられるようになら保女厄磁弁を開発

し，危急：．際莱ti：．イi・∫等］ジヒ施さなくても釆客は安全に

ill［よi！i臆出㌧三：’保安「ξ置．］rLてt；1．：ヲ（な任務を果して

’．’　；’：’．イこ品1／－PR　13塑保安電磁弁L－　di　｛・j’：．こて昭和25

午8月躍作〉三閉始］1ミ初に富山地鉄に35fr納入し好成績

こ：、－：ナてい三．電斗［事i拠⊃際扉・うミ間かなくて死傷者を出

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タ
ナ弓合が多い∴で各方「已り旧心1一ゴ与たれている．

車雨用電熱器

　HE－50型∵車暖房器

　目鉄で：こ従来電車用lr2房器ば，てボピン式とスペース

ヒーク式○功史用］Sれてい㌻：が，これらの阪房器：ま吸漁

∴一也．欠点1‘：：／，ゴ『：ソ，アノ；ミヵL一タ：］Cが採用されろ
こ，＿、．一．
t－　t1－　”．　ノ　．

　IIE－5｛）1i；i！覧　　三り｝21き：一一アrLミヵヒータ式で，t－1召和24

年1↓）月一lc　’現在までL：1鉄向L－〕て約6，000台納入し

ナ：．　　イペ器　　　　1〔バー）～ア　450、V，　タト］f多一」一？！；一：－　594rnn〕（¢積）×160

mm（高・1S憤m1’r恒，で，特長：ハこi6鍵淋泉・うミ露出じた

蟻亀董鳶諺
よ

ll　’A

地一F鉄用TS－3型．

第三軌条靴

’y

昧

繋

寮

CE－236型電気蓮結器

恥

EG－135型戸閉機械

54　（，541）
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　　　　　　　　　IIE－50型電車暖房器

’い∴で安C・．で㍉り：．、ゴ・・振動、i唆浮㌧こどに川ご：」・点であ

L．

　食堂［lil　Fi　」電気レンジ．’1－：電’．湯1．！l品

　食堂卓∴調，川」り∴一：・㍉二隈こり㌧二∫：くい話尼で・’、暖に沢

山∴：調川をお三た∴必要　㍉一，い1・・11燦〔i｝；≡座巧ミの侵

人と二防、づこ・㌦　憂cr・；：惹．…lj放でご1・バ・V・111二こ場年り熱

源と∵□・：T　‘，i・：∵：’コ川］’：∵とい出・こ〆刑で」：㌧ふわ
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して初めて電：、1：しニジ：：，バ：’］ご電『『元拐’1｝常㌧‘㍉c用三れ，川

沃〕一；∴日1之に．己‘1，・「il］．｛で納・「㌧　㌧．

　電．1・：レンニ∵’糾1：：‘11〔∵：kwで，烈i’・，（∴二い7こ調1・㌦

台とそのドに三∵・t’　一フン，　klノ戊二而なら1ごにド1川1撫

1↓や調「1｝こ料　　’：ノト汽∵己納．｝　：・：‘n！；IE、らで’L一てk　，　1：．

熱1広1－：倦熱z，1いrl－’□1iiL∫IGI重三；1ご物と共1二1《物［r（∴り【へ」i｝；

込／しプ：㌧・2フ（ノ〕♪二：・］雫勺」ii｛iS）覗㌧’，．　2．5k、V　2｛i珂，　1k、V「　2

個江珊”…’一⊥㌧．「．が鰍に1．㍉∵コ1二・一タを使
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列車冷房用15kW車両発電機
列車冷房用15kW車軸発電機

列車が通常の蓮行をする場合に；，蓄電池ほ約30分間

の冷凍装置運劇こ堪えるが泣コミ時問し停車をナるi易

合とか予備冷却をする時にぱ地（”電況ll二より3川交流竃

動機を駆動して冷凍装置の蓮転をすると共｝こ蓄電池（i”充

電をするようになつていち・冷互｝，冷服装置共所定のi毘

度に保つごとおよび電源関係の諸動作け二｝一べて自動的に

制御せられる．

　一等寝台車では床ドに15kWの直流発冠機，11・5HP

の室冷式フレオン凝縮装置および郊オ［己動機用起動器ピ

備えている・客車の前，後部デッキロ天非に：ま各1台の

室気調和器を装備してあじ宅内再循」塞1・：と外一とを混

じて除塵，冷却および脱湿をし天井白のグクトを経て迎

当な吹出日から調和室メ、を吹出し≒．内ゴ∫房ナ○一方

のデ。キにVfx電磁制御劉置がちぽ手・1：”・1電酬il脚ご行

うようになつてい芝・

　食堂車の場叡，ほぼ同様であ1うが発電機：：30kW－（T’

56（56）

客車冷暖房絹制御盤と操作盤

あつて食品冷収装置用2HP冷凍機および電熱調理装置

約13kWの負荷をも負うととができ’るようになつてv・

る．食品冷戚装置に含まれる機器はつぎのとおりである．

1．

2．

3．

4．

5．

6．

魚，肉用冷蔵庫

ビール冷藏庫

飲料永冷却器

アfスクリーム，バタ・一およびチーズ冷藏庫

廷冷式2HPメチルクロライド凝縮装置

電磁制御装置

　これら四褒器の内2HP凝縮装置だけに冷房用10HP

凝縮装置と共に床ドに吊．ドげ装備されている・

　以卜国鉄向けの冷房および冷藏装置にシいて記；丞した

が，とれらの装置は電ヌ：鉄道に対しても使用するととが

でき，ご’コ拾にに：最も複菊は電源装置が不要になるの

で製作費；品ちうん繊ξ費も大固こ低減できるため一層

イ．1利であ膓こ・

列車冷房用発電機

　本機ばL己向一等寝台車冷房用電源として製作したも

ので駆刮ば車両．kiり，べ川・駆動により途・」・＝’ニバーサ

ル接千よりi・陣」速する構辻つもので列車速度40km／h

よ　1）　100kn、／h　　　．　fl］Ji三†｛三［Eを発ヨ三づ＾るよ　う設言†L／た．　現

花Ll鉄に17∫いてス［〉；〔帥戸閲急1行銀111r号に使用中である・

　定　　　格
　　li：”f9・，1こfi・15kW　100V　150A　1・200～3・000　rpm

　　　　　　　4極他励分在　迎続定格

　　励磁桟　0．4kW　2⑪OV　2A　1，200～3，000　pm

　　　　　　　4極他励分径　連続定格

　　　　　　　重量860kg（歯車dよlvi車箱を含む）

　．イこ器、⊃特長

，1．1，200rpmよb3，0001pmまでの広範囲蓮転に対

し完ぷこ定電圧特性とす《5ため2級のUV．型自動電圧

訓1整器を使用したごと・

b．列車進行方向反臨⊃際，機械的切換開閉器を使用す

ることなく硯磁機および発電機自休の残留磁気と利用し

て極性を一・定に保’つようにしたごと．

　　　　　　　　　　：－i菱電機・Vo］．36　No．1・1952



●

暑．．

e一 梁　　　　　・

　　縷∵　・機・ぐ曇’k“

罐泊⑫cl轟臨　佗ξ　“A，ヨ

通 信 機

　漁船用無線幾，災害用短波無線茂，超短波周波数変溺

無線機，誘導無線’機・がその二i｛　）．一物であつて，い㌦・れ，」；li．E・

後の初胡製品の域を脱！．，改良完成されて，標準品と’．

て多数現用されるに至った．以1・’標準品をご紹介する．

　漁船用無線機

　小型漁船に使用す二FSR－－25　B型○改良型FsR－2

5Cぱ・約80台使用さ｝している．途受f，一；飛を重ねて，同

一匿旅に納めてある故，衰置場所が狭い漁ψ5に最適であ

る．操作簡単，性能安定た点が特長である．出力A，5〔〕

W，A330Wである．
　災害用短波無線機

　操作簡単，非常の際、lllでも取扱われ．る電話専斤磯であ

る・出力50W，30W，5Wとして，それぞれ1．SR－5

0B，　LCM－30　C，　LCM－5　Aがある．

1．LCM－30　C

　運搬可能な移動用の垣波無線定辞幾である．GT管エ

使用した近代的な設計であつて，とくに受1言機にぽ短波

では最初のスケ・レチ唖艇千fし，綿絢縮1・討郭！ξ1ロノ

て，使用者の疲労を無くしている．

LCM－30C
災害用短波無線機

2。　L仁M－5A

　一人でセットカ・ら，電源，アンfナまで運搬できる」・

型無線電話機である・出力5w，6球還受1講であつ

て，電源は峠HPの小型発動発電機であとi．

　超短波周波数変調無線機

　日姻内における肌轍変，］膨1揃糀しf∫してい：：i」

肚としてぽ，この挿無線校の0「究にごとくに万至1ヒ蜘／

てViる．昭和25年およゾ｜ご26年に行わ71した，［L↓衣i1、察

なら：Lsiに自治依警察によ0　50　Mcおよ．’ごrO　Mcの

FM無線機の試作コンクー一　rレにおいて，いすれも優秀な

成績をもつて介格した．15｛〕Mc／FMヵr的i｛蟹きて警察以

外に担・ても，鉄道，新i』1，電ノiTガスー迫方が二才，

いて愛用して戴いている．

　電気的性能1：・国家地方警雲3〔〕Mc／FAI無線は1｜．様

書とダ1治仏警察150Mc／FM無線機llご様、1］二を、，］」足して

いるのみでなく・アメリカにおけ溺［掬1の礎械の性能こ

匹敵している．

　国警用

30MC／FM無線機
　　（PR－2型）

1　　30Mc／FM無線fパ（：PR－2型）

　岡定用1；1床Jyl型50　W，移動用は自動車に塔載するに

1］1最適の特殊クッションを｛吏用した物で出プは25Wで

言うる．

2　　　150　エVlc／MF　∬：：｝1「差

　同’£用：川ミ1‘川’！50W，移動用ぱ25Wが標準である

：∴15W，5Wの物も　；gf／i｛1．ている．また，固定用Ic’　1／，II希

望によつてぼ遠隔制御器を1：」属せしめ，10km離れた地

．1∴巳う・ら途受信を行うごと　1））　，1でぎる．

3・　操中1場用無線董ぷ

　昭和25年！二ldく」、♪初0150　Mc／FM無線実用化実験

局として，口鉄帥口港駅およ1りな磯関卓に装備し，引続き

倍］まで実用化研究をi行ている．操巨場特有の衝撃弐亨，

幾多の悪条件を克服して，現在では操車能率を劃期拍勺に

向⊥1…実用1ヒのJ）・E’に入つた．1：1，淀局20W，移動局10

Wであつて，特殊Z）共振著1÷を使用するととによつて，

150Mc帯において，同i時乏ミ乏話を可能とし，いつ，　各

剖据疑別々に捌ノ］呼出ナるごどうできfZ・現在肖轍の

ため最絡決定版ともいう’≧改良標準型を製イ］：してい

る．

1εOMC〆FM

固定用無線機

（57／5ア



　誘導無線機
　終戦後数川にわ三二る実地｛1：1二完’一口・パ，次坑川㍑号・装｛辻

として　：機種’二：「用召き1、加パ㌃定三受llた・i㌧九州地区・

北況道地区に」’訂。・て，11］：，㌧∵独「1i的にf吏用i川Lてyぺ三・

　・・．・いで口鉄だらゴ；こ私試に㌔㌦ジ、ケーτ三二駅・こ1期∴；邑

えざえ電話■とLて，FM⊥㌧：［・・川・：こ受、、，「㌃三㍑川機こ、；・〔

作L，現在宅凧：，〈r：㌻：ljいい・『r・　－f．’　，Ll．　）J　Tl’〔．とt’L「’1完丁㌧ノミ用

の1い近∵・，

1．　※．㌧t用片信．り一S∫，j：主：［1パ川S

　人中1］二L’］発信L，企場〔：“受1言．ヨだ‘・イ、；り一：’信写．線1．：

詫導結’1・訓戸．そこ・｝i　」f．1　？；　rl：へ：・．二’ことt’］でら○

；唾信’方式

周波数
途㌃：出力

通淫距部

’「に　　　i原

AL∩9、］・；」・）

15↓）kc～200　kc

lW
／km
五三り用　　A．C．

人車月j　D．C・

1’一・’f・ ｝1／iイ．「「’／　111c‘／

　　　　　　　　　　　　　　　，　　「ヒ、

toOV
l2　N『

2．　　ン；乏」ノt「「」！lllD」1ユi．1，∫「1戸1・：〕∴∴1：（t

　人唯おユ：びiノ，1，“　），〕一，川／ilに発’乏㍑㌃ら幽二に」1「iパニii”・・

うご、，信号1、．ゴ、1リ・線：．二垣’三瓢㍉’r＼口↑∴・

：）’　　ダ「JEiglAl，1，V’．J〔∫1．1ヨ’！“．　Sflc

　巨：1鉄に納人ゾ用、．・l！i：：Vl［cト．㌧三・ノ」‘’1†　f「様：：ビバ∴’］’とお

yiてi’〉：，：・J．・・

　　通信力’式　　　卜・1時；1こ受［、］「i

　　周波数　　601〈c～2｛｝（lkc

　　変　　ri∵J　　FM【．、F－5kい

　　法信出力　　同’・L　l〔）W’移動　5［W

　受　信　機
　標準晶としてi・己ひ物：・：畏作　’・，．・㌧・’馳お’」ご’ぽ1（’［　IJ

換をドソムー∴r，チと1，㌔：；：㍑∵トト1’・1，：；が勾∴：畏作網：‘＼

しブ：．

1　通㍑rl］受II、已（1，RK－1：；A　‘‘．ヨ

　　方　　　式　　　　　　13球：k『－t　・　t・”J・「’1：

　　川波放　　　5ωk・㌧コMC・5’・ンド）

　　 ｝．llに恕い］摸　　　　・二　－！　

・〃戸．

　　　パン　1・．㌦∵’1　ソ　ト　　f∫

　　　利　　　川　　　　　　　A，、A，1∵〔｝db

58L「，8）

　　　　　1・と・暴麟緯ξ・

　　　　　　　　　　　　　1　　：　．、
＿”一＿ttV、・

　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　’　　　　9　　　　←　　　　　　　　　、r．tt　v“tM，w一

一，〆4．　　　’　　　　　　　　　 、　　　　　　　　　　　，　　　　　　　

一． ＿“・

　　　　　　．ふ蒙パ藷‘濠二ご

　　　　　　

’1 ソl　t－　…」！＿、．．s・・一　（

㌻籔麟㌍
　　　　　．一　　　　　　　※1　　・－　　　　　p　　　　＿ゴ構　　一

　　　　　　い　一シい　　・　””i区、㌧嶽

　　　　　〆濁擦ゴ．

　　　　　繍竃㌧を懸糠∵

　DH－3型20kWラジオヒータ

　　水1粘［慮波器　　　　イ∫

　　ノイスリミツタ　．f∫

　　電　　　源　　　　　A．C．100V，電源瀞；内減

　無線特殊機器

　ラジ㌧いニー　i：，バ’L・斌線路障～h：探知機．超一1；被探傷

装置，ゾレバ・一夕，遠隔りこ位計，・…ナ式油試験2xがそ

⊂－ir㌃乏：L｝」’．．ご，’膓二．

　ラジオヒータ
　高周波電源；－1’リ用した乾！1｝1“1　l！j÷で，本イ寸工苫，繊維工ヨ㌧

金口いコ㍗絡．加・「lf　CL．用途に心∴そ2しそれアプリケt・一タ，

コンベアニ三合1・㌧こ伯々．，1λ備ど．．て○装置一コ・瞳製作し

←” 、・　s°
L　　y　、〆．．・　・

　発肱；1；；：㍉．て∴’1　P∫力に］：つて，LOkw型B：DII－－3

型，5kW：．1’1）II一石型，3kWぱDH－5型（DH－

1型お．！：びDK　2、型の改良品ノし製作している・

　まジこ，最近川じビ＝・　一「レIJII　II用の高周波ミシンおよび

高凋波ウエんクーliこ；，研究開発し，多数御使用原！lつてい
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家庭用電気冷藏庫

　家庭用電気冷臓庫として新∫1「！式∴1MR　200C型およ

びMR　100　A川を製作して、いる・L、’J，．IIも蛾前よりJL‘

経験と新しい技術を織し込んだ密閉型；潔；問たらこ、1にブ

レート型白然冷却式痴f縮器を使円しており伽ll一製1㍑ご多

く用いられている開放型圧縮；｝1｝‘二欠点と完全に除去して

いる・すなわちガヌ洩れに拮無で蓮転一F注nを要する事

項もほとんどなく取扱に㌔わ：もヨ1｛1便である・烈絶縁相’

として特殊防泣返理を施いた｛li肩三綿を使51しているから

冷荻庫としての全性能lf『にないだ高く，匡n規格ぼもち

ろん輸出規格をも遙かに凌駕して‡？）1，たとえぼ蓮転率

は20％以下，使用電力：lll．は0．7kWh／「1という低v・値

である・また国門乙現状i、二適応ナ♪うように最低使用iij’能

電圧は75Vとしてあ元ジタト而ド：▽・す，｝しらメラミン樹脂塗

装を施してあるがと・：にMR　200　C型1：〕　flト親：lr：渦｝ll型

でスマー1・なも〔：’である．

　家庭用であるため安全性にはとくに留意し異常な電源

状態に対する保護装置を1－一：重に陥えてあるカ・1⊃信頼性も

高く需要者に：安心して使爪そこととう」でご二，

家庭用電熱器

　CR－6型電気レンジ
　絡戦後，進駐軍巳．家庭用として，鏡物担ミ込型熱仮を使

屑したCR－3型レンジを多技納㍗して好パ1㍉こ博した

が，こ乙熱収ご使用開始時乙加熱速度t・t遅1、へとかあるい

は，吸湿により絶縁が低ト’しJ〈．すいたど∴欠点じ免れな

かつた・

　一方アメリカに影’ハては，これら㌦二吹点を除くためも

つ｝t：らチユーブ式烈反が厄’・られてい○∵巳当祉iこた

k’
1・”

ご

’凄1・∵

噺鰍繰噸鷲蔭

　　一長ξ
　　　　　　　輿

960t60）

CR－6型電気レンジ

鷺

　veで襟雲癬…，

ジ㌢：量鰭

　　　　　　　　’潟

tW一

t、　．t．＿．．X，．＿一．．＿＿一〆　MR　200　C型

　＿Wtt　　　　　家庭用電気冷藏庫外観

　　　　　∵1

いても・昭和23年頃からアルミカヒータを応用したチ

ユーブ式顯板の開発に着手し，関係者の苦心の結果完成

した・CR－6型レンジは鋳物埋込型熱板の代りにチ＝一

一 ブ式熱仮を使月］しt，：　｛，ので，熱板以外の設計はCR－

3型レンジとほとんど同一である．

　1－16型電気アイロン

　こ04・5ポンド電気アイnンは家庭用として新しく

開発したもので，沿費電力は270Wである．

　従未のアイ・ンとの主な棚墓点は，発熱体に鋼管製ア

ルミカヒータを採用し茅命を長くしたとと，カバーの形

状を脚陵し外観を」1くしたごとおよび，とつてを握り

やすくL．たごとである．

　べ一ス○温度日：約10分間で摂氏150°の最｛適温度に

なる．

　K－8型電気アンカ

　ポ器二う特艮はタト箱うミ耐熱性の接着剤をもつて張り合せ

た特殊□面：｝「ll討」えでできているため，熱によ）T変形して

隙間ができえことbsない．

　㌍ゴ励温度調節1弓ト箱Vト綱こ取仰だこツマミによつ

1－16型電気アイロン K－8型電気アンカ
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て’ 通気穴からでろ加熱室気の温度を摂氏70つ；’J　iら1001°

まで調節できるようになつている・

　クイソクヒータ

　アルミカヒータの家庭用応用品として，ノ」・型瞬閤湯沸

器にクイックヒータと命名した．仕様ば100V，500　W

で，コップ，茶碗，やかん，洗而器などで急速に湯を沸

かすのに便列であり，能率ぽ10り％に近い・　1・たがつ

て電気沿費量も少く，経済的な家庭用品であろ．また重

量は約300gである．

扇 風　　機

　戦前わが国で生産された扇風機∴，百万台を越える数

量に一1二つているが，戦宇中における製造1｝川二，供出，焼

失，老朽などによりその数量ぱ激一i　lkしたレ⊃で，戦後の需

要は非常に大き、．へ・

　当栢：はごの国内，国タトの需要に応じ従来の面目を二新
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．鱈
した新製品を製作し，幾多の改良を加え，生産数量にお・

いても，品質においても斯界○第一一位とたつた・

　12吋高級扇
　従来の扇風機のように機械という概念t“ら離れ，近代

的な家庭用品としての扇風機を作りだすべく，構辻的に

も，意匠的にも，活：気的な設計としだ．

　電動機は従来より一段と小型とし，枠を備心せしめ

て，首振装置を後部のカバーによb完全に密閉し，電動

機の型を流線凹とした・羽根迂三菱型風機．⊃特長である

エトラ扇と大休同様の形とし一枚のアルミ板よリプレス

成型したものの，前部にスビンナを設けて後部の流線型

とマッチせしめている・ガードほ電動機本依とマッチナ

るように軟1い感じの渦巻型とし，中央部ゐ透明プラスチ

ックの飾り銘板により，一段と近代感覚をもりEらせて

いる．スタンドぱ従来の丸型を壌し，楕円形として本休

と釣合を十分考慮すると共にモータの取付も最近○アメ

リカの型式を取入れて片持ちとし，角度の調節を容易な

らしめた．入力：Ilt　42　W，風速180m／millである．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿　tS

8インチ4、型扇

家庭用電気品

　　　　　　　　　穣

　　　　　　　　　　｛：　　　　凍

　　　　　　　　　　　　

4

　　　　　　　　ザがヅ

　　　　52イ　ン　チ天井扇

　：8吋小型扇
　・，1．；：斎，化粧室，寝生ナ’ど！）小型｝詰風機として，：だ用と

装飾を袋ねヒもこで　’：vl・川11商級扇と「1コ様・1小流線型を探

用㍗，また用途≡考慮∴て巳児も各栢：を製作している、

臼振装宣こ）ない乙㌧欠［，T．1である1ぺ人力もZl〕W以ドで安

価であるから手軽．こ使臼でこるのうこ特長である．

　52吋天井扇
　従来の天非扇と：．1：逆に，企線を施した川定幽子を内側に

：㌧き，範型川転子を外枠に〕以付けたので，形根を取付け

た外枠全休が回転1ハーろ⊃で全休の形ぶスW一トで構造が

簡単になつた・なおll｛・淀丁鉄心には特殊なη三閉ス・ット

を採用していろので，沃心lfl：も格段に少なくなり，効率

も向ヒせしめるごとか．でごた．拘根はアルミ板を使用し

型式ば全閉型としli　：〔ひ〔ヨ勺部に塵埃が人らな、、’、ので分解

手入れも数年に一一度程［芝〔汀1く寿命も長’、…．電動礎の極

数ll：20極とし回転数をやや高くして，風速を大にする

反面，速度調整器ほ嚇取f担1！の6段とし適度な風速を自

山に得うれろように％慮した．

　　　　　　　プぼヒ
　）．）　　　　　　　　　　運㍉

漂
　　　　　　惣：ば
　　　　　　為測「くh　・『　s’t

12インチ高級扇 赤外線乾燥装置（扇風機塗装）
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　　2f川あち．

f　1：　　　様

　　i．㌃　thJ　　　一般ltlUI｝」－Ul　　　フトコロの・長さ　　　193．5mm

針　…パ（謁加さ川部離　9ml・・
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「破X＋・1一すくたlii，またピー＝　一　7L　O特長である防水性が
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Cf‘二ぱ量：ノこ．6・ご㌧ぞ・
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a．　　イf｛ピニ三2乞会で籍］1｝］・で芸ノた‥

b　星着㌧完二で吉之．

C　　；・一ラr’耳嫁ξえによ一ltて力こ；着方浸9ミドilllでま

d，　　カミノ誉、」玉’「髪し一｛」∫だ言え’？，　’；で・きる・
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　庁質本位のオールウー・ニーゾ49－－K型，ほ㍑：絶無の5

球スーパ50－L型と，＝’．　L，g独特．’誠戊：削方1ξ☆：整え・：

グイヤトーンラジオFc，的’ぱ，外了幽1］意匠ともご飛躍的進
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り

歩をとげ，M坦，　P）？！〕二，最rl’；j級5球スーパの決定版を

生・壬しf：後，　当肺隻遅グrヤトロンGT管を使用しご，

モグーンなR型を・発売㌧ている．’い÷れも頗る好「1干で，

生1奉が開に合わたい状態であち．またごの問，バッジ，

マジックポイ／夕，透明ツマミ等，斯YJ．に新機軸を提示

1ノ，　とくにR型の簡略1ヒされた回路設詳±茅，わび［ヨラジ

オーr二業にi’［献づ～ミくイく断J’努力を討こけて1∩ろ．

螢 光 灯

　一’一一般1罎朋用と㌧ての自烈電∫．k：．1一二∵ひ汗f莞電力二．約～）0

％以｜二：雰熱とじて治費rlF　，b，わ〉か10p6一パ光となる．

そ：、⊃，、∴（　1938　フド1「こ一フ∵メ　1」　カ　〔r’．・i，Z！k　1ノゾ：｛E”ン「亡’J：∫1三：ユ’1］｝まミU］勺：し〔

光源で，昼光と同f・∬類1・光をノ1二∵，冷．）ヒ三称せられる程

熱の発．散・．と沙くコ1逸ぷ及㌧ζ途1｝Sf’二．

螢光ランプ

　当川1に±八、ては6多戦後づこ格的な㈲1沈：に着手し，誘蛾灯

用2りW青色螢光ラン’プを市」刀に川1∴二力、らつぎつご．！’

新製品を開発した・

　当祠：螢光ランプ．二特長∴㌧∵二と才バ：である．

a．黒1ヒ現象の防III

　陰極物質≡研究u套極1：川助電イ・D｛を適当に設ごi・い，二黒

化現象を完全に防止すろ二とに広功しr：．

b．光　度
　初朗の製品で：．］・二全）1倒〔1：：2川V昼）［亡巳ランプで6no／〃1，

冷川色ランプで70〔〕ノ〃z位⊂かご」ご∴そび後已惣頒

□研究ごIC　1．苦：5㍉1向1∴，：現在こ‘1、⊃：ニビ任主に三；ノ

る如く20w冷rl色ラン’・・でcg・iO　lm以＋爪v中冷川色

ランブ．でz．1∩〔｝加L〔｜三∵二て・、三．

C　　寿命お：∴じ光ff：L：低ド

　寿命：＾“白熟包灯ヨ1弓ぱ点灯いた1；．ttるt”fでこ時1罰こクト

に光度ゲ初明の6〔｝Oo’1こなるご（｝◎時間を言い，一般に

放電したくなろ時判以而：こくるものである．当肺ここ、、二）

はこIJ⊃点に一L．1て螢光物質ポよび1隻似材’料⊃研究，たら

ぴに丁作方法：⊃改良等にモ1戊3，0001ぽ1日：ご：ウうにヒ1［TIる

性能を肯してい㌘．

家庭刑電気品

　　　　 ，　tt　　’．’1・．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∨　毒㌶

t　；ntW°－t°F

　　R　型　ラ　ジ　オ

d⊃　　色・三i’，∵㍉二、：1’r∫’、！「1

　こ、了ミソ己ラ　ン・＾ノs、㌧i？i弄；i”1こ戊．」∴　：［ヒ1　㍉べ札元月じtt’t：∴1i．　Jr・一一一つ　と　1ノ

て、二：：∴色㍑ン㌃：＝㌧’1〆㍍．iL：’［：、：竣’：5点で詰ろう：，’［1肺

仁一．・般照川「↑］二iて昼｝［11色，冷川色，自色，渦ド｛色∴・4

種た製作㌧てい：：’、・昼尤色：＾太陽∴ドぼ！1光：：iJ一し近いも

∴，（”，色滞lr蠕6、5〔｝り㌧K，冷ド1色：〕’迭れ．より｛i！il分温［カ、み

を’；1つた色氾度4、5りり一K，川色，温川色と段々温かみ

1三mすジ㌧色湿〔1＞J、⊥－1”　Jo　lこb　3，500し1こ，2，80（）レK　1：な

Lr　⇔フー　　．　w7
　　　　L　　・，　‘’・v　・

　’ll・　li㌧一一暖照；Uj口、：．・：，　」　’二：’1「1ゴ∵“∵三第一一に1厚求さネL．

＞r）：∵），二≡：スベパ・．弓飾．∵劇こパ1・ピ分イ己完斜二

：1＝・致三11・こ，江．1；，　i，1．’．・∴㍑ぴ．：欠（ナて1い；r，三k’），とれに

〕tttrtて媚・1∵り．・・…．∴．色、ノ1：1∵赤叫：∴‘足．㌧・1い欠点が：5

ぞ）．

　’1川i：にお∵1てt”」．力U：1；二’㌦点1こ着［1し鋭意研究tl．tで

ご・／へ＼’こ：｝・：，　最近米「「L㍉㌔噛：．Zl　Jら・’■1，プi：Li　・J・発HHじ近々　De

LUxeランつ二口！；∴．：：二’二に．二つてL・る．Dc　Luxe

の光嘆ご物川弓：こごにて｝今1”〔∵ランデよ1㌃若干低い

う㍉　；ぽ色ヤヒご‘な㌧・1ミ三｝iる印川11　i・’　S－，捺染こに・1乃，食料品店

花！．〆，，芸身、IL1∫｝1，　三二べ＿ドf）　1．こi・；1一二．1）De　Luxe　ラン

∵∵ご仙用ナ・ミそでらろ’バ「・特川ミ円途といて言琉青白，

緑，ぷぽ紅与「社r1，た㌻∵．製作じて・．㌶．

螢明照光製品

　ど1尤灯㌻ドし：ヤ；』口1二白れ．：㌔点）i’・般に認められて」ユ来

斯設ご1㌻三ん曳「「：之∴ノ：廷築物，蒔」店，℃場㌔享：二続々と

呈）［C灯照μノF：｝∵；’∵二・∴二～．

｝1・ド度：こ低’べ．二で・，∵1：㍍㌦ILう1

Lllt）「こ二11：f、”I　i二i元真’＝IE：1：jミiこ上ヒ　．　i一こ

にノベ　てもそれ．程S’t．1：1し亡

寿命試験中の40W螢光ランプ
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FO－402型i照明器具

を感じなv・が長時間では目が疲れるので反射板，ルーバ

硝子，プラスチック等の利用により配光を調整し，光を

遮蔽して照明効果tz　Jiげる必要がある・当就ではごの目

的のために種々研究された照明器具を製作しているが，

昼間点灯しない時にも室内装飾的効果を含んで設計製作

している．

1．標準型照明器具

　照明器具はその需要に応じ，使用場所，用途，客先の

好み，その他種々の条件によつて決定するもので，それ

ぞれの種類の器具を適当に配列して目的を達する．標準

型照明器具としては下記のものを製作しています・

2．特殊型照明器具

　標準型照明器具といえども絶えナ客先の好み，流行に

したがつて新型の開発，改良を行う必要がある・一方百

貨店，大商店，大建築物に対する照明器具は建築関係の

意匠設計者と協力し，その建物にマッチした設計の器具

を製作するととが望ましva・

3・螢光照明実施例

　螢光照明実施の主な例はつぎのとおりである・

　a．百貨店照明設備

　　　　　大丸百貨店　大阪店

　　　　　e　　紳戸店
　　　柄坂屋百貨店名古屋本硫

　　　　　〃　　　　銀座店

　　　丸栄デパート

ト．工場照明設備

　　　目本化成株式会赴　四日市工場

　　　日清紡績株式会肚　針崎工場

　　　日菊防績株式会赴　綱工場

　　大日本印刷株式会冠

　．東洋食品株式会祉

　　都々木紡績株式会吐

c．ピルディソグ照明設備

　　　日本楽撒式会赴　銀座支店

　　　日本ゴム株式会鮭

　　大手町不動産株式会杜伏手ピル）

　　　日本化成株式会澁

　　　三菱地所株式会註（東京ピル）

　　　九州電力株式会証（九電ピル）

当祀螢光灯器具一■表

型　　式
弩。ド隆格周ラyプ

～ヂ輌て数） 構造の概要 塗 装 用 途

Kレ3…1・・／・・1・・［・ カ・C　．一付簡易型 アイポリ色メラミソ鏡付 壁揚用

FS・20
…5・ノ6・2・1・ 反射板付　安定器別 1外酷難・丙酷色 シヨ・－eイソド用

FV・…1…1・・／・・1・・1・惨覧乳白ブ・・チ・・鮒ホ・イ・ブ・ヅズ 補助照明用

・F－・71g51⇒・71・1

FF－20
1…5・：・・i・・1・

机上スタンド型

l

I若葉色メラミン燈付
1

・A－2・21…5・1・・i・・1・1反射板t・lizfi易型

机上照明用

FB疏・Ll…5・／・・］i　・・　li　・　i天井埋込ルーバf・b

麟伝リ講。、堪耐蜘幽嚇店等）
1外面黒色　　　ルーバ　　　　　　〃
内面白色メラミン焼付

・・・…1…｛・・／・・［・・「訂一臓・ヤガ・・’・・一司鰻ぱ白色・ラ・・1 〃

FP・203
1・oo　150／ool　pm　3 プラスチツクカバー付

1タト面クリーム色
1反射板白色メラミン燈付

〃

K・一 ⇒劉・・1・Wl・1・バーイ摘捌 アイボリ色・ラ・ン鮒1 〃

FH－40B
魏1・・！・・1…

反射板付 1從騒6都：言」鮒1 工場用

・H－4・2・1劉・・／・・1・・12　〃　　　　1　〃　　　　　〃

・A覗協1・・・・…　1・i反射翻翻型　　麟謎竺剣」玉≡酬齢
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鶴璽ラ、剣□　　〃　　　　　　　　　　　　21耕埋込ルーバ付・B－4・2・閤i・・ノ・・［・・

・・⇒袈1・・ノ・・i・・1可痴面・マガ・…二・鵬誌今鵠欝板ルー：　　〃

・丁岨瑠・・／・・1・・1・1≡鯉三・ガ・ス…一噸騒晶《；㌻　　　〃
・・－4・3・ぽ；1・・1・・1　・・1・lx”Pt’ms・…一　・c付 1外面黒色

厨面白色メラミソ焼付
1｝
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大阪大丸百貨店納　照明器具

積算電力計
　靖’近の精算電力計は，品質の向1・，に重点が置かれ，各

1｜ti’競つて種々の改良を実施したごとと，新電亘料金制実

施にともなつて必要となつた需用電力計が開発されたご

とである．

　当祠：においては従］’製作してきた家庭用ぴ相積算電力

計MA型を改良するために一咋年度以」種々研・究を重

ねた結果MA改良型を完戊し，咋年度ほ：・杢面的にこの
己51i良1皇］i’こ切｝奥えノ1三産をイ∫つブ：．

　改良の要点ぽ，電磁石の電流磁東通路へmagnetic

shuntを挿入することによll過負荷特性の向⊥を行つ

た点とCr－Co’銅の探用と銅メッキの実施にょ）1制御磁

石の経年変化を少くした点である・近来一般家庭の電気

使用量の」曾大により積算電力計に要求される負荷特1生の

範囲う：拡大されたごとと，検定イ∫力期間5力年を保証せ

ねばならぬ積算電力計にとつて経年変化の大小はその良

否判定の重要な因子となるためである．

熱型需用電力計

　電気料金の構戊力噌力罰1†金と需用電力料金との合計

となつているが・との需用電力料金を算定するための計

器として開発されたものである．

熱型デマンドメータの特顛バfメタルの温度⊥昇に

よつて与えられる回転加濡用電力6⊃対数干均値を示す

ととであろ・すなわち押し針は輻用電力の］5分対数午

熱型需用電力計

家庭用電気品

MA改夏型債算電力計

均値を指示し摩擦針ほこの押し針によつて一方的にのみ

lilさオLるので積針期1手n中（たとえぼ1ヵ月問）の最大値

ぞ！’旨！Jti＋ること1こなる・　こし⊃討’1『厚・＼一・〃と’「匡：力三：力口えた瞬

門C一なわち指封’0指・」ミノカ・ら亡○氾力の　0／（∫に捌当

する指示になるまで乙時間をこ○計器の1芯動時限と称し

仁ド素子自休し一．烈容］i｛1，放熱率，熱巨導率等・ノ熱Pl子｛こ

．1：つて決る定数であろ・定格：t3相3　iluk式110v，5A，

：5分定格，変成2k三；付用であろ．

TIC電磁時計

　砲逸親時計：：t　－tfンーc　t・）・k’，交流．こ二Lli山・，　iPl　fgfE式IC

／」〈別されるぶそのいすれにおいても大一1｛で｝一かも外部的

（ゼンマイのC一初めとぷ勤，周波数己変化，佑這：，重

錘を⊥下するに必要な歯車の磨揺など〉創1瞬：∫，一よつて

歩度の特性が相当左右されてhる．三菱TIC己磁時

計は昭和24年夏より試計に着手し25年マごには試作を

完了し夏より製作ピ開始した・この電磁時計け小ノ出てし

て，しかも停電にも止らナ，周波数，電圧己、変動に《）狂

わないよう設計された埋想的な親時計である．すなわち

今までの時計で一番厄介な動力伝蓮用の歯専装置を使用

せ∴従来のゼン”“イや重錘の代りに独特な小ノ馳流モ

ー タを直接房劫力とす｝i時計で，この小型モータは安定

な直流電源と相佼つてつねに一定の回転力を直接に調速

装置（振子または天府）に与えている・なお調速装置は

温度誤差の少い材料を使用しているので精度は非常に安

定してV・る・保物点｝こVlして：塒問の棚恕一・設の時

計と杢く同じ要領であるから誰でも精密に規正すること

ができる・電源用乙電池はつねに自動的に充電状態に保

たれているので放置したままで＋分に安定パ肋：を糊寺

し取窃0な手’数を必・」要としなしへ．

曝掴路全般○制御ぱ各種スイ。チによつて手敵操

作できしか躍輸・恒つてf緬であるか略部の点検

湖獣きわめて容易である・この電磁時計は親子式であ

るので親時計および子時計に電力を供給する電源と子時

計修正用スイッチ等を装置した電源箱とからなつてV・

る・親時ftり30秒敏子陪卜回路に反対方向の信号

TIC電磁時計
　　（親時計）

（陶65
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電　磁　時　計

10回線中継器

電流若づ装｛〕子時計C・つ蓮転三二制御している・子時計の数が

とくに多く方つたV受たnl川線’｝％く亡つたL”，連距離

C場合にに時計回路：こ中継㌫辻使用［；1　；」・ごた子時計回

路に時報．∫一時計を接続㌧てブー’／t　一，サイレン等を鳴らす

とともて・きち．あぞ，1い：］汐イムし：二～グと結ζrさせるご

とも’で・きろ・Tr巧三訓’に：イf｛艇」（」’・∬ぷ1．トて・の・つてS型　（’り’・f

レント型）SI」型↓Sl胆〔ノ．」こllぱ1ノも、㌧）己）2手丘が壽）iD，＝・

イルの鉄心吉よ江花；極片にば4隻留磁’．：（のとくに少い純鉄

を粧鈍しカドミウムメッキを施｝て．し∵．ノ］（久磁fiに1”1

とくに抗磁力の大きい｝「i祠：独肪⊃OPマグネッ1・竺用い

シヤフト類に：’特殊］111iを用いた．三たコイル1ま＋分絶縁

処抑が施してあZカ・ら断線・．恐〕1バたく耐久力べある・

　とい子時計の特長ぱ｝1」r費電力・．1’．」官；ζに少く∫一時計筏械

の取付姿勢の影響《1更け・㌔耐ソこ性1こ：とみ，二針・i〒が全然

ないごとで烹㌘．これらO，点：il？，liて1．1他の了時汁の沮

従を許さない処であろ．

　したがつて図書館，ホテ・二，ヅド〕院，学提，あるいば舳

舶，車両等の無丁舗手言ミ○要求f”れト3処にほ’一つとミ・適1ノ

たものであろといえち．

　な治今までの主た需要先としてビ東京ビル，ブリヂス

1・ンタイヤビル，宮城県陸ヒ化技：1／1・，｝，i帥奈川県庁，：債浜

市役所，安川電礫，tl，．淵1’　j　8　’｛防府：1二場，倉敷紡桓安城工

場，日東紡管静岡丁力，」一，し｝ミ洋し一コン≡伽工場で1乏好な

成績で・正旅に江二‘云じ．てい㌧．

合　金　製　品

　当川：における燐青銅，汀自，：：ク巨一ム，抵抗線等の

生産高ロ：全i司乍産rドljの過乍：三：占’），：1：．，｝1「1質け広く一一」：dJ2

に認識せられ，電・、、楼｛世‘‘’民，通㍑し日，計・1尚、∵，その

他一一般拭川c素材｝して広く使1、1さ2iレ・：いえ．

L　燐llj’銅，洋川

　べ，・；型光パ阻ふ巨りぼ：L理烈］（1な∴拠川を施㌦」巨：要

“11分に使用☆○・㍉ト月川’：］：当杜製ψ1古銅，汀白が広く但

用せら｝し需要家の好」［1’；：　E）：じている．

66　（e；（1）

燐青銅合金製品

2　電気抵抗線（（1．i“Ili償導線（2）　＝一　一リカ線（．3）マン

ガニン線（4．）　・）スクン・yン（’，；ik）高周波電気炉，ベノレ型

電ミ．’｛戸を高度に活∫「1することによIJi他．qll　f：にてに製作イ諭∫

能に近い高性liヒの電臨：抵抗線を製f1：いたしている・

3．　　ニクLr一ム糸泉

　終戦後進馴：軍向として，1号ニクローム線の生産を開

始1て以来その生産量および品質は好“を博し，特，需用

・・ク・一ム線の最ノミの受注工場の一つとなつている・

電気抵抗線材糾製品

ゴ　ム　製　品

難

1．　：　　ム　引　布

　昭和25年よリチャンバ式漣続加硫機を新設し従来の

巷蒸法にょるゴム面の粗雑さを．是iEし滑面にして光沢の

6るゴム引布をきわめて能率的に製作し市場の好許を博
　　　ヒブ　ト　　　もキ

L！Lv5三）・

2．　　レ　f　ン　コ　’一　ト

　戦後，前記良品買ひゴム引イ∫を縫工して制ヒヒ用，嬬人

用，小供用レ・インコ～1迂畏fT淫開始し斬新なデザイン

で，多種多様な色介のものを広く一般に供給している．

3．　気　密　製　品

　・長年巳経験，中越｝．．た貼合せ技術ならびに優秀なゴム

引布と二結合して終戦後1・±エヤークッションをC．P．0

に納入，そ〔つ後特需スiJ一ピングパッド；”／：『大1，：異作し．て

いる．

4・　型　物　製　品

　品質優良なるためクッシコンゴムは国「’”の指定となつ

た．

　また特殊介ばゴムにょるコルクネオブレンの品産が可

能となi／，現在でに多．li；：に耐汕パッキングと1吝電機雀、　ill：

に納人してい＞」、

5．　　タ　イーv－．］’L・．L一ジ幽

　タイヤチューカ　！〉般JIS表示ぱロ臼：場となi〕製iLl1

け斯界に第一・級liilと1好汀三ピ博している．

ご菱川機・Voユ．2G　No，1・1952



　　　　　　　　　　　　　　　ぬ　　　　　　　　　　　　ぽぴ

　終戦1菱アてに6勺ご粁て］11・1和万y．、ヒも近い現ILr．　x一

国ii；i、二k｝応、1　　　・［f　II｜t’tイ之蔀f　ri〈‘f‘、”1句　1；こ｛、lirr’ノ5チプコー　11頁

倒1ている・当伺）tlll　C、ユts　．kS　fl「rJi　i場とLt’1　n：ltTし，）・1　l　rTl

品貞の改良に，新興1｜t1の聞拓｛こ1川又間接之i　1；1｛，lt∫　｛、日1こ努

めて｝三ポ，三のレ：”もノ・idLこ乙．

　戦後○混迷1庁代1一リィH〔線ぱ、川［‘」㌧Lき・自’月いし門べ二円牲

して　つ生寸研先L完ば．，初．にbt光刈T’川）tlヨパ果

セあしT：　絶縁材｛R“（，こf邑稼ワー人Llそり川イL，式験

㌻］yL売主P仁L川当し，佃秀な’tf・｜rl畏lllドゾlilVL－　」v

け三・こ良献しア　電力閉係C巳ノ1（訳整流石，イグ）fト

ロン，避電認，辻りr器’5、こ対アら・ll肉迂術援助己外，，vl

外途配電線，発変電叫，電鉄関係つ史測に各i；｛縣場川と

具に参加し艮術1）向1発展に協プJした　弱富［1　iJ周波｝装1係

こいFM通1，、楼，誘導式副、、陛コ∴」，1、悼兀先たらひ：に

r㍑jl∴1波誘導，話揺力n熱方式㌻∴ゾ同上督1峯二基イペ，ノDLとイj

い・まアこ超刊波傑傷器，竃撒｜，L、、「，　Ai［Ill㍗㌦の川殊｛‖1じし器

さらにrイクUウ∫一フ川係の研貸も開flf｝した　こ「フに

管瓜の；賄に関してLl，乏イ。酩く管，螢光SIO？ト，リイ

フトロン・水銀灯，没因幻，放如淑測主用GM千ず30

試作研究・管ぴ川州として1・，　Y！t，SitgUIE，加烈繊

条・91殊ガラス，立光物質，げナイト・・ンノ1弧∫，含

属ヒ・ジ5珊九、新㍉一｝跳川こついていイ戯∫・磯

各種絶縁物㌧外令巳日1：日こ川」’る冶↑自γ広らぴに加工

変形箸に関すら1川｝力了的研ソピ差喰㌧よぴ導庖村川，磁

気日日についての各般○‘刈石「1エt険工い行わイし7こ．

　な訊論加1としては，ヘビリf順算∫の応用的Ur
展開ド’一応完結を途け，毛紐1管式冷凍方式笥了楯・ヲミ事

な戌果X一結∪こ，筋8阿国ぽ、；こ・・1｛ζご、1詰つ侵秀命之こして故

あろ捉出論之二・1｛い3イ丁択IL　1］，1残後四）　し県：川IL

に紹介した功イIU臼乍に1直づ一ら㌧㊧であ／⊃う

最近アメリカのウエスナング…クス，lliと吋芝祁口再ゴ1

批・でふれご網・・e：1，ト月㌦、働ごぽ賠い・lll段

術Z）向1・D7：めに・㌧ト．努ノゴL・冗久弔でめる

電　力　部　門

実　測　関　係

電力関係↑IIli　i：・二i「ILLI現1↓ブ測1　1！工｛1二1，二争ノ

くなレつてヨペい．，）・，電刀：部

協加て剤也て宝眺二当ら～臼

つ一LT と’rり⊂1乙

　雷　　関　　係

　触後叫川、こ引糺ぎ斧」也〔1当

Jli≧f轟｜｝月fGH）ili　（ll（｛「li22：1），　iHD

’，人r，111r日；臼場’了fこ

：，　　i　vl／ア　　L　rパ己一

1Lい∴　．1一　日允
岬ll巳、じレ層・芝’，ILI・llトエ1玉

Lら日玖美旗文：し1り1（昭干U23年），旧日発㍗副川’」｝三発

1じrll（昭和21年）　’ij’〔㌧り二　た㌧E1ユ時1こ戊≧竃；㌧1‥何撃

‘1川1／1，変電he〒こU1拓・〔］1旦，l！Ul】一㍑1L’5・7）1川1　も

日　、　珂i；！，’li，㌧てテノノメータに、い・」山｝㍑放竜

∫1⊂流！側’しご川1｝ミ，門μけ一」」九川〔f∫一㌧て，㌦イこ㌦n日

い⊥Lbてい　止、1ぺ二動f川い1にtkして，予1「けト、こ11く

動ηして保巴n円．果L・’○）Jことコ♂㌦・ノノン，一ア、ち

変止撮，発電改’i」⊥含めて発乏電所一t’S｛，として・’ij一ノ

川nを，旧日発志！｜川屠電所，岡山変～ε漸，尼崎’∬一㍉弟

’

全電所，旧関吋V月　fi変電｜（li’”］にて測工し，侵人異富電

！Lに対ブ乙電　，　’ζ　ijl　i二保1かこ関して看要なエ｝ほこ17．．

　電　鉄　関　係

　終戦後電・ド1｛iほ’故塘に対処1’：く，近畿U玖（局だ

甲・1，，il　ii」lll，川刀，弐旗㌣芝電1リD，山鉄’八1∫，神

戸，rり1防，ぱ、川午斐電トリD，㌧｝ノ1川う電珠〔鉛？j台※竜

川）’～にてノ：渕行f、x，｛壱電線に発生ナる異1ゴ電，二つ大

　　よびとの1川度，績電1「」｛，斐電所内蔑器ぶLパ‘1じ半1二1

仏うり一”牡1’い明・．＼、こして，「1問ズ対策17）買屯な資

｛い♪，7こ・

　送配電系統の異常電圧

　公杷邑1，’C・うif・文のヒ星康klebろのわL；｝）内宙に関

J ㌧ぷりとして，［1㌦1川栓保ζ’｝ソゴllllセ仰め，　IB北陸配電

占上・北］ごパr1（，旧九川配竃川，Ulii・滝之和鬼，［nLl発

、し［廃；Sl，J丁，旧Pい1百訓川㌧一フノし系統工、∵こ其則竺

f∫い，系礼の振地の∵〃当，発竜機に基く高調↓1と共振vl’　7〈

i∫さ，制動6線○抑1！lil劫果’1三借，hパた．現ri三の系統で

、1㌧｛路の井振にテジて，、2㍑1Ll度の異常電たピ・∵午易に発

’ilうる吐公・バo窒八・ごと　｝リド、こア，り，ま　制動

G㍑｛【同三鳳皮川巨」川・［！つ．ア’＿，系；苫○安，し曳向1に

」姐る有利六ご’㌧1ガう・ソ㌧れ㌦　ま∨こ3JJ続1η刀匝電圧た

ジ負荷しUi｝i　l・シ速「t’1㌣に〕’㌧冨臼、ド1主各1・ifハ．1，漣・v老

式吟c　，！ilJ　・i　1，ll動「邑三：、力，㌢1一「；　；・［Ji’1ご柏LII　）．　た

叶’L荷已：1斤ll｝・二♪UUii月発’い一㌧LT・l　n，1こ一‥，発電当，L数

・T 川対称F特1氷1’のてこ、ら二’　｝，　JJf　j）　jl．．

　遮　　断　器
　［n日東配口1い変電・1、i「］「「全［1川陥え電Illl，　U姫品

娼：・ン1；1－∴　ん電旦↓－」L　1」∫凸ノ［口、電　《期じ1・・、kに，

川山「払な］　・tLI1］　，’“　ん仁に努ノバ，V・〔・」己断掃の’，己・Lに

1いい7．

　運転中の変圧器の絶縁油涯過

　・い、㍑rl一中に㌘∵戊こ施ごわて∵r．・る斐］撒，加の‘・§過

’L
’　r也払中1こ冗施’ヲー1〈．一一ロナJknl］IJ〈51㍑て変11∫描勺

・1㍑tJ況L・へlillい・リィjンリ」い捉幻，川1発伸戸変
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電所（昭22年），同長門変電所，同田摺変氾所（llβ24年｝

等に告け膓：加電川ゴ｜1［負荷」L．　，“．：：：：二経㍉ご，∫ぎ：に昭ト「：25年

1月に同経1戸一芝電il．Fiにて，工lkV．1：㍉叩O　kVA∴・口．だ

器に一’J・いて，実負荷運口；llに；111澄泡’三「い，宅負荷蓮已

「11∴叉圧器川慮過1：’，川当己ヒ〇三二払：：・㌦何正危瞼1汽

いこと辻：立証した．

避 雷 器

　工場と協力して特1・’腰素己改善…’i：邪打隙ご改五試

験方法の枚討等，材料，工作汚方面㌧∵∴石1疏二条1・：け・E

V型放出避’膚器のIM発に協力し，弁∬；｛辻雷；！l；・につ、・・ても

特性の改善，扱電耐量○］付メ（等に貢献〕・た．

　圧　　力　　計
　調速機試験ゐ折の永㌦，、　　　こ：：に．㍉　・：川∵5：，現

場で圧力変動竺電磁オシ1・℃撮㍑：；㌻二た，．1：’に，電磁ノil11工

力計竺試作した．往来よく用いられていジ∵、こ；鱈llに上ヒ∵

て周波数範囲は狭いが，取扱容易で受∴に万こ己鎌場川1と

尤s’カ〉な　りje’IS’〈㌔ごメ，ジ篶支えな＼、．　50～60　c／s　：1：：∫T］㌧、ンニユ場rド

ロ5c／sまで，5kcを用いア：場rご1〕1［・oo　c／sまで測定

できる．受圧器け40k9／cniL’まで，お；エび70　kglcm2

までの二種類うミあ〉：”・発振器，塘幅‘ぱ充濾i［ぽこ置が！ll属

している．

凛！輪＼逗
ピ

轡疾㌘

慧懸

嫌！～熟
ぐ二τ鷹1

圧　　力　　計

イグナイトロンの研究

　密封型金属管イグナイトロンの試作

　・fグナイ1・ロンi’能E“一’：」’k＜，注弘耐力，尖頭負荷☆

量が充分ある等そも：、列点：可：知ご三〉：ご，密∫1川し㍗ゴ空

ポンプ，貢室計バ不要で㍉・．’ゆ一ノニ∴∴分∴温｛左ご3（　0

° C程度まで汀容しう：二ので電流∵ミ量㌧日：1’し，　’fプナf

ト・ン装置ゐ☆硫汀・二・プf腔㌃・1二に」・ヒい’ご．害巳しく小

さくなり，保守も容易になる『ξ｜J点か亮る．研究所で1’：！：放

年来密封型令属管1ク’ナイ｜・・ンの閲発にぢナめて巳ブ．：結

果，電気抵抗溶接器fi］　C・：〉ものパ完方1これジ：．㍑．造お］こび

外観は図のと江りで，ガラスで溶着∵之㌦1分にに鉄，＝

。ケル，コバノ川▽：恰6；笥」い，金日部分の1姶バ緑

によつて，いわゆ㍉パ、ソキングご使用したい一1・ら温度限

度が高くか一；安定でご：〇二．冷却に；r厚分約3／011ば：用

V・，器洞外而四1，｝除L）　ir：；！．．冷］；1同（」ぷ’」「硲いlrflヒ∴稲造

となつている．放熱；『：ほこジけて通風杢冷にす芝と，定格

は約60％〕・方る．昭和25年．イこ以：1（言㍑接瀞として実用

68（68戊

c2「－Clコ
◎ミ．　　L・　　i

εミミ｛〔㌧；

　　ペマ　　ヘヨ　　　　　　　　　　　

ζ一c≡．∴il

O’・一、『．［

　一川．
　　1　　　　‘〆　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　卜‘．＿．lI
ハ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

㌫1上i　一川
一

遥禦
　　Qr「

1：真空搭槽
2　：　P，易　］亟　板

．）：コハール

4：ガブ1．
5：パソノル

G：陽　初1

　　　　　　　　　　　　　　　1

t

7：水恨陰極

8：陰柿板
9：陽極棒
10：点弧・予
11　：　膓合去ロフf〈7sミ

12：冷却水入rl
13：ン合三長フi（S1｛tT

密封型金属管イグナイトロン

MIの外観と断面図

に供しているが，nドー一ノ腎大容品のものξ．開発されっっ

tl）／」．

　イグナイトロンに関する基礎研究

　イグナ・fI・ロンの特長け，陰極輝点発生の7こめに牛導

仏より尻ろ点弧子を用Lへる点にある・しプこがつて点弧子

自仕および点弧子を付勢する点弧何路が研究の重点とな

’こ」・

　点弧子材料
　殻時中に引続∵、て，炭化醐素系のも巳㌃りひか追及され

，：．宏化刑素系のも⊂で十分溺足た結果ゴえ！二れ二こと

い丁でにγじ明し，てV・たカ・らで亘る．llij題に製造条イ’1こ嚴

密に制御して希望7）性能のものを間違なく作り出すこと

であ・二・．以前には初期性能zう　’：優れていても長時間の重

負荷でに使用で変質ナるものの混入を冤舜Lなかつたので

あΣが，製造方法の改良と温度の正確な制御によリ，今

Hで七熟的に最も安りじと考えられ〉二化合物のみの混合休

を希望口相成に作；1出すごとに辰功している・

MI－1100の定格表（電氣抵抗溶接器用）

仙懸漕騙潜麟6：況‘最縄｝子璽噸子繍
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　方法（V）　‘　（A）　　　（A）　　　　（V）　　　（A）

　　　‘　　　　　1　　　　　　　　　

220　　，　　　100　　　　　　4ハ000　　　　　　　150　　　　　　　　2，5　　　　　ガく冷
　　　　　　　　　

側　　10u　　2，0・・　　］50　i　25　水｝合
　　　　　　　　　

　　　　　　　　　

　　2個を適巨列に接続した場合の合成竃流の許容値

　　　　　MI－1100の定格表値流竃源斥）’÷

鞠｛力直繰力韻オ・肋麟。馳綱方法
　（v）　　　（A）　　　　（kw）

200

300

600

500

120

lf，0

6個を＝二重1己型に接続した場合

達　　続　　水　冷

辿　　続　　水　冶
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　整硫器として○実用経歴ぽ二年イf余｝こ過｝：“ぬがiF一常な

状態で使用されて点弧アの取よi；εえを必要としたえ．，はほ

とんど皆無であうて点弧∫・．コ：寿ζPはすでに完圭な迷信

と㌢・いうる．

　点　弧　機　構

　点弧機llいこ関するS’epiall氏の高電鴨1見の論拠けし？1・（

銀中に浸漬した無限幅の薄板力S永銀と○接触部に撒了いて

冷電子放射を発生せしめど，に足る高電界1貿1こす一：tとを

計算した点にあるが，円桂形点弧子について厄流⊃分布

を計算して点弧機情考察∴資料をえた．二三して多数の点

弧j：にっいて測定した点弧特ドLに，点弧にぱ一一定電力を

要するごとを示しMierdel氏の熱尭よりもむしろ高電

界品に有利な結果をえた．円筒内i亡作の波動工解斤的に

求め，かつまた陰極輝点・運動状況を仔細に観察するこ

とにより負荷電流による’jく銀面こう動揺を定是的に求め，

これが点弧∫一の特1上に与える影響をほ已ご明らかにしプ三：．

点頂垣矧ヒにつL・ても種々の因子が明う）L，・，にされ，真

室度が20ミクロン程度となれぼ劣化も顕苦である．

　点　弧　回　路

　点弧了に1二最大1kW手‘己弘尖唄電力∴ミL要ご，二重

星型接続のイグナイトロン整流器で巴，3川遁1云となら

ぬためには点弧子1こよ∠s（作られた陰椀川1：点う㍉L気角度

で（30°＋θ）○問持続せねばならない．〃ば負荷電流と

負荷のイングクタンスの函数C“ある．そ∪他腫々の条件

を念頭に置いてジF‘図剖・1丁路の研究測ゆれた．左図

（b）の回路は（a）よりも大きい波高率こ）μ1力がえら

れて最も実用に適し放］澄油い三右図の回路二1，回

路ギ訪｛：が左図のもの・ア杉ト以下になり，特性も良いが堅

牢性に問題がお二二，ll〔弧川路のみならす，イグナイトn

ン惑充器珊剛可路偲蜘丁路搬治・たつて1，，擁を援助

した．

a、

∫身

’

ピ

む’　1

山

一・
tW－一一　　＿．　　、

　　　しト　　　　　コ

　　　　　｛㌧

　　　　一．一「

17叶一　T’ニー；

　

r－　　　　　i－　1

　T・　　、

∫’・9：飽和リクアトル

L．，：イこ？包諦1リアクトル

o：蓄電課
1、；：点｛｝二“T．　gi2．　，t，1一

飽和リアクトル路をξう

点弧回路

∵こ「杜ピ㌻、
　’L．」　　　．　　r　　　　Sン
　　　‘　　　　　　1　　　　　　｝
　　　　一一一＿一　一　◆－1　　　　　　　＿・

　

一

　　　t　．　　r　↓一　　

　’一／ffuu’一一
　　　1　　　’・　　　　1
　－一一　　　1　　　　　　　　　　｝

　　　　　

．－　　　　　　　rS．

　　　　　　　　　　　　　ドの「lr・　　　一　　　　　　＼了
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　　・一一・一＿．↓＿

　　1．1　、‘

lt7L　“1－Trユ、

四　　・’．「　　㌣

σ：」ミ促怨
R：輻　　圭七
j「4　：　　リ　　ア　ク　　ト　　・し

1，）：点孤］二負荷

放電管を使う点弧回路

　そ　　の　　他

　　イグナイ　1・≡1ンこ．2S層1、，v氾二糎ξと｜司’F注凸：に　　㌧：1こきL］｝剤街」

裕ピ〕点五充’主昂；干高1たろごと，川…に空：、，．㍍

入しても電弧の化学作用によって水銀と化合ナるた5う青

研究所の概況

空度のf坂ドが日立7：：↓危1’　xのあるごと，陽極温度特性等

か明らかにこれミ幽：．：ご○他逆託ば特ト1：，・fグナイト・ン

J” £数変ダ｝言：：）旺llζ弧氾口三，回路上∴・諸川題iこつV、ても

研究び行われ，近い：’］i　’ミに碇果が発表ご∫れ　、であろう．

弱電高周波部門

　げ究町にお：．ご○∫ト戌，丁結鼎二裂這i，燗に移されすで

にご．ベブニ弱電．L、　，・1”川．．二llとた・　：．ノ司波数変調通信

、・洞巾測己器投」元抗一樋儲島ラジオヒータ，1苛周

はミシン，高川波ウーT．コtグ，永ぴ［：卜1：☆その主なるF｛．）の

であ）b　．なお引続噛．・てこ｝・ら製品のぞご．・後の改艮伺究と

　　　　　　　　㌧ヴ；1ビluご口∫つて∵・：こ，

水　　分　　計

　電界強度計
　高川波’竜力　利日］，）㍉盛ん二なるに作い，漏洩電波の通

イ1泌害：澗題と㌻一てくr．．・yで，覧」濫理局，妨害電波

F・1：究左員会等の二指：r．tとに小型可搬式r∴」感度の電界

，，i’　’t’（a）6～2tMc↓b）2・！～41Mc（c）44～80Mcの

感「斐：・“大略最1’く0・3μV／m程度で翻！lに乳ける数十回

●実測ご行い，電波法、案○’責．口呂一讃料を提供した．

　超昔波探傷器
　材料内gt3に包賎○｝ジ：疵三現在までけX線によろ外は

　川方法：なかゴゴ…≡れでも胆堺あy），透過度の

目係で夫型材件に弓いて1ユ因叱で“・己，かつ位置の確認

㍉不便であy，1な㌻ノぐ｝㌦欠元1・三し℃’li．4加取季及が大変

であろととで’二三：一う：ごで材川ノ州；の欠陥をレーダ技

律㍍：取P入れ汚超1子波巧’〃；器によ杁高Fl≡，II波爾撃電波で水

品：∫ピご励繧し，とi，　1．≡㌧IL性衝撃波と］．て被ド査物中に投

人∴二．O反射噛【ピ計］ぱ弓（晶板で取：、れ電’口にぷ幅し

使用中の超吾波探傷器

（69）69



」芝好な：冒；分 キズのある部．元ト

探傷器ブラウン

管に於ける標示

てブラウン管山f．に秒・llさせると正．ili’i’i：1㌶・と疵こ．・1’；：ll分．㌦

1ヌ：｝｝1」して直耐↓’．ごご〉二・

　ご牙．1．によれ｝．．．1：」オ料の種類にもよ㌘、㌧則．．C・t．□5n・m以

．卜数1．nの・深さじン範囲に使用できら．鋳鉄に’そ〔∵紺織βこ：粗

いためにまだ．不十ノ｝であるが，ごの方川へ」・ll，　1・｛こ団1拒除く

研究を進〕2、えごヨ：二ll｝了・要であノ．．，ら・

　4，060Mc　PfM這イ言装置1

　国□幹線月P：じ’〔電池官．ご1’1・1＞市］．こて’い：．：・1・，〔｝oo　Mc

中継超多車：加1こ（．．481）テヤンネノし）∴．準f柄1朽ごとい（24

チャンネノ［’，㌧0（〕OMcPTM（衡撃波時n，月受調．方式）にノ

通信装置㌃試作中で縫器1：．・紺立を完了Ll．三く1巳用試ぼ1ご

逃む予定．であΣ〕．

　マイクロ波1支術として呑．箇波長計，定rl．1波’i．則：尼ジ1÷，　マ

！fクロ波の測定器．タ㍑∵『1り己成した．4，01．：ONIc　装1雌区．．言｝（験

発振器とし，また中間川i．1．i’｛特性試駐7呈としてマ．イクロ波

手芯引発振器を試．f！iして10る・

　難　音　計
　室1已，　人工電”ご染転斤　（；’こと三に．ラジ．づヒt・’夕）　’Fl立礎

器，迄配電繰仁．．電：．ご1川川；‘測：，t用として爾鵬特性に1順応で

き：f”ように時1．旧常数：－LJStt定し㌻回路竺田、い7．：測定器ご：に：

ぼ完成に近く諸雑甘已研究アそら．びにそ巳防1ヒ法に参⑪で

きろ態勢にある．

管球，材料部閂

　受信真室管
　断片的た製作．方汐：や材’料o部牙F］’〕た改良研究でil：な

く，生産工場○発且二目1何としたたひ，ノ」・規模た実ピご．に

胡ご設け数年に亘・二て設・ヨ’，利．料・畏ご方法等にlt㌣1．う

ん，わぷi工特．有し．．’川ユ題－〔ば㌍1：高1［「璽ξ一．：．指ll：］こ．・・発i　1；；こ至乙

までその影碧1二1だ験し対策ご研完し．’二．

　通信機，ラジオ共通に使用lllれ万も☆迅n勺な6・1；V

GT管竺その主1．1標」：して研究・乙結果・でこ㍉二㌧Lお1：10品

種を．製造してい：ニー

　三菱GT管標準ilJs種

　整流管

　双二極　　；．幻ぼ管

　’変｝：莞僧三

恨波鳶よび電已戊．曾幅

　三．極管

　双三右み管

　双二極三栢管

70（70）

6×5
61．16

6SA　7

6J5
6　SN　7　　　6　E・1、7

6SQ　7

轍

轡
；ll｛Y・

三菱GT管

劉

き

　lf．／ト；え管

　一’卜111’．変」曾幅率hl極1竿

　け∫変．ゴ曾幅率了’11極賃二

電力．1；ヤ川π！1斯葺

サイラ1・ロン

6SJ　7

6SD　7

6L・K7

6K6

サイラトロン

6SH　7

6SG　7

6V6　6　F　6

　イグナイト・ンのJ）∴〔弧川路とLてじ．手lp々の方法が提唱

さ力てい二、．㍉，サィラトロ．ン．にJlるもの1．’li：最も古いもの

で1トパジバ，広く使われ．るもので；う15．ブ1こだ整流器や縫．合

ジ詞㌘1＞〕1う1て二漣丸【己して大電流を流づ一場合点弧了・の温度が

意想タト1こ．L↓f一し，点’∫瓜子賃こ流の∫曾ノ（そ㌃コ逗すナニぎ），従来の

ような小宕・lf；：こ・サ・fラ〉ロンでい短寿命で・tグナイトロ

ン側じ：一失弧となる，とく1こ．周波数．変換のようにイグナイ

トuン．：．・：．f．ン・バータとして使用され，る場合にに，失弧は

致命n欠陥とたるご⊃1で尖頭電流口：・人きなサイラトrxンが

要．］ミニ＼．｝1．ギ、hrうになつて，そミ．㌧ため1．こつ1’i’のようなサイ

フ　1・ロン：二ll｝跡発し．ソ：こ．

型

　　　　　三菱サイラトロンー賢表

遺。轡燃螂鷲1糠1頂灘圧

］y．’！（／L）－67G　　　　　5

Iyl（」－5559　　　5

］X・fQ－62S　　　　5

ユ1）

4，5

ユ1．5

］NIQ－627　　　2．5　　　6

傍熱

同ヒ

直熱

直熱

6、4

2、5

2．0

0．6i

40

15

8

2．5

2，500

1，000

2　，　5J）0

2，500

　青写真焼付用水銀灯

　戦鴫三中｝｝・こ・．：も，広く使用されゴ．こ当宇1：fl　1・直流用青写真水銀

灯1：：：1几後多くc．1・　df（良う功ll∴られて1酊lllL－一’新し現在で｝よ

寿命こ．・拍∴・じのBミll篇た‘程長寿命とた・三ヴ：三　改良c・こじ要点｝．ユ：

封止．部の改艮とソ｝こ冷を廃止し察冷を採月」した，点にある．

察冷巳1．採用にょll水銀量こ：減少が．日∫能とな1］　，したがっ

て已距離への1楡送も担．）めてi；il’j卍となつた・

　殺　菌　灯
　低1．1三こr！ミ銀蒸二｛左：と電』：りこわめてrl’li能率に発生する波

長2，53こA’：v’．．紫外fl皇：二：そr㌦螢光刊1浪能力ぷ利用されて

う・iいり・螢光灯を」生．㌧だ．ワ☆ゾ☆，こ乙同じ紫外謝．三偶

然1．1　，’殺俵能フ㌧1’．1　）］tr　」一’v／てもほとんどlli一人能率の波長をも

tl．ている．これび列用したも○が殺菌灯で肪つ．て螢光灯

二三ヨ≡d｛・i：租そ　・V（、1．　26　　No．　1　．1952



との川遠：国に外1｛qう紫ケト線透過物五ご作られるという

計である・瀬妬英｛㌃2，5江醍長に対してL｝、、1，

め～鎮舵透麟ぷ玲‘ピ紫酬．・照射に缶nて麟re
問治ジンてそ・透過…矧眺す江ど、でL－　｝」Lつで殺

菌灯○外囲としてt・Uff．’E－．7E」一で完・・椎瓶格，加二rt？共：。

高佃を冤れづ・・また2，5’；7　Aよりさらに短い1，85・）A）ゲ

も通過すうためにオゾンを発生し・姶に．］1・一）てに使用で

泣v・・この欠鰻補うもの’紫酬透過ガ・以による
ガラス殺菌灯であ？i）．

　傍熱型受信管用陰極加熱繊条（ヒータ）の研究

終戦後受信管試作間始と共に，ヒータの製造研究を行

つた・ヒータの品質に用いら素材・の吟目柚活要c一乙．

絶馴くの一淋と勧ア・・ミナc’AT，　O、、、についてけ，イヒ学

分析おkびスベクトル分析ぶ〕：・純度と絶縁性の関係を

杉討いイ鞠物”・：したよコ滝の肥、じヒ決きうて，良買なもの

の製造研究を行い，∫ノこ来の国康flJほD箸ちしく優れたも

のができた．塗市方法について；す，塗布速度向．i：のため，

アルミナ粒子の粒脇・已：硝酸アルミ水1翻江）濃度等を

撫札た・超耐熱アランダムfk¢　）・＞J　1，70）度にお塔焼

結を可能にした・電着塗布濯三につV・ても研究を行い，特

殊な溶剤にて・比較的ρ蝿圧にて，高速度二もつて三W輌

する方法を完成し，とくに細いヒータに利用していち．

　ガラスの研究

　前述の殺菌灯用ガラスい特列ミな性能を必要とするブこめ

当社｝ま十分な研究を続け，優秀な製品を途り出している。

同様に管球用ガラスとして受信機や螢光灯ステム用の鉛

ガラス（RS－11）Mo封入用の醐日三酸ガラス（MBS）

コバール封入用の棚硅酸プ」⇔ラス（G－70r））を研究，製造

を行つている、

　特殊な’“　tのとしてぱ高周波絶縁ぼJi用のガラス　（Dia－

rex）であるが，戦前すで｝こ完庇ばパ最近！2jLpt｝・究が

再開されたが，その内原料の組成を加減するととによつ

て従来溶融困難とされ．てt一たこのガラスの溶解温度が

100°C近くも下D，溶解時間≧・苦るしく戸縮・：1れた．そ

の特性はつぎのと）k3　Bでめる．

　　周　波　数（kc）107　　10E　　IOi，

　　言秀這fイくプ）率　（9（∫）　U．29　0．29　　0．29

　螢光灯，螢光物質

　螢光物質の研究は枇時中に始まD，今日まで，種々の

用途に渦足されるものをヒ成した．すなわち，n召和19～

20年はブラゥン管，暗硯管等のスクリーン用として，緑色

の珪酸亜鉛マンガンの輝度残光特性に：ごU・て優秀なろも

のを製作し，ま7后ド和の族復と共に月（棚は正に螢光放電

灯の活躍時期に入㌘におよんで，ます螢光誘蛾灯用とし

て青色のタングステン酸れシゥムの芝き造に成功すうに

至つた．引続普当研究所で1まきらにム；内照明用としての

タングステン酸マグネシゥム，｛｛長酸亜鎗・⑪ウムカドミ

ゥムマンガン螢光体の合成研究うこ完Tk一し，初期の白色あ

るいは，昼光色灯の出現を見るに至つた．なお資材面に，

研究所の概況

分光光度計

⊇ ㌢
ふぎ

竃
猟撚墓ぷ1

‥　　芦

製造耐ち品質の面：こ・一滑の研究要望却、稀少物質た

♪3ベリリ・ムを使用しない［「砲灯鵬洗物τ昆して硅酸

塩主どの実用化研究ごifい，監三の優秀陀を認められ，色

度・寿命など石泓足すプぷ光灯・　tt製造されるに至つた．

　チタン酸バリゥム系磁器

　絡残後チタン｝iがり・が・・蠕嬬休G垣的こ端鮒三

休と対比づる：口）e！・して油されかこのものの；1嬬

的た庄電的利用を目的とし㌻研究？／”ii’つた．コンデンサ

としてにキ：zl」　一点司こ度以ドにしたもの，誘電率の温

「竣fヒのあまL大ぼかぺ、じ等を、λ作した．ピ。クア

ッフ’ ITヂタン酸鉛と混合した素材を用い概ね実用しうる

ものを試作した．超菅波発振体とLてピ；最初発振の不均

一 う“うつたが，そ○後改1ス㌧て発振iミ均一一に1了くように

たつた．う・後実用仁Zl：への♪ご用，電力関係への弛誘電休

の利用等が考，t、られていろ．

　金属化セレンの研究

　整流器あ，・㌧べ光記睦し．ての㌃漏化セレンの利H］ll

n知であるが，その本質にいたつてけ未知の領域とV・わ

・ろをえたい・素性その≧のて：：大休4種川○同素1イ（があ

えと報揖己れていろ三，こ㌻間○し］係ほきわぶて不自然

なも○で，したがつてぞ○イミ雪を明確につヨるごとに1川距

であつこ・そとでこれら同素休問剖l！l漣を，X線分析，

示ジご熱分析，電ソ：㌃一t－2測定，垣似川川織乙∵∫杏㌦窪によ

し種々の新事実を発膓Liした．

　要約すれば，ガラス状セレン≡金属化す駐六方品一ヒ

レンの恥蝉斜品セレン川脳け芝己いう彗1こ主考慮す

：tl必要あり，径五絶稼依であL’，実「〕仕なしこ提告され

てい；：・÷・・斜品セしンも六方品セレンと同様｛こ究｝弥．要ら

い抱充器あるいぽヅC電池特性の解相1いてにごれら製

造条fゆ改善にはさら1パ細欝＾寸　要」一るごと捌U拓
1）：　－i：こした．

絶縁材料部門

　紹縁ワニス，コンパウンド

　綿’紙’布皇’』繊維∠剤］1ピ冗／（九器ひ絶壕拘きこ1として

す17，広く利用こ｝し’：こ’い㌧い，ロズを吸い易く絶｝．不良

にたろヲ（きな欠点・二’・Lって1、．1）1：．・　これごド右ごまた機ピ，n的

強度，耐久刊ゾ戸す！二め1こ糺、うミワニス，コンパウンドを

｛7ユ）7f



内部浸透，あるいに表面処理させて使用しているが，そ

の最も適合したワニスを自製してそ○万全を期してい

る．

天然アスフ。ルト嚇蜘な組成の安定した炭化水素化

合物で，これを主成分とした．」！色ワニスに絶縁性能優秀

で湿気，熱気，酸，アルカリに触れても特性1ご低下しな

いから，電動機類の主要部分はこ○ワニスで絶縁処理を

して高温多湿時のメグの低F，化学工場における絶縁不

良等の故障を無からしめている．通常膿色ワニスば熱可

塑性であるごとと耐油性の乏いへうらみがあるが，特殊

の合成樹脂を加えてごの欠点を補いまた乾燥性を艮くす

る研究を行い好成績をえている・

　電気機器の運転中の温度⊥昇は機紅℃よ∠て程度の差

芒そあれ避けるごとので9ない現象で，とれに対してB

種ないしH種絶縁が規Eされxイカ，ガラス繊維製品等

力応用されていろが，tれら¢）接着と防湿のために耐熱

性の絶縁ワニスが必要である．多塩基性酸の多価アルコ

ー ルエステルけ耐熱性の優れているごとが一般に認めら

れているが，耐熱性のコイルワニスとして無水フタル酸

樹脂系油性ワ＝スを，また一肝乾燥の速いごとの要求に

応じて無水マレi：酸樹脂系油性ワ＝スの研究を行・0て

v・る．

　珪　素　樹　脂

　耐熱性と耐湿性において優秀な性質を有すろ珪素樹脂

は近年電気紀豫材料として非常に注「1され，当社におい

てもその重要什に着口し研究を行つていろ．珪素樹脂の

製造にあたって重要な問題は有機クロロシランの合成で

あ）1，との製法にけ直接法とグリニヤール法その他があ

るが，当社は主に直接法の研究を行∠て9一た・直接法に

おいて触媒の製法，反応装置，反応穿ミ1’r等にづいてi才種

k詳細な改艮研究を行v・，直転法に関しては大休製造条

イ†を確立する域に到辻口：．イ磯クtsI：シランの精密分

溜も重要であるが精溜塔ε研究をiTい大体において精製

法を確立し得た・

　当社としてビシリコンワニスにとくに重要であbので

最初に着手し，耐烈性耐湿性に吉いてアメリカの文献等

tOO i
”1

コ

t，．’

濁二．

ピa

：

Jt．t
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みかけの比重の異つた

シリカゲルの吸｝昌率
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’㌧．」　　　　　　　　’顎

絶縁油中に溶解した

パルミチン酸のシリ

カゲルによる吸牧

に劣らない製品を製這することに成功し，さらに特性改

善のため研究続行中であろ．これ等の実用化を目的とし

てガラス絶縁材料，含浸ワニスを使用した電動機，変圧

器等C試作を行V＾4川」三試験を行つた結果すぐれた成績を

えた・

　イ丁桟珪素高分子化デト物にお’いては樹脂の外にオイル，

ゴム，グリース，ドライフィルム等が知られているが，

これも応用方法その他研究続行中であろ・

ガラス繊維

　戦時中途に好結果を得なかつた無アルカリ電気用ガラ

ス級維の研究が進んだのでそご応用研究を行つた・吸湿

特性が優秀たごとが判つたので耐熱性を要求されるコイ

ル以「yトに≧木綿テー一プ代用として好成績をあげた．同様

ガラス巷電線とワニスガラス布についても行つた・

　ガラス布を石炭酸樹脂系その他熱縮合性A成樹脂溶液

で処理したもので，積序品を作るごとも試みられた・耐

熱性，耐焔性にC、、て勝れているごとけいうまでもなb

が，耐湿性，耐薬品性が勝れさらに機械的電気的性能も

従来の紙，布基材のものに勝るとも劣らない成績が示さ

れて当社乃主要機器へも次第に利用せられくつある状況

である

シリカゲル

　シリカゲルごその製法により，みかけ○比重の止つた

斐、のができ，その吸牧能力を異にする．図はみかけの比

重○異なくたシリカゲルの塞気中の吸湿能を示したもの

で，ひかけの比重の大きなシリカゲルは，高漏度では吸

湿率元’小さいが低湿度で131比校的大きく，tれに反し，

みかけの比重の小さなシリカゲル1ま高湿度では吸湿率が

大きいミ低湿度でば小さ＼・か1う，使用日的によP適当な

製品を選ぶべごである・また油中の酸の吸牧能も製法に

より異たち．図㍍絶縁油中に溶角乍したパルミチン酸の吸

収能を示し〉幽：もLであるがAグループは普通の製法によ

ったものであり，B－1ぱ水ガラスをアルカリ性にて中

和し洗i條乾燥したもの，B　－1は水ガラスを常法の如く

e〈H三にてili和し，その洗派乾燥工程にて一・度㌔薄なアル

カリ液に没漬して畏したものであ』．Aグループぱみか

けの比nO小さい程門餐の吸牧がよく，Bグル・・’ブが一番

よく吸牧ナろ・低分子量い酸にいすれのシリカゲルもよ

く酸を吸牧ナるが，高分子量の酸になるとかかる差があ

る．Bグノし一プのシリカ21t　2Lで絶縁油を編翼するとAグ

ル’一プのシリカゲルで精製した油より，力率がはるかに

小、・・なt，／，現在当社でけ，これ等づ也C研究に基いてシ

リカゲノし．T生庄を行い，冷凍ぱク噛冷媒吸湿用，絶縁油；吉

製用，ブリーザ乾燥用，包装した法器辺乾燥用等，種々

の「］的に使用してLA　5．

三菱電機・X「｛，1．26　No．1・1952



材料，機械，基礎部門

　放射線測定器

　放射性アイソトープの登場は一つの有力な研究武器と

してとくに材料諸特性に対する工業研究においてもこれ

を等閑碗するととに許されたい・1こだ測定装置の余り高

価なために・その利用が［II↓定されている現状であるので，

白家用品を作芝傍ら一般向きな万能測定器を作り，社内

外の要望にも応じろとととし一：．GM管は別記の4種

類、測定装置としては十進法Jl　i’数器，計数率計共用で前

者に二桁が電子管式四桁が機械式，後κは計数口盛で記

録計を作動さモー㌧ととも怜易であ㌘．

・’・

終皇：：：：：｛：㌃）

　　　　　　　　　　　　　　　・kc

放射線測定器

ノ捲，了ぬ

瓢
　　　；藷

　　　　　　　GMS管の種類
　　　　　　　　 　　　　　　　　　 　　　　　　　　　 　　　　　　　　　 　　　　　

哩名用途窓厚み窓直経好】斑荘
　　　　　（m、ノcm2（m！m）

GM一β1β線3～2．5
　　　　　　　　 　　　　　　　　　 　　　　　　　　　 　　　　　　　　　

GM一β2‘β線　　4．2

GM－XlX線　　3．5

GM－7正　γ線　　一　一

25　　1，200±］00V

15　　　　900±100V

プ　　ラ　　　λ　　ロー

ト　　ー　　一　　プ

（V）　　（％）

150　　＜5

ユ50 tt

13　　1，20⑪±100V　　　　350　　　　　＜二　3

9〈）0：i：100Vl　　　150　　　　　＜　5

研究所ゾ概況

　電解研磨と化学研磨

　工作技術の向⊥を目標として，これら両研磨法の研究

が行われたが・種々の基礎的検討の成劇含，積算電力計，

冷凍機，エレベータの部品，ミシン針，工具等に応用さ

れ，工場生産に利用されている．品質の向上はもちろん

のごと，生産費を低ドし，複雑な形状の製品の精仕上に

多大の効果をあげてV・る．

　毛細管式冷凍方式

　従来の膨脹弁の代りに毛細管方式が，最新の冷凍機に

利用せられている　しかし設計方針に理論的裏付がなか

つたために，多くの実験データの集積を必要とした．当

社ではこの問題を基礎的に鰯ノミし，複雑困難な問題を熱

力学的に解決した．この研究方式は戦後のわが学会，技

術界の行き方として最も国情に適した方法の一つであろ

う’この研究により設計方針が確立し，当社の冷凍装置

は格段と進歩己娘を途げた・ll6述の如く国際冷凍会議の

論文として広く海外にまで紹介されるごととなつたのも

もつともな事である

　ます熱交換を度外覗して，刷某む飽和液休と乾き飽和

蒸気とよりなる混合流に対して，エンタルピの理論式よ

り熱力学的状態路を決定し，これを温度エントロピ線図

に画いて見るとエントロピはある温度降下におV・て極大

lC達する　出口の圧力はこの臨界点に相当するものよ）t

低くなるととはできない．またこの臨界点に対する温度

は流量と管の断面積との比の函数で，この比が小なる

程，臨界点の温度ぱ低ドする・毛細管に滑うこの温度分

布は，エントロピの」曾加と混合流としての摩擦仕事との

関係を図式磧分することによつて決定され，この温度分

布から圧力分布の計算ができる．

　つぎに毛細管と吸人管との熱交換条件を，エネルギ関

係の微分方程式で解き，熱交換のi了われる場合の温度分

fliの式を求めた　これを実験結果と比較すると干均熱貫

流係数が決定できる．続いて逆流熱交換を行うごとにょ

つて，冷媒ガスによつて相反する成果あり，フレオン12

を用うれば熱交換がきわめて有効に利用されることが明

らカ、にされた．

　最後IZ　，圧縮ポンプの容量と毛細管装置との干衡の問

題を検討し，相反する両者の特性をいかに君旨率よく組合

せろかを結論し，冷凍装置全体の設計方針の大綱を確立

したのである．
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ゴr1‘i．L　　　　　I．　　　　」■　　「1　T　・t　　−・．　　．・　　°・　　　　　　　　　　　　1｛i■4；Ir‘　　＿Fヨコilj　　　　　”t藍　、　　　ヨ　び　　1穆，T　　］三111t　tr　tL＿’　，i■、s＋’　　θ．≡　　　t“−tll　　　n』．≡T−　　．　　．1疏ず二‘　　　　　1　　　　　　1　‘　　1−．’　‘．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　u　　　　　　　　　　　ド　　　　．−6．．　　f　i命’「．．’　　　　．　　’L’　一〒fi　　l　三」一　．！．，　　i：，　一1・ltil・1↑三�d：∴ヨ�`’　　III≒”1．　’　・’…’　　1　・．．．．　　コオ　トロ　　　　　ぎ　コリ　�d1�i一：il　ILI：　　　　　び　　ド　　　　　　　　　　　　ロロロ゜「　一▲1・や・．1、コー…’・1．1∵．・・：藷鐵　　　　コ　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　1　　　・．　　　　　ぎ1　　ロ　　　コ　コ　　こ　いド　　　ドニ　　ニ．lI�j’；已1著・・｝1、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’‘ill　　陪輪廻■暫�dヨ　　　　　　1　1　　　　．1：iN『　　　｛N■眠　　　　ト．！ア　　　　　　　　　　　　　　ふ　‘I　　I・寸∴、三；，1ir．−i−1：》�d顧�l世1ゴ・．・：‘　　　．”　　1’・．．　　　　三一工．一廠　　．ト寧　‘　　Ll’声・，・「i　　　　　　　　　■■■■■■匂　　　　　　　’　　　■■■　■■■　　　　　　　　　　　　　　　▲　　　　　　　　1・r、『、　　’ヒ　　　　　　　，‘　一．ン　　　　　　　　オ占．．・，　．・こ・三、一・　．　　　　　　　．・．．　　−1．　　　　　　　　’　　・　　．・　　．．　二　　　　　　　　　　　　　　　　　　ど　　　　　　　・．i　・　一　　．、∴」−k’叉一一、．　　　　　　　．：一　　■／　丁　＿ア．・↓　二1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニ　　　　　＝　　・声・一　．．1±［『・！：咋1　　　　　らニ　　　　　　ロ　　ヨ　　　　　コ　　　　　　パコヨ畢璽緊�d誉：1　≒1∵．．．、・lll・？、，ill÷’　1　±　　’　　⊥　　’　　1≡：’一二　！一幽1．一」　　二・F’　・，II‘　一［i・．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．；巳，1・・∴一：1’1．1’一き二II，・・．　tt�j　　11　，ii’［．−11‘［・．−1’1．」1：’�_‘’・11：薫∴ll曇ll証ll　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二．・．・∴一’．il」，1，：　：一：：lll〒1‘”・�_　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：．・．．・ン1−・＝　1．1二：・t・1‘1，　　　　　　　　ム．・．．t’．1　．1”十4・�h互1泌ご：ナピi已iこ　∵‘1，．’’”．’　　　已』．，≡壷・ニー．’一一　　　　　　　　　　　　　　ユ　　　　　　　　q　　　　　　　　　　Il’　，　，ielPl，」−ll鶯ll蓋三．三jt1‘一�_1．’�_’w二｝、．‘【1●1古　’・一L：’一．”　IL・一bvF　　　．1■．L．　　　　　　　≦　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　∀］‘1　・．・：’．．1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　−．・1’一．「…；　　　　　　　　　　こ　　　　　　　‘　　　　．一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　［餓lII‘iSL’a■■■堅▼「　s−　　it　　　‘！’IIh∵．‘lll．一　　　・．LJ二・・己．1．．‘1・’　　・・：．∵1‘’三：r｝1　　　1‘．　；‘・吉1三一．1：　　　　　1．：．．：、’i　　　　　　　　　・：ご為』　1　11己．．・諾，‘i’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　　　　　　　　　I　　I　　　　　　　．∨’　　　　　　　L〆e＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1：．Ltr「≡∵w・；f−．：；ノゼ　・、◎　！一．二：・�k．、　一！i．‥ミ・　‘・・≒導一’t∵「ゴ．1［　　lI●；‘1九，：：　．一．s二・f’nyl旦v：’仲鯵．凝　二1．ln　l一111・一一：憎　　　　「ご　　．：．　’　　　　　　　　　　．　．’　　　　　‘J　　　⊃．1＿　＾，、脅・1　　　　　　　−　　　　　一三．　　∴，　　　　　エ　　　i・・．　　　　いl　　　　　　　i，コ霞憂・二　　　　　：　　　　　［，　　　　　「　　　　　：−　L　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∴．」1−，1≡．≒1ゴ　　r1　　　　−口≡ト，　　　　　　　　づ　　　　　　コ　　　　　　　‘　　；：．二，1＝．．．三　　　　　　�d　　一’ニド17　．　　　　　　　1t　v’｝　　　　　　’．．一・・］●　　　　・．璋．罫　　　　ii’　　　’．」　　．．iニニ’三1、三，、二：（亡二・∵11慧左〔L」　　1　：・　　叫・二．　　　e’．1，．『F．．二く三：，‘・−1、二≡●it＝●■■P●■ainii，．HAI型　家庭川電気ミンソDB　3型丁費1川ミシソ頭部HTI型家庭用全回転足踏ミシソ∩TAI型　職撒月JミンソHZ！型万能ミシソ犠x，sジ裳総表紙説明関西電力枚方変電研納入117，00〔｝kVA変圧な用ブツシソグ　ダイt’ル勒i面計容量　117、　000　kVA　2台　　　1次　　人90，000kVA　　　2劣　　人99，000kVA　　　3オ　ム45，000kVA電圧　　1次　250−237．5−225kV　　　2亥　77kV　　　3次　10．5kV　外鉄型菌虫風冷式F・rm−fit構浩昭和27年　第26巻　第1号一一vfiAA．V．三髪電穣舖女禽耐本　　杜　東京都千le田区丸の内（東京ピル）　　　（電）和田倉（20）代表1631・4331研究所　兵庫県尼ケ崎市南清水紳戸製作9f　神戸市兵庫区和田崎町名占屋製作所名古屋市東区矢田町伊丹製作所　兵庫県尼ケ崎市南清水長崎製作所　長崎市平戸小屋町大船工場　祠奈川県鎌倉市大船世田谷工場　攻京都世田谷区池尻町郡山工場　福島県郡山市字境橋町福山工場　禰山市沖野　上町姫路工場　兵庫県姫路市千代田町和歌山工場　和　歌　山　市　岡　町中津川工場　岐F己県恵那郡II」津町縮岡工場　幅岡市今宿青木札幌修理工場札幌市北二条東12大阪営業野　　大阪市北区堂島北町8番旭1　　　　　（電）稲島（45）5251…9名片屋営業所・ちllf屋市Ili区広小路i也　　　　　（∫E）　本局　（23）　6231幅岡菖業所　疏岡市天wl町（天神ビル内）　　　　　（Lbl．）　戸日　（2）　5821−5825札幌営業巧　札幌市南一条西5の14　　　　　（電）　（2）　3378・3911仙台荘務所　仙台市東一番丁63　　　　　（−E）仙台　2573・8057演μ」辞斑野　富山市安佳田∫23の2　　　　　（電）　富雄」　469295273広島事務所　広島市袋町1（明治生命ビル）　　　　　（，kJ）　9i　　1069・4824本号はVor・22　N・．2（1ε48）以降の当肚製品の概況の集鎌である目次巻　頭　言・……………・…・……・……・……・常務取締役　小　野寛…2電力用電機品……………・……………・・…・…＿．．＿＿，＿＿．．．＿＿3　　　　火　　ノ」　　発　　電　　所…………・…・……・…………・・……・…　・3　　　水　ノ」　発　電　所…………＿＿．．＿．＿＿＿＿＿．．　　　6　　　　その他発電機’，胡洞械・・・……・…・…．・＿＿．＿．．＿＿＿＿＿．．＿9　　　　邊　変　電　用　電　機　品……………・…・………・＿、．＿＿．…＿．．，11　　　電　力　変　成　機　器……………・………・……………………・21電動力応用品…………・…・・………………・・………・……・…・・…………25　　　製　鉄　川　電　械　品……………・………………・……………・25　　　　9広　　I！l　月」　　電　　機　　‘『｜�`　・一・・…　一・・・・・・・・・・・・…　．一一．．．．．．．．．．．、．＿．．，‘．．．．26　　　賠　舶　用　電　機　品……・…………・・……・＿＿＿＿＿．．．．．．30　　　　　一舟錐二∫二三宕〃］’1｝i；動茂・　｛：｝：1｝損詳　一・・・・・・・・・・・…　一・…　一・・・…　一一・・一一．．．．＿．．，．・．．35　　　　1ifj績・　イヒ学　f：業用itr機iT“］　・s・・・…　一…　−ii・・一・…　．・・＿・．．．＿．．．，．．，．＿．．．．．40　　　蓮搬建築用電機品……・…一・…………・……＿＿．＿＿．．．42　　　冶凍冷房用竜機・i�`一…一…・・…一・………・・＿＿＿．＿＿」4　　　　　；三　　シり　　fU6　　辻£　　亭茂　　“；lll　・・・・・…　’・・一・・・・・・・・・・…　．・．．．．＿．＿．．．．．．．．．，，．．．47車　n町　月］　電　f幾　1品　・・・・・・・・・・・・・・…　E・・・・・・・・・・・・・・…　一・・・…　．．一・．、，．．＿．．．．．，．．．．．，．．．．．4949　　電　　　麓楚　　器　一・・・・・・・・・・…　一…　一一・・・・・・・・・…　一・・・・・…　＿．s、＿．．．＿．．．．，．．，．．．，．．57家庭　用　7琶　気　【縞　・・・・・・・・・…　’・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…　一・一．．．＿、．．．．．．、．．．、，．．．．．．．．．．．．．．69研究所の概況・…一一・……一・………・……＿＿＿＿．＿．＿＿＿66委員長　岸委　員　筏井悠次郎　　　　市吉惟浩進　　爆　　し己　和　　　　毎熊秀雄　　　　宗　村　　干幹　事　吉殉侃二　　「三菱電機」編集委員会本久雄∬召　刃127　｛｜こ　1　　月　25　日r禁無Xi転椥稲集胞蓉行tK印　刷　所印　　刷　　：弄テ発　行　所荒　井　　潔岡　屋　糀　＝1澁谷進一前　田　・「三夫森　　　　範木村久男安蔭三’一川川勝利川宮利彦松尾米太郎薄　撲i：廉　介（以」二　50　Jt：：：∫il夢i’，イi橋英樹小林治一郎担Ili新市松　岡　　治印刷　　昭和27年1月30」］発行定贋瑞」金工別（邊聾8Pレ車京乱千代田騒丸の内2J’目3番埴一1．　R茜；港i7，講flJ竹☆茜i　1番1’attl・；i　nl　gli　v｛擁舶†谷芸口括地三菱電機株式会社内曜話和Bl倉【2∩）工63　1吾郷侃二博文堂印刷所べ　橋　　佑　吉1三菱電機」編集部li　tt出版鮎遁庄工堵亮　21ζ013‘1）1巻頭一＝目常務取締役小野寛　『従業員の堪能と，研究と，しかしてその製品とによつて，わが肚は多くの人々があらゆる方面において，よリ頁き生活の道を達成せられるように寄与せA」　また曰く　「諸君は何処に行つても，何処で仕事をしても伺処に居住しても，わが冠が諸君の旋行をよリ快適にし，諸君の仕事をよリ容易にし，諸君の生活をよリ夏くすることに役立ちおることを発見ぜられるであろうJl　読音諸君ぽアメVカの染］’誌に時々1二記のalう．・一；．標、吾が，Westinghouse　iiil：の4，　1〔二U），金色のノ改字で抗｝辻せられているのを見られたごとと思�jとれ：i�dのまま三菱電機の名において当就の標語であ9，当川の．し針であり当耐の念願である．　技術の方面においてもまた事孔　方面においても・現在の仕事に練達し將来の発展への研究の・裸を凄川ジというととは，一一朝一夕にして注成せられるものではない．幸にわれわ輸過去i；o年の問に蓄積子られナ：｛琉と経験の基礎のIJ⊂立ち，従業員16・000名c⊃技楠と努力とによ！〕，一石つつ堅実なら殿堂二本�e・んとするものである・　私融輔1よ脳時を通じて，わがL魔z・：蹄製1搬術についてけ，腸し機器ま暫く措�_・・日電斑∴1：おいて1＾：・世界的水準に達していると盲断し←○・ブ�uでt’・：�_　しかるに終戦後諸外国の文献亘見るに才∫よんで，が我∴技術水準に正に15年間の1；融のあるごと1亡認めざる’1得ない．たとえば冷間圧延の硅素抽阪を：用＼ン・こ（圧器治戦争前試験的に一一部で作られていたごとに知ヤンていろカ、・それが現在ア．s　IJ力巳ほとんゴーぎの一流会脆パ斤これを採用している、」を見ては，rl・“　．’　’：［．1　・．L・　j−｝；状．d七較して真に剖鬼しき次筋である・発電樵電動昂遮臨・（・管制装置，そ司陪波卵ヨ1忙麟に’パ・て；！同1江∴・ン：遅れ□認め一るを得塾・溺臼螺防面1：　．）『・�dぺて1．さ：i、に大ぎな技術の懸隔があ；‘し一ダ，ナ｜ビなど1ごついては今後新たに出直して，再陪足1「”し11；1『川l　tt・：ノたい方面’t、ある・　このような事態に処してわれわれが最；’心坦く思うごとは，当肺が咋年4月llC　Wcstinghouse　lnternation：tl　Cc．・と，また8目にほWestiT〕ghnuse　Air　B；ake　Co．と山間に，技術提携の契約を復活したことで必ど．こイ［らの契約においては，戦前の契約をさらに拡大して・当旧口ほとんど全製品を包合すろ7（）f］打こ志種にっk、て，技術援助を約束された．これ1こ・山iに拓恒実』繊：こ限らナ，図面，設計書，設卜基準書，工作・fLl，k，1：，試検規2（2）格，桝厩ト、�b。口r泌要な�n・てし資‡壮入手できるごととたり，�d・�cまた種々ゆ責1｝ljに対し責任ある回答を1‘｝1　’、・う�d・、・わり・�c　‘‘KnOw　HO、V”　まて〜n’ピ☆せらるることとた�dたCI・でのる・　し一、，じ》ゴ�nアメリァ」とわ’t週とは自から国↑“i：の異る九：ご・：，まパ1川，∴扁�g・品距つ差∵1があ［・，W肺　責料’．．モ．二sま盲日1的に採1日することの不［】丁なるはも�n方／し〔∴三　．2っ，1しわ7Lに弐V叩1：．しそ日斗をよくil今叫葺肯fヒして，ご」山一；　’　　　　．．技術として仏得し，わが国諸殻乙戊：［∴：にrご垣ろ，lil−1し切な縫器を製作づ〜べごであ　，　ま｝こわ：、わ，’：：一｛一分にこれセ達成しうる育旨力とλ�d盤と二こ持・．’（　i、・ることこ佗信するζ，のである・　過○：1951午にご．・｜川：三ヒ言1量におL／ても質において｛，．格巨□L仁二示した・2’0　kV超高圧1笙電用の117，∩Orl　kVA垣；器．註よ’］i　3〜遮断器，35，000　kW：；．60｛〕rpm　−．瑳L．u　fグナイト・ンを使用せる3，000kvv　r破牧変換1、：，，交流川路ξ卜草盤笛二に二苦わが国、．、：こ．的、担ごぷ”’・　一パ・」イ沽評融力観調廃・熱型デ○い…・のノ跳，FM式無線殴の実用化・そこ，他本之に記奴∴女；パ多くの聞ぱにつ�d・て多大の改良漣歩う：なゴ］ブ’・よた1｝》ζ｛妬こおいてに伊丹製作所の大物エ場○］“　fd，50、flOO　kVA同期発電磯ご主休とする遮断’∴“昔試三三置・・三∫己成しナ：・　本年（・ヒこれらの製七！ビバ・よいよその真・ll‖1を発揮する年であ；．そノそれ：．1．方函において川期竺，成巣をあげ・冒頭に、IO蓮亡�c�n畑1，t’li．∵多くの人々に〕：り良きfk活を　たら膓’一一助rt一ならんごとと切1頼する次第であ巳・∵ン電．カ1用　’電、∀　　　　　　　　　　　h　　　　　　・2．；：’機、．品ぷ1，m　・　　　　　　　　　酎ご火力発電所　夕一ビン発電機繊後最近まで；・�iそこ⊆ビン発電距二工事：識艮修川乙域を腕しえな：ノ・つたが，昭和26年度に入一1．て．1：場ほ俄然活況を呈�gジぞレ：．女1ド∫，；i’1］期的r汰記1：」樫：・：含む多くC／　”一ビン発電槻ピ；哉い・・．　43，750kVA　3．600　rpm夕一ビン発電機　☆；・づ訓電力公・111：（川1発）1∵y・て，築、1擁電帥！ノ建瀕溺匡れ�_三ごタービン発電機引て□‡判1ぼ3，　OOO　kWを採用されたが，イ⊆機：一．13，600　rpm機と�dてF夙塵最大容量機’ゴニあると共に，キた・iH：界でも川指の人客“言：機で，当祠：として（〕：現在eS　L；　．：〕30，000　kW，3，60t）・pm機始を製伽・元溌脇・づ紅1て鑑理作1・てあつジごうY今川完F幻イジ’：．　木機の完成｝壬北九V“i　−1’i：迎帯ノ」生r壬拡充に対し大なろ役割ジ寅するζ∴・と思わ：iτ）：・］ミ発電機、・・主なろ4�d長ごあげると次¢．とおりで・あち．　1．国産3，600［prn校1口．．て1　’1−∫ii一メ詩S　l｝であジ．　2・回転子線輪導休．と1てに軟釣午緑o代；〕に川伝子　　線輪の牧縮現郷加：7弓こめ，とくに銀入釘m4ミ線｝三　　採用∴た．3・　2極機に牡有た2｛1（川波数ご�d‘振動：r」已ける丁心，　　川転丁断；印パピ（極�dヒ中心こす♪三↓ア向∴慣性能率と，　　とれに直角方rりら慣性能率を等Lくナキ5たy）蜘i駁ヒ　切つた・すなわナ回転J’一の付お1扮に乍円｝玖つ切欠　　きを軸心に直角に放lllrlノ＼れナ：．4・2搬訓傍固’・亡∫鉄心∴2倍周江と数振動三避　　：｝？1”；こi］L”iに1個生支貸，装置を採用し，振動ゐ吸牧装置　　L）プ．こ．　5・　川転∫三直嵩1；励磁機ゐ問に蛇1白式日rUl継手�e按用　　�d・川転∫・と励｛iζは幾問L’1振動吸11支装置とした．　ハキスクン向夕一ビン発電機　　メ、挟：i・　：f；rt’iE：：ば3、750　kVA，3、OOO　rpm　でさして大なぞ’if’・「ll＾’たい�d・ミキスタン向こ汐一ピン発電楼として戦後・二．輸出機潟．ヨて鋭意完底L：’．：もら℃○．な吉�m置場所う’・カラチなうため，発電機の温度i【，様としてけfi’，’川瀧度45℃，固定子温度L昇55　C　何転子活渡、L昇80℃で計川け：プ：？・・h　，樋の定格の発電季鍛：i蹴・i機」．，Vl．『ノ．ノくJl’三うミ．ノ（，tl“い．　回転子線輪の牧縮現象　G’Mビン発電槻：決容七1：になろヨ・梅＾∫氾径i三：・ぷくた1・長さ〕・長く711　：一：・：・返転中［111転．f’線輪｝〕：川転∫・線輸と川i：云子鉄部と二温「仁烈こ川こ！ピて鉄部1・if中1：1�d以上にliles」；・て伸：�dう1・｝］S　’t”）Lかし回転rr：1・直砲式ぶ．いご1蛭沖莫幽ノ（た泣心プ五受け）　：）1　・一一何伝∫銑部、ロミさも」べい⊃で川転子線�gこ‘あろ沽ク｝H・・大三い緊着力；t受け六パーご乙てて細1・1川こ川に1加：一切らすに川縮されタ噺応卯外∴掃1虹：低波しても縮・ク・代：ミ残三1．∵二ような現象い発電llピ萢し・1柄臨に起≧二・・．i　Y’］・・ごL・y牧縮量が蓄磧され川転子氾｛的》韻：1＼：芝形�_［田，∫：｝間短烙ご：之・、・：J：c接岨揖1擬紀�`1「：至；’i・・’こ〔−種の現Tif｛・Zf：　P’fJ　ll：すうために回帽線続泪・ヨて靴点・川三い弾恨賊、砲澗旬特性の優秀な特殊1］！人銅合金こ仙用：う望｝�_い．、≧た1「ll転’∫恕輪・端部�j梅立ご才1：一ド変v・．ろとぼ・誤：い．．、∴弥あ；，：，．・　’x’　ls　’＿ビソ発・is；囲・値子i掘・の牧綱］象；火ノ廃富　　　　　　　　　　　　　加日U完（昭26−−8）43，750kVA　3，600rpniタービン癸電濃（九州寵力築上発雷所納）電ノjJli宣巌一己ξt（3）3過速宴試験中の43，750kVAタ。＿ビン発電機　タービン発電機の調相機時の鰍斤　既納　29，000kVA　l　，1　｛｝O　rPm　ヶ＿ごン　発電汽ご調相機蓮転に改造する幾会に発電機・〕ミ調川幾と�dて∴起動時の諸現袈：：解壮ぼ：．］く万式：’一別個に∵じ動発電陀ご置hてタービン発電機こそ川ぞれ1］：i、1・1ば旭動’Jl行うもつで，起動発了琶機：�h1　，　soo　kx・xr　75｛：1　rPl）1電詞機⊆3、000HPでそ．澗に位儒膓瓢い電磁継子二：1れで・・る・起動時二1・蹴・・川殊七クク・瑚’，じ∵・一川；漣流：溌電機100に対1、，調川機701てい〃．と∴、川な・’1種た解柿することがで苛�i．　二二でユoo二∵∴．・1ばll｛！L荷E；Z七電圧を・ヒホ�nこ必’凄パカ｛樹疏でミ：�d∵　以上の外に川、W主でに製｛1：納ぺ∴’∴、・1S75　kVA3，600，Pm機．lir，750kV、、3・60f）・Pl／l撲1台・6、250kVA　3、600・pm［幾1台，　t”　t（川kVA（｝（iOO・pm機1台，　L875　kVA　3・（｝00・Pm相☆”：　J；；）　y’　，製個・○も・つに4・1375・kVA　3　M・p・・詞了f・7’5CO　　　　　　ピロ　”．ハ幡製鉄西口発電所給7」くポンプ用300云W6ハ3kV　50／60〜4極全閉外言｝工誘4§i電動機kVA　3，　600　rpm　機1台一l　i．］・rr／・　二�d他修川ジ己ゴのもご1ご一特殊塔｝注口1］2・5｛｝OkVA　3・6ωrp・n楼，BB�j製7，750kVA　3旧O　rpm　�k1：1台、　Siぐmしns　製31，250kVA　1，80〔〕rPm磯，　BI〕C製12一ωkV．、　3，6伐｛〕rpmC竃等弓・’攻：．t∵　t：�`ll　i∴」、：�n発日［．，’τ］N工V’L．　il　ll1．25t」kVA　　3、0；」〔｝rPn1桟こ．．川．日儒幻11に‘1ド・受IU，川転子1イ；！垣意曇2作ii1て：三．．ろ火力発電所用補機電動機　絡限後『�g内llが発．ll所、：：・：τ二’r．iノ三当，IH二製品えミ採用テ三れて、，　’：．∴　、い二昭和2　1．’i：F］’ri・L’　11発小倉発電所ボイラ泡設m1：　iて310　LW誘引通風機用他10台，日発｝つ：1「il秀・rい・i弔h：　〜こ3L’0　kW　rl’・矧通風幾川也37台・昭和25：；拒『、日倍≡ll膓2発電’］日用・1（、りkw誘引通風機用他20台，八i］iJl製鉄｝111酉lll発1巳呵用t：（て30ぴkW給水二1＞ン’，つ川他53了肖ミ．パ∵：　昭和．6；卜「三に∫ジ三’＝　一！：’i（！．活江こ呈�d・　　九州電；」築ヒ脳；三：｜1｜τ3〔｜OkW誘引通風機用他計21台　　パ・・”・’弓ン」部潮70kW給ゴ：ホンプJl他ユ8台　　　”7　（［一：．・『ニゴ�g［司　　　　2／0k、V÷；’t　1＼ニポン　ーア弓］1こ　20　台　　イ．．1・政府向　　2301くW給？1（ポンプ用他40台　以1ジ他ポ工主．下自家発電川用Lしてち数製作した．　中て1八・1再製鉄liiTl’ti川発電所拍人・’）も・こほ，杢閉’tト扇型ご掠恥ゴ，？L＝’、．塔パこ・tl−i／ll火力猫口所聯i縫電動機1二∵て新’∵・傾［ld二示す1，∴でらる・火力発電所補機用制御装置　汽罐袖樫中送風熊二’奮線JCi｛誘淳電動歪幾を阯用し，二次抵抗で速江制口1を�_る場台ぶ多《，ごのナこめに各種7）電動操作式カム型ll川卸器およ，∵寸｜モ抗器二製作し、�d4（4）日弓ε港第2募電所石畏粉硫機明「z　30k　XV　900rp　in誘違，電動機鞠蕪藩火力発電所補器付属晶机型制iff盤三菱n培・VoL　2日　No．1・195二　　　　　　九州電力築上発電所用主吾雷盤　まアこ微粉炭例焼コ�g�n▼給1；こ惚　速rと1同1耶1咽こ一�jに広：・ペピ」川t」w・・∵珠川○て，�g動仕一白加♪を梱小・《国川｝．山・別□日門旦…1｜・磁制御あち、バ；・UsC’電丁ワー“T．］」一一1λによこ．、れら‘瑚剛週こ1・て晒腱動・川ゴぽナー1制1・、11t，・電動操イ］式加減抵抗巴；等多貨只η　L　星近にナ・けら汽缶礼撲�_ニニん一．一．．り，：泊式一品り汽卸］鰍治戌・1・刷1い恒・�j・て翻戸川型制御ヨ許製イF巴電ナコこ・・ll臥プJ発C川二ll臥�d＼　火力発電所用配電盤　前辿叩L川電ノ藻L発｝言［rtl建，，’z，．・ろ、いい笏K発Ti；．の捨加”トレにり’・唆与1ニパ蛇�`　ど三　い，L歩を途けアヂ※1発コ・｝川1こ�jト．1妃冠冷ぴぱ；・’「」，，川内動加・｜雌愉ll！・BJ川励：」川、；持品自i・パの配一柄動力に，　’lfl｜吐J叫一・・ク・月・、1；，、、’“）掠用こ〉いこれ1’・　L動力1叩1川・制ρL、’lUr見、ゴLるよら1二7�dで・ら充・西・］1：・，　，，kil・，・hl、L．，・打｜川、絡保・鯛」時働纏川一パ胆ぴ∴100A以下にえ・主・舗幅仁宣」一・　ll　・．　CW−R賠速度⊥眸劫接地細謬二・・一ぷ・〔｝W　保冶二tつている　また火力発電所・⊃冷却小取パ迫加三、るゴノ拾，，・僻う澗題，’：　7sろ∴tti，1［Tよuし痂旦加川発、（，］P・j。ご納入しアーしご1：づ直・二っ土別脚方式r戊品式ハこよる制御辻悦ン10・　一動fi　ig∫∵八幻�d垣ぐこ1sY，、している　暇光酷板「；川幣」、！1見二れ　、・免上、遅れ・ぱ．、二，つたが・　fll近小り「川セメ・トニ・illl・佃・冴�j。，収、て1、・「」キ・−1つ川仙trfi．i虫、・人ノ溌□1酷文π］�d∵欲よ蜘訂パつ・・い一ぷf・f　；1ゴ・｝一るが・これに“ftf　J笥・lil�m…ンラ，覗心盤を閉掴・辿陀こll｛100，000　kX’A　6、YOO　V　1，200　Aのものか完底・旅これ・こも、蝋棚川・し眠断器や7一ヒ1〜蜥緩f」．ジれわ．・’L．｝1：用ジるとこにや川愉配趣ξ・・形・・…一足ユるこい思イれるばノ」川1必ξ品　　　　ぶじ　　＾火力発電所斥配電盤，昭光盤　メタルクラノト配電盤u戊c‘J　・t／・・vク・一川■1よ品丘’・）噺畏品こ一完成1好�eボ＝卜拍ア　滑孤互IJし加rl�g（・VL、・1『呉扶II）1†白）　C3↓IJ心断器に♂由：IJtこ取イj・−f　”ti−、づしに」つて辻断7S｝｝☆15「）IXIV　iX　　　25‘）MVAに把す二・ポでLC6T　J1，日、　⊃、’IJ・却肋jl11・ぷ1巳川一ノL川竃ノ」、じイ52発電所納）似・一・間�g吻1ト　断蜘壬パ1仁よ・つてk．たか・込膓パこ切替、’・　i」・ノ場含に使τル∫よう心断器の上部に抽廻曝開閉、ζ，・，ゐ1，ハンい；握侶こよ三、簡早に．ヒト打線コ琳・−fピゆ・ご、t∵：こ汚．ユンクストローム　タービン発電機　戦後樹u品�_1ピ同‥1，000　kwコーングスi・＿ムタ　ビン発砧い．ゾtt　・a、2久ノ（帽鋤；川9cつブーパ、スタンか頗i、L口1）丁ゴ匡iへ［こ、換すべ∨上お開発信力百力kWに＞1｝、’1　k’　1・li「li万一・ル’−LC，1：．ら」・国電ふ榔・只己五和　しパT・山ご充；．　’t・　，一治である　�d�`�eて’tll・li’1＝i“1□・ミ　．て…11／ぼく，か口つ技術をf�dいて，あ・三ゆ二糸伽叩頑考慮1ノて製f’1しYこメタルクラノド母線選択開閉器付遮断器�`（5）5　　　タイ国納7，000kVAユングストローム発電機　イ、行一・・ノ�di）卜　山り1川r・ご「�_U多い：−11白勺｝』1−：50むCべめり，、ご牡fl　1’黄阜二よる‘皮害上防llすろr一力，こヒ発電陀日ミ戸．ゐん励h溺曳もともに1・川月描込としノ1、冷式冷却�g↓ピ働三た閉鎮循｝1］通風方式　1］・用　戸ミので。）ら　も1じ・　　・　カ　fllり女1｛jl：　7，「00　kVV｛世�_一一iltj人‘1　7＿　　　・　」！工味紡拓，貝汎、じ�dlllsゐ日社vい19門に加�j二Iliデ1ニアJr　t］力．．柚度ご♪イ・足ご、“，’1　1｝力　‘lt］iy　t一い・うミ　1じ力’自給IIWノ［・希『安，じ三、＋〉ピー（L・s　Zf）要！扮た1，一　に一　丁†’1口P∴で：�_’ピー使用　�_渚［｝．にそいて／，じ力L一　�dい同ll＞，／こf’jM’一’：　二三　一」，パつ・・“こ之能苧1・艮；　　　↑負剤勺∵発屯．、口こ　て¢当dr仁一，ンパ・u’一ムターご二発逗ロ　ーラー一・好Irい一得ていち　SE；近｝！fGニジしの一次＾’　　：L’　tf）’「）出　力（kw）　3，　000　7，0りU　1，700　］，bOO‘sli’　　il（kv）　3．｛2．733川改数　v〜）　5050601【臨子　日　ぺ　・L3　（、o）　　　パ　�k　ノ・タ　ノ　　，000　1　契　イ［a］Jl　lfj3，↓0）a360’t，61））　　i1　，iJILI　，ほiil〈日発新卿発宙所納」4000klv’Aヵフラン水車穿電機水力発電所　水車発電機昭T”」ltlヒいい電、し川］発Wプ溌電dl川1し共・つJ（力発電Illlに�j1川ごイ�jC況を1？1て�`〆：最r刀口割合に経ル　・　　・国「d・i｝�dこ1仁1・b一　つ一に〕川リ］Hで’パ氏・　バ∵建とゴtて・if・・ill・“（�d一一部川li俵Dt弘二・ノ�d、つ．ンへべ・川・・lfi　r，i，　Tものノ”i烏・↓11　て好、∵一b二　こ　’　］）rフ自；−1融「」叔，‘L卸　陥免’ご1｝向　Nt、．三口・・dl：1　　：ル中でも新郷驚氾「1i　　lloeokVAご，人・U刀“　I」フ．　’」（卑5t　，Li’Et台　同一�nご儂い川�j’uJ云　’竹，」すへ’：｛・の・一ド：レつ／　ま：ぷ品誤ニーUj已てfントァライv発電川戸廃電成し畏f1し一　、［Lヅへ二ごt−kLLiz，lpai刈品」地日f⊥品・‘∴・Doたc．．）低迎度∴，　1多1，尤［じ慢じ1て［］η多i（i［」・旭づ’；［J、lf＞　ダ、一、バご・↓州，1廃・Σほ：IIい画小こ」じて巾1“．・軽’　t　，，　パ日控’少＼ド　　こ建屋もl／L　’，　t；　1’・1に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　・r発三川L一　て1建，ズ川川ケ細）なろ　1〕ごよらII分川、に1・副：．1�j（つ∵うダ濃れて・’Jr・L”・今後多：川」イ1�_しk向”�d�e　当‘1｜∵・　・一　［ltl「II　17’1ブに両‘1111」∫，↓・日‘胡発電1リi向’　L　20，〔パ〕kVA廷2ぼンktド・；1fiJ・アノ傘甲と1て貝f・1、卍、　情・二｝k・｛、，　：’い，　・3−iy4f；a，咄�lは　旭川・｛」　能�g断1ご　云陥中“”tl．ろ　川L・□加向発「言桟に…，i，iJ，，　ll　i［・授ともに区り川版　｝」1．r，）　一て、膓二　1・1山受・叩�_・軽く，川痴取扱いパ1剖tL’．一，イlli’二｛ほこ一、＞」　z’　Li2・’・えcいので好・’1’tr1♪｝ズ’・　・6（（り旭化或水ケ崎発電所納10，000kV，Xフランンス水車発電機　　　　　　　一支1吐・v，，12b　＼o　l・IL「）！東北電力頁瀬発霞所納11，0eo］　V．A傘型水車発竃機　夏瀬・旭川第一一発電川司∴傘川発電☆∴，t‘�dんド分軸受を用いている．　インドテラfヤ向発電当：」：砂1狸，｛∴1況万浬等「ノブ○，答気冷却器仁有すち1男�P蝋r覗］翼1・巳荘用してい○∴た旭川第一発電珂向発電i幾も空三冷却kl“　fil・閉鎖風洞循」・呈型として製11：中であ二二．水力発電所用配電盤　配電盤；ま水車おぷ∵：発電機呂1、U御器と∴中科考拠関でこ1・，るから，時世の進展に併1了して発達すべきも二⊃であろ，当祠：においてに：水プ」発電｝｝ll制偉＞1：il呈渋・’、．冒釆護装5呈の高度化や広範囲化に努プ」す二と］ばに，配電盤c二の要求を満足するように礼こ．口てい∵．　従来自動制御の1錨柱：，て］」’閉を要望されて・．、たミ）のに自動同期と電圧調繋の問題が盲／る．自動同期装置はV・ち早くも電子管の採用によつて並列時�h｛に：：∫＼ても，並列精度においても一新ネ己元ご画いこれてあるうミ，時あたかも第2次大戦直前のことでこ1−1これ：こ設置1た，二：よ数発電所に過ぎなかつ：こ，戦後・発電所⊃日動化，撫人化が強く要望せられうにいブこり，白動化の1震児として判光�e浴びているく・のでこ；・膓：、．　調整器と：て従来設｛1呈さ」�gば．二｝に，い1・ゆど1定電圧調整器で，ある一点の途丁匡担電！・・：ご一一定1二1呆持す♪コゴ動作するζ，○であろ．しかるに電力系統�j・拡人に｛’1≡て容　日’「；｛　ノ〔k、’．、‘（kv戊］ii，ooo　1112，〔｝or｝111，　　一　　　　‘ユ1，5ワ1」　　1110，0｛〕0　11iL），　fjOr〕　　6．66、35つ1　6．6　最近における水車発電機一覧表か測・順�dいil烈i烈内人酬」〔’v、5り6050SO　／’Er．Ol　375，，’450−1プラ・5，5004，　5）02，5001，6501，50011，00．）12，5001．2　　　　　　　　　　　　　　16．6　−　　‘113．3111／1115’〕／6・5…．6「叩ミ1ご6・）1360’立　　　　　　　　シ6f）145り　立ン・・136・1立il；50　250！：・�d5014281　“1ソ，。6、42温，弓一　＿一一一　　］1’フ・・1．・圭シ（trrln）　　　　　l　iVl）−V‘数！　　　　　　　　　　　　考・S7・・立当11・発新郷1・・曾設…　立烈鴇，藷〃G・・1立‘Zフ三11醗江珂］〃　　　主一已磐麟酬　　　‘　　　　　　　　　　u7ラソ1ノラソフラン1、1フフソ；2艮縞き　　　　　　　　　　　　　　　　　。21大分渠戸土　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1三口発．瓢フ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1ソ1日発甲佐1。‘・�gド戸。1魔北酬Z・奈寧薪フフソ。2芳罐�f蓉・s…2m妾�c・；禦県旭川鞘乍中水力発電所配電盤用自動同期装置電力用碗機品同用自動揃速装置　　　インドテライヤ発電所向水車室制御盤　　　　　　　自動電盤調整器盤（7）7インドテライヤ発電所向水車発電機制御盤各発電所間け：電気的iこ相当⊃距離を有づ’○乙．呂ならす系統容lll：に比べはな｛り：だ小さい発電所が並i「運転する実府にあるil　ekt；i二，ある一点二つ電圧を一定ll：する〕：う定電圧調整器を作動させれば発電機は過電流運転を余儀なくさせられる結果となP，これが従来の電圧調整方式i・1）欠陥であつた・当砒においてはとの点に着目して発電機は電力のみでなく無効電力の面においても応分こ／／能力を負担せしめるを妥当と考え，電流限定式および力率限定式自動電圧調整方式を考案し最近の発電所に実施〔．ている．これご一種．⊃可変電J！i！19Aias方式で電流限定式に2うつてぽ電流二�dミ制限電流ごノ1塁過した場合に，また力率限定式では力率うミ限定範囲をはづ二れた場合に自動電圧鋼整器の調整電圧辻自動的に変化させるものである．しかし発電機電流が電流限定式で｝三制限電流以内○場合，こた力率限定水車発電機圧主配電盤式でほ低電流Z）場合に，宇E圧調整器の調整電圧はべつの電圧規正装置にょつて規定値に再調整されるもので，電圧調整⊥：”’）自レ【生をまつたく喪失したものではな、o．いすれ⊃方式もいがなts　JfiU式D電圧調整器にも適用しうる万能方式である特長を有する．　戦後輸出の第一一一一陣としてインド政府テライヤ発電所用配電盤を納瓦した．こゐ盤は国情・気象上の相遠からつそのような特異性がある・1．2．34．5．規格けすべてB．S．S．主盤1‡Duplex　Type，亨ln助盤はCubicle　Type、遮断器：こDraw−out　Type・すべてVermin　and　Dew　Pioof．低電il11路にはNo　Fuse　Breakerを用v・匁形開閉器を使用せす・水力発電所用配電盤経歴表　　　　　　　　　　‘水　駆発aこ機納入先　発電所1．1　　発　　川｝t「rl，Jt�QTl加手技仁　淀　川而河第一上与1−i大和枳　．川台　　　　　　聯�g1｛涜�g§）制　御　装　置圧汕装置電圧調整；搭（、w）　（、v，v［tsiプi式同期1，119　ユ，220　1−．／y制御手動5・1506・00）1214，30｛〕　　4、375　‘　3‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘14，290　　4，375　　2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9，325　］0，00）　1　1」，790　　2，00〕　　1津　　2，り84　3，300峯グ｝｝1｝ク〃ワ1）；1　i”日動白動］潅方制御　〃　　　9，325　］0，0つ0　　1　　　　”　　　　”　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田　　12，85∩　　2，600　　　1　　一一ノ＼il；IJ御　　〃日本窒素　内斧第一東北配電　　鬼日　　発：il9　　イヒ　　∫D≧印度政府日　　発大・ド鉱挺8（8）首9，5つ0　］0，「｛〕⊥　　2、，，，。i1，65。11日：卸（2台1｜）ll1・ool）‘11・50：〕1ガく　　ケ　　μf奇　　　9，0｛］0　10，000　‘　2　　　　　　！　　　1テ　ラ　イ　セ　　2，10’）1　2，　50c）　　2lP　　　　　佐　　i　4・3う0　　4・500　　1’」・父．「llig　3　　11，3t〕O　　I，500　　1「1「7tttlilりソ手動　T｝　　　　　　　Iji｝自動種b白劫制御．竃砺、「　　（、りAC．200DC−125，4SAC−200DC−100　　ク1）AC−200D　C　−110AC−200DC−85AC−200DC−10）tf〃ljり〃AC−400DC−100AC−200DC−100｝，備ぢ　　1「：油翠弘1原動機lll　Mは混動機Tは小水’・F，　Sは1測1｜駆動を’J’；す・一備考方式1弓t動機方式型式　　　　　　　　　軍位式M．S　一　手動中央式M．T定電圧界抵11ワ，〃〃　〃　M．M　〃　振動単位式M，S　一　手動　〃　　M　電流浪定界抵　〃　M．Sl力率限定振助　　　　　　l　　　　l　〃　　〃　　　〃　　界抵　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　〃　　　〃　振動中央式M．T定電圧界抵　　　l　　　l軍位式‘中央式軍位式〃1）tl〃　　　一　　手動〃　電流限定界抵1｝tj〃ソf］IfM．M　　ツtS｝1f］〃自動化〃11｝｝〃改造lt自動化改浩新設t7ク11〃tiu三E菱電機・Vol．26　No．1・1952NHK納ど00kVA　514　rpmジーゼル発塵機その他発電機，調相機ジーゼル発電機イt｛友　電工　5りo　q．3電　通　省　4二〇　〃　ジーゼ・し発溺い：水プ」発電，火力発電に比して建設が触溶易で低廉であづて，）7．1　．vっ畑細に宿．るためi・：，本」・より遠く鍋tた五瀕ぴ碗とILC，あるい日：工場，ビげイングの非常用勘5ぶて多数乙ジーゼル発電機が製イ乍された．　北海道利尻島向25↓）kVA九州電力師1・1；『1：）同（芦辺）向500kVA九州電力（嚴原）向250　kVAはいすれも島喚用の電源として製作された．　エ・場，ビル○非常用電ib；IE�dて製作されたものn；，台風その他の停電の際に非常用発電機として大いに活躍している・この場合停電時間を短くすちため，自動起動方　　　ジーゼル発電機主要製作経歴表（250　kVA以上）納一魏麟漂酬；灘鑑畦　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘　　　　　　　　　　　　　　　　‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一『丁苔辮：・t・〃利　尻　Xl・．250　〃600　v514375プ儲ト1酉1，P・小45「厄／・IS・・…一・‘昭26「Il　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ε0　　　1　昭2450　　2　〃一・・2‘昭・5鋸禦50　　2　〃　（芦　　辺）電　通　省�k♂言1碕）ス1』13　　　り（阻一一見川313新扶桑端59°イ1法電一iニー500擢口扇E25・・嘗細三鷲…500　　ソ250　3．3”ク｛t｛J3．45360　　　　60　　　　1　　〃375　　50　　2　〃400　60111〃3　5　　　　50　　　　1　　　ze　l36つ　　　　G）　　　　2　　〃　　　　　　　　　　　　　一「6tio　　　〃　　　1　〃36り〃一「．・第一生命　15i　　　　　　　　　　　　　　　　瑳業経消会重6　300三≡　菱　　石　　f’iij　　625話翼イ謡・扁電ノ」月」吉械r品3．3　　　4Lt　8〃グ！11｝40り5］43753605’〕6り1150tO1饗瓢動1211一z〃−1一こ1−一｝i　一鷲NHK納ジーセル発電機用主配電盤式が採用これる場合が多くなつたが，これには始動電動機によち方法と圧縮察気によえ方法とあ：5．前者の方法によ7・　t）・のとLてtt’；（ピ…　［−1勧癒ビ・ら新丸ビ・レ向の80kVA酪発電概・抽・後κの方法によるものとしてにNHK薪潟・松江、鹿1見島各放淀局同12り1くVA，大阪放迭局向5りOkVAの吝発電機えミあミう．　なお大阪放途局向（00kVA発電機1寸1上記起動装置の外・聯勺品の改辻・ピジ�jつと併・・」一て，1，500kVA．つ出力となりパ繊建設され珊：1賠網発紗1として，出力の点に薯ゴ沿てイf放○こ，こで・ある．　最近は電力事情の悪化に件い，自家用電源としてジr−・一ゼ・し発電繊涌�d・られ一i祠：にお、・・て移数当・している．今後この方面ら需要�d盛んで．中容量の発電機が多数要求されるsl：、乙と期待している．　とれらこ漠癌紅ぶにジー七ルニ融U電鑑斯（．い設計のもとに多く納入して好成績已牧めている．　50，000kVA短絡試験用同期発電機力ぬてから当，iHlfノリ1櫻作庖・高圧実願�F遮断器の遮断容：；ぷ験のための鋤；1として製作中功瀦発電機が完成L・わが国jik大の設備を誇ることになつた．　　（1端至般時紬遮i祈器c！・J頁16頁ご参脚　短絡∫汀ヒ発電機　　　　型　式　　横　鰍　回転界磁　【rf｝極型同期発電機　公称定格i1｝力　　50，　f）0｛．）kvA　日」　　　　　　　　　∫了二　　　13．2　kxT　回　転　数　　600・pm　凋　　波　　数　　　　60∫V　極　　　　数　　　12極励磁方法’イグナイト・・蹴　起　動　方　式　　起動電動機直結　最大短絡容量　　1，．｛�dOMVA蓄郷効果℃DU）　−1・！v，　oeo・1・．gr　発電機重量　　　3〔｝0ゆOf｝1只起動電動軽型　　　式　鋤同服動i幾2・」（翻型定　　手各　　｝F」｛　　ノ」　　　　3，500BP　1；」　　　　　　　　∫｛≡　　　3．3k、ア9，）9●鷲lrjyyl・s〆ぽ・三菱化成牧山納1，250igx・’s后パ司砂故変換磯　　　川　　　、上　　　�d定　　　りい　ノ　　同川回【］tll致　　6山1ご・m　　励i　廠�j｝笛　　1りLW　t）V　l・1bU］Pm　ご，発電波　壮LL　L．　’一午1‘パ　　芝「〆・r　5’こう）：v・il変口「；［rt’II巨・一ニ　ー　ノIli．一）川　　　！iの失発叶仁イい，一’に　　コ　　ー’ぱ1．する�dゐて．’ゲ’　，’一’1　　　［二　川lk，ILil，，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿　　rくす）∴一’・に；凪ILしhl・”一）1∫，　l　i，−1　”いタン・K　L．．．−2わL、’・：小＿1’：　L　　日　　1”「｝　ノ　，　　　　　ノ　　　　、　つ　　　）　し　1　　：　：（一］　ト9　1　　｝L　　　　　　　　‘　I　　L　　∫　、　　　　　　　　JP　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こる．たわ過大ノ和修ILtピー1Lf　JL　�_な何撃に］，うてl　L”（」「、　　川　‥戸変形：−kr1しr　IJビLSい1’，’にrl’　；つて’ff　’i一パF入・・：11∴一、・1∵’あるい〕基｛ヒ丁破い何用発，ご’7二∵口　Y　li♪7　一・］1防く）一’1“IL白1一台V・「川　　　　　　　　L当叉�`）一　　�`r�h1　　　・’」　1　I　　　r旧　　　人・乞∫1りつ’つ　1　1　”　J・・1u　＿　ノL　　　、　ア　　　　　　　　　し　グ川川1　　　　、［〕，冠／川　　　　　1　　　e　　1　　　　　　　　、　　1へ　　　L　　　　　　げt　t　く「1111こ弓　　「，川）し一∫一｝1　　　二一：｜1，2∩oVL、き10（］1）●50，000k、A短、毯誌輸用同期発逼機　　固定子およひ繰衝妄置．、：！　い1」　　2　　2Y．　　　　、　　日�`形ノ、�j5�gに［ノJ昏　二　　　　・lt’］りV、6，川川V，7妃｛〕V，1115咋Vと同抑周波数変換機　1？f　・．　，iポ、’川・門」　山・，日一∴え一さ｝コんとづ一：�hご丘　　・　　　，　　）1）い∫巴　　／、、1�d　　こrr　i，　わナ、　　−，1ご　｝〔　1−　　　一　二　’・、、〜・：”こ膓厄ニノ・∀＿　　　　：＿　　・tLご，1ヒiL　・Jll旭ん　　・・L，川くりい」ぷ二f’1　−一口；周、皮敗変収杜1亡必・プ1　　ゴ　　［�h　　l　　　　　　　　　　L〈−li‘1・卜一〉一いて1：，／三nkV、「！，　11，」、一ζ／’〈　i　　−＝ユ1一化�d牧川「場ご］「勺Iv　1　　　］st（　∫兄自い�g，’�`　’1　　　てaL］！　「」中し　し’〕ア　　」沽IJ　』山ぐ］f‘11n　1｝，・．、‘いL　，己�dガ‘チ　L一　川フL了汐�`〆…　」r　P・　ド　、　ニ　ノlr］二臼EI「一一　▽，米｛り�j・．1い｜パVls、　L土r，］∵て2、n〕〔〕k、アA｜リ1�d；1｝ぽ攻変摸」呈　、’　　1、バ　1』肋〃イ」、’仁て1，　，L9］1川1�_助坑によ1），カ、ジ�`�dり」　｛［　IIり＿j’・i’；　J、1二�gごイ、　　二、ち．二れらノ）2flし　こy　　　，＿1・・　づ　　　　　　　　←　L／　L’一二」’ン1］11i］庁11』　．LJ　r・．Ct’i［il，　’1、訓／、ih‘li川　　1］r）j’t：’＋J・’L’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1（〜　　　〔IL　j　　　し5佃　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　しト　　1「�`1旧べ　【　　　　　「rド　　　ヨ（kVA、　（kV）ll！，ooりl　l3tk川　〆1　、、圭日た数（〜）　ヲ1GOL　ll、ζ・・r　　　｛〜）　　　6∩二〇1」！・1漂笥［8　　　　6りf）同期調相機と同配電盤∩　8　　1　　6003］　下［tl）10↓ぷ　数　10【口IEel，t4［（fpml60〕｛O、12昭和B・似1∴�_1、ノ1iり潤》’引て’〔川1いい？：、，　　川1�d�b1・TL，1パ、に・・t’L戸　刊川湘《い，竺・ぺ川こ　淘力二�k　iJ・　tL　t｝，一レ・1�dごガて肖r志ぷさyl�d一・　　v；：　・ll‘1川一’口　仁1ナー；IJ’ノ1川ノ1り一・い・戸1エ　ーH−〔一’｛！牛，’・蒙：計ドりT�dニリ）�dL’jV　J一�j　　　一∠凹∵」’1　こ50、000kVA短苗試験用同期発電機　　　　　　／一　ト　・��‘，1　三〇　N∩　］・1952　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〜　　　　　　　sインドデリ〜ヱ電所納20｝　000kVA同期週相機一i＿r、イi扮、「台　数・�dl　i、冷　　III〜fこ　　圧刊�j数極　　数回転数冷1∬：IJ　）L給｛lll戊」ム．起動方式吋云力絡い己　）−2　了’，il　　　［‘nE∫LIYよL凸レ�j丁11　1�`内｝i」ZO、　OOO　kVA担L相）］0、00∩kVA　（Mll）⊥1kVt；o〜8！1・ll750r上mllf鎖通L！　与二f）．i］「，rll必制通油　｝Iljr∫）」ll而汀」起動，二動佼直予自AIL．E　に］る起動〆、liし助見定絡　　　　　・、琴動卜1助、コ悔　　　　　］，50011P　　　　　7£OIPm　　　　　千1い日己）」　lj、ぱlItkLりL格　　　　　i　励1し〆　i1L　　　　95k〜V　　　　　l日1］励己F相　　　　3］、、v2吹る］1；、口「1331・V　⊃0∧∫81・t4’，〜気∬）1いJtf　J2−OV　　750tt、mlユOV　　　750【P11送変電用電機品大型変圧器　�d，・」；：　：）種，2　∵：’；fζご1心【卜二．人戊川足r「t1‘tL　t・ゴ）て，ノ∴　�`，1臼川日一こ　　ば｛1∫ノ：t．1∵’　い　し　Il‘ノ　ー「　】ll］」　一�ndk！Jiし∫二・亨入基：℃II’いゾ　　TL”｝）＞J・、lla±rい二　11−・�nで4）プ�d：　’　�d　∂　、X’CstlnghOUse　・　Fe　ni−fit　ヨ乏・「「4k、1〜　｜ノ：こ・　多　く　Lt　、1己工］Jl〕凹川」白　’L産辻摺ひ／ていLJ，�dLで�j）L　1　　’　　○’　川，〉｝　1　　パ川1，じr川肋斐’｜E’1，iJl］］　　．；川117kV　78，00〔｝IcVA及［ジ器　　　　「／　　　　　　　　　T辺品を生子，　，）’1，・L’；cルーメごr−｝1・及・」ぷ；ドての・，わノロ内に“「辻」され　a’「・�gC川ノ＼’ばい⊃∨’口ろ　Uフイン管放熱器ご使用　　−〆曲郵冷式．艮f刀フ綻1．1イ11↓�dてりろ　2　　日本発己電〔現中1・、占カノ岡山変電川伯　　IV川1」OkV　25，r）Ol｝kVA斐ノL器　　　［tぷ況　中li’・凸�d的ζ「変器てあ・・，絡戦後最dJ門f「；　ljY［　」，」山「一’＝’七施　・．変u器一わろ　Uノイン管�g据1�i用い�_山1瓜恥いヨて＋：♪片s｛1；巾加、誠功　3　　当川1か月呉1］「11i大電力吋∵�`JZiilll用　　ド｛川15りkV　2〔｝，0｛）O　kVA変［L胃r　FUI　In−f、t　Tank　IZ・」AI　’］’　　垣1り変二器∨’．ろ　　2台　《　−　1｜　｝　ノ「　1］　‘二　五’ryfL　｜　’　�`L　　　‘う↓　▲（｝　上＼　V　　　、　一　発　ノ｜　　　　　　　L　　⊃　　／）　＿　こ‘　）　、　：　「、　；i　圧｛φとL綱∴蜘kv扱・つノン・グロ抑�dて・…　，1山上一5り1・V・75kV，訓・V�d一へて’・　．tプ1把；f；によ川把�n＝　レ’2冷上II坊いUフfン管仙爪ご川唄冷ユv｝1，バ♂・肋：冷式いコll　rl」　てh�n　　同期調川J）L’用1）牝’屯盤　す7；　ち起劫方λ�d　て一，�d動II；川こ1力1日ち叉二よる起動〃人s一ご・．る・・と・起動己こ動f“v電‘房い同川」、、↑目惚斗萢∵ごhご・め「ll川」�l’f／眠とL》：，同川凋川洩し咽’i　，’，・i・　1牛パ　）・　t．i，、rコ［い、ろ　て，こ　方式　〜／L「1川、」ゲ1ヂ、系フ変L川路：同明口1日鵬しじ邑∬｝1�gにf」，’J’ノ已二・’r2洞｝1脂、1｛Lピ�j紀動レい、プに’発’1　1�_　「3　・’「」r」1、己圭‡：Ll・”1’、化　，｝・一ごこ　〔1−口・・し八　11動已り吻�j弔口川i［IJISeil｝ilそL，一辺担こイ�dじじ用1二1川1・�j已h�`吊　小　、て　　．，秤1亡「Wilf；　屠・‘�d・L　；ぺ　∫・、・・　「II・‘　川・巨ご　Il　1」r動電に・川1”り・k，　i　T　1、・’し屯「いし1ゴ、小lkに過E沽保別川Ll］’ノ　　己．トにLlゴ’1　H，！h、川」8　−・・1‘；足力人　｛；ヨニ川　　ご　YJ　」［＼　「・、川　｛・�`、L↓ゴし　、1　i川・謝川1ポ・lll曲U距じ一＿に二じ・［1川�hヨ働　　’ジ…∴ぶ1こ1・⊆∵　［叩川口、こビLゴ団限値IKI　1：　’二」　i、　z”1’，i、f，：‘己一∴川動ど・ズレ」−1函’）るもこ・レ三品る．1と∫　ノ」｝｜」　｛£tf！　‘rl�`じ三多棄2くtξぶ　パ当厄伊丹裂作所這圧大電力試験用箪椙150kV20，000kVAF・rm−fit変圧器（11）11九州電力築上発電所納3相6gkV　45，　000kVA自冷式変圧器昭和電工川崎変電所納3相147kV　7S，000kVA途油風冷式変圧器彪IS湾電力納　呈帽157．5kV　12，　650　kVA油入風冷式変圧器　　　▲．　　糞．懸轟if＼　’　　　　　　　　　　　　｝澱、‥t▲羅納入先　　　　　　　昭和23年以降変圧器製作言己鋒（10，000kVA以上）1・il「周亘数等f質鱈：　容　　　gy　l　　lll、謬謡・艀変舗・魁�g�m丁＃元馴・馴し1麹4・‘9水塁＿裏電召・探戊吊変程窟1・難語41電篇13｜数‘（〜）5060606060606050北1罐詔l／巨緯変儲3一馴1轟霧・15・，，’6・裏�g撒・已嘉i芦変f昆寮1・‘6，・藷杜伊欝作距16〕麗謹�mII・‘・o闘」C慶�m1・L−6・馴変丁�m31（kVA、　　　　　（kVA）　　　　1　（kY、78，・・…，・…6・，…／・・，…X7／叉儂25，…2・，m・・2・，・・’・！1・，・』1喫／1�c／19．；Jr12緬・，・・輌…／毒…IX°喫11え3丞　　　　　　　1・，…　　　11湾5自　　　　　　　1・，…　173三12�e11自・1，8C・1・，・・M・，・…／1⇒竺・5儂15タ1’3自電圧結線冷却拭彗旦雛1台数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘邊油凪冷夕｝鉄33　　　　　−23　　　〃　　　　〃　　　　　　24　　　冷1〃　23冷内鉄24｝f｝夕f鉄　　24冷レ‘・・，2，…川・川1・，・・…，・・Ol？鞭／／竺5i澄d・聯り・・15，皿・卿1・、�S・1・示一当9／三3自冷脚・・バ・，・�M・・，・〕・・／・，…‘昊5μf脛1澄ぷ冷〃・・卜・9，・・∩3・，・1’j・／・3・…∫・5』・・］3，00045，000147／66／105　　　　　〃人　人　・�c要1｛・：・入風冷1三�h　自冷・2，65・1・、・�N…！・，　・5・「11貿・5／�h／3三‘1由入風冷　　　　　　2。，〔。〕一一　　　　　一、5，〔，；・、5魂，。，。頑3，333・8，333一一　　　　　　　　　〃125　　25iル1シ5t］tl〃2626261436141！13・2／15°嚢耀i〃261・　　頸　自冷〃2・4�e7�h／1�i澄；由鳳冷‘〃�h゜1�hノ1膓51〃レ126備考高｜f≡，中圧中性点絶縁任下一」改浩．一　＿改造・・1・・7・…蝋・・／99・・…45・…・醸1き鍵撒・■1・‘謬墨幽ワ　　　　　　　〃・謬酬瀞・一「6　−　：　Fαm−fit　　　　　FOrln−fit・63語翼繊　　　　高［亘，段絶豫　　2　　　　Form−fit12（12）三三菱」6桓き・Vol．　26　No．　1●1952油入0型コンデンサプッシング　4・関西電力枚方変電所3相250kV　117，000kVA変　　圧器　わが国における最高竃圧，最大容1］II　＝・：変圧器であり，段絶縁および低減絶縁方式を初めて実施した記録的変圧器である・F・m−fit　Wl：造を採用したため組立1こ必要な起重機はコイル1相分を吊ち容量（約15トン）でよい乾燥方法として初めて⊂試みであろinduet三〇n　hcatingによるタンク加熱方式を採用した，　ヒれらの記録品製品にll！1する技術については，すでに本誌23巷3号く昭和21年）25谷5号（昭和26年）に詳細記遠したのでご．参照願いたい，　ここに簡単にそ乙技術的内容を辿べれぼ，絶縁方式については前逃の岡山発電所納25、00（）kVA変圧器においては高圧中圧ともに秤1三点側・・ll・’t絶縁を線路端の1レ3に低下し，改追に当つては容量櫓大に大いご役♪7二つた．その後この方式ぽ多くの改造変圧器，新製変圧器に多く採用され・容：li｛：］曾加に幽t‘亡献し現在でほ100　kV級以上○外鉄型変圧器，の標準柑造となつた・また目下建記《中め新北陸幹線超高圧25，）kV　l公電辛；（に：’］：わが国初めて○言tl期的な中性点直接接地方式が」糊され，前述寄肪変電所納3相117，00kVA変圧器ほ中†「1三点絶る豪低ドと異つて・線路端より中性点；こ至ちにし恒・：1．一・＝イ，レ内部こおVbても絶縁が低ドされてい乙段絶濠JV式であ芯．　冷却方式について己1並ルを遮べれi，・1二’，途油Jmk；Ci式においては当祠独特・：・Uフィン管を使日：，）多くのノ（容一匿変圧器にこれを孫用したが，ご相こUブイン管放熱1こ1個に対し3HP途油ホンゾ1台と〕／2　HP送風機4〜12台とを刷札たミ，いご川位娯W髄とし一C・r，i・i　’1“：に応じて所要数を直接変凪群’i’ンクに取付ける方式撒‡1：1準としている・1とた油入風冷：rVでい：一・刈．！．放坦｛器群《り側而よ電ノ」川電機品組立中の3相250kV　119，000kV．dL　Forni−fit工圧器　　　　　　（関西電力枚方変電所納）りif，IIP乙途瓜続いコ；r却する新方式を採用し〕金風の効果をあげ・自冷式のもので1寸九州電力築一L発電所納3相69kV　45，000　kVA変圧器ぼ白冷式と｝．て容量最大のものであろ、　タンク刷造について11：，外鉄型変’王粘〕こ占・く1・［．：丸型，その後8角型が標準こたつたごく最近までfi　i、・られ，さらにF・rm−fit　Talユk二実現で4角となつλ：．　F。rm−fit変圧器は変圧器メく休とタンクとをぴつたり適合するように製作組立てる劃期的なタンクの構造で，幾多の特長を有している．組立中の箪相1501cV　20，000kVA　Form−fit変圧器（］3）13　字柔ボンベこ内1弁’r備u，｜動1／j，1で一素ガス三萄夕1＞う一�c窒：ζf．i天∫ノ人　門笛’，，多lT・変　器�nfJ，てLべ1・　＿こ賠・’］‥、源づンデプに・ノ〉・e∵：r　i，1，k−・じ器1［�f♪にパ庄’し’　　／由人完1こ、†、ijlil，E’−1　−0　／1］　1，ンンブ畏1］し，久安L‘�g一脚TP　・川ゐ川へとい1して　、　保rゴpltに〆「パ・け已1るに1巧ぐごと一j・で二／．ご⊃t、・ろ負荷時電圧調整変圧器L1戸　，　　ifL’、．・｝．Cs，L／L」L　系し二電「lLP、ピニ汽ダ∫時タノ／切ほ�g　用　、て白うのと�dて，S’i荷［肖・クノr汀り梗21↓付｛£月�g〕川　てP　fンr，CP川Ak（）ln地1〈変「劉・、li向1−，66　kV系�b　�d受竃低’千�dて33kV．’　41kV　，こ∵1−1、∫，杉÷二．・o｝のkVA変LI−9、＋i台一　II↓　f11　，’：　イ＼器）　uT　rl三’，凸1巴・ノ／切授器二3M・V＞1．Ltい1　111、　V　ξ∴、，11j　て・ぱ∫時E圧1］枯を行うも・ノでらる・　配電線○竃1ヒ、∪トll草斤1として，誘与占IE調｛｛竺�g↓三対⊥ヒeれるも巳にUR型負荷｛｝｝電ヨニーJlj�`し器バ1ジ・　・3kV配電1｝」ミ用と1て350kVA，331｛V　I±10《）6／17　r《切打よ　．．∴∵4こfl　rl　r｛＼器　　11kV　100A　「；1，ih一　ぬlc取lj．二’tし一JV二れ以1，場バ　川な1］花⊥器べ］：、ノ，LVL：F，L芝」器エ巳用�nλlFf　15，00　）　kVA　　線路ユで　（土100di　〉、・i，1，］H　」4」ぴグ　　　　　　　エすL・＿tこiJ　三7：本器，．変仁，II∫↓IL崩、∫三ヒ李も2　、，til∫白こ’一・二�_「・；・山て需契1次弔にユ“r　jlll　県京匡力il、1｛501・VA　315　kV　（±100（∫転こ　　5Vo）UR川負荷吐IL，小呂rl↓ごぷf1している．誘導電圧調整器　田近製作二れ，・ロノ丁’屯1こ凶」呂llい丁｝　　・二1：　・IIl化1窟山1’場11tl人下’；1｝i　6、ノV‘｛3kV（k10臼（∫）7JO14（⊥4）2，000　｛V　XUr型負荷蒔ダノフ切換器伺変圧器kVA　1台dli｛　fll　25ノい〆：＿卜］i」W　kVA　Ur（ト・il　TII26　t［一）　三，　尺・武’ll∫ノ」　ニ　ュt＼、．　−3川［5Aへ1　3　15kV　（±1り．5｛，、030kVA　？台↓昭「U　26　f｝戊　：・う”’　1ぷ一：，二�g・、∵バ、1、に．てfJJ・e・て画蛎1蒙白傷遅、−L�c参イ1｛　【へ川1、口位｛艮動’L・　，Mレt］　　｜，何�d雲■「ごn＆金tに施1｝　　一　］i，i　rト1「けlj乞｝」｛つ一・�j〕’り3f“’rA；舌印加�d他iil二］�d」ゴ｝［），フ♪⊥1ξ雀日．中刊占にr「功11宣「にt；数陪こi3「二　hlf・し竺　］：二こ　こ”り1り　　�dて，1川」い’1に〕kV・化∵＿パ1荒　ll｝一　　’、：”t1　夕’1’・　，b込ピニぶ�j’、　自動il日剤二冠臣1イ系1往」、　L，と：に・、1じ、�`ノ・・、，1、・タ1掴llF‘．旦；．て前，1己3「）OkVAlポ戸己　口∫き器にコ　u、一，�d膓トηDパーr阯用じて密iji，1，！，．・　，　・リ力膓ノ，／リー　　r口　て〜トノじ呼1し1乏　　t　リレ1、、　　　　　一一パー：　Ll：　at�_t［［ピ〔t’1；L−　∵L∴抗∵1｝（　・1戸／7f／　Ol直こ已�j1（」一二II］”｝に　っ’予しシニぞ化＿［tらここ、∵ご1　・ノRC刑’Ll川∫δし，300　kVA誘導lE庁，」，」草器そ．他1こJII付1りて’いる・配電用変圧器　絡瓶曳当ii　川バ1＿仁九　てト「al・1’口1］1足　芯県L｛｝マ旧設　脱1．　・タノ1，∵こ鴛’二｛1二」　　　弓1‘ポ反畏ワ冗；・、∋」ダ：グご・斥円1，　　・しパrl田・11肋∫」」］胆ヒもつ！�_乎）叱柱1変ll．器　　［“ばし！一・　最己L汀Ill］，自然」｛・1加に〕ろ烈｛活」い失�d｜付’Jil，’5’・刊・午ト，噌1−［VLj　花‘乏�j，k退　　fi；k・　，門H“三ンーt），配せ〜匡「【三、T　6kV丁・、�d，低　　1　i：13　｛式�j�g　・」戊：施　・江昌よ二、：　’−L−　一　・till，一、　一‘［rL、　て，｛〕〜lkVTIU辱「］変h：；�g　lv　if　Fぴ’U　、川］ii芝一；、v　低川叫ユf・し一父文絹担　て川1、い1巳心辿合一　　　t　l己気、ビ」諸「｝‘川｛一飛「，］、ド向i　・）　1　FI、dJi　ll・・］ヅ、軽は）一’・ft、一旦うと共に，つ　！・L二、1「�d，にL．（　　川隙にい：1，，b　：；iv，iL　；　ltこ排1ボ，線1心桔」⊥，七口�jノ、　、｜JtlJ　”・，Jl：1，二；，1、パIL；絡時宙互ゾ曾たt・1二｝・，、⊥］flll使「ij，1F」撃，，・h｝1い汲一社�dて1安’�`UR型負荷時タノフ切換藩11kV　100、　17段切換｝計�kぴ一←mu−agbe事　　一”・・。trdifisu’ama−・−　　tl　　　　しゆア　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さ》二∴ごご三　i）　　　　　　　　　　　　　　s日産1ヒ学納700kVA誘藁£圧調整器工　　L］IL　・〜tDI　　！h　　No　　】　・］q52　　15klv’t、　酉日電用変圧≡器Eとのrr’j、、麦・ノ；1い一一てs25kVA配暫用変圧器　困タトσIJ，・要グ�a：・日四各宣力こ・rい」’こよ　，　［1、lfil25傭湾肋ご・tl・1・口’1凸∵、／，8∩・｝台・三、＿ヤ　　ヌ　　　プ　　　　　ト　　　　　　　　　　テー　・　　l　　　　　lバピ〆　ご　、ノ，tl共，朝［・i／　．、千☆川　川　，�n　、　静電蓄竃器　ITL近浄∫儒1　t；」　「に俘・，　b！　lt巨ノ叩・別りr・］「，・1　・繭宙書電器L一娼1．・JJ・明にf・．・　一・、・L−，・！川・二い・ひ・これ二応L；と「、ぽ�glJJ’川」11dl・、允）−ij　1川二　i，r，二i口LL‘BI・V設凸1．L川口丁’�jLン．にけ」　il」・　，　L　｛1．剖｜」川‘ll，’・　’SO．100，15（），．tl・O，210，：）O・・，洲，　kVA各仰を笏パジI」川ニー・蝋　1�g如二1」て　、　て、他廿こ同il・に引ひ円　、；II、1　1・ぺ、　〕　，仰日�d口川、用蓄電器「発電�g午・1　日・し・L　　Bk、一、1：kV　llkV：＄f・f，・・　b一ア＿・　’一　．　i　Ffi、1’・、5パ』川L−i�j！のオー1ハんフノL：1・−LIJirr　Ji’！IL　r）一一便ni　・d　k」地¢こ・た�j1−Lく仁・，）1　へ一・1・　h，f�d　　．f画・∫撃…�d賊〕ミ・ド1！�j」三、○］j≠’∴、r，授ド通　ζ了川ト用ト」ノ「・・8F・U−　tL　！］つ　　二・1　−、　1［　，・ll人レ儲、∴f・　，♪’ノ　まア：・当イξにナ　へ。ギ”、小1　ノ�_Ltv　川1�j1ム允1−U・　　　　　　　　　オい・r冒・・［大iL力1八∫・：こ・1いIIlghP）v、d　Lb）r、LtylL　”　　　蕊　4　　　舗w　　裳lw71メノjJtj　ttl「、ん�dwt韓｛｛まリベ遁湊、念＾ぶ響EV型3kVテアイハーン避看器特別高圧用蓄雷器川川2？kV，　360　kVへ　：fit日　60　＼kV投」−1バ・　Xlラ　トljiJfJJ　　　　しkVA同刈発’ノL川寸1てノL�`11一二j8s▲・v了f三．バン”，　分工用結が　　ヲド｜）、　一　，L�n　　　一、コ　「、　nj　1｜（1，00�MA　�e∫・］り＼電いJ　・・’tVO　ki、T〔［「・‥Atl　’1　t　1，t「1］∴苦じ；，∴〜も�g　　　　　　　，　　1−ft「　lj　　　1，1　　　　　｛　）　　　f上　’1　1　　‘‖　、　　　　　’　rFL　／1］　リ　〜フ’　ク　　ト�j・fζ’t　D　　∵1　’　‘’．lu］　P　避　雷　器　艮近・t’　：　　：　へLlill　i”iil，　Iir　tじ1一よ1，川］｝∫�hD1進ル　、レ　　，　・lit」りパ　ロご力1｛　．�`b　．〈／，フ・ilir，　・ブ／」．、口　　IL・「に川　一’　�_　二已ピ三ヒ：ざ　て　，　TIIい∴プ白h孜Z発’i　旦た用いて各川堅［川し∴1�j�l1いごEIIII3．1：　卜分Uい’し．1’［能　llH）t　二乞　ノ　　’　　　　　　・一　　一　　｛fl25　ti　2　｝」　’、　　3J」に　・　て　　TT日　�g．y［h　こい　≒へ1「1」ぺ、べ’ノ　100川川4i　・2川VII「f　1川61｝lv　t（s　　　lt）コ　　　　1」s・ごL・’；Ell　O　〔｝38／ノF　　一　　　　づ　　　　　ザコ　　　　　　　　　　き　　　の　　＿　　　　りノ　Vく1111［1＿ヂi　i’tトf［｝�nノノニ　　i、　、＿」　，∫　r　　　　　　　　LL　「　　着ノCイiL（＿＿iJill∫〈「サ（　　　オ）Il’IT　r］1T、T］cくES，，」じ’て、LllkV，10，000’・、1ユ　　　　　　・　　　　　」1J　81）85k、−　ilt　　llkV1000‘）kV，、　　ノニ　1「工1「lfilVr（　　2汀一列、．続�dて使　　・∫　v2、’」んliじ二　qOO　ki；，’稔合　　・”丁舌1「II八「「朋　i仁　　；］：III果泓足な仁元”−1　・∵1」二�g�i’畏⊥ムしてEV型テアイオン避雷苫　　　　　　　　、　’＿、l　　jl己扱’「SL，　「i川11昂Ev’i‘jアブ�d　　�dtt「｝］�j1］i］1臼ll［バ＼1」tl，‘＿n∫吉tて　“U三liU1カ、1　11　「itL；「1　「，　H−f　！ノ≧v　　　ぐくk・，E，　　二れ1　ノノイハ）　，1　］j・」〔、［　　　，プ「1　J“□川if　；よf40kVオートハルフ避智器U�_15l！”’me‘ξ　N・／呼鵡i婁ゴ》�n灘嚢避雷器動作表示装置り瓶う、に低いう・ら接⊥也抵抗の高い配電系統1こ使用しても保護功果ぶ大で1｛う！�j吸湿しても差支たブ：1〈，沿弧宝品分み取換点検二容易たろf苗造と川佼つて年三共に需要竺増し，ま見在多量li二産方：式によつて杭一亡）’：，性垣のものご作つていち・衝撃電圧電流記録器　現場向衝撃電正記涼詰と1ノて1二：｛Wcクソ臼：ノグラソを製作販売してきたが咋年，新に避雷器等つ放電電流を記録測定するものとして，電極向の紙に穴パあくことを応用したデンソメータ式術撃電流記蜘！｛IJ定装置三，サイラ1・ロン継電掃を用いて避雷器動作川援又を計る避宙器動作表示装置を開発じジ．二．遮断器　変圧器の日覚しい発匡蠕；ともに遮断器こその製造設備試験1；！と備亡拡充し，幻万記録的製、｝11を彗：んだ．　伊丹製作所に大電力遮断試験設備完成一　遮断器ならびに各種電力磯器：ア：性W旨躍逸バ要望これている折柄，戦時fP一時製f！l中止さ，iしてい∴わが口苗大の電力遮断試験設備ぷ26年1（）月f川【1器作所に完！・駕した．本設備ぽ3相凸極回転界磁型13．2kV　60〜600　rpni50，∩00kVA短絡用交流発了巳機口P柱とし，起動用3，500　HP誘導同期r［［動授と，　し1・圧用し：）150kV　25，0りO　kVAForrn−fit変圧器2命　600　kWイグナ・fい・ン整流器励磁装置，塞気吹付遮断器等からなり，当祠：の最新式機器を綱羅1ていろ，発’1苞機はすでに辿べたと‡了堂短絡試験用とiて特殊設計され，次過渡リアククンス6．196，回転了・蓄勢愉効果420，000　kg／cmlで短絡容量大電力遮断試験所における　　　［0，　000　lcVA短絡試験用発電機の舅姿16t16．］1．4∩OMVAであろ．と’（に垣絡匡手の出力低．ドをイグナイト・ン整流、得で速応1劃力磁‥て防ぐ方式が保用されていろ　抵抗二�k相口に［，，92f）限流線輪ほ105％あつて短絡霊流を加II・tし，1陛用7）変圧器もとくに短格喝として低リアクタンスに製作してあろ．今後この試験没備により遮断器，電力ヒューズ：1’遮断試験および避雷器の続流竜流試険，変圧器の短絡試験，そ1：）他各種電力機器の試験を行うことができるので，tれら機器の性能改善向⊥に大いに貢献’言〜るであろう．　161　kV鉄槽型再閉路油入遽断器　台湾電力向として，当帽ぷη：り超高速度再閉路遮析器が完遼され一：一ト地］：Gj，：）ためj：くに鉄博型』ミ要求されだもので：どの仕様ばつぎ・⊃とおりである．型　　　　名定　格　電　．tr，定格遮断容量定格電流遮　断　時　問再投人時1｛11140−G・250H161kV2，50〕MVA800A5〜LO　N，　本遮断器けと1に川］発され�`161kV用hlj　N？tr，；電器型套管をつけている，これll’｛翻ミのコン・パウンド入に比して電気的，機械的特性lk］kに1憂秀である．沿弧室は1高速度遮断の日的J）ため3〜遮断器用デアイオン’グリッドをつけ六重遮断としている．このためf｝：様D5〜よりぽ短い遮断時間である．再閉路機構：ま圧辛宿塞気操作で1HPJ）単独式圧縮塞象〔発ノヒ装置を有していろ・最小再閉路時間ほ約2n〜であご〜．　他に本遮；析器にli：｛美によリボテンシVル・デヴァイスを付してい5．四名PB−1，定格負担ぱシOVAであろ．　28ア．5kV碍子型高速度遮断器　わが国最初の超、日∫］三275kV新北陸幹線に使用される碍子型遮断器うミこの7こび完成した．本適ヒ斤器に要求された仕様，定格ゐ・ヒたもの亡あリニれ巴次Dとおりである・140−G−250H油入遮新器三菱｝E機・Vol．　26　No．　1・1952定格電曜電流定：絡辻断宕量全遮断時川充『）Ill・i］，：〈フ｛己S巴．i目i　t；・9動　作　　責　：務剛芋］路惜無電日≡時琵｛｜287，5kV　8f［OA5，�J00MVA3〜再点弧1回し）「ド0−（0．25〔｛」・）−CO12〜20〜　　軍相再閉路方式（3相再閉路方式も可能）　本遮断器は161kVA　V，C」3．遮断器の遮断試験結果により，得られた幾多の経験を基礎として綿密な設計改良がなされている．Hド大電力遮断試験設備，衝撃電圧発生装置を用いて各種試験を施行中である．　V・CB・碍子型遮断器短絡電流遮断現地試験で優秀　　な成績をあげた　V．C・B碍子型遮断器の充電電流遮断にて再点弧回数が1回以ドという優秀た成績であることぽ，各地で行われた数川こ�d現場試1験が証明して、oろが，25年11月1日日発姫路変電所で各硅の遮断器と共にわが国最初の短絡遮断試験が現場で行われ，当赦161kV　2，σ｝O　MVAV・C・B・碍子型遮断器は，優秀な成績を牧めた．すなわちアーク時間は電流の大小を問わす非常に短く，ほぼ1・5〜程度でほとんど一定で，他力型沿弧方式の特長をHJ確に示し，点赦結果接触子の損傷ならびに油の劣化はほとんど記められなかつた・　C型圧縮室気吹付遮断器　配電網の増大，複雑化に｛’｛ミい，遮断容量の大きいものが要求されるようになつたが，それに答えて電圧23kV、電流1，200　A，遮断容lll：1，500　MVAの圧縮室気吹付交流遮断器が当杜で完成した・本器は従来の油入遮断器に比し，遮断部こ‘構辻う輔単であり，汕を使用しないため，保守点検が容易で，火災の危瞼性がない．沿弧方式江アーク軸に対して直角方向に吹付を行う毫，ので，容気沿費量が少く，遮断電流の大きい場合は非常に効果的である・操作気圧ぽ10kg／Cm　：’を標準とし，ア電力用遺機品鉄箱に牧められた20−C−150型圧縮空氣吹付遮新器　　　　　　　　　　xscPt・…一・v　／tt161　kVε00AVL型断路器一ク時間le　o・5〜程度で非常に短く＄接触子の磨‡願傷が少いため重要配電1【II路，大容量『に主，；実備等に適当であり，とくに開閉頻繁た用途に最適と認められた．鉄箱に才ゾさめられたC型圧縮牢気吹付遮断器であち．断路　　器　新らしく垂直切りのVL型断路が問発され，国内用のみならす15kV　345kV　69　kV　161　kV　の各定格のものがインドを主とLて大量に楡出された．　特長としてぱつぎのとおりてあろ．　1．漣続および短時間の通電容量が大ぎく，したがつ　　て温度上兄度が低い　　成出発電所納超高圧287，5kV碍子型遮断器　＼〜V∀　　　＿ン〜・．∴へ∴∴ニジ写、・＿・hH＿一　〆＿一＿ぷ、〜’。　＿　。、、．＿＿＿、∨．161kVV．CB　の短絡遽断実地A験オシログラムL17）17暖ぜ囁ぜ’”�aWF“‘亡wごvtW±tt・　：．PC−25型碍子型変流器PV−14型碍子型計器用変圧器2．操作が非常に軽く，かつ安定していろ3．　匁孫各’護訪充によるショ・ソクごたは地1工7亭1こ］：・つ’（ゾ　レード；国くことiまない4．　氷結や塵埃，異物享によつて接触1妨’られ）i一い計器用変成器1．　　　言寸4器f≠用変1i三｝器　計器用変圧器口：タンク型と碍子1製の2［・nご製作�dているが最近は70kV以一Lのものil、ほとん｝一時∫型となつた．碍子型ぽ縦続接続を採用していニジゴ罰；：T汕量，容積は著るしく小さいにもカ・かわらす，特UlばJEC力1．0級に合格する程度の優秀であ；），r加」撃特性uすぐれている．とれらの特長がみとめら｝Lて6�JkV．70　kV100kV，140　kV級を製作しているli’　’t’iliでも1・10　kV級の需要がもつとも多くなつている・　また70kV級以ドけタンク型も若十裂作さ牙t，とくに3相接地用3次呑線付、つも，D］’．；べて勺ンク川5脚鉄心を使用している．そ坤也Tit“；lil電力計用”’）変∫・Jl　l｝細13川PT　1個と単相のCT　2個を共通・ノタンクにぺれ∵：便利なもので70kV級以ドで多数畏作し∵c　：　‘2．　計器用変流器　計器用変流器は30kV級以Lばすべて碍∫型ご打『1し3〕kV級PC−3型約4’）台をインド1，1］：−i’　］”｜・てメ∪作した．さらに最近関酉電力］1〒北陸｛｝粛こ超・：’1五途宝用として，成出発電所および枚方変電jiJi’向にPU−25型碍了・型変流器を完成した．本器は奮湶型としてほ1：し録泊○ものであり，碍管もわが国最た級のも」で，こ♪ヒ部に碍子型遮断器の遮断機�`ヤそのまを取付け∵パし1『＼！�_に1、つている．　pc−25型変流器｛i：様　　最高回洛電1］三　　287．5kV　　l、IJ皮数　｛．］0　iv1次電流定格負担（18）800−400A　　2次’吐�d流　5A40VA　誤差1．0級v定格電溺［の501〕D‘iにおいて十1．0％　　　　　　　　　　　　TD−3型可逆直流変流器国鉄蹟電線選択遮断装置用　　過電｛、aLiE数　∫0〜75　　．　　−n）1芝1．」！三500kV　l．　規在迄パ作1てい：ぷ「〉’kV級’二．1，∴’であろ．心　コ　　’白ミ　t，，1こ　甲き．　　11L　〈1し　k　れL　fTI’t、鰍、騰�a．　　　2Nok泌蕊髭謹直・元変流器40，000／5A．　　　ジ［ltE　　・10ii《，「　　　；　　し／GO　kv：　．　6‘、，　丁．）、　1∩ハ今　11り，　二50爪流’変iし。試ll「1流ノ1充�gに北・｝交∵こ材け費1耐，構造：．・向�b�`2作；二：∵昌占でご�dジ1弓ミら’1，出力定格を大言くとぞ、＼二・ジ幽三，直∴1⊆↓1陀1：完：こIT一絶橡iて保守1ジ　∴，て奏：こでrこ1ZどL「1；点1：�d�n・　以1∵’亨いr∫i（TD川）’・’○　∴こ2ド了（1通℃ゴ：万向性二行：、て∵・）二∴・，ナ1∵”2次’Fl）’　Z：1次電流の方向に！‘］田｛に‥ノ：トに対：ノn：ジ『で：：｝二・・　したこ：・一・て電流ゲrr；］に対�dて虎示II必以’：1＞3ツ合や，糸｝’；固ζ，：使口す」三際に▽ニゲ向性1こ必要でづろ・つで・」fi：lll：’：．r）日的1．：　llE、つたTD−−3川11∫逆直流乏流器》d∫司に出していろ・保護継電器　杜近異W�dて・、�f各継電�gに：一｛i巨々つ改艮’川ぽられ○る‥二、行製品も次々｝：完伐1．た・ここ）⊥なるもこ）ぽ三欠・　ハ．・　　　1v一“　．〕．；　“�d　r　’　　　�d、．）’つ・　IIZ型高速度インヒータンス継電器　3川1川間’．路ご三プ：：�e2羽．．地、、、一対．，て送電線’trl高速度にlli�jごい吟ために伎用llれ・：パ、一〉でご一’・Zド勾1〜内口：高速巳で毒811’，’．　二三六系統につ、〕肩づべ�dご了�dこ・一”Lt，、．、　：：F、」万ト；こ�d確∫’．こ拓、C動作を行う棺造�_3川，；　・t　；・ビーダンス測1ヒ以素，万向云ぷぷ」∵1：〔艮時．「：口．：二・」10た1∫13ゴロ皆．」ばll、．動作時�blll’1汀ヒ（もつ’　SL、、，　．　CW．−lt型高感度比率差動継電器　発電f：、∵肋川、］・：．1三旭ズ陽二諦〒次拡ぺて川勘．．1｝ご：二）他二�g障に発［．2する．いパは｛己で；ミ中’i’II点長地揺抗の値士妓ノ（赦」山電流が1｛）0　A：こは）うようた値に制1；艮するご、ズ：桔準、二．．ている：iパ惚1い戸引；；三接塩吹肪：1　．tltするf仁引［三川　ノご11呂ため1こに］il’t・i：：二高感度で，かめ確戊ミ、、�a1江保．．］〜i’1；ぱ：：が要求二られ○、，CW−R・IL：：こ21に最汕で，’誼”了’る｝線，w）90．o．．diこで1，　：保護すること�nでご三．じ�_1�jトパ故，1二よるレ、」力作∴＞」恐1し；ilな；とくに要求亡引しる”，5・C）にに：95％に保パ咀ヨこZ“J曾大させること∵目∫能でLILる・三菱，己　・Vい1．26　N（・．［・］952CW−R型葛感度上ヒ率差動継電器簿婆　　HA−G型高蓮度比率差動継電器　　HA−G川継電器ド発電桟保．�cηlSr　：J速1良」L蛮’1重脚　電器で相間短路一対す73fPl｜1−］市桿i！］」此牢，1動宴素／　按地故陣に支十る1個ソト1川�hlll」JL牢イ動要素い「ユー　び一箱に納め7一もゐてあち　い已い「．・λL」い　5，10　20％四蛭副綱・7’・＞Sfrし・動1パ四・卜！lJ1・v；・j！i、であろ　し7‘tv”て系枠写・L度’−r，lj　1こご♪う汽パジ　中容昔以仁：τ発電機・調十目蛯’田三’、とひ荷Fり、虫度1L率：！　動継電器が適用されち：　・：し’，亘速減磁方式�d例mこれ　ぞ］弓合には機器こ損傷二極少，二ニーλ∵’・二こ　て　ろ，　た才’3相の知路力］ぷ接地故1∫・「に対］．て．だ1川　継電器で保r護を行うか吋1逐r印取fJ　rrll砧�d大・、二刮約二ちとこがでtrる　HA−T型高速度比率差動継電器　IIA−T型纏電器に変ノll｝｝；保1と∬Lう1；］速皮1ヒ亨ざ動継電器で相間知路に対すら3f周L　一’1’御桿llll比オ．；動安素と励磁突人電流による；励fG　P7，1｜狙日’戸ら仲ぽ，］ている　動｛憾a；lt−5’｝％に，月｛客して・・1・一匿・剖1！・：素・、前向にけ電流，」3整タノブ1こ父リジ］1て“　7」．けつつて劉喘の2次竃流調整用ヨて一ナ、7‡に似肥・、Σ・港禰償変流器け不嬰である・たご励撤突ぺ五流〕・允入1ている際に発生けこ内o；日処、に対・てこ支ド1・i・、功f仁，�c、にレ∴　てCL動イ1速痩に一1・均　1〜内〜トニr　’J・iL「ン　’一一．，�c　HA−G型高速度比率差動継電器　こ　継電器；よHA−G「1り同速度」L弓て’）動糸IL電�g・収地保逸用午緬桿型北率イ」・腰素コji」辿　一CW−R兜両感度比巫f動弊素に取仕　、L’∵F発7Lピ，、］d川牡二1中性f�d抵抗ノ1s最ノ」麦地電・礼1∫OA和「膓にア？〕三／bt値に定めらit］て．A　t，IJ；合に」U用、・一、−y；J　EP型坑“’用接地検出継電器　坑内用低圧川路に按地故il　l・＼起・召二tiJ，J　A　l−、で已るたけ軽微なうち1こごれごtべ出Lて・IU・r仁目策二・、ノパ1に一｝期の典に⇔てイ・∫と一嬬・川把・ご馴’、1とたる　EP川継電器にL述・・’n1的にμ用プ　ミLで，22りVb・1路1・））・JL−，て1・000〜1・｝，0／0Ω∫氾・怪1殻］，、地故陽をも］了出してFM：’発つるとこ、・一　・：ふ・・：，保認回路の∫川い11にとパIHI占器二直Lで」・、J・・．　・L’れ，最ノ＼接地電1充♂値うx10　mA『P度以F、ニ　　ー−L　定めて二、る　1こう吟てこ不艘同二地逗βL∵爆発・危ぬピ、くまた感電ブ危瞼ミたい」・引111路t自動川1二ご断；一ぞ芝嬰も7」　”烈1およ悟灯・こよtて返宜拠L已ことう’でごる　なおご・二組電：！l；，、li∫搬式耐し「∪し］ζ∴iirlこ］i、）」Fl｝　「こ薩r）〒匡匿：一疎訟HA−G高速度比宰　差動継電盤IIZ型葛速度インヒータンス継雷器拍め∵・�d　EP印1川E�g　りこ坑二・，：限ノ寸1・溌性ガペ’発十丁ろ化了1場一巳他にこ刊用L−’　L＿るものであイ）〉　SC−N型逆柘電流継電器　話・♀電動擾の1川［k斤ぴ，欄1〕垣路ごっち・、位相必：云ielパ’ド・�nワu〕合�n　　た�`・ことlil？「1嘱P二切らll⊃一ことか必吸し�nち　SC−N’〔」紺電器∴ご・へ・友，kノ：7わに．L迅，　占罫・�j人《已・フノ1二・1辿川分ぽイィL・廿才ばご∵ヰlJ用｛．7いて：・〉’　“だ）三也刊1電，三胤占パ，「1二抽；‖£動作9iJ・S（酬μ・電器しコ、［lrr己一・．い．r・，電川・］益バ1川間な一ロバ川ノ山’こU�dて砕口・働つ一るもので、川1＿）　D−4型直流電，流継電器D一川‡胞｝｛・Ll　1−ll’山rl聡」定、1、f・∪・，−1　f妙7sコLrΣ〆しば！�dこ対　て1〈i　．［　j・・1二∨，い1刀乙永久｛，∫nこよ�nト1り川1叩動1日llfl　1・耐�d川つ三1乏一・い・・別い」1↑ノ・、ll継電1掃∵ヴ・’∴そ・�b1∫動払�d1�dを付｜［＜二・�d�d、�_、ll−一．？、￥’s／0・IA　12　mA融電丁に喫ゾ・一一・一，酷た晦｝「．f　N’”イコてト1，｛L口出　て・ゴuフ（　“、　、、，一　一・D−2／IIJ祁え器二　Mc−M型断続階電器　丁一U2・”輻∵’て保t！｝電二・置　何」1　．］III就・L二　川い」弓9ド〕’　L［1　’（�dξ一奈」、）、・”…r、’），ニィLご　がに治・プ丁1樋“∵∴ニパ�_ぼM（−M・紺眺　∵ITi；，・’・・JLf1　，・一て・、1・：川ニノ＼1　〜　　s　　　、　　　　ド　L　v綱�gli｝1続｛ll院∴ノ川にfノ　佃l　L−C、tl｝’∵　　1・♪た旧次�kカコ∫L∴　�d　　・二　糺、．・茄1；三臼れ川攻一」分6011・lf？ii．　一お1；　｝　て、・L・1で足近胎　山ζ」乏�j．（・r弔パド品こL−t二　！・踏を辿ごノこ∨・〉：�_ご　仙に　プ、苧・ン�_、・二1∩0°‘1・保」�i’）’・　PJ−1　E，，・一；・1∵、rl・’・L：：r字80°い：1｛）0“e　’一”frl）！州、・，れジニ・に：P　1−一　Lt　’1　’r　F　1・　．ny　J　i’L∴．　L・　・　7　h　l　RBは川1槻�`ぽ　1・レ変，∴�d父t’川．品いnl《・w−22刷鳳訂・い・1才、r・訓ぶ、：1，　’1，哩イ…、費も　　　’　　ノ1‘JこFlh−｛　　・、　一　、・ぱ9）19KSD−2型指示電力’計計器宇埋込角型計器KSM−2型直流電流計　従来配電盤用計器としてに丸型計器を用いてきたが，最近は角型計器を標準とした．’角型計器に配電誓綻に取りっけて調和がよく，計器取t・r］：要すちスペースが小さくてすむ・　KSI−　2型4象限力率計　力率計｝ま普通進み力率50％から，遅れ力率50％吉での範囲の力率を指示してLA　7w．最近任意の位相角をよみうる4象限力≡率讃一が嬰求され，，KSI−2型4象‖艮力率計を製作した・これは誘導型同期り・L器とrまぼ同じ構造で，外部界磁線輸と内部界磁線輪と，そ○中の日∫劫疎片と9r．らなつている．外部界磁陥‖輸に1超相の電流を流して回転磁界を作り，内部界磁線愉ぱ1↑［1匂慮圧に比例する電流を流して同心磁界1と作る□1「動鉄片：T．・軸は内部界磁線輸と一致している．外音膠磁紬・加作る磁∪ミと・内部界磁線輪の作る磁束釧］1差角の小さくなる方向1　1’：　・可動鉄片が移動するので，可功鉄月’軸につけた指針が力率を指示する．　Ksx−　2型回転子温度計　直流励磁をする回伝子をもつ交流機の，回転子温度を測定するにけ，従粛まホイースb一ン電桔回路を凧・・零位法によ1〕，一辺の抵抗を摺動して平衡をとり，〉．」移動量をよんでいたが，測じのアこU1に抵抗；こ摺動する不便があった．KSX−2型回転子1温度計ぽこ1欠点となくして，連続指示できるようにしたものである・　その構造｝ま永久磁イ佼叉墨艮�j証ヒ率計型で，一方乙肩∫動線輪には回転子電流に比例する意．Lを流1”，他一∫動線蘭ににスリ　ー戸リング問こ）電圧，すたわ宅回転『］・端子間電圧に北例する電流習オζす…ξ叉紅氾じ率計ビー両可動線輪のJ’ヒを指示するジニ，指針い川｝云芦じ、：こ回］云子電流の比すなわ訓亘転丁抵抗を指：Jける・交叉線栂ヒ率計型であるから，回転子電流vつ大ei一さが変化しても・指示1ま変らな’い・　AD型車雨用速度計　　国鉄では全面的に電気式車1而速度計をと1）っけ二計画　をしていろ．当肺では昭和23年8月以来己鉄に数回速度計を納入した．AD型速度計ほ最近標準として完成し　7こも○で，そ○定将1エ700　rpmでA．C．12　V，　A　C．　7．5mAである・20（20）誘蓮型回転計発電機誘導型回転計発電機　水車発電機軸にとi〕っける回私汁発電機ば，従来歯車はベルトで駆動していたが，いすれも発電機軸のふれのため破損しやすかつナこ．誘導型回転計・発電機ぽこの欠点をなくしたも．ノでちる・　これご，等聞隔に南をもつた軟鉄の回転y・を直結し，この回法子の日う沈（幻i藪イLノ作る室隙＿磁県を通るようになつている．永久磁ZIにはコイルがまいてある．回転子・．一．楠がちよう．ビ｛；籔石の塞隙を通るときは，磁路の磁束が塘し，永久磁石にまV・た・・イノレを通る磁束が塘す・回転子ら歯う�_、行二竣≦隙をけ”るれるときぽ，磁路の磁束ぽ減り，コイルにはほとんじ磁東が1匡1らない・したがつて回転子、．匡憶と主もに・・fルを通る磁束が］｝轍し，コイルに回宏数に比例；，た交流電圧を誘起する・この電圧を興流型訂器でよめば軸の回転数をよみうる・水車発電機軸．’ミ少1一振れても，回転子軸と同転計発乍宣機は直接機械的に接触�dていf！：　！、　・ので何撃による故障が／よい・交流計算盤　途電系統蓮仁⊥の謝llj題，新凡電線の培設の計iaj，複雑な｝宣電系統ご迎繋問題等を敏速に計算解決できる，わが国最初の交流計算盤を当・1日：が丁業技術庁・巳気試験所田無分室に約入し，10月第1期工事が完成した発電機単位9個ゾ：・ものであるが，第2期’工事完成の暁には発電機車位ユ8個とた1；，世界で2位，3位を競う大規模のもしじなろ．交流計算盤：ま冠力系�b○一種の縮少模埠！で，接続1・Lに発屯機幽、位，線路単位，負荷単位等を模擬すべ　系統と等価的に組ヒげ研究するもので，10）VlA50ぴ〜を法準の電圧電流としている．計測机からは如何なる嚇斤へも計測用電子管増幅器を用いた1巳．EE，電流電力計器ある’、・はベクトル指示の電圧電流計器を接続計測※蹴郷念難灘骸．’”t『交流計算盤（工業技術庁納）　　　≡菱竜機・Vo1．26　No．1・1952劣化槍出器できる．三菱交流計算盤の設置ほ，わが国電力系統の合理的な運営，計画に飛躍的発展をもたらすものとして，各方面の多大の期待を受けてV・る．　劣化検出器　試作以来，各地の実測に参加して優秀な特性が認められていた劣化検出器（可搬式誘電体力奉プリヅジ）が，東京電力その他のご注文によb新たに製品化され，従来の開発品よりは小型となつたため蓮搬に便利となつた．　本器は電気機械の絶縁の良否を現場測定するために，絶縁物のtan　Sを求めるもので，逆シェリング・ブリッジの原理にもとすいている．　電源は100Vから昇圧し最高測定電圧10　kVまで変化でき・1kV程度から測定可能である．　tanδは最大31．1％まで求めるととができ，広い領域たわたつて高い精度を持つて〜・る・電力変換機器　回転変流機　電力変換装置としては水銀整流器あるいぼイグナイトロンが，回転変流機に替りつつある状態にあるが，最近なお多くの回転変流機の製作，修理を続け昭和23年以降には電鉄用1，COO　kW以上のもの15台．500　kW以下のもの16台を新装，修理は約70台となつている．化学用としては4りOkW　2台，1，500　kW　3台，4，640kW　38台で修理は約30台である．　以上のうち新製機，修理機の特殊なものを逸べる．　1・国鉄横浜変電所納入2，000kW　4組　定格2×1・000kW　2×750　V，1，333A，750　rpm閉鎮他力通風型　ヒれはアメリカWestinghouse製であるが，つぎの：ltうな大修理を実施し新製機と同様にした．　開放型自己通風式を図のように閉鎖他力通風方式にした．とれは2，000kW　1セッ晦に機械を被い電動逡風機で強制通風を行う．通風路は継鉄の集電環側に設けたエンドベルで下方より風を入れ，その風は整流子方向と集電蹟方向に分れ，機械を冷却した後地下室より途風機で引出される．したがつて刷子の滑耗による炭素粉は機械本体に入るごとがなV・．機械全体が覆われてV、るので防昔，防塵の目的が十分達せられる．　っぎに従来の方式ぱ113電圧クップで起動し，同期速度に達して後全電圧に切換えを行うのであつたが，今回の方式では切換えの必要なく，リアクタを短絡するのみでょい．リアクタにょる全電圧起動方式にした．閉鏡型他力温鳳型回転変流器電力用霧饅品（21）21　　日産イヒ学富山工場納　4・6ao　kW回磁；織■　その他絶縁物日主∴b元1r畏’，刷f・・li’1硫側’ぐ仇側｝1・杢寸ξr卜取昼ニフ．　2　日イ（化・川rq目巾丁」り納　10kW投　�`L枯4｛kW　160／118，9〕ノ69V　2，5∩OA　9（いPm　出力　人　、な一　�g一　二∴ll輻IU川　八・・ここバ↑＼機↓川色でご○　「三赴、力⊃都合’r二・　使用電旨コ1巳川かあり’両1｝個1日にわ　つゴ11尚最低・’品h」しL2　1以1でらる　全範囲　扁坐⊥L）・と　］v二広・1り　辻ね二な−フ＿Ik，でiち　一）れてい：戊・‥二れ以ト・品たLこいパLば，　1．極1み東∴試・り∵二lt　一’一て疋ノし畦＿氏少1］・万・L　”1上転になる．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　べ　｛＼椎日L己「・〕’うに1ユ£∫臼巳川で151｝％」ソー・に1’‘7ハ：∴�_ド．∵一、−1杜玖心，⊇l！殊β111’”　｝ト，山Ld・一芝　3’して々，∪ジこ　‘一，　一ご｛川L最低　G）x一にい・ろイ・負f、IJ，til、i［ム5うOA；　。・　S　I　」、　，1　L　i」r　Jし　　∴　3　［1寸化、’冒川「一り伯　1，610kWビ　〜じ格461「）kXV　5メrV4qoV　8，000iX‘1（Orpm　21似　出力一占一一’．li川・、。：持斐　弓↓　化］ピlmご・7’隅源こア已．・・ieム・i：・｛1［｛1’1ゴ」∩　い　　｛；い乙川「「‥AIEE　IV“h，こ，ll　L　JEC　！｛，も10°C低くし∵起動〕変・｝・器1次側でY、　一川替えによる自已起lt　JJ　h式f’也動kVA　約13・％・’ニ）．　）1，起曇胴転フ応粉であ♪ひい　た一・山動二苓易｝こすr，パ、に油圧に］，る］由りLL装置∫’刊司　ている・往来ご已うな大容冨幾で自己起動ゐこ�j　例ハないハ・〜てある　鉄製イグナイトロン整流器筑Uノナイlaノ刷跳1暢刷【塾撒で当祠り1川己和・弧し八使「］い□繍1∵・る茸暢i，b；型タン久）掠「］二　　巴川頃L−÷加　・　T’・・r保守容易な変i化ダ、�d1｛L9　⊃　＿・昭1・121午以仁鋭し日グナfい・ンこ研尤劉午・L「砧に万力，二∴聞云実績も顕害となり，電鉄用151“ンク、1625∩k、V，イヒ’〆∬］およ0・tB殊用12〜タンク12，300kW総、1231クンノ28，550kWを製作完了し・三�_弓丈iづ／クコ紺ll‥らろ　1画二づ細L；阻別：↓帽ユ畑バ・すて・こ2垣1牟運転、一　1⊥，が，L−　r問ll1山一∫∴劣化1：より刺与え」：ものB／｛、一・1∴一漬旦の調tVきIL−・戌に過ごない・泊転七代表的水冷式イグナイトロンー覧表22（22）斎Jv12tド　’；，，　い　流（kW）‘（V）1（、）三，u）U　1，500　1，3S11、00つ　　　6f〕つ　1，bl37　G3　　　yoo4　　L、8no　　　　　　　　　　　　一�f’k・，品s　椚　入61翅�j伽謡盟s“c｝　3、∩nn　l2，t’）o　（）　o，［）o　　［）　　　　　　5　　3、mn　ノ，0ぴ0　1，500　　　　　　　　　IB2，、；｛［；�_�d翻1改　　，Gピ担格1二171・脾学　　川　il烈；二；？　　’〔ノ［・，1　　17そ1；」．L　　Jll詔1・鉄　　fil’　　”tt（弔｛｝ノ吊at　　�dH」1，、7，、卿崩あ・・埠ξ闘，繍�h、［r�_・」戸川川へ二錦川　　1lc　、k　　�g17hA　ノ　ハ　ー　タ9δ．794．194Gピlj格了洞のパイプを捲いてあり｝司」　　　　三≡Jlイヒ学は3セノト並列運ft亘、　9，00うA川　一已日1ソータは！1，000A川98・8些酬口二［il　1，桟・V《、L　2b　Nu　1・1952N’＿W噸＼ぽ三紅6，0CO・N　300V　イグナイトロン12タンク　（徳山ソータ納）　頼度∴宕例｝�gて11−　1�hごフi．�ji：i；・川ぷに該クンク・除去　し，　5方ニ　ク連：云．’1りA能ト∵：・」二L−r」：電車負荷：，1　−1　：∵、て実：：li∵得　．化1：’1：：∴用「グ→’fトコン∵無、三｝：ば，池続運‘巳1、；」ぴ：・：樹�b1，点イ言∫・によ�d電1「1制御8≒夕‘の確実］生⊂ヒ・Jk　1ノ・．　　またsグナイい�d憤己IX：二工場｝1べ、発丘後，変電所で・：’据fJ’完∫∵二’［・iこ1川応ご要し一．：∵．後酬じ如一ノて電卓負荷連・繍：工れ，昌・三で．二二∫i1ぷ1己琢1二北境時iぱピ含，1・V）　て2日問で1あ・二た○，こ，i｝，1−11［陽極iiiμ；≒（充器万保安一ヒ川特長を如実に示；1：∴て・已，る．　鉄製イグナ川・ロジニ冷却万式に．1：　1；区分すれば水冷式と風冷式三よ1”こと．　水冷式イグナイトロン整流器　りこ冷式；c大容吊，’大せ統⊃’i，こ：こ｛吏用され�c．電鉄日としてl」：1・50・）V・60（）V・T‘2撤IP：ll，1｝‘，　tii・：−lli1　・］：して1吉5DO，750，　1，00ぴ，　1，三〇〇，2，0いk、V；　1巨仕荷公称，公称定枯∴区｝」｜L弓ミある．ゴい’ゾ）も∴いす・．ミて2・うタンクで1郷は・て’∴節礼噺俣μiイ諭月肪式の冷却方法こ斥用二て・�g鉄’1ミ｛1［噴荷F£ば∴」亨性に迫するよう、−　」1v”−　L−r−、　、　巧fL／Lk、一一・’L「t．　t、・○・　化学用rグナイ｝じ／ほノ＼電ば容］］ピ・．iご圭1続定格で：5ろから・熱的負荷耐’lll：；：’fい1：ら：銃ろ∵�d長1四格子を採用し・かつ電刷」il抑：1一点孤〕∵点江｛�`瑚L制御三ることによ1）実施すろ・二∴点に：他穂！鰯ご器と異なる大特長である・ffた銅のパイ““⊂．一ヵン・クント周に径いて電蝕対策と水素原子の鉄仮．IIU口に，1・る漏洩防ll：法二i抽▽こ点ほ一一tl・脹て・ひる．　特殊脇荊i・グナ・li’　tt　・f．代表例e（．ては：〕，ooぴk、V　2kV川波数炎授器卜：ちる・1｜kV　6C〜ご交流電力を6タンク1組ごイグナイトロン整流器で2kVら直流電力に変換＼12々ンク茸llじ〕インバー，タを使用�dて，50〜3・：｛kv∴．・ぐr元’ご電プに変換いたミこ・・で諮．イ・�g∴r与長ビこ異川波故系統巨｝」ノ川1以段動に元｜叩！」係に周波数変換がでごる点三�_］〕　Tl蜘儲1拳である三：共に能辛．�dミ良い，二た発電機∴励li拓ご‘と〒・て使用し，発電（’嚇側知絡時．−i；：；L調防rEt−一⊥リゾロて励磁川路、1）直∫充電；己ヒイグナfl、ロンの位川制寵こ〕�_’急変・：一しv安ンt・1・1：ご確保・lt一しy・Σ、硲・：こ：：）キこ・　元見∫ノt：5，0fjOkX’A　｝・�d計「：1弐『：：nj発�e6デ・tl、：　i，〔ハ0：≧竃∪力Ll：緯1�`ll13，0COkWイグナイトロン周波数変換器（三菱鉱業納）kvV　60）V　6タンク，　イ・プナイtロンを似三用し．て・いる．イこ蒜：t600V直流電とεを120Vまで位相制御し，　必要に応じて600Vまでに急一L昇せしめ数千Aの電流ご十余〜の問反覆通電辻じンううる定．格のものである．冷却水装置一一式撒イグナイト「・1ンの1料反上にすべて設tJiliされている：つも．仁器の特」ミである．その他已してに溶接用電源とLて小型寸ンプイ’j’fグナイいユンが麺々使われ好成績を牧めている・　冷却水装置　現在まで採用された装置け，AEb一水式循環放流併用方式と風冷式再・冷器f・j．循環’掘令方式であるが，イグナイトロンの冷却水温が45°C程度であるために補給水は少なく．再冷器に1小埠1で・経量化される．たとえば3，0りOA連続定格イグナイ｝ロン冷却水装｛迎ま水銀蒸汽ポンプの冷却水）if本休冷却ノ］く系に補給して3，fOO　Aに相当する熱損失を吸牧する方法があり，まプ1：1，00〔、kW，15kVあるい口750kW　6UOV級・fグナイトt・ン自動変電所用再冷器け，Uブイン管を使用した弧制通風式であり，送風機こ・蓮転，停止○台数を負荷電流に応じて選択することがで己�c・冷却水循環ポンプ装置は再冷器の1ド部に差ξ置され全休≡氾縁せしめ宗蝕を防rl：する方策も可能である．　風冷式イグナイトロン　冷媒として風を利用するため冷却装置ほ簡単である：パ冷却条イ’1に限界のミ存在するため大電流容量のものはクンクを並列として個数を培づ＾必要がある．本器は陽極部をタンク内に内蔵した特殊1影状タンクである．また分僧手入れ作砦ミ：容易’であることたよび，陽極腕が外部に突出していたいた繍；屋へ：ジ烈；謝がな1．・とと等がその特長て：しる・陰極部1〕’絶縁部とパッキン部がなく熱的劣化の点う沙なもかづ1∫ツ’イクル点弧するため而『逆孤性強く風冷式として冷却条件が水冷式よUも弱化されるのにもかかわらす，安定性のたかい整流器となつた．試聯課より描［1〕・°Cで1・000kW，1．5kV重負荷公称・C格；750kW，600V公称定格Z）容量をもつごとが川一IL（23）231，000kW　1．5kV重負荷公称定格風冷式イグナイトロン整流器高圧イグナイトロン　直流迭電あるいは高圧直流途電用イグナィ1・・ンとして3kV　100A・fグナイトロンを製作した・液冷式（水冷式でない）で三屯格子をもつものである・　付　属　装　置付属装置として予1・lli・Bンク装置，回転陸ホンプ・逆測加、装置，制御装置等溺る・予備タンク装固撒ll章タンクを交換したロみでたプどちに通苦巳るようにするために，2タンクを独こ∫コノた床板1・に排気装置，化成装置一式を装lll；1したt’，ので，随時化成，分解子人作驚ができる．回転責塞ポンプとし田ま最近組植結式JD　it’5　・lt．1’1能回転真塞ポンプを最近製作した・木器1−1一排気能力が大≧く，／」、型軽量で1駆動用モー：タけワ411Pて寸員失バ著るしく少ないものである・逆流防［ヒ装置：∴1〕5逃⊃貢室ボンプと組合主停電や責？s漏洩時D真空｛圭ξドを防止する装置である．］く器に下部こ）水銀面」λ1整袋置を有することと補助槽を組合せた点が／与長である・　ガラス水銀整流器　発電所制御電源用蓄電池の充電用セソ1�_小変電所開閉順どの油題断器用としてイグナfタ起動式ガラス水銀整流器を多数納人した・　直流変電所制御装置　直流変電所の最近の傾向としてIII，その自動1ヒが要求されるので主機器，補器，冷却装置関係∵二‘口動制御装置を製f1バノている．電鉄方而でほすでに遠方操作’遠方一ill11定を計画L，比較的簡草な厩距離⊂）中’芹肚変電所では整流式で運転し，長距離．L，ノ（容．ll；1変電所向に：314‡｝ll同期式が探用されている．　調整装紐としては定電流の化学用えミどに1TR型定電流調整器で，誘導電圧調劉；；力謡迦［！移川器’i’制御している．中でもとくに速応閂三を要求さλしるときはロ1・トV一ルによる回路綱移相�gによる点孤格子回路：⊃制御方式を採用する．太午鉱士高島鉱業liliに泊人の3’00（）kWイゲ24（24）ナイトロン周波数変換装置はその一例で好成績で蓮転IPである，そ乙他題：鉄用の無負荷時電圧上昇防1日lill限抵抗器も負荷時には電力損失となる烈で負荷電流○大きさにより，自動‘灼に一｜二∴己抵］）t器に挿人または切離す装置を各変電所に納入している・　保護装置とLては高速度遮断器，高速度過電流継電器ぱ絶対欠くことのできないもので0・018，0005秒という超高速度で動作してV・るが，特殊回路になると電子管を使用した急：速泊孤装置も言文陥iしている・　配電盤、ぷ備として1こ直」1イζ側fME，電流が二づ“ます塘大する傾向にあり，とれ；三測老器，制御器具関係を直接配電盤に導人す膓ぶ二と庁危瞼であるが亡・測定器ぼ直流変成器，直流変流器を使用する．イグナイトロン整流�gの缶1】御関係し］：高圧うこ印加されろ部分を制御器具f緩に枠組し・整流器本休付近に設置し制御器具，制御保護継電器などの低圧部分を整流器盤，制御継電器盤に取付け・完全なデツトフロント型にしてV・る・　回転変流機を交流側で1】1己起動する場合に従来は変圧器の次側に麺力タヅ花長文け電磁接蝕器によ鋼」蝿転の切搬を行つていf，：f，i・，　Stki！bll一変∫撚の2次カゾ・交流機にいたる回路に，起蛎丘・制i限用・列ア川・ル1鍬め起動の際け回路にリアク1・・］レ詞瀦し，鯉加酪るとこれを電動機操作の双型開閉器トこより短絡する方法母宋用されて，これを国鉄に納人した．　醐澱電総珊御と1呆、；媒1旺してi±・1」就15kV用CM1気・随：断�g・｛；脚されてい・Lこが・最近はCI・−B型を、油三用にレ・遮η砲芝3〜↓〜・遮斯舗も定格電流50A級で10，00：）AZ遮1縮縫も・て1・4・るCL−II型を開発し，1川・容jl［変電所の障電線用として好請を得て、のる・　蹟電線の自酬脚ポ曾髄線の抵抗）・一定値iy・」・あれば自動的に閉搭し，一定値以ドであれば閉合せす’定時限閉路しなければ鑓電線を閉路する斑剛題1！醐燗路装置躍作してls，　〉：）ま川糠皇堤として齢謡線乙接地閃絡に基即．て発帽一る電孤の・削腋ラ〉諭出して直流饅電線遮断器を選択開放する選択遮断装置も製作した　　　　　麗義軽鞭IM　　　　　　　職壕墾繋　　　　紗e’：い三る菱i　　　　鶉　　　　　　tt）！　　〆　　　二可瀕■■■■■■ζ　　　　　響※誼電鉄用イグナイトロン用制御器具盤妾繊・V・1．2“N・・1・1952底．≡パざ：．☆∵’ジ　‘応　用　品甲製鉄用電機品　最近における製鉄工若の復活に目覚しく，ごLr一種製川の需要は活況を．呈�dてきた．製鉄圧延用電気設備　富・殴鉄会祠：esイi製鉄所［舵して山グナ式大形卸1圧延機電気設備を納入｝，た，1三電動穫1よ5，000HP単電機子型直流電動礎，わしグナ変流礒は2，0〔OkW直流発電機〔2台並列接続）5・f｝00HP　3相誘導電動誕よりなつていち・速度制御用・ゴ1・・一時よび電漸il限用・一トいヱール調整発雷蜷ごよiフ，発電機つ7馳三…竜鋤崖の界磁制御を行う新方式にして，速応励磁にょる高加速および減速を行わしめるとともに，同時に電動磯に流れ　る安入電流を一定限にド湧胤にfkli限すte作用を行わしめ，きわめて能率的な蓮］菰が得られる．　同様の方式で3，500HP分塊圧延機用イルグナ電気設備お〕：びフープミル用粗圧延機，仕旺延機泡て陸取esの熱職延電縮父備一一式を唖製銅知場向として目下製f乍中であろ．　冷間圧延機用として日亜製鋼祠崎工場向として，レバーシングミ・レ用電気設｛・能納入した・：i鵠動nc　2eOI｛P，450〜1，200rpln，　呑反．，・よび途1丘霞動樫’÷：斧々　70HPけ225kW直流発電機，400HP同期電動機よりなるレオナード変流機により運転せられろ・主電動機の速度副整範囲に対し巷戻および巷取電動機の速度制御ぱごれらに直列に接続された｝1一圧機により補償せられ，さらに巻戻担び巻取経の変化に対してつねに市の張力を維持するために・・一トト・一ル調整発電機によ膓��戻および巻取電動触速庭自蜘勺に言｝腱す訪式であろ．2台の運転盤によ唖方向，逆茄7咬互に圧延を肪ことができろ．イルグナ圧延機用5，0GOHP　3，1ξOV　514rpm誘導電動機　　　　　　（富士製鉄釜石製鉄所納）　冷問圧延補助装置と・て帯顕1順田酬｝磯およびダプラ用電概端一式を八・1隈鉄会耐こ納入しブこ、磯樽コ湧断機設1順アメわ・メス酬二，グブラ装置はアメリカエトナ祠：より納入された・目下同｝｜〒1：からの御注文で漣続式清汀＿丑および酸洗設備用電知F�`・式を製作，liで，これらC．機械部分に＾いすれもアメリカメスタ硅から納フ＼され・高速度迎試のものX：・，翻掴縣ηの高r跨の設備であろて・電気灘；ば．ゴ融武叫1陶’方ゴぱ採f・rT］・1．ている．　製鉄用誘導電動機最近八1鰻鋤掴ミ川粥随汐一ボ途頓殴用として，4・fOOkW　2魅顯！！電動櫟・完脚．ブ．・一・雛，・腿蟻として匡i内記録品で口うろ．ノ艇獅Jとじてi准蝿一1二向ヨ’・：700kW　9�J0・pm750kW　600　rpmと500HP　900　rpmを納入した£1さその後圧延機田のW型電動機うミ塘加してきた・主たちものは次のと吉Oであご，　　日本伸鉄向　　　1，2∫）oHP　60「）rpnコ　　同　　　　　5f）OHP　600・pm　富士製鰹磯鋭Drイ・・グ珊動〃」5・・HP　514，rmレバーシングミル用蓮転盤ターボブ゜ワ用4，00013・500kW・3，600、・300rPm・S9電雛（八幡製鉄矯）（25）251蚕ぎ噛ぷ〜ミパ　∵ソXt　1一段歯圭減速式ローラモートルi］引弓遅身］イルグノロ躯』カ∫lj　3，t）［｝（｝IIP　72（［rpn1川崎製鉄　　　　　　　　1・5∩OHP　3UO　rl　m　ローラモートル製鉄所，郷1蜥に二二川こい一．�_�`ブノレ○〕里転1訂でに10年以L日・心「）　f4・1・団ノノ式II　ii・・独追1；云に変つていうがその単独運転5「）：エー　−7　一一一｝一：ビゴ｛12後あま：：需要がなかつたが，最近急激に需要パ？加して：・ゴ�_　本根仁標準方式：−t1段｝2段の苗恒！↓：速式い二’あL：，ローラぱ固定された1川肋軸受☆1’コニつて支持さ・1し電動機（2段歯皐減速式の場合け1段歯卓箱まで）口：一・方の軸受台に取付11’電動渓二：・1段．2段翠ξ：二：’1∵柑卓あろLへば1∫芝内接ノド1り：id（を経て1’i山に1［11しllO：1．1：うにし軸受ぽづ一べてiこおユ：已コii　1’［11乏ヨ［と｝1川て密閉J！　，i・し：こ主に納めてい六1川！i口綬台：∴丈］こ・・�g・二・漣締i己式であるため，取1・1・王置によ・⊃て｝ぽ二n々こ川題を角《決し，かつ街撃に対すン川1・私二十り荊い三）二枯造となつた．鏡�n・ご歎�n一m謬懲尋ρ滋泣1パ乏1ざ1滋＿v，　＼　　＿！t冒　　’fi50011P竪坑巻上機構躍馨26　（26．｝1，500HPイルゲナ制御方式　竪坑巻上機鉱山用電機品大型電動巻上機　昭和23午以隆に二ζこいて百馬力程度から千数百馬力に至〉ン多以∴）’大昭径上機ご製造仁，鉱山復興整備に協力し，引続言現在も新設剤’にょる記録的製�g1を続々製作していろ・，主たる製品をヒげれ口ごつぎのとおりである・　500HP　1錺」尤雀lL穫1〔三菱高島鉱・業所納）　桧胴に復円筒円錦1四の鋳鉄製奮銅を使用し，誘導電動萎発によ二1・発電制i日］方式「三二按ご］じて�jるごとである・��銅ぱ直径42111で，　この種の径1二機ではわう二国の記録晶’）’‘［1）イニ・・　1、50011Pイルグナ’liiil御方式竪坑途⊥挫　三捲高几鉱若所」・｝1｛島坑納：1）本機目：戦後わが国におけるUl元坑途1二機として：Jifξ大級のものでその仕様はつぎのと・｝1　1、v・：．　Ll・　�nrvt’　1　　、＿　寸り・一，・企1速度岱『1司直径怨η」幅　　　　　　直流口動鰻巻⊥電動堤用．f　7レグナ変1充欝〕：1，300kW直流発電機および1，1！1011P　3川誘罵｛電動機よi元なり，ロ1、トロ＿ル闘｛醗電欝・≡川1動速度調整竺行つていろ・この調整装置哨長口倒こ負F玩のノ（小あろいは電源の変動にかかわら一rr，　Cねに蓮転制御把手つf、叱置に相当する速度を保ち，し�`1ごつて加速ならひミに減速恒理想的に行われ正確た着！ぶミ容易：：得られるとともに，保守点検が簡単な：二、Lて：ll；．同様なロト］・　；2一ルーli；U御によるレオナード企ヒ装置を三井鉱川三池鉱’胞所に納入した・　三井川川鉱泡サロ1臥のスカ’ji　一ド参⊥機：ま竪」ン亡掘進用、・，た∵，喋速度：譜通つ倒趨こ比して非常：c小さく減速装置と｝て：＾・ウオー壇こ使用Lていろ・　繍1現在ほこそ○製n三を完」’し現地据付に膓う・かつていろ；i∴に，川島鉱業所納1，1（、OkW奈自動式スキソプ巻，；1．1・：｛一三・艮三，」」　不’卜出張ノ」�宴qぼ功芭10nils有f堤臼　8m／s（人員途）5．3（〕｛〕mn）2，751Dmm　55m【11ユ9，946kg　6，480k9　　　　　1、500HP　36　rpm4eOkW巻上機用直流電動機三三菱、1しドG　・、アul．　26　　No．　1　・1952〉、ガイドローラ付小型巻上機．1：装置があり，押釦制御によiりじめられたスケジュール運転を自動的にiiうわかLlヨ最靭．：〕ノG識ll；醐：レオナード式巻⊥装置であち．さらに日満鉱判了1τ納85911P鈷内据付用タンデム型複lll渥1：季艶うミあ　i‘．　小型巻上機　主として蹴・鉱山にお｝培坑内外の炭｝．，鉱車の蓮搬用と�dてIc　HPから30HPまでの，いわゆる単胴および複胴小型谷⊥機巨，機械化によう経営合理化の一環として需要がt’｛9　ijllしているが，最近テール・ロープおよびコース；｛li；・IC・〉）ILコーける・一プのガイ1≡スクレーバスラ。シング用を栗ねたガイド・一ラ仲」・型巻」機を相当数製作納入した．　鉱山用補導電動機　前述のとお夢巻．L機用大四電動機は三：菱鉱業高島鉱業所向500HP・他7台，同高島針業所向1，100HPイノ｜グナ式電動機他6台，北海道炭坑向400HP他6台をすでに納入し昭和26年に；ま1：1満鉱業向42511P他5台等製作しまえ途風機用，ポンプ用等多数製作した．　特殊電動機としてマイー＝一ング・一ダ用として製作した75HP　4極全閉外揚型電動機ほ据fJ’寸法の関係で特殊な設計となつている．　これらばいすれも，防爆規定に合格するものである．　減速電動機蹴坑内にゴ三として使用される，いわゆる防劇蛾速電動機に，使用および取扱い乙苛酷なるに加えて保守も行届か却のが溺であろOlで，設計製作に酬別の考慮を払う必要玲あ｛），現在まで⊃標4茎であるGM−WX型もこC編こ滑ジて改良癒才ユてS・：一　’；”　．）　一．さらに諸特性の飛躍的向Lを図い坑内Cつ’パ情にミド府ζ激させる・・め・最近GM−WX型に代�cものとして新型GM＿FX型を開発した．電動JJ応用開減速電動機75HP　440V　60，Vl，800rpm全閉外扇耐圧防爆型誘謹雷動機（日満鉱業靹）　とくに歯車に才バ・て近ゴ間1形，材質一灯・切，熱処理の面にわた芝》研究改．浄不成Ulけ：見）三べきミ、のあP，中でも昭和24年当）ll：に・没置した200kVA何撃高周波焼入装置による表面焼入け好成績をあげつつあろ．　総括制御装置　澱ゴ搬クラ・シヤ・スクV一ン，水洗機。の他嚇器と，とれを連絡する複雑ゴ蓮楡系統を：形kす�cコンベヤ群よむなり・この述仁⊃統一化，、、動作乙防【ヒなどの点よ1；・紺蘭脚方式S．・’広G研］されていろ．本方式によ担現場よりの趣8要求ベル1・二担，蓮転員ぽ各機器の漣動状態にあるととを照光装置によV確認じ・順序起動抑釦をヂ1「す・これにより各機蕎之）し動挫ぽ起動Pi損をしつつ・一一定の時間間隔をbつて起動を行うようになつていち．　また・あ磯器の故陶・た1掛ほそれよじ原茨側つ電動鶴・1：　1’1動的に停・1・づ一るインe−・。ク装世してあるカり・運転員○負担の軽減．　itL動時間の短縮う敬に実fする保護が完ア．に行なわれている．　総括制御装置；三1最近，三井芦別fプ’苫所を始め多数，製作納入している，　つぎに集団ベルトコンベヤけ運搬能力が著○、1大きく，かつ連続的であbごと，負荷率’浪好なるごと一ど幾多勝れた点があ一が，べ・レトそ別喧渕徹う決きL、ためまだ＋州蜘されてV・なL・．鞘仁菱飯塚鉱業所そ電’動操作式主幹制御器照光操作盤（27）27の他に多数製作してきた・うt，戦後にお’．、て：三目：川川鉱業所に1組納入した．　ボンブ自動運転装置　ポンプの自動違転江戦後の企業の「ミ川化、�e面よi！取1”げられ急速に各炭坑に使用され〉こに至・り，：．これ．にソJ〈f，z｝ご対する完全な追随と，保，護装置∴｝完fiil！：‘二よ；川「ぱ力的に排水ナるも○である．当祀シこおいて1，，多放ごに二納！＼してきたが，従ぷ○保護方式を改］乏じた新∵．・標準型ご製作して’いる・　防爆型高圧油入配電箱　従来高圧油入配電箱：才独隙防爆ゐも．�iこ：：∵，た三，新に安全］曾防爆のものを製作1．た・イ〈綜．−L川i・直に計器および保護装置ご納めド部llilタンク内に：・il法触：；〔たよびヒ＝！一一一ズを取付け�c．電動挫りll’〔入起重川、：として使F，1すろ場合ご，熱動継電器を耐庄防爆構造！rして箱Dクト側ご取付ける．　特長としてけ接触部分の張化，油タンク昇降装置表ノ］1’装置，および節錠装置などの取1・1＾け，また述動装置とLて，カバーを開いたままで1）投ノ＼イ靖ヒ∵投ノ、時に1＝VJパー江開放不能とナるたど取｛及ヒ∴）安杢こ二口らていろ．標準製品とi／てll；：∫；1三lpである．　�jW｝∴・巨一lil・125kg　L’　：・・’、じ｛｛壬3．5kV　200A遮断≒：請≒1�JMVA・　’／・、う○．　防爆型分電箱　近時坑内保安、っ弧化に俘い坑内、�h；『岐回路の接討己部分の安全を期するため高圧およぴ｛11〔だの防爆型ク〉電陥を要　　、ば二墓≧＼、liご裳舎，�f湯菖・／�c．tVSX−112型油入配電箱28（28）MX−200防爆型遮新器連続キユービクル型総括制笛盤求されるよう；こなつた　　本器ほそ・’）一一f列で安フこ1曾【玩藤暴構造とした箱休1二300A用1｛固10DA用6個の口出部を設けたも⊃で600Vまでに使百されろ．狭品な坑内に適す�cごとく高さ：IJlm以下としケーブルヘソド以外はす．べて銅板製としてお1〕小型軽量である’け爆型低圧分電箱　耐圧防爆型気中遮断器　低圧「口⊃加ぺ遮断21；に代る耐圧防爆1阜！気中遮断器で主として変圧器：う二次側・r；ンゾ・フアンなどの直入起動器に便用するこ‘に適｛、t”1も：⊃である・イこ器では油入型のここく「旬ηおよび切4オ付近で使用してはならない」の使用制隈こ二受1．1’ることなく坑内深部）で持込むととができろ，NF型デアイオンノーヒ＝一　一ズ遮断器を使P｝］した手動式∴も○で交流600V　20Aζこ．定格を有し遮断容量10，000Aで遮1祈試11歳∴結果なわこれ以ltの遮断容量○あるこど三確めた・　切羽開閉器　故障．：絶無，小型軽一1？！1　，点5ミ容易を目標として50　amp蠕」よび109alnP型ご1改良型を製作した・改良型・D定格・窪量に次二こ‡パ．1であC・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　型　　71EX−51A5」A101Bユ〔）．5B蕊論塁溺備　　考（V）（A）　　　　　　　（kg）［uo　sl）1阿逆　62　ケープ几ヘツド付tttノlOIBL　　tl105BL　　v〃　　nJ　　jiZl　　　73ユ00，」｝：可逆　10〕ワ　　］汀　　〕口　‘149り・1「：可逆　］08ク可　逆　1561プラグ取付1可倉自ケーブルヘツド付プラグユltf・j−・イくf3旨プラグ’付’ケーブルヘツド取付可能三妄混磯・Vo1．26　No．1・1952L‘タ　一ビンボン7の一例　夕一ビンポンプ　鉱山ら坑内排水を使命として多年Ji：　．L．改良に努力してきた当hii：の多段ター已ン・］・’ンプけ，そ・こ構辻∴堅牢なことと雷力沿費量の少い優秀な仕能・こヴ：め多ミ坑需要家各位C好評を博し，昭和23午以降に三婁日li田鉱二￥三所辛N．60kWをに：じ：C：・最近まて1；：百Z十台W．2d，00〔）IIP、�n二製作納入していえ．　空気圧縮機　昭和23年以降杢膓1：圧縮｛幾1ご，200ヵ．らJ「eOHP標準型の各馬力○もの・多数を製作したぷと9］，r．　1・’一・いすれも茨坑方而が主な納入先であつ7・こ・な方こ．’他1こ750HP室気圧縮機ζ完成した・木鰹ゐ概要i　1：ド記、しとお9であるが500HP以下の標準型と異る点け，ピストンならびにシリンダーへ・ドの頂1｝陸円Sfi，tUにし空：，〔弁め取fJけ取脱しを容易にしたごと，歯車ボンプによi〕強制循龍ヨ．．ていること等である．　　≡菱崎戸鉱業所納　75〔｝HP牛気［聯9踏型式低圧気筒直径葭涯気筒直祁衝程回転数ピストソ抑除け量rll：出圧力電動機　HC　322ハf1　840mm　52∩mm　530mm　200rpm　117．5m：／m｛n　7k9／cnlL’ゲ＿ジ1司）切電重0程セ　75（，HP　200　rp！n電動ノ」応川品　　　　蕪一麟頴騨　　・・’、滋1　　　　　欝：バ轟繧雛三∴｝∵�`　・HC−322型750HP空気圧縮機　　（三菱崎戸鉱業所納）鱗、漣KF−24型重液回牧用　　磁石選鉱機陶土用シ黒式除鉄器　選　　鉱　　機　磁気選鉱1窪口磁ヌて亡利用して砂鉄，▼選鉱，カーボランダム陶上の粗原］：’｝中の除銑○だめに：刊J用されていたが，軍液選鉱法．1）発淫に〕こつて応5］範囲が拡がつてきたので，当杜ご各種∴撲鉦：授を製作しとれご納入した．　1．　重液同収何選鍵り：機　鉱石と廃石との中間○比重≡．有する電液中に鉱石と綾石との混合物∵1：人れて二LFに分離する方法で，　OP磁石使日PMF型≡ラ・り一一「判U老鉱山，東邦亜鉛，別子鉱業に納入した．ま｝：ζわめて小規慎こ鉱山用としてぱSL　6f；型を日］s鉱業ll光jl広業所のものが小規模の鉱山の貧鉱処理田として八功した．　2．　品位向ヒ田選鉱手幾　砂鉄選鉱刑として日鉄鉱業，日曹製銅，北海道鉱業開発，報国産業，三泉鉱業所等に十数台納入し，いすれも妊成績で運転1．ている．　新報国製鉄�b山工場でばC−5型砂鉄選鉱機であらかじ勘強磁性分ll二［：1べ：，つぎに猟磁力のHM−3型選鉱機でクロム含有量0．033％まで低ド�dた精鉱を集め得た．この結果］⊆邦産グロム含有テタン砂鉄より珪酸を適度に除ケトして，低クロム酸化テタンJM　IJJ（料を得て，本邦産ナ・vン鉄鉱利用ごコ1∫能にした．　3．除鉄弔泄鉱機　フェロフ〈t’；夕型∴LF−−2川�g式除鉄器1二：陶土原料精製用二：バ、二で．徒ゑこ馬蹄Z型磁がでに吸着て・Z”なかつ；こ褐沃鉱黒雲母，線泥五な三も除去て這乞弧力なもので，陶磁器試馬1ご叩1↓海支所，三膓自製陶，円司製陶，淡陶東洋陶器，八幡饗鉄1・斤などに数十台納ノVし．1：、　4・　そ　の　他　ベノニト：：ンベヤで・1≦搬され：：イi堤また・1　r諸鉱石等○非磁性1イ源即い二混昼れてい�f据パぞ・しi・ナ．ト等の鉄片の除去に1旭1これる除鉄コンベヤ装置用のVM型吊．［　k，LZ　flRl・イi・　El】　iw・fll｛i�b　・つ一り，　MP　三朋d？i，1十iゾーリしよ（29）29主れそれ洞虫ま：t：ぽネ11合せて使用すろ．帥岡鉱山串木野鉱∫1：1所納人⊃VM−4己磁石，　EP−56型プーリ，日東紡富久山工場納入のVM−4型電磁五等ミある．　RXI−1型ロードマグネッMま飛行場内その他道路面〕：り／丁，鉄Jl’を吸引し白動車のタイヤ保守に役SIIたせるもので，　トラックの後にとり付けて走るも乙である・沖縄地区に8台，朝鮮地区に6台納入した．　lil鉄鉱”《［1／納7v⊂）デビス。チューブ試験機∴約10，000ガウスの磁∫」｛怜度までIEしうる磁性体試灸機でltド，左右運動するガラス管、．．両側に1り銘；状の強力な電磁行を三≡な克，蓮動中に原料＝．選垂広状態を見て水」ゴ充1て洗瀞しうる便利な機器である．　炭坑用電熱器　本器は冬明坑内企L機運転手およが坑内電車蓮転手等の局部暖房に使用するも○で，800Wの発熱作を防爆筐依の中に内歳したこ、○である．筐体に：」］r表，面濫渡を低く保っように，胴1本に放熱ヒレが設けてあり，また電線引出口ぱベルマウスの椎造としキャプタイヤ線を使用して開閉器に接続するようになつている・　発熱体ば3熱線を1耐熱絶縁粉末の中に固く埋込んだスベースヒータ主採用していうから，機日的にも強く，発熱線の寿命．も長1、・特長v’ある．　サンダ発電発破器（特許出原餌1）　ダイナマイトの点火に使用する発破器に1「trlti’‘｛F，分のものほ小仙r［流発電機うミ上fイζにたり，F動にょり相車装置を経て一・秒以下の間に急にIii｜伝せしめる構造であつて，使用者∴操作によ｛〕その出力ビニわヨて広範囲に変化するものが曹通であり，そ力ため不発うミ生する問題があつた．とれを解決すろソ望）今回当ilil：が開発したものは磁洞回転式交流発’L機を・1：保とし，「バネ・1に蓄勢じた勢力を一時に回法おこ与える支置を備えて宇〜でまζ」1，　2i’0　，　pm．の速度で回輻すろ．W軍，スイノチ，整流子，刷子等事故の原囚となbやつ1V・部分をもたないき］」めて簡単なものであるから故障ぱ少くきわめて確実な作動こうミできる・現在製作にかかつている炭坑向のものは，1Ω’譜10発月］L’i［’・ジる．　一セな特長a．　L千ド千なく1准にでも確I」ξに操作できる・b．何回繰り返えしてもつね1こ全く同じ波形で，同大｛；’）　出力が得られるから，ll「火は確実であろ・c．通電時間．・ミ20ms程「左できわめて口いカ・・う各’1譜　の点火時期に不揃し’、をきたすごとな∴　ま了こ通電時間　が長いごとによる保安．Lの危限が全くSg　’o・d，構造が簡単であり，故障の原因になりやすい部分が　ないカ、ら，故障の心配が全くない．したがつて保守L　の費用1・−1：ほとんど川題にならな、！・・e．5，000回D繰返しバ．禄の結用全く損傷が見当らな、、から寿命ぽ実用土無限大である．f．　而札£耐弓、型の1ミ16造であり，落ド等のシ」ックにもきわめて丈夫子坑内等で使用三11るに適すち．9．　・P：吊：2・8k9の・j・弓1堪し’；L浮用であろ・30（3iり船舶用電機品　絡戦後の海・ヨ」県力復興および鍮11珊しz）建造に応じ，当）1il：ほ主発電働主巴i巳壱盤を始めとし，甲板補機および機閲至補機用その他多数D電動芸置を斯界に途り，舶用電ヌ磯械こ対して，トの面影を再現し，さらに一段の飛躍を・遂げた・：ど百実績JI）概要ほつぎのとおりである．　発　電　設　備　L　直流発電穫ニビよぴ1配電盤　昭和23年度まで．汲茎造般け内地航路がゴ三となつていジ1：ので，そOll発電機D昌斗力’、40〜60kW程度の小容量のも○が多かつたが，昭Tn　24年度頃ユ：り7，000屯以・ヒのパナマ・ブイリツビン，およびソランス向の1二：出酷ならびに外国航路向の5〜7次の国内船が続々と建造されるに至ったので，その出力も一躍200〜400kWに飛躍した・24年度以降当社にて製作した発電機の製作台数は137台，総出力24，320kyvの大容量にのfつた．　規格ほABまたビ．ロイドが多くいすれも終戦後改訂されてhる部分が多い．型式｛］1！ド閉防滴またほ防〕［萄型にして新しい傾向としてぽ，休転中防湿のため；こスペースヒータを装備しまたソルグーしス端rを使用して配線艦装の工数を簡略1ヒ�dている．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●フィリッピン舶向350kW　2401120V　400rpm　　　　複巻3線式直流発電機昭和24〜26年度間に製作せる100　kW以上の直流発電機2線式（主としてロイド規格）13線式（主としてAB規格）（kW）　（台数）　　（年　度）（kW）　（台数）　　（年　度）18020025030）10020023040026625nv2　　1　　　〃3501｛020035”〕3712326v1▲〃／502002（0331582425〃〃818626「？〃三菱占機・Vol　，　Z6　No．1・1952　　　　　あとらす丸，あんです丸用交流主発電機　　　　　　　390kVA　230V　3φ　60〜360rpm　直流配電盤ぽ楡出舟｛Y6隻．円内船23隻分・（・，そfilぞれの規格配電方式おユゴ！ご仕様に1，「：；じ製作拍入した．　フランちバナ∵酷向才よ噛二｝ご三萢海運向債i！ミ造掃所納めは2旧A以下の韻電川U旨に：II　NF型デアfオン゜∵レーカを使用したデ。ド・フ・・ン小塑の代表的漂，のである．　第6，7次船NYK．衿よび飯野海迅i頑ミ崎辻艦所納：∴のものけ，ロイド規格ラfブパノ1・ント型で，発電城容量ヵミ400kWをi超えるジ：ぷ1）；こ使lllづ’るヒューズロニ，　カブゴリ3を必要とし，当川：研究所にお1・C乙硯格試験によリロイド協会により1登£粂された（承認日付t1951コト9H　27FI）LK型ヒュースを使用している・これぼわ�j：国製品とLての［！已矢であξ1）．　2・　交流・発電機および配竜盤　従来よ川措舶の電源む1一ノて直流．い多く月1いられ，て己たのに対し，交流を電源として掠用1．．たものが］日当多数あつた発電設備としてけ．｝三発電鍵，郁助発電機およ’び非常用発電機に分けられ，これらを駆動すろ原動ぱににジーゼル機関減速蒸汽タ〜ビン，蒸汽機関があζ．　これらの発電機ほほとんど閉鎖防滴凹であご‘が，船舶内とV・う特殊の環境に据IJ’けられLL：いf，ということを十分に考慮しても，かかる必要ほたく今後ii：開放防i’商型をできる限り保用してゆく方針であち・　船内の負荷の大♂ドが誘導電動機であ邑ため，とれら誘導電動機の大なる起動電流によ＞J，発電餐の電lll降一ドが問　　紳戸丸用交流主発電機187．5kVA　225V　1，800rpm題になつ膓’；ゴミ，こぬ；コ：日動電圧調」｛ヒ�gた必す付i，電圧降ドを実円と苫支7�_：：L−1程1斐に止める〕：・：パ．1一画Lて、ハる・しか1．て実際こ，・E・：1∫コ・1、〔1ζ：「二：i’−r　’．・てご，川動�b圧調整器乙完全た作動によ1．、：了とん：噛電川降ドブるこi：なく運転してい�d二．　また並列蓮転に�a’、・てilf！：．！、口：�_：一’1．隻に対L，　2台ご・主発電ぷ黛樹11il一�d三7二∵，｝1撃’・1冷εj☆にて般内�c需・よ：：ゴ両Lll’1：t．・らL．1係仁，重ノ〔荷∴切換，時万、噛1ξ・並列蓮転迂行∋ているが，　1隻に3台装flllliして’∧ち鼎でほ常時2台並列運転を行つていぞが，、、・・一・恥れこ、支障なく；漫転して’いえ．船舶用補機　電動操舵機　当祠：の”一ト・じオー」‘一ド式奈電動操舵i斐：こ，二の性能において戦前よ！＼，すてに定詔三1�d：あり，多数掠用されたが，今回ソランス賠向汕只ド・ソク納∵○）ミ：：：，操柁電動浅11kW　2台ヒ1∫1．1台言予川こして切恒・1∫1主とし，非常操舵に：船↓、喬こ：）舵角，，：乙Lイfと後部1川己の裡｛li亡台：こ設けデ　：　（’f｛1玄　お　＿］1　：二〕ご　ノ［三舟支　斤yj　］　ill夕［1　：　二　　よ　　　｜元　　i　i　）、tt　、　，　　　　ま　　：t’こ　グ　フ“　ノし一　　〇　　コー　ニソト乙ジ、・イロ・パイロノトと結r刊三：も二でロイド規格による’1ごての）二・11；5次］〕II：衷洋1で］巴向ば浜造酷所叙勺め｛］：，イ’9舵電動民16．rllP　1台て，　Jl二常操舵1　’1．後1’tllt甲仮ゐ操舵台からドラム四制御Yil　t一ま｝こして｛i・J’．　JV式’であイ〕・NYK（阿蘇九）用ライブ・フロント型配霞磐電動力応用品【31）31　配線方式は下表のとおりで，機関室および舵機室に各1台の切換開閉器を備え，信号灯にょb相互に蓮絡しつつ回路の選択を行いうるようになつている．本操舵装置は機械部分共一括製作し，シングル・＝L・＝ッbのジャイロ・パイロットと結合したもので，AB規格によるものである．切醐昧・ヅチ1回凶酬制御方法12陣板⇒A・1論ドΨオナーF已板叶Al］13匡職〃・・已動髄酬御　　　・　已板”IBI　〃　電動油庄式操舵機　ジョンネ〜・ポンプ用として直流40HP以下44台を電動機への饅電方式に応じて，切換開閉器，信号装置，起動器と共に納入した・第6，7次船向横浜造船所納めのものは，手動付自動起動器とし，低電圧レリーズを有し，電圧が回復した場合に再起動する新方式のものである．　電動揚貨機　絡職後のワンマン・コントロ　・一ルの要求に応じ，制動巷卸方式のものを開発して以来，幾多の改良を加えて，すでに標準化し，一部未納Dものを含めて，製作台数約460台に達した．通常の制動審卸の欠点を克服し軽負荷において高速巻卸を，また回生電流制限装置により定格負荷を定格速度の2倍以上で，安全に巻卸しうるから荷役能率はきわめて高い．標準はウオー−tム式であるが，デンマ’一ク船向祠炉造舶所納めのものはスパーギャーにょる切換式で713．5T×18／36M6台，3／1・　5T・30／60M8台，またフランス般向浦賀ドック納めのものぱ，接触器盤および抵抗器をウインチ本体から離して別置した型式で10／5T×15130M8台，5012．5T×30／60M6台である．　　　　　　　　　　　’　純可逆制御方式の既標準揚貨機も，デンマーク船向三井造舶納め，フランス，パナマ船向横浜造船所納めを始めとして3トン，5トン，合計150台を超えた・　揚貨機の工場試験は使用状態と同じ条件で行われるのが理想であるが，従来の試験設備は揚程やや低く，この点必ずしも満足されなかつたので，今回実際の荷役作業舶用交流発電櫛製作経屋表1．ジーゼル機関駆動ぽ7v笥燃鷺輝型式名難台数用途製⇒規格2751・・…　136・｜…閉⇒槽璽�j．あめ働1・1主発謙昭25AB39・123・［〃中田〃1櫻聾坑．あんです司・1〃1昭26〃265レ1〃〃1〃“［〃1〃1　72・．1〃〃惨本柵脚軌1・1〃B〃〃！）［・1補醗醐〃〃司・251“1…卜〃嘩麟．その他｜・・主翻剰叫・イ・35〃1〃1・・4j・⇒〃li一〃［・已醗誠〃”・・3123・ii〃1・9・レ　〃1…1…i沢山噛あらす減　｜・1主鑓剰〃AB35・1〃｝願綱抽本酬31〃tw＊1・イi’2．　減≡謙汽タービン駆動出力電圧周波劃回転数（kVA）（v），（〜）1（．pm）‘力率型式船名鞠用途1辮眺・87・・1…「…　a・！…23・1…　〃　〃1〃1閉繊1鶏魏撒．蹴・鏡醐1昭25些〃1・〃〃1〃175〃〃1〃1〃v1・Be〃3．蒸汽機K駆動出力（kVA1�n燃燃囲型式‘般名．製作台数用　途製作年規格・…　⇒・・1…1…願醜墾麟置雛丸1−3r綱＝1・9・’25・・・7・・1〃1”レ1〃〃1槽禦か丸．あめりか丸1・聾1昭・・1〃・7・523・1〃li〃〃〃［新日本酬摩耶春丸　1・1〃〃〃32（32）§菱電機・Vo1．26　No．1・1952　　　　　　　雷動操舵装置己捌ピ：方慮‥も�dこi・1’漕古こぷf�g、！�iこ、ξ已ろように試験塔を緬；’zr，性能一ff　！こ”：u｝」∵ぞ’ニヨに：；a：験能力を苦三！く」｛�_，’：．　　　　　　三菱琵動揚貰機製作経歴表日　’｛く郵賠1）大同海違山ド汽借三1乏狗浬大同泊運口本郵船飯野海蓮川　乖　云　1｜r与」iLt！l：横　浜ツロ立造譜囚己西軍長崎　　　．　　tノ　　　ーク！｝6一ゾこ；�e！JL「6三フこ小7改岳懸〃、「f「｜［∫赤高山蘇城東　　照ころんぴあ丸高　治　丸有　馬　JL富　島　丸丸丸2〔メL東京冊舶日本郵桁京邦海蓮飯野海蓮大阪泊酷川重横浜“6次〃｛こ7才6次h−．，一〆〃こll京　京　丸熱　海　丸東　　山　　メL　　　　　　　　　　　　　　　　パナマ丸　　　v　　　　　　　〃　　　　　り　　　はわい丸　三交　ifg．≡玉　　　　　　ゲ　　　　　　　ソ　　　　：1’リソピアニ丸　京邦泊蓮　川重広島　　・・　　來　照　J；L　ムーアリング・ウインチ　第6次・7吹船向1：1六：19隻分�k二い∵れもウオーム式の椥噺で砕・腔．セ・；　’・◇：：ンテ仁ト理一i［…tl・t，る．仕様に17T＞こ25N，1（，T八17AI、12．5T�d二13M　f’以Me・1れit，Ll71／IP．）およrii　：T×ISM　c　3311P〕・．：tl・、�c，ソランス舶向浦賀ドック納∵：　cST　4；M（4011P）Cも∴・ぽスパー’ギヤーによ；Lも∴三電〔き：接触；；1；盤，」：〔抗器を甲板ドiこ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆぽ日立法搬囚括中　重　1帥　戸◎き　　∵�f　驚糎ξんヤ　し畷云パ’1�j・・S−；ぼ1こぷ驚∪ぷぶ：葦‥i・　「vt榔tS電動力忘川品5T×40M霞動揚貨機ウインチ試験塔別丘したもら・∴ら．Jiし∵．1：れ’こ∴電二山；分：こ納、z、した，　揚錨機およびキ1’ブスタン　軸1出賠，第5次鼎以降向モして揚錨機トフ�j一スク式9011P…12台、7∴1−IP・・2☆，接触711制御式50〜8511P…15台を納めた・ゴー−K夕式90HPの｜ノ16台；□・楡出船向であろ．キャブスタン：口」」け向貨物ψ巴に一lc　t’fl；分ムーアリング’ウィンチがITべれ己二の’…ブイリ，ヒン蜘・；］長崎辻艇所網y）の7511P　3船分9台を含めて14台にとどまつ三：・これらに使叶．；1ら電li↓8援触器盤1式6ト冥・lllの点検，子直�dが容易に〜．：三ようニ新構辻亡採用した，　揚　艇　機　輸出船7隻分・」口8台を納めそ．この同ソラシ：人およびパナマ艦向情：：！で迅船明納16．：∴US．　Cf）ast　Guaid；tr’しとと�dて健川三部・分共膓！作�dたミ．ごで、ガバナ・プレ＿キによi’．降ド速1担コ�h］吻的に制限．．t，まご電∵的にイこ慮の御『P遍速度を防1じ・：−�dS；∴保護宍置’、；r〃り．嚴格な規格試験を受け，品定されたも○である．　揚　梯　機　〔ハ25T×30M↓3、511PlしT］もの4隻分，，口‘8台》：製作1た・このにデン．・’一ク｝�i向帥「1造結Illl納め；．弓ト部1部分ミ・’Fi川：で製作し・�d：．揚　　艇機（33）33・’lVYIe120HP　220V　7501p・u榎し様鎖通面型連続定格直流霞動機唯弓巨造妊所靹｝　　垣ゆ．麟　〕ピストン，吉却ホンノ用110i｛W6GO　rp　m巷線型回ス子　シブ・クレーン　。ワ・クレーノ　・1　、　　”　レ”：　一戸今川ゾ／　一’tl｛り1［lLし・｜］」llコ…　　ノし一　い・　、品、G揚‘；T　l7M〔2了III））　’−ll5日fJ　’b　い511P）」，・！，11Vli　15m　lノ分↓；¶II�_　　一T〕’ワオームiV　一），ろ制功1’・川”氏　　・　　x「｛　i・JT　　　て・∫・U　is　J−⇒一）。アーL　∵山�g一ド　’　機関室補桟　各何「／　°，　　‘コい己・；←」�dv川　　；−1　＿　lllに　　一、’出91L．’siご垣5次1・1　；i，1　“lz　［「、　f∫11旧P　い　�d7dい　　「’型12011P以i・110廿　！’（“、，”　最近∴昂1荘□動《　C，i6］　L　　　・xlrバj！lリin　1てむ日，こfし∵く］1し、をi」・／rt，　最1己の竃∫狙�j　rよ一レかll］丁♪・使ri］1、小ソ　［i11防小力“ラン1・存｛丁い’　二れら多敢．ノ1じ動汽二1逗動、，’／に衷面f，J．1ラム川，ブパ・川・tし加えてL・く良’三∫プ　ノフノプ、戸一　ハ．�gn，川　く門∫きぼ川八　，1�g肴iilb　、　1　・∴−1’ハ’1　一1川い十ゆ　々tワ　・ri・r−1’氏てこ1，　・i　，　　　・⊥力�j　巨］　FI川一島　∵ノ改尺∵い1い1，・11．Fl’（　　　・て　�d［）J’　砧レf｜∋，・］　・iJ：ご　　　’1．・fJr。一．t1　、Ltl’「if11，：｛○「丁∬llいくrl辿コ　1｜i．／／　　　　ゴ・ll山‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　目功状r動「エリ「」一　iJ，1）LLIlチ　ド1　己　ノ」　　＝JI　Ijピこ�d�`一r一動．t　YJITIlぺ修」llい川一　rl．Th「LEIJj，　1　　1∵」“　htl　　t「リノ巳／St’一向l　JLfTdtし川ば・�j　ト・いζ］、S・1�d　t　J口動洗　、　．窄一ミ2｛〕kW　；∴，1言kW＼7☆，・1∫：1いJ一ノヲ，’ゾアジ’含y‥：；（卜�g人）1r一ぺ　　：ン山、咋ひ冷歳貨物舶∵ツ、三　術一八　’i，　’、」り式　d・、「］　Xl　　，←’，　ニニ　ノ　］・●　クーつ．　　“戸　　1よ．”♪さデ［＿　・」，1’！｜rlJl「て製fii仁た．　L［；！物［1’iij　　”ノ’ノ　」｛1心�`鈷1†（li．迎、J，づいぞれ1了∴同仁〕、ひ特1／1こfJ、るご〕一　さご・らで制tO　1」＼�g膓1：川�ji化ナVoこ）：バこご　こ　［6i掴1已i丘　ペノ〕�_　1｛　．＿　f●人制両1批おピ日］、合式日動起動需1こ｛｛日いゴして、∵・34（lt）ゾPt緕助三氣圧縮機用75kW　720　rp　m籠型回転子　　　　　　　ρ�e紗一一一阜ぺ　　　　　　　　　　　　　　　　　s　　　　　　　調：　　　1　　．　　　　　　’　　　　　　　　　一　　　　　　　　．1，1�j．．‘】　　　　　オ＾．lt／『、　　　11　　＿校姫，，　、　t　．曳R　　　　　．．・叉�`　　　　｝　1　忍　一工M三B型直丸管制箱メ　　　毯　特殊電気晶　　　　　　　　　　パ　ぐ1川」・　−　L｛‘二　）A　1・」　　’　n　　　−’　i　P一　交流船用補機　弔、−」・�d　［LLl一以�j、li［1、・ジ、〕　JllliJし戸ドユ1�k1f乏’甲枚・ll�g（　f・　1”・，，9　」1’Pl　l11」11［，」，∫動1エイ　　lI　　　　　”一　、，〜　　　　し⊃　1ド．�_　　　　こ　　　1　1Ai；↓L∵　NK　、�j「�d、11［1　へ川キ　’tT一胡「�d」：L「IT’　1「　、h”　、1〃．−　　L＼11　　）　　　　　　　寸’　　　　　　　、　　　，　　　　　　　　　　　＿‘　　一／ib”1−コー’JL．一�d）JJ川　’i「」己川、川：一⊂　・L、　己川rl心動vz，ILIP2e　　L−’Tl’，’日一i，1　　　　　　｛♪　　1　　　　　　し一　　い1，）＼tし　ILL　1　’　　　�d　　　　　一　　盤SR−604　B型直流管制箱・一い1！しFlソ杉い氾［1｜1己1て70HP以ド10　　仁‥川ftlレ∫汀．川1；ILLI凸同61ン　ウィンラ，1：ぴ印川�dい」　i，fLlヘー日め　　ウ’1】�jP守こ4i］f1’　　　・ぐL「1�d�j［！∴！8隻パ［1川�_上　　�g　ノ、ぼ�j1」」L［∬1［と，；1「「］イこ汽4告お　　　　fン川11ユ　‘日嚇〕x2隻でこうる．　　　�_f也　・小r∵、ノIUイヒニ）”し�_、リ▽つ’：二人枚1ドん式防，�dり1川リ　リ・「｝・1軽�_｛Ji吏扱い　　　　　　1　　・‥了　r，｝｛1「llき∵�dいト〉　　　　　　　　　　　　　　　　　　ク　　　　　ら　　　　　　　　ぶつ　　　　　、↓、　　　　　h　ト1　　　　　、／ノ　　　　　⊆‘高⊥叩1：ごく・れて一そ⊃．　�d・撫・・べ∵二全竜：�d起動，起動　　　　！　　　て、｝lj’ハ　丁ぺn｛二、授つlLLニゴふ虫膓’∴　　↑，｛敗変丁・1器に1・つ　　　話引6爪柊戸ユらな速度4局」次士　　　　J人二：担動江流を迦切、・二制限，V．，i　ti，　JJIi　I　L、フ」’　　「］、】　〉　如1＿　メ（ノf，T！　トシ／　戸戊llよドトヲへ・vol　2い　N（，／・19529融ξピ、《内　　wつ叉三　As∨　　ぷ鷹欝霧にご’貰騰鞠酋三�l∵Eぽぷド姦∴湯．欲秒遥275kW般舶用電氣レンジ’　　　　　　　　　4k、V船舶用電嵐コーヒ，弗し　舶舶用電熱器　船舶IT］「ピ、レノン　パ　・・　1　1�_　　ご　　一一　♂弔1レF’一＋’ピ1」Tl、　・，　1．　1t　A　」�j　　’【iFliL一一ご　L．．古ζハン灯；、口・　一�j如　　一�e々．．　i∴、　’f　　↓t【−　1　�j　＿　｝1’］ぺ　　’　中｛画ll川�_⊥べ11／1’．1　括い、、⊥・rいbi　］［ヅ、‘　　・　　一ク封皆jl」　27　5k、V　　；1⊥　　L　ン　ンし　il’κi7iと∫i1ノ＼　下・　こ・　I　L　l〔1ユ’カF‘i：約60人分L’、、　／・，t　1．　ivV　l2弓kW　25kW　λ阪、べlfr，t・I　J二　4　kW　　ti　一　　コ　　　2　11‘・I　　Ii］ll　　　一　　　二　　　1　1　6kVV　I　LL’、　ノン鼎r、1；？・v　−・・　・“fT　1］1’1　中・F・1［・r−，EM　1il　L〕よ　j，・1賠造h「リリド・川」・　］　　　　t二LWL　lt、　・f・“i　’i　2川”卜部；二　1k、V　　，し、1　　　　・　　　こ一t二　・�d川「仁「　｜乱にドハ／，“L「1↓川｜　　�g二1†　二・」　　　16kXX　・“fフご陥　∵、　4k、V　4　」　Ll　．　　　−　T　、｝　　　　ノ　1　ノ　ノ�d　，　・一　1　　　　’e昭和24〈i　iLl［弓Jl口已η’llド　1［「l　lx‘i−　“’”fwl独「｛　Lcぢ’工、ニーろ　r’1’（　i，，．⊥　　’「fj　　：’�hf動的，二随賜L川ll　　一　　パニ　肖�c二”　膓∴一一ヒ∴古一�dU�j�d、’−L　l’1・ト1仏、�dいつ∫∵求に／1fこ、1いLし�_快「dい・：い：　　　　　　　　　　’scン’sリkミキサ月弓　60011P　3．300V　60　／　72Crp∫11　　　　　　　巻線型閉呈硅ξ逼風型誘導冨動持T　bfih　Jj�dし｝sic‘占一般工業用電動機、管制器　大型誘導電勤機　・・1’・い　ノ・1二；1、f−　z・、ト1…∫，1汕、艇巾」易・“出l　　　　l　t　　［　／ア∵　　、L、丁べ’・L　・Lf川・　rilti動ii，訊Tleユ川‘じ1中“ζ口’L，川1人川崎∫「tドIF‘ll日1　、　　　　（：　　1　00（）Ilf）　71（j　rPl，1　1　イ）　　　　↓　ン　　1　ユ▲女tfT向こ1〜L　1・，［　）1｝IIP　75erp】n　2イ「　只1］‘、　　　　ノ・　「」　ノLn］　＿　L　：’　　，　　日　イ、　lp　　f　、　↓ニ　ノ・，　ノ、ソ　ー〜　ミ　、一　り＿J：五、・：6「｝OIIP　7201pn　2台，4f）OIIP　21z≧，同しこローLll’∫陀当て40｛｝IIP3台，リー一．ムフ川向と　　＾　’ム　」　一　∀　［］　2（｜Of】P　6UO　IP｜〕1　且　断）、　　日　∵　→　ム｜∴］’て一一一ト‘、20t）HI）7二〇jPin！台　．他明1「いム・川一ノ告レ弓1こハーハリーミ、・　tr一ノし撲・パ〜L　．］i「い一一い膓　口い一1ム「Jilll」電動・三ξ∴牡長、，1弓　fl　lf、こ1卓校・：’vi’・　、’r閉釦言’辻n和μ　る・　1川］　’1　．、一二・−　L　T　只川lh・　”　［パ・・一λミ・、．・，幅ヒバ・・−ll力〆しぶニー�g｝芝い北日�`』紙’〜乏、1〃1，’　他「こ�diri、紡1白’：　，fド久�jア　ー般言秀這電動機　MK　MS　ftr「」�_て，∵v−、＾IO｛卜近’　IV［う1し一召臨1え　fl’1　一て・＝二≧川汀ニーい．　，　e，U｝い］、　⊥0｛，り☆　t・1えご∫、取　：二一、一〆　　r、L　l−　“1　，’fi、il　τ�e田八　⊆1、しLリ∴　　，　｛1戸ト　行艮引｝　三］、　そ、＿者こ　SJ〕　川k一パ・rノ　＿　−1ノ、三L父SB型スhハラインモ〜トル1HP　4極200V　　　　　5060〜聾翠�c訟⊃暴x鰺祭禄塑”，bk�a滋灘彩謹　ec1，300kW　720rpmホンブ用誘｛尊琵動機　　　　　（大阪水道月城〕B5／351己・．，　・’了二Lーピ1｛元七壬1刑好↑幽1・二：〕：∵、、’：二）．．・．　　　　・’1−∴’，「｝1ワニ1猴：1乏；こ　a．　7ゴ・一ルベアリン・グ付閉鎮防沼：」鵠造とし：：・　　b・　　ti・．二紺’色1弓ミ去：．　1’充《｝IM口．一．：形卍こ‘享，　C’｛・’！dl∴�_；］ヱ代イヒ；こ　　　5｝こ、L一�d．　　C．　　∬疋伺“・」−7｝．1−：．一需：皇タこ：．イ更宜’二．考．こ一日イく「F江潰1丁二進会‡ll’zi　　　；；’｛1三iこ’台一1ご：t’：　　d，　　従うに．つ一：重撒吊途≒’「建；：展あ�c▽・i爪和ξ宅ユ・ナメノ［’追；i泉ゾ）　　　イ℃り1こ÷畠糸：三・三：�d・・：＾・制ξ二享二二．‘｛，｝｝覆、t：　∫ト　て　’．・・ら）ご＼一、　P　　　VA電」濃を］℃71し：1．　e　そ∴‘結果，絶涙抵抗士向上レ，唯・膨三・忙ご二とな＾　　t　　　　く冒了衰〔「］勺牛猴’1生ごを［旋：巨寸≒二，とと’／”ttLご∵’＾．　小型電動機L　　SP−7　−Le，ll　．lit　l　N　i．1；　JJJ・iiイ｝信5こ与・；宣正ゲ主　　どご1⊃・モー　トノニ・1．、：if・i　t，ト，ンjlξやトう何｛ll「lj　rtつ「《：．・XY｝してlc之÷｛’｝i・・2｛乍しプこi｝モネ目？，9’動董箆て�_ξ』fi｝：后］，　易《庭汀J，　ノ1・「鯉工哩1巳「学磯手戒月」その他とくに大さな起動1・ルクを必要とiな∵司・動力源として広く一般に使用されるごとを目的と1．t：もノ）�k：・ある．ll．a：±1様式il］L］」雨011、卑1川　　　∫」　∫μ∴：ワ三4こ負ス引叫］転放　｛5首｝1ナkWl．川り1（V）50へJり∩八’0．2（L，Htl）　　，1　　］00．1，t；　2〔〕　　1，’i’∩｝八Sl∩12　　　　　　　　　　　1一定格迎続　　）二、ご）・亡一　トノし、・『．tl　lr　］　〈　・1：：・：’コ’i’．ンここ二“1．」’一：ウこ1．a　停動1・ルクほ十分にノ（きく、起動いンクも猶群⊆動型としてに最ノ（限嘆1に人ごく，しかも能ぷがよ、o．b　　1皇」フミ享ゴよぴd〈訂垣うミ［1‘［」妾「日言1；ジ�_�j∫蠕人�k：ドク〈“と」キ1こ匝］車云｝’fsン＼キニs易；1ニニ］二二三角llし2　L；・J，1二とfj：rて’　，Lrづ�e、　�f｝ゴIII　Dミ’ノご全て・II」，�cバ�dソ吉｝罷度L｝1�d）可ほく　，　i’目当えミ∫dケ［『庁；こ；11耐づこられ．）・r，、c．・川受ほ：独特．「．ttベアリンプメタ・し｝ヨ．ll・’．　i：筒・泊受であrti｝∴．〜…，　ilE．転；元1［］i／骨’：1．，　ごえ〕ぷ）て亘仁t’　：：ノ；〕，　しえ・・もオ汀illtt：1う：フエル　］・UL・「1］∵、レ（L、）lt：．｝e”移］iむ　1’jj合・；：もts）ミ．i’ン・だりに『充liit．．な�d、．d　　互虫9　E∫、1三ホ合；由1・全・う�_用’、．・〜（え三〉る司・・三；ヒ：川に恒三和Jで・あ石：ビカhl、yl　2，ミく、　∫dl芝にホ汀；由�n一）51二、どご’［；ろご・パ・e．　　ノぴイ・1ド｛進重九＾｝ji！i！xじ、“力「旧1羽器：士三iデヒ忙ノ、，’・i］，1！　JVi’一一一、i．1iしゾこ狙Ill写な設言ドごJ．IF）｝〕．　ヲ1：�g輻こ二重JJKiバ酵；；戊≦三・．「：，　ll　lii文�c素旦ス已こ二とカミな’、・．SP−7型分相起動里‡目言秀導電動1幾自己通風型0．2kW36（36）t7．’−bPバSM−1型クラッチ付分相起動里相電動機自己通風型0．2kW1．　SM−．・1　仕様　型　式�d「1クラソチf寸・分・ヰ日’｝起重乃qξW｛’竜重8逢自己通風ulo川　力k、V（HP）　．2（1／・1）　　4極’s　［E！v）　1001：壱負ネ8竹；車云数　‘5950’V　60〜1，400　　1，70っ　　S亘三格続　　クラッチ付一∈・一トルは，クラノチを作動せしめること1二，］lvつて21［il；云；丞’1圧をド1由lfl　ri三・うゴつ臼1’輻菖にD月4些づ＾ぞノととzi）�`で・ごち�e、こ）た∴二C，　重方う、じたり、　止ぱハたPするイ乍’Tミi二色廷口’；二ぞと戊卜、ll；；に！更和］’て・こう三・：ビ�dこ「、り�kごなくi∫旨率つよ1バf乍11；：う；”：・き一る．　　1二つモーいL二�d代痴］勺な肪ε：□∵糊1ミシンの駆動fi］℃・tlb：う・’）�_　こOi也；こ：もあらゆる1匡．ヒ『ilずG｛f，6｝−E，　ili鹿・1；慮（ロクロノ　木にト翌｝1己’亭’J・学勿リll工用で己動ξ礎1こ／リ、「目さ｝’しそ，tt二，応「rJ理厄｝「司；’L’き5）〆’）レごμ11、、もこニン’で・あろ．　　と．つモ’一一トルぱ，足踏夕・，あろいご他D適当な方法’こよつて操作レパーを動か二，プレ・・一キtr弛めると同時にクラッチをイ乍重カーL］一し1めご）智1睾造レご�eセ）：’：’・　分相起動式・曲［？gl’動｛堤を掠用してい：う｝）・ら昔響，振動ピi：き2：�`：・〉てノ少1，　1，L　t・Lつ∫圧負31−fi｝！1巳fiJJ〜‘で＞1う♪二三・らliLE動スイ　ソニ声にも，　’亡一　トル：二も乗ξ�j｝！・1’　；’ごく�g（：�h・：：1：走呈，�nた1＼．　　ノ河｜il改］’4さ7，　1−「一ガ、ぷ1：・つ∵．L）�`itrじ’ご三うる．　　イ走来：でクラソチ彗�dうi’iiittl−L≧三［多動う1るた膓う，　こ∵’‘F句Zt　c乙）嵌【今部ならびにヘー一部分よ1川牌を発したり，クラッチ已．・1奏肖虫こイく」し【合己1艮IL／T．：S；，　ローブハミル　］・1巨．う嵌合剖；Dl旧i菅　’：’f　；’卜i”IX．．・1・　Ji）・つ’：ン　．二．ξしら　ー・欠C�eジ「ご一膓店づ’ろ三’：め：ニロ、＿一ノ゜べ・ン　ト［F．．1事壬、、7｝ミールペ〈7リンク�_：こ一1：シつて二く1二えられ，これにt・1−：一：Lクソ，チ．Lljl　i．：軸品こ装31継1，じ�d，クラッチレベ・−C／il　f川�hで躬ll端｝塗ゴ甲すだけで1［］1．法を自山i’1在に伝えltこ三）ミでご：・r）．ま：こクラソチレ？〈　e一を1雑．士ば，　これ」；gローブ゜ベノし　ト、ll主ひ外周三三ブレーキナる．他方クラッチ・⊥巨．�dひ／aXバ（t，’・三，i刊：：：丁巳長〔θ勺角：用1こよじナ甲ぶ返えさ7t，クラソチ「三「用放・トろよう1ごなつて∵・∵1団・造．つも∴‘を製f乍1ノ�k二L／’竺．　　iliq　gりJスィ　ッ　ー戸にI　L　ILiリクラッゾ1］刊jE［iこ2’寸�d葺i山’1　’：f’多動しても確実：二動作す’るも∴・と�d，これご負荷閲∴・末端1こ塵挨二1入．らfs．Li：f−tliX’：‘｛；ミ1こ1袋：是巳、　1：1・・、もこ　二部う｝・．づブ）・レ・f“き三よう；こ己文」ミし｝ーこ．　　ロートトローノレ　　ー殴工苫用電筏品として，当祠：独自のロー］・トロール�dヒf［iE弓」’−yたL‥r　Lif，　〈ffLYJ｝ゴ、二辛内戊＼［，　好，1’｝三’＝i尊して＼へる：）｛．　⊥ユト’そ．一・1三ン’；’，∴；i一ご智］介す�d．　　アニ≡ロー　】・トロール、J）詰ξ刊｛iこ一”つ’．・・て1111「ロー一　ト　1・ロール．：�d十’ヒf｜旨と1’J．　）1〔is．「↑」」　三菱’：匡『墾　　2／’G“2．り・　　ll召fl　l　25　勺こ．　　　　．1　　　　　　　　、ri’：ご771　，；1［：il卜一15�d、．1．　　7工弓氏ドξ「lj』1丘亜射；蓬　　］少口口幾：三広年冠P｝］．∵バ虫：芝；11‖御と，　S’R．！tS：・なt衷　［ti一変動ネ；1亡必・「Jkiとう∵二，　」ヒllイ〈》』Uξ；こ辛内入□．　’：も．⊃：Stl　　　　�b　’〕：．し∪村ξ　　IJ＞O　I　P　ZL）OV　70e‘−Pm　fLi．，励｝窪h：機　IZ5W　ZL，OV　1，000：・Pm他励三三菱ls　B｛s・XJ，，1．　26　NT〔L　l・［95：t⇔t2：＜0．4kWロ・・トトロールと1HP誘糞雷動．畿　　同上駆動誼動機　2〔1〔，HP　3．3kV　1，りωrpm　　　　　　　　50〜　川り‘u山言・審　　　ロートトロール　｛｝．4kW　川）V　1，5｛〕O　rpm　　　　　　　　与’．1三甥ξ励苗とれ；tワー1・．しラ，い�`i川1洞1り式に逆起電力1・腿度ll雛方式三付加∴∴∴．，，1．�d，ll−一一いバール1．．二，電劫髭∴．逆起電力が，所定f直、こ：・．．三∴1ご動ず］け：一、．一］（方式で：．．、発電機Z）励磁の大部分1・ま励」磁母線によつて与えられ，°〜トト・一ルは，遠度亥．動ご�e；，港す三だリ⊃励億を与え・；・Ll−｝ごよいから出力∴．；小さ．：’．ご・一ら・，大出力．∴電動跳に対して　も，　ノJ・型巳」悟準ロー一トi・：2’一ルか」趨口で・きる．　ま1．．：†SWJ機OI速度に：負荷：二煎Bl・1〔系に，辿度□�d終抵圭tlぽ．．し位置；こ1，il当した速度がつ身．．．1・1．：こ得られ述転うご確「廷にな：5∴．てt，従来のワードレオナード力式・’題「芝制御洞司．ノ決1・．i〈　i／40□うろのに対しl！1t・．、の広範匿1ま・．：・．父1走な制．御∴・’珂’能で�fる．2・　製和ξ��〕収リール∫］］電動；k3Lt一　　　昼ユ｛文リ　ーノし嘗圭ヨ」力『菜｝．二：：｛1’｝｝i“ん；：，」．日プJ．：て・�cλ⊇．：．こ一一ンi三二でご・，る1二とカ∫要求さ7し≧》．び，　参Ji文り・一ル1こ途耳ζ》3に一・T・　、？Lてv’ト．径�dフ1〈きくなるこ．てず1動1”1’Jlこ回・紙数をト’：，｝�d1：口ご；ILI．L．た∵・．そのために1’∵1じ重肋i文にt’心．・三‘辻口．三こ・一’：走こすれば，　定1口滉ご制御を行う．必．要�n：．じる．十條製紅し｝郡島工ゴ弓に二納フ＼したものは　谷取電動機　5HP　22t｝V　450∫1，800rpn〕他励に対し　　ロー　1．・1・ロー．L　　O．・4　kXV　　110V　　1，750rPn．t　‖寺グ11励磁　t・使川し，好丈；．．．tit．こゴし1ζ1∴て∵・る．3　ゴムロールカレング　ゴム・一・2：ヵし．ング．も］少紙旋と同．ほ，∫ミ好た漣度．変動率が要求される・株式．フミ：荷i明；倉ゴム製造断’に‡内入｝．．．たミ）己‘は　　．｝；、：E動1斐　150HP　221．｝V　45f）rPtn　他励　　　．．｝三ブ§「辻桟　　125k、V　　22りV　　97りi’PUI　　f也励　　同．W！ll．助［藁助6ξ　2↓）1｝HP　3kV　97〔．lrpln　　　　　5｛）〜　　誘・導｛▲：莇己i｝　　t．T一トトr・‥ル　（｝，4kXV　ll1）V　L　45UrPm　　　　特．殊励’1：1・i　で前記抄恨樫と同ぱ．川ilj御方’式：’11・日ミ：11し，好．�d．い蕉，1牧めた．4．　　鮮ぽ［．．fヒビニー一ノし　ロ　ー一ル　ヵレ．ン　ダ’　日本化成．1〜占1ぎミ．1：場に納ぺ�f・．i　・！・一ルカレンク．．；．／il　a・　tf8＿IliVJ発’i6　11匡　　カレンダ用籏「磯　c；o’cYt　ZLt［）　V　L75n・μ・・fO劫1．已動ノ」応月］品　　　クーリングカン1目完∴：≠幾　5k、V　Z20V　1，75り．Pm他励　　　ISillJEJj川苦導電．1〔加・；．｝　　　　　　　　し0”v　b・　主　電　動　汽　　　カレン．ダ月L≡］力詳ξ　75｝IP　22｛「）、　］51�d］，20〔．）rPm　　　　　　　魅励　　クーリ〃．カ・．川．□・］．・．1．：：511P　2川〜．’18∩1〃2，⊂｝⊂｝〔｝・pm　　　　　　　他励　　C．　　ロー　ト　i・ローノレ　　　μ一　ト　トローノレ　　（．［・4kVV　　］1りV　　3，45｛．｝r、）n1　］寺抹　　　　　　　励磁　　　り「｛♪力」．IJ誘導’1£劫i’｛［1i　　l　IIP　　22f）v　　；’；，4．50rp｝n　　　　　　　6｛）〜で」瓶イヒビニール．i．．シ〜卜�dる’バ1．1．1却化ビ＝’一．／L三布に塗布・：．1＾乙も二を製fi｛ご三三嚢f戎で，厚み二．−1こした∫ミ質こ．製品引i三るため1二，・・一ルプノレ．ングとクt一リニ．．・グヵンの電．動当に・つねiこ一．一：工乙速．度’で已三転�d，　主た両者二‘速度上ヒも不変であ乞こごが必．室て・，要求される速度変重り率ぱ0．5）、6’以ドであン・こ＿］要求に応；．’　「r3三‘めに，　ロートトロール．と7�g�n管∫暫牝］1装．1：え二川．，’iN　・li−．．．：川御方令式記・採斤］し，全速！互範川：こ．対1．／〔．1［1∫｝6’以性ジ．）速度変動率☆ミ．｛，．1・られ．た．　コンヘヤの総括制御　ポ統内各一：・］ンベ・1r∴‘電動已に女・『�h，　斧．ノづ三亘転三より配川U．，　各系統：二、−1・li：にIFEr：関係な系続llW｝］時：：：蓮転し得るように選択可能と�nろ．か．．っ系杜1，∫にインターロックして1瞑序起動吉よ巴ご順序．停止をi∫いliJるよう；こ�d．，　吉た蓬i転日�dF．一・つ．．’．’．コン・ベヤ1・L．：：fri∫んら；’う・・L．’∴「里llド’，1・・停il：すP．ll寺ぽ；公1｝込み側．∴洛コンベヤv！1　lf’こだ？1’に一齊停ll：：1ーマ・よ引’こする．　戦．後当心川・鉱工一IL｛／．加「｜1へ多数納．勺．．／ているが，大阪ガス酉�g工・U赫1的）∴‘コンベ．1・給・1「，11・．制御方式Vl）概略は一ド記．Oと：誉1〕ピニ・烏る．　イぐ�ii：量：：：，　系統とこ操イ仁：，　二た．万：こ：矛盾しない系統；○同ll芋旦｛三もで・ご三　電動言日き．�_糎・｛；．雛巨止二「二与：る電ぞ；溺妾触器｝．1洛電動蔑．．1．．．傍；IJ＞∨、渇生こ’：うゾノ’法二・江伝室ヂ＼纏める方法ど’：：δ�c’長美置’メ．：∵垣転完に没1ら阯電盤の裏泊1へ接コンベヤ用制　御　盤（37）　37触7，．v：牧答i，現｛易二c　一た各但勅佗・ア視場」キf！撃ひち人Lp　　・し‘F‘、　　　　7：Lil人U⊥’　　1　　’；〈）　惚　　嵩1．　昭光盤（あるいll」見小tlf）　盤1に模1〔元コノベY．二哩11ド1’1，　子　、　バ’に対　λ，白，ば色「tF【写灯？缶11叩ldl’　／へ’7∵1　2∫’−lli僚熱：口∵�d’硯　�_1一易1二　て　r　l・ご’りLJ，’そりつ．ベピ1虫qピt．ぞご1：　一小l　i’il’・　i，；」　J∫li−・ンへv∵起動肌�h’。］’T場：恒灯苛　u，IEI、�g川，そ三一ンへらf・，　II一中バちツー　’j・2　　制　　　郁　　　”i，l　a　系航，四川］IL卯問冑1器お＋’係」し指小’L　j　b　｛莫振一／べ�hに起動fi　ll　j］j押1”y　C　　起動fT］；川1乏llUτ1」ll1ど「　d，　用［瓢’ノLゴd．31「・ツー一一　e．戊1一常停［11］押二II　f　　継電若頚3　配電盤↓電｛｛・’む1破｝÷盤）　a　　各一ンへ、’用慮1充；l　d．　　　　〃　　　　1電1〆九触器　c　　　　　〃　　　　tLIL働jE｝　E　tr，た糸1｝FΣ田こ　d．　配口用日1’　「長4．　」梨f↑彗三↓−TンへV現！’；t一許々　「「ilv）一）ii　fl　る）　a．　切換聞閉�b　b．　　起遭8斤JCi｝11勾門］一・弓ご一　c　用亘完∫；1（知r川二［1　テアイオン遮断器，ノーヒユース分電盤　電幻，、一司る分∠こ書　呪口」7　取↓1乏い　t−、こり一石’・’一”tiXt−’ノじ全に傑｛’�e：い一）　　’　rl　　�`’　二　・　　同的過負荷に耐∴、られ　　　　　　　　　　　　　　　　配電盤�l抽レ1一バ「巳動咋7．1i1‘1　；プゾ（“’し；役11　’f　　　　　　　　　　　　　　　　　　・フー．llI　　　　　　　　　　　1カ・も危愈／．、」負荷三パへ川�d�gに際1てしイ奴に0・1絡に際1℃1瞬時ll’jl：）ll／jJs　，どの日）分こ取換夕もf日⊃才，！だ1に’二1いパこttj　［i　1しうる．、�g一・要．1べiれて一　　’【ilrドそ丁宍f川一題合1　一鞭邊蒙灘麟濠�c　　る嚥へ�dx璽購警羅影灘難琴　1・隷難1　　　　　　｛　““烹NF型ノーヒし一ズ分電盤船舶用防水型区分電盤の例　　　NF型ノーヒいス分電盤　　　　　　埋込型の例38（38，Pterwnt’惚、，　　　　　　　ft　1e’　　　　　＜t　t＞1※・　　　　　．♪　メ　トt　　　　　　　　＞　弓ミ　　　1　　　　ぺ　　　1；’咋　　ヴ・・べく　　th”・　’筆　　　　・パ糞　　　〆　f’ぷ　　　1　，“E菖←⊥鷲、NF型テアイオン遮　断　器u能そ備L、’t　ア方ふ�_欠・‘二川1・，IJ、：1・：’h　i　t−NF川アアf7，ン〜川ぽ」’Jし1�j　，’：：二｝し’nP・ド　ノーヒー−J、分竃幣，1・，dL桔＼，！YG　1米軍弛物，　ll七とLILめ　般日務川，ビ’・テい・，紡11丁一暢ひoに多数〈1勺人じ　　’こ「数　　♪’：；樺，呪じ倍デ」1，9〔｝f）M・，これ1こ便「刊　゜7．NF・川・一・’イオンピll｝「∴、r戊こに21，000個T）多きに達1ご．�d，’一、川仙を允抽；，　’一す”1す需吸・塘加ノ仰【司l　　　　　n　∨tt　　　　．　　　　　！　　　　　　　　1　　　ノ　＿　　一］　NF‘�d・�g．Ulilイ：　ノーヒよ一、フ〉冠�k、呪1じ盤．’回路こ1｛『益として使用一jろノノrd／，］と断誤t�iILr挙いと、こ｛己「と�d∂でこ�`ろ　a　lkM〔IIli’i　ハr・t・　）・1要七’．　一時γ」た過負f目∫に対1て　イ・ピ・要r∫1リノt−　’L起’：す，知絡r対�dて」降時IIハニ1リノ　t＝　’　b　　、，L・［　t　’L　Sf’　　、知陥に’！1〕つわに　冗・�d動f］こする，、．ヒ、一、z・・ちllイ・f6”，；こ一’7一く亡わtて安全くあろc　・胤閉w一、〇一己↓吟�f・1二拭イ］戸パ　d　�h｛ll、　ピ」　�g製　受P一いη三，如何ブし取fjlh　tll�d　．1，1能に変・；∴ノ　い　e　巴�g勺と1質荷’．ノ．il戸陥　ぼにい，磯楢に継庖器こ刊ζト．Li　lし六・・ら，過i’L荷’バi励絡・JJJ！iJ・I」i取除ゐ・｝ビh→rl　川閏11｝、1イ・川∫1ユy　Lt：’　f　　　l　u　／　　t“♪i：1　　，　　　け’日三IL−　’　｝L　　−　，しf　lr：／一・乏【処L　”3；：、い〕’1二封r川てこパ’　q　L∴負荷．−L’知�g，こ〕、つて作動｝たとき1壬，把手ltf　ltL｛一一一　E，レ　tl　，I　L；）　h　　’z・f，，lrt］．；Eご斥rへ　，反続これて’、る電動喪・「川相iJs　Fコ、＿防・1パ〕−Ln，共沌り1リノノ�_こ備∴ている力ら・、　、すれ　川に」首荷xξ但・一∵1だ砧だ極　1，・1時にさ断すろ　1　探η�j川’，�j1；、［ll切式て“−tデノ’イAン原メllの川払〉．�g　　　　、・・三’ピ1パね川　払触∫一〇る二白う1斧＃tl‘�_　�dいfll時二陥，　II響を発�nるこ！なく安全に「±i｝i−∴　1　　　，」1・1杉　Jlノ、　1］　’i1”t｜｛　　づ一　f　ノ　〈　∫　ノ　）　三ヒ　L−　・・L；｝IT’〉　、・、1・必　　小　1・　k．　し、一　　取担t．　L必安」・な、u・▲　ノ，絹1冒1川Auis−」て主O　l　　［肋1易蝕1’iて　t’J三　NF　II・Jノーヒ、一　、／♪庖賠，配’1じ�b　　ノーヒ　ー、分電盤＋1辿「INF型・ゾrλ」芭li斤ll’1；　にq］1　・」ぺ，「ド配日」，｝．札　臼二にピ♪、づ�d［り1膓．設り　　　　　　　　　　　　2：日申三　・Voユ　2b　　No　　］　・IY52て、の・，　し呈1｝�d　　♪ご　　く」ノJi，’（　　’　tし　　　　‘　　�d，　　Ll「�drL　〈J建築に］’く・ブ川てい”　　ブーじ，づ、ノパロ隅，1，L　1、．じ・（、　・；−」ヒ　　安�dfこ吟　］北・担｛しとiこ1　　・レこII　1浩，11∬♪’［v−・．・ろ　箱　jl肘�gユ五�_叩狙1、｝、「「11　Cil．あ：二い　’PJ「、・込Jl・J　・・．“）　L，1τ雌にバ両1・「一・IL、∵と4弔式T／tり・パん　1曲・〕自［］い川二防川　r同（｛乱とノノ」、［T°l！られろ　適用rl｜蹄．J・〈　、tし｛ioov，画充25’）v以1　　相2・dll：式，　中イ目3ei　ii　」L，タィ目」｛’］・L人，3Ak4わしV，　［l　L｛tld　e　I｜7↓」L」人、直流2線式，［白βじ3な式　、�dr，；・’J川」’flz　；h心1�kノレームこ・）アiZ／已川一　迫了｝’舶ドーL’使・］れー�d二三がでこる　　ノーピース分竃盤い．分∫E時L川様にテアイβV　JiJ【所ψドニ位fiし二交イ允　6〔｝O　V、　r白，含　250V　JJis　I　・　1川爵ξ「「」配電盤’てえ・〉二・　づfノパ、］LL　一�d�n組、べ・，．、三い一フ戊一．ドンー・し一がミ’臼17」’k”i　，辞ミい，そノ盤酊二約Le％色iI約�kきるこめ，｝ξろ1〈小’lll　Lない�jアーノト・ノ・ントに芸1眉rごろ�`“」，ジ・めて仏裁、iF＞P〈−1　．i．、□’1能｛ナイフ7．でノイ，ヒューズ苅か：一人〕、榎秀ア’二’1蔚1」丞｛）と三�d　・］vat’♪ろ　　　　　　　　　　NF型ノーヒL一ズ酎電盤　TS型タイムスイノチ（24時間目盛電気巻時計式）　　三タ巨タ　イム　ベ　f　ノチ117じ4�d日｝1防EJξ、∵L鵬l！合」ユて，　∫口へ「わ広告・1∫，　fLli，C＄k17・と、二1リ1，Ji〜・廿］、　i・喧’ご，　占、1∫．［川皇加］．u　1i∫う二と�dし」ノノ1／r�_二｛りこ日］づ　’3Ji�j貧二f・巳1リ’二’∴〆　，　t’　　プニと．∴竃’パLの場rト1一い画E・で・らliL’［川間後でな・バL−［slt　J），1人目七二”・，1：，！「膓膓・｜らほk、＼ら，　fl　ノ「lij（（台こ先一JL・つて1〜2川問畑：二人丁・’ニドつて・、　f！声＿ノ、れ〉”．　L膓〉、タイム人イノ声を使5パ三二1によづて始1−i）ilに自動的に尺fノヂ」＼るよう、1、．て　1　人丁Ψ二要L　’1始洞に7．だ当：K」」二いうれこし，終；、時，：こ、白動川、ニスfノナ’三切るこ�dか当：ロコ向斥し1いソ、f�gピrl〈tと　］�_：こち　、＿ア　広丁午文f，11∫s’＞1　i．」冷L−：’1n：42　fis　二二｝1二自動句にパPジ：ごと）・’”　・一，イピ｝’ld∵、ノ、通一稀モな・つてPt｛；∵．ゾ」三甚ノミ・日・｛｝リョ・：JJ！艮う、少く冷る：・らド巳助1白にγ省戊」＿oユ乙7；L，　々イム人イノー7一こfgJt月1して］臭W　I」ト芋E済i幾多、r下りiバL　l亨三7／＝ビ　f｜j　E］し⊃天全∴ロミ’il　L・　PG　一，＿ン、ご　　4端；、歳志一人研窒｛｝｝い：ミ后ヒノ・f、臨1，二�dノて24Ul間目盛1一施1　7cil’、糾1い24問｛111いて1川1じ一，電動かこ川品二　日1』†り∵LL　t、“’　⊃　‘：，1’　　L　rl・‘1，Llji、t，1⊃川バ　　’川L　−　　一　　，・　・ij閉IL叩Lド行IL二“∵’“川’ド］1川　　’　1　　ドrド澗「一川Ulf　t川こ設　∴Lい日円・　，u，．・・　r　l」L　，一・・r、続1てメ、−r．電／、二外し．膓に目動1／1［いL｝い問‘‘∵‥｛ザー⊃二�dド　・撒』　’い、　i　r　J　内�d　　L，I　t・・、ll　J式1巳，ぽh4　、・ら　　時川1！い、　　、ピ・（　芝化，∵パ　‘　1・’：A〈，イi，，X［ilド：1∫）　P1　llf似1　f・，、hこいr力“人”“しり”「ヒ＞lff，］1た取fj　・は！→T問マ動角同放Pfr・二’に」「“　1irL　　匂　・；’，Ll　．・1・ち�d汁一使用、�j1切帽l！いン・一てi　・　＞1hlパり三命　にい◆　　日　D、　　氏」防］1，1［Tレ「’S・L十言＄’ベィし　25｛八▼5ノ、　　’辻1’動機1［」ltf？fL（　ヒー　・　f：L．、〕）1りぽ　　］：OV　（2・リ　　22（）V），　5｛｝−Cコ　fr〜．　jl　2’」、IV1］｛2｜］5TIIII｝｝白言i　1　51弓｜1目，　目1，k−｛V〈にン　　∫ご）ごとVA　．t’こるビ／τu｛　いLり8川＿　ぺ・乙　時間継電器「クイムリレー）　　TS型タイムスイノチ　時間継電器（クイムリレー）　1｝柵那ド1に1｝．、一但∫・川閉に組／ドて，�g灯，竃み1，電動’ピ・▽fP回1川三プ｝ごllパ　」バ，：δるい1−lruW−7Jl引‖1　パrT三（目Lノ「6にiil　l　て｛上・lj］←�dもの二，　�`大ゴトー咋イ乍｝＿　t、　10　っ♪1’］「／F　�_　　�d　1　PIL1｛」　　］cト　7　　　　＿　、：iきL］　　，　ア：　三　ノ　：k　，〕上心フ潮パ電’　ノ11イ∴・・し貼開衡匡動i”1）1．　ii励的にf−；　1［川力□．通’・u’　r’断つ，後，次にま・戸二剛作じ只∫一一　問川1・い出パ、il・ぐ摸なと・T“？lu一必；Jsモニ　〉一、」弓、�d∵　　・」r∵�_」lliJJ］・セノ　｜・）1・J亡tた「「，］1　フ�e1’いlll山間ll后・�dてトIIバい「小」ヒノ1・型丁川間継電、ド赦ノ11｝．／i　’　’，　f・1‘1一�_佗、ハ　市斉同曽・9．・　t£，得∴∴　目ぱ：’1�dL　uす膓∵�_二き・↓作し’：　　】、，…lll山源肋、1．こ帆11用r・川lti動滝と伽」・，　ilg畦　＿i’｛L、ごII輻｜fl口｝ご一S�d、　　ろ、二」旨」1　　七日�d」二fr　］∬〜P311こ一ヒノiラ乞　　∴　　ノ　・ミ，　sl，竺己ly　il−戸ii・�g�kt−Xi閉する1｝目問紹！1，t　・1・班川川∵∵・し」”j’・L，る�u．κゾ・古工区足’・し仮フ・t二11日　て　二　f“ト］ド・加・川山≒，端1‘、梨幅III｝jl‥同｛lr川司’；g　FJ・こu2川ロリ閉イ・一　JIドB伺’加’ている　　本；、よ　’臼｛．瓢　L　（1）わり1掲、　い�g芯　　・し↑杏変で允　25（1V　うA（2ノ　（」　i，1】1］1］］1月一3s」JJ：＼　100〜／／川V　（20）〜22∩V）　50〜6｝〜，U）川川ピ治パ5♪，：）い・，6〔〕分，90・♪二襟4・ニナニ・二れ以クト：．王�dik，11：・式f］一，る　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（31り39　　　　　　　　．｝，　fi・る；∵�b二1　・i　口〔LI∴ネ壬i．�d訴夏ジ！．　一・」−口こ1　て・、へ’こりL〈イ夏：元，i，tijlユfl台ご口．t”’・　しごこド，ぞ、・b・1、　−　pii！1召1目　：t5．午6∫jI差ラ｝ミ（つ400ノ∫］．1’∵言：ミf・1111育｝三．、，．：：ニヌ寸’：．：．’：「；1：1∫！Ll．1．元’；‘∴　∵「↑’てr以Yli，　わ：：∴［⊥：！イ［’ノ」江：悠り　］0　・’TllニイC．∵　｛・∴てそ．1｛11ノ亡�_・lrl−，｝「、．軒並急ビ．・チごもごてiL（ゾー正2｜�_�g｝〉、・�d�f・．一・咋4ド以来当川：Lで膓‖イ；：ごれ，、・�g右孝責∫TrrE重り∫’1、−6ご三；く1・・ポ」2　’：f；，　f工委儒で“に・ik〈j・】0　万］『ラ｝にお．｝、つ：各．・［1；．・〕．・ら．二ニヨ：・1：わ∵一／llh3．．ノ〔t”：／　ll’・，，以　　1　：ヒ【liこ・う；’：’　：　∴＿　，｝：−1・l　J・一：＾，身］　てkl：．：　．　　一［’tsに竃看『責戸“・，−gdiカト斐三．中し陥元斤t見己（」’しと．力n二　£］し：一ものあそ5’、−v：二柔斤型と’ノて1�g・・驚さ2L・’　：い．T．　Il；三・2、　：｝1／一’ご�h］介づ’る．　　1．　　脇系〜」型糸右矛責用’「丘り功1喪　　H；｛　1；1　125コド4月，　日イこ電：；斐’il、ミ：：づこ�_’1・，　fr、lr・元�d家ナ・三’（：：紡‘鼓‡斐ヌーカこ・妥望：’二．戊占三，糸力斤資∫：ゴiに」；�g発””．てしく；二数多く製作されるも・lil・こ一’　1．・　／て，ジニ特性〕二．lll要」’法L”：．1窟，’走竺fTつ：：・　（規÷各・iiF・リー、　！ぽ’に1：臣U系　JIS　C］2f）6，　ナえ去　　　　　　紡績，化学工業用電機品紡績工業用誘導電動機終敬以ヨ閏｛系JEN工1019）　　当lii　i：もそa．’fi泉1こ日「・つてド、口乙≡新戊｝｝�g亡髪2イ乍することミ「こ》・’vr’”・，ノi　、ル　　ー　ム　’i−E1li　lj�k髪　　　∫．｝ミ置’型　　］LE了q　　　7・プリング惇i日、題　LI・］P・「・！　　　｝圧垂、型　　IES　；1・1　LEP・」べ一　c、　　　　　　　　　　　　　　　　　　げリングを除いた、，、∴）　　カ　ー　ド　∫已］助1委　　しE　等‖　　リ　ン　グ’、：1：墾リト三　RA　JILJ　　2　　＝ユ・一マチソク●　クリヤー｝「7」イ己こ重正妻　　‡舟紡コ：不？．1こ，�d、、・てイ〈；二」無り’ニフ�j1．〕’りlf中；ご馳三］r・こ，　垣7］】�jホ庄iニヲ礎散！、、ヘパリ’・2：”［瓜辛吊二：たちt，　；、　二rrビ�jら、二まこ；ムこ｝：オLると弄ミしり＞itt，！痕1）、1：r／・鵬：．」∵・｛｝り亀　1’：与一’、　L二こ　1：ノレにif・ll，．糸畠こ［Y〈，引左こ置t：”f・］．！，．1　一”〕．’♪二’二と、「二よ　1，　；9：弓立’．�n三風韻1ご’」「辺1葛こき，　糸i刀れ）E−IY，ゴ山！1至）｛二口司　1ご’：一；／1と「1111ひ；こ弓ロノ小！汀葺旙ごイ果ピニことにr�dコq，ド∴：．｝二t’三口〔’』1・・二・ユー一一・’ブノ　7．クリヤラて・1　’Li祠：�dで∴、：Llれに使Fl］、こ，九ζ誘1り1．ノ・，・ン騒！重りMifS動Stil“　）t：ソ＼�d1．：「こ’i’E：言す�dごとに：，・L’：・．　ごc肩i：亘D苫⊆「．：Jfx’　f・jny　L二．関｛系力＼［’、と・，∵二小型軽量に、；乞；｝嚇され　ここと’1牡：に’で・ある．　こピニじゴCl．1「；ゴ￥−6騎苫各肩：て・：．．・・．�_’il　l’｝同と　）1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぎ　　　0．5kW　LE型ルーム電動機40（40）i“：：”1HP　MK　型ニユーマチ：・ククリヤラ用電動機0．3kW　MLF型フライホイール付織機用雷動機i’，　］：こ、‘部1」1ソ々ド’二・�`’i｛1；ぽ三・｝T∵「；こわ三：1菜」璽に三：・一　．　現在まで・、｝ir［十t’　［’玉芝乃．．　∵ホ「：’！敗：、；�_　3、r）｛｝〇二「　：’：　）7：・�hん／∵LへぞノS　　：号’　　フラ　fぶイ・一　・・こイ・1’粒冒翌「ijt「ll重り擢ξ　　｛’｛！1）：∴・淫く　　1ツミ重』一：・♪こ」乃r�a　ノラ　イオ1　1’一ルニ・・問二用づ〜芯ごとに．！1…．1動『没，「’‘、、ナゴこノドγ｝’；にぶ’「建力：二節約Lで・こ一ること：］−1∴戸」し、一．�d；1”・臼ト’∴」♪二う二，　‘1λr：℃「］に�d7五動声鍵｝ここの二考え三利司’∴ご；二：わ牙］・｛れと�gて’：初せて∴f己験であつJ’：．織ぺ：．・｛L5秒↓）」，ド∴知∴�d∴ll；1に．中で1用口，　ひ打，tT　1一さ」」’∴苧∴杉↓柔｛i一アニ」］鉦D力言二i了弓s「ブ”・，　一・’」吉日明∴中て・乙・ftt−dif．∴望とゴリ：llごわ∵〜二1敦　1、一・．　ご、じ矢豆∫」禎ザ：こwノライホ」トール）・”τりil］L”；1　1∵二ご�n！」堪：幽幽艮：ぞ．1　’、�_∴ご．．こミ．二．　i・　，IEしt／ド｛こオ：〕カて匡1として当・！∩：；1・　t；t刀ジ、てn・（イ乍し女］諦！F王終をうぞ、ごと：うミできた．ご⊆当り紅1ξ混‡託：二1・じ「月�`十る’二，：�d；こブニじ，　晒当ド⊥スぷ系勺　1、000．’x　rl‡1勺7ご1：聾Zl1使日．］　度毛汁≡iil『�dてv、）：．　’fじプ」ご江1引巨吊：ITI−，　『ノライホイールに人こさ一さ，　Cl‘1対遼、�e『首糞［’�_：よシてム呈ろL．：，　：｝：よ：：二　5〜10．o《）’　・マ、色↑∫系ζ丁〕、　’F1∫育巳�k二U三‘�nご．　　絃績エ場圧移動フアン　　糸垢，’［．卜一し、｝，　とく1‘二も；」肇右己：，　；i17≡i．‘竺�_こ2二しぺて1士，　款畠塵カミ鑓校に”二｝たi．，製品1こ混戊�_．〉’二とに・，製品の・均一性をW〔！　1；二∵わ：∴てイ：！占：レ三ご�d�d．t：ih系方イ・：SI三と」　L：　li　iコ覆千う日しこ．結Y，！，　�jC�dリアン　�d�e“［口1力η1二iix｝’1口　，　つ2ユに社酎戒二’，周1型をτ多重乃ご　こて，　21tl　l：（［1い丁摘1塵：三・氾こL−’fllllzlご1，　生21F占こノJ’1　J−｛“i三をr・住f‘イい　、　iiLt　i『　t：三郁ピ川に二吉｛責づ一∴’C�g｝」亘：二9ム�d．・｜；．1’1けン三．装！遅∵完已　．行紡［，［iノく、ll三丁場に実5己；て，人W費∴、3割を色lj系〜Jづ≒ご二とこ・で・よ三　一．　　精紡ぼパ�g；’一一　T，ij‘ljして，2］くこ｝レーノレを機械直1・．に設置∴’11’ξ1i’1｛走i、．｝一タ三認�d：・移動台：二12”強力フアン2個�e二取i：・・1け，側ド川に弧風を：江り，か∠・竪型走行ニーt’　”L川］�gにも12”弧力フアンを’付けて梁に7．5kW　RA型リング電動機0．5kW　LEP型スプリング懸垂JL　kム電動機　　　　　　　　　こ「ll　IE’t　li：機・、アol．　26　　No．　1　◆1952移動用プアン蓄籏する綿塵を除く装喧‘ごある・レー・・レ両面に設1ナた2本のトロリーから，パンダグラフ式集電装置によつて交流100V電源を得て蓮行す三3・｝持別のパン、タグラフを使用し，集電装置から○り（花竺防lkしご・　走行速度は，風速たら：）9i，！，機械と∴距離・L・関係で異るがフアンとU的．こ・部分乙．距離2，・iOO　mrn提度で扉分15：nとしてある’ソアン’⊃仕様ぽ次のようである’　JilrGJフアン（走行川∈一夕・剥刀）12Y弓曇ノ」プアソ　風量120mx／min，風速685m／min，ユ80W　下向プアン，ユ2v灘力聖，コンデソナ付’　風量41m’｝》min，風速215m！mil，60W　なおフアンには特殊ガードを付して，危険を防【ヒしている．　空気自動扉　温湿度調整を施1．．た宝の出人日は，従来ぱ二重扉を設けて，出入に非常な不便をして乗たものであるが，それにもかかわらす∠ドば開放されテこ状態になり勝であった．　とくに紡績工場に‡バ、てi［ts工場間の仕切りを通して，材料の蓮搬ぱ瀕繁をきわぱ，手動にょるの扉開閉ぽ能率をドげ，流湿度ゐ闘整ほ［］こ1概をきわめた・　とれに対し，電気的に扉の開閉を行う方法も計画されているが，いずれも好結果を得すに方生置されている状況である．この不便，不具ζi　；；t　一挙に解決したもC・が，との空気自動扉で，すでに20工場，150扉を納入し、好評を受け，引績き新，没工場☆もちろん，旧設工場の扉の改造にも着手してV・る・　扉の開閉ぽ，電卓戸閉用として一般に使羽されているEG−131　E型戸閉機械；こよつて行い，動作は，通路の両正川に設けた踏仮を踏むととにより，電磁弁を動作して行い，踏肱二位置を；虜当に選べぼ，歩行速｜廻こ一定に保’：」ながら、通路⊃扉を意識せすに通1∫がて膏，通過後；一こ白動的に可ぶ閉るという便利なも．丁ノである．　通路．r．・大きさ□1，有効出入［i高さ2，120▲nm〔約7尺1イ∫切幅1，800mm（約6尺ノ程度で，手押恒∴通過にも十分な大きさである．　扉つ開閉速度は戸閉機娘にテ言卓戸閉肩を利用している関「系ヒ，室気圧を8kg／Cm2程度に1二げて，扉の重さを60kg位に押えると約・1．秒程度で・f−＞r」aし，　6秒程度で全閉することになる．　装置として：ま，約1坪程度乙磯械宅を必要とし，扉8個程度に対して，　2HP塞気圧｝宿機1台，1901　（最ノ（使用圧力9kg／Cm2）の空kタンク1個を設置するのみで足り，扉装置ご壁面より75mmにキ内：わるごとができ，戸閉浅械ぱ床ドに埋込み，開閉テコは戸袋．’）中に入って，外硯1河動部分：話↓えないため危険もなく，綿塵0多い紡績一〔場内に据付けても美観を害うことな：，動作も安定である．　停電．「）際の手動開閉に：1：，とくに意七用い，扉D両側ヵ・ら動作でき○ように，壁．⊃中央に3方コックを設け，優美なカベを付し，扉には引手を設けてある．掃除などの場合に扉を開放O位置に保つ三1こめと，長尺物運搬のために，比校的長く扉亡開放して置セたい時のために，扉の両側面に．天秤式SII釦竺設けて自由に扉を日刊放しうるように考えてある・　，の他］・ロッコの通過に便利な軌条付．通路用として，トロッコによる間閉装置ならびに，トロッコ卓止め装置付日動遅転装置方式も完戎し，鐘紡防府工場老戊室1⊂納入，順胡な運転＞Lf　l∫つて’Oる．　化学工場用誘導電動機　肥料，薬品，ガラス，合戎樹肥等こ）化学工場には酸やアルカリのガス，溶液が多い○で防蝕について特殊な考慮を要する．　大塑電動機は昭和23年に三菱f戯黒崎工揚に1，90りHP　1・500　rPln　を納入し昭和24年には同じく三菱化成に2、300HP　1，500　rpm　1台，　日産化学富山工場に1，000HP　1，200　rpm　籠型電動糟2台，　大阪ガスに1�_・老　　　∵”、，　　一，二・w．”／．　za電動力応川品空氣自動扉用圧縮機タンク空気自動扉全景（41）415HP防蝕型　電動機1，20011P　1，800　rpm　　1台、26　年に1］：さら‥．λこll！ζガスに1，200HP　1台受注Lていえ．　化学工場用ロ小形電動｛．t・1・防蝕作用を強化’」’したee’に，構造，絶縁処理，塗装等を改良じ，1耐酸あるいit，耐アルヵリモートノしとじて�n”：に多芝父星作いだ・壮近ほll方蝕効果をさらに塘加す『ミく絶縁イイ’料なら．1−，二処川方法を改良し，構造を大幅に改造し7’xEl．い耐酸，耐アルカリモートルを開発中である．　心線巻取機用電動機　戦後塩化ビィ＝一ル↓線ゐヲく苗∠1｛産一：く間始され？」に当）1／1庁設備として心ll｝i｛径取陛用電助機己‖作∵’ることになつた．ご¢種負荷の担求け径取られろ時、心線の張力がつねに一・定に保｝．れるtと，負荷により川ご子が拘束され停止しても一・し時間十分耐三・膓：、こと等・『条作が充されることが必嬰で，電圧1弱梧器と組合せられて使用される．必要なトルク特性をうるため川転jf一導仕に特殊奇金（特許出願中）f」　’1使円された・　化学用逆性高速度遮断器　電イ化学工士用とLてとくに負荷C�d逝〕売性1，＝El［点二置き製作したものである・主電路・りすこて〔「」劾蜻阻銀鍍金あるいは銀板を鐡着してあ：1うM−）長期巨｝1・漣続迩し1に対しても接触抵抗ぽ安定！，いたがつて温度1二昇は規定｛直を越えろ〔二とi文ない．−4こ器カミイグナイトロンに使川される場合万．一失弧によつて負荷電流か急：減しプこ場合に．誤つて遮断動作を行わぬよう特別Jの考慮を：払つている．　ノ、ンマースクリーン　化’子工オ方面とくにソーダ工場向に製作納人しブこが，その使用成績ぱ非常によう1く，とくに飾分け後□製品の均質なととと勧；分け能力の大きなことレニ好ll怪1！｝た・MK他力通風型心線巻取機用電動機起動トルク0．8kg−m　4極220　V60Aノ42（42）運搬建築用電機品　エレベータ　「脚紳足踏状胞こあつた乖前エレベー列ま，終職とJkに急速に復旧じ，最近Z）げ謝建築物の新設に｛’ドい，新規需要．」曾大は「1覚しいものがある・　従おの動けばよい程度の感覚から完金に脱却して，必需｝1�_的色彩ここ帯び，速度，述搬量．乗心地，着床誤差，冠力泊費量，振動昔IJ各要9　二わたり高級品Ll［1要望が多、ノ　」1sご、・・”−L；r．　ノi・・　こ　　n寺：こ・rl　l；tアメリカ　NVestinghouse　†じ”会ilH：との提携によi〕完備せるW肺資料の補充をf！｝た三菱エレベータは今後二弓工しべ一タL7：：進む・ミき方向の確fl言主得，　W肺資将、、十分た泊化と，国状に適した応用嵩　じ4こえ古気操作方式と，精巧ノ機構と四邑然一・致し7、誌計・精瞥1な1、授械1：作とによつて，今後のエレベータの動向を決定するものてゴうろつ・　N洋唯づヒ。三名II，渥製作所の試験塔もi夏旧丁事を完rし，すてに多くの新機種の実贈’1付試聾迂実施した・最近、珊向とし一（1エレ・べ一タカゴ室出入日○扉の開閉勧ぼプ3・劃こ，iii澗式吋莉］が目Ltt：つてkて・東京銑訓会館，大阪丸紅株式飾i：に納ぷ好評をこ博したが引績∫BSピル．　i掃岡地方裁↑胴，帥戸富・卜信託釘↓行・大阪第一・生命ビル等；こ績々と新形式．う計i画をしている．制御与式においても，百貨店制御万式を発表1・て・大阪大丸百貨店に3台伯N，引績き京都大丸京都丸物両百貨」，i；1こ納入好評を得て，名1恨松坂屋2台にも榔けるごをにたジて、いる・　また，最近開発しブ：ニスーバシグナレ操作ノノ」’℃は・新塑，誠釦…ご�_醒転・・ンド・し，［醐ド働出発信号装｛迎到着予川心し，最高11f．白動反転，途1｜階反転茄℃・応答釦等の掠用に．）1．　0，従来のシグナ・曝作方式よiv　一一．歩前進1，数台のエレベータを交通状況の変化に応じ能率的VS−12型ハンマースクリーン　　（宇部ソーダ納）化学用逆性高速度遮断器D．C．−600V　6，000A二｛菱屯械・Vol．26　NΩ．］・］952正誤表一9−！・　　　1／　］3Slalfl14if’tクク171821「132384446戸t行左31左37左26左23（4医参照）Inter口al（α（各2秒）正全速時、韻222・85二‘×2・39）　　　　　　　　　　　　　じ．右漬下hコ嫡り恨・・端枷．t−・−r，秒右16左1左6左7左12左13右21左9左1右3．3左右13右2表1｝T＝t十2nta・↓−2n×1．42v／3ゴ土09rσ＝2．5秒，ttl＝2．3：秒　　　　　　　　　　　　25−（｝　．sT＝tl＋t・2十’：汁2η’3＋6∫α一｝−’　一　’「　　1t　tt　　　l・「　一十2×3×2．5十6×2391’＝t＋2nta＋2n×1・42シん1　＝2（21十10）十2（86十5．5）li焼青銅4n十8”位置にきると　ノソコレクチプコレクチブ6図・�_い・1×：・…一（・）小形堅型中問支持梁有リィ〉ウの場合R，＝R、＝〔0、4Sxア＋113e〕　アア十ウ（3区参照）Inteτ、Tal�b（各2秒）　　　　　　　　zh．1人当り出入時間1秒，t，t　・＝　12．5秒T＝t＋2nt・i＋2n×1・　・12iン：’1．409−t，，＝2．5秒，tα＝2．39秒圭鶴間2「22・85−5×2・39）一ifT−tl＋t・＋tl・・2・1…1・6・・＋呂�eふ1　十2×3×2．5・÷6×2，391tz’＝f＋2’・t・・＋2n×ユ・42t3／一万　＝2（21→−10）ヰ2k8．6十5．5）　燐青銅　4’×8’　付：置にくると　ノンコレクチブセレクチブ　左側を下に9り度向きかえるft・＝．11L−×・×1−一・…．（1）‘　　　　　eitt　　　　　　　a　小形立型　中間支持梁有りイくウの場合‘R＝Rh＝〔0．48・ア＋1139〕．ア．．　　　　　　　　　　　　　　ア十ウ一欝鮮遮讐∵警籔〆・新装なつた東京歌舞伎座の外観直径20m回り舞台骨�s組立に蓮転する方式L’／　“，東京ピん6台，永葉ピル6台，BSピル3台の歯車ナシ150rn／minエレベータに適用し，なお引績き多数製作中Pj一�d○　歌舞伎奎の回り舞台装置　戦爆によつて一瞬に破裏さオt，屋1：にぽペンペン草の生えていた東京歌舞伎座も大改造が行われ，昭和26年1月3日とけら落しを行い，ふたたが�h華な姿を現bした．　当祠1は舞台機構の中でもつとも重要な回り舞台装置一式の工事を受注し，エレベータ技術を応巾して従来になV・新しい試みを実施して好成績ご牧めた．　回り舞台装置仕様　回り舞台　　分／）外裡　／8．18m（10．ID　　床板厚1．2寸ね板を3．5寸角i］汰の上に張詰　　盆の高さ　奈落より4．4ngm　　全頂量　100ton　（A，B，C者・迫bl：げを含む）　　剛胡速度毎分　∫1乏大28．5tn（1；Jk：司1ん回転）　　制御方式直流可変庖王カーペイッチ制御　　動　　力　電動発ξL磯　1基　　　　　　3相誘導．L動機200V　4011P　50〜　　　　　　直流発］∫擾　　　230V　　23kW　　　　　　励磁　怜　　230V　　4．5kW　　駆動用モ＿トル　直流　動幾10HP　80C〕rpm　　　　　　　　　2基直列　　減速機1：mギャ＿レデュ＿サおよじ（ダブルヘリカ　　　　　　　ルギャーならびにベベルギャーにてF壬減速比　　　　　　　1：4｛〕に減速する．　迫り⊥げ　川り舞台「ソド円内にノ（中小3甘、’3り1こげを設ける，また花道，こ「す・’tぽん」1基いある．　迫り⊥げぱ，エレベータの一種て機械；ご昇降台・⊃直ト‘または横ドにまけて，台、ノ表而已ヂ出し｝b　Zものに無く，停止面の床穴を」∫1！め〜てしまう．電動力応用晶種　　類i・1］口［it行沌度‘行程動力混　　　　　（尺）II：1こ）（m／m｛n）（m）6（松）痂己一6．。，2　元．元動　・　　　　　　　1　　　　　　−　　　　　　　　　B�渠翌�128・0‘9・3−0　2・5、”　　　　　　　　　　　　　A　（梅）氾り　9．04．Ol花道すつぼん2．92．9　　3．3�e動　　機20HP10HP　　　　　　　　　　　　　・．・剛1認交藷。V　　　　　　　　　　　　　　　　　−Zレベータ用MK型　　　　　　　　　　　　　　　　　（カゴ形）電動機　大略以1ゴ1・没備�_二あつてその詳細についてぱすでに発表したとおLiて：；ン○　．これら　／こ工］［も現場据付期間は1ヵ月余りしかなく完成ま“ご昼ゴζ媛行で行つた・一般建築工事，付帯誌備工事カミ同時になつたため混雑したが，無事予定通りk京都庁、⊃竣工検査合格細｛似，§整を行つて1月3日乙初間．膓式にll日に合い，以後連日の使用に無事故で辻伝じ，ますます好訓を績けている．　’「．∫若ご歌擁佐座，f）回；）珪台云置」／く｛寸∬kfs！i、　二三菱’，　ti＄s’jft　　（ll呂26−7元ナ）　高速ケージ付ホイスi’　荷役1『］ホィストと�dてぽ、走行速［1をは第二段としても��ヒ速1支ご�j［ければIFい程能輻’ヒるごとは一般に考えられることで，名占屋塀ILにある東陽倉庫株式会肺に納入した高速ケージ付，Sイストば，そZ）代表的なものであlb．　1型鋼よ300×150を｛吏用し，地．上18mの高所に架nkLしてあ）O，荷役冊⊃底から倉庫31；皆迄D荷役をするために，拓程21m，径1速度ll2：401n／minとしてある．　枠組した台枠に，電動騰，減速歯卓，電磁ブレーキ，雀1胴を一’列に並・・ミて，1型伯1二に川定1，アc桔造で，荷重によつて、電動機から倒司迄　中’じ・’狂わ’：V・よう特別の構造としてある．　企⊥容・ll；11．500k9，1易速40in／．nin，：走ii速度：士50mと25mの二「’ξ速些，全・］t昔1，900k9　と、・うホイストとしてn’他に川�n見ないも一であろ．　径⊥喧動機1士途線」tll　15　kW，6P，走｛∫己動堤ぱ2k、V／1k、V　4／8P・［刀換二段速度，　Pl］　h，　ヶ一ジ内ですべての操作t‘　iiう構造で，尤行電動機にし、詞i篶ゾし’キを　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（43）43　⊇〜鞭嘉�h、［　　轡ぴ　　　　　　　　　　　　　　．茶　　　　　　　　　｝h．ttピ　　　　　　　川　・ホ　イ　ス　ト備え，安全．うた釣．ノ，トブし二ごζ万」意�dて1）ら．　こに場介2台直列，↓口をす〉：　’f二∴に，f’」’突防1ヒの制限スイッチならびに相子撲械．下）側にぺf．，チITIゴμ・をつけ，バンパーを1しll嗣ている．　クレーン用直流電動機　製鉄復興に俳いクレーンノ了j直流電動跡1．．畏作e．多江に昇り，八幡製鉄，川崎1｛工為待加∫liに納へ1．た、とれらのもひは完杢たB狂絶縁をn」しへ，刷1’・ll、、持羅，緬∫・引出構迅その他各部に改良を加三．1廊，烈・胃．：皆「ぐと向Lさせぞと共に，軸，鉄心構造を改良して、．．は旧強∫三1担∴1めクレーン用とじてし二：．適格性をナ｛空進さ・｝Lた．　製鉄用以外の用途として日口銑lf　l：故⊂、葭旧作業を麩ξ械化するために製作され）・i：救鄭日　』弔：校一竃�`iLトー式を国」※に納入し好成績を牧めブ：こ．これ；．．：ジーセ’7Ll・L一原動機と1．たレオナード方式によ芯も○し‘擁電制動企卸1．．を行つてV・る．巧国鉄　15　トン救援起重機用電機品H台数1繍1；。円耀・酷レオナード発．・七陵1　　　　励磁．機　1巷L川電動L1傭仰用電動校1走行川電動ぶ：2旋回川電動杭144（44）r，04．5303ぴ1510　　　　　　　　璽一式」11，…「連続繊・風105　1，20〔〕　　」」」　　IF　li　n！ヨ‘貰近亘風220　　　550　；1，’2：i！∫：i昌」　　全　　　　lilLj’・　550ミ1硝．」1全　閉〃；G5・1珊．1翻・密ツ：60　1／2時1、．1全　　tl］’j冷凍冷房用電機品　スケートリンク冷凍装置　蔵後εザ）て∵スケートリンク冷凍装置がイf京芝大門スポーツ七ンタに完成1た．こ巳装置1”メチール式冷凍機を使用し戦前Z）こ．一、と口しじ，機械窒は小さく，観客席が近接してい�n：トこt．冷ぽ・τ琳i；洩三ロミ他安至装置・保守が容易とえこ・’7”r．　設備概要’へ冷媒系辛ξとしては冷凍機CW　IV！4台，（高圧二市’．ll型直人60HP『L動磯4台付）高圧接触器盤FC−15A4面（iLi負荷継電；1’戯｝竃計付）冷却水ポンプ4吋’7．5HP　2台，ブライン冷却器（冷媒フラデッド式）アツキ：？一ムし一夕，乾焙1：器冷媒操作盤，田脂弁，電磁弁，フ・一一1・　1・K・fッチ，安全装置各4組などでご1ら．　ljン・クに：南北5L）］n×t3Q．C・Ll　25　mで約4α）坪で，1｝｛酉両側i［1　1；1：幅1，0001ml深さ1，180　inmいi・レンチがあり’このqlにブライン：1：管・箱ヘッグ（、10個）撤り（管，r氷迭」こ管，室＼抜｝］二、等1ミあ》三，．　アンモニア冷凍圧縮機　製氷，凍結，冷蔵笠・こ目的に対�dて｝ニアンモ＝アv．．．有利な事ば一般1こ認品っれている所で3うる．当川：においてに従ソ”．．1；1らメチーノレクロライト圧縮機亡製作し．てhたが，終戦後各初ill需要：．　i、．1レ�d苅にアンモニア冷凍圧縮杜畏作に着刊，入して，好評亡得てい：∴．；J：昭和23年以降すで；．二数十台を納堅牢に�dて故障なく，カ・ジ取扱い乙容易なためjt？気　同衝気回井容w同転出馬　式直　が　　程　　．数　　；数　　」』　　硫　　力日転ぽ略1’ド記のと才r膓でうる・λ’1正〕　s7：｛2（10　intnユS〔．）　1n，n　32501Pm4．25　n1：：1nnirlP，2．5RT45HP　最近⊥記従来C／1「1と並行して高速多気筒アンモニア圧縮鍵1．；．2・作を進�d’）て！∫じ，この試作もほに完了したから広く市場に姿を現わすのも間近い事と思う．これについてにいすれ詳じくご系1｛介す人yit　．k会もちぢと，1【LJ、うが，このMF　873型アンモニア圧縮機：一三菱｛≡：機4〜ア（）L　2fi　　N〈，．　］　・1952　　　　　　アイスケートリンク冷凍装置種の型のアン．・z一ニア圧糸i｝縫ほこ川：う堵フC間発に努めたも○で，旧来○低速のもCJ・1：1ヒ｝て描造性能にお’いて全く而目≡一新しておし，当吐独自の技｛11tlを誇�cもゐと信じL�`、「f」・　商工業用フレオン，メヂルクロライ1こ冷凍機　冷凍機え）用途ほ非；1；「に広範であろが現在で：る小は］ξ務用小1自蛉蔵庫え）］1・正IP級のも○からノこ；t冷｝虫，冷房その他に使用されろ10011P級に至るもレつ迄1ii場に出してbる．　ご才しら二冷｝qぼ幾：ニー諸苅一「業用と�dて方邑え※工こ葺に使用せられ優秀な当・吐直営’1三［二川佼くて顧客7）ごぷ足を得てv・る・　現在標準として製イti　l？ているもらけ別表に・バすとおりでいすれこ∴・わゆ：こコンデンシング・・一：−T−・トとして纏めてあIJ取扱｝うミ簡便であるlil・．二苦付所要［酎積を』ノ小限度に納めてあるから撰械宅のi緬積：シj・さ江ぼ1・る二⊃でビルディング冷暖房用として最も適1ている・冷暖1」｝の場合にに：冷凍隙1：複数てr使用すれ1iiとくに経済的な蓮転を行うことがで≒るため，電力沿費品や〕IE転経費を節減すろととができる．H15�J型W・らS型迄：−II直itノニ2気筒であるがV型以⊥に∴・わゆd90°V型で・V，　W，　X・型ほ1それぞれ4，8，12気筒てある．T型以ドほ飛沫澗滑｝C，朋）・’；H　i50iH　RIT　S　V　w　X剖：！：凝縮器塞冷冷却水冷�d『；i�e51S　2ξ叩1　　　3　　7．5空冷　塞冷　零冷フ1く｝f｝　　　ノ」く｝合・　　　フJく冷15　　　　30　　　　60　　　100　　　　　　　　　　　水冷　水冷‘水冷　水冷日活スf・　一ツセンタ　スケートリンクS　ノ『！11ユ1ジ1：’：‘ノ11�_1⊥1；1川1骨，茂≡∵ろろ．　コミッサリ式冷藏装置工事　米軍進駐に当i’∫引71：｝品，雄貨販売店コミソサリーや列恒コミソサリー川冷1蔵に「］｝：を施仁したカこそ乙主なるものをご紹介する．1．　　　コ　　ミ　・ソ　＾り＾　リ　fl，］’fj］Jl：lvi：芸！：；生　米軍遼三駐以ぷ各：i，！各地に家族用佳宅うミ建没され，；r：の必要によつて食料品、雑貨吸∫「r店コミソサリが設置された．この中には必す；1｝‘ほ宅，冷蔵ショーケース，凍結物Jl’」：・i．則i，前｛1商「∫∫・冷」｝・元庫等，うミ段置さン｝’］），当il〒i：製冷凍機を応用して設揃いた．二つ代表的なもの・じ仕様はつぎのと崇りである．　冷蔵宝に総坪数1｛），5坪，湿．度：：1：1−8°〜−12℃，使用冷｝東機：まCW　3500T　2台　（51−IP）で・，肉類，冷歳ショーヶ一ス（rlF；iさ4．5×1「］i「II　4．5尺x［fi．1i2尺，3尺）4台ぽ冷蔵保存持温1！ξo°C〜｝−5CC使用冷司乏機はCW−3500T型（5HP）1T｛1−Tt：ジえ．　フリー　・i7’　1　bl’：if：L）　．5尺幅15尺　奥行2．2尺で｛吏用温度OT〜10丁使「」冷・戊1磯C、NL　3500　T塑　（5HP）1台使用，前耐的」二製冷・｝渡庫に使口温度40F貯簸物パター，ミルク類を人れるも○亘・使用冷凍磯CA−350　H型（1／，HP）2台である・2、　　タIJ車コ　ミ　ソ　ーり一り　用；�e日；髭・装に己施，tJZrrll’1｛ニ　コミッサリほ家族用佳宅の：多い所に設置されているバ，全匡1各地に三こ∴設1｜lllOない研も多い2）で，米軍でけこのため列車．一ネlij成をコミッサリ風に改造し，周期日勺電動ノ」応川品丁型空冷式コンデンシングユニット浴擬くiW型水冷式コンデンシングユニット（45）45セールス　コミッサリに各地を巡回して食料雑貨写ゐ販売VJfした．　第1両H　米軍支給の30kW・発電機を積載し，電源　　車の役1いiこなす・　第2両M　冷泓庫：1・’　S，［り∵コノしク防熱1］：施t，室冷メチ　　〜ルクロラ・fド7・511P　CA−3750DT�h！冷凍磯　　強制通風式冷却器て’2室を32LF，（」：F〜10°Fで冷　　却する．　第3両n　陳列車で肉凱冷疲シヨー〃’一袖6耐li汀　　製冷藏庫，フリ〜ザを設�g！，穴冷メチ←ル．クロ　　ライドSHPCA−3300T四冷凍拝弩で冷却すろ．　第・L両rl　耐言i�a，熱貨　阯列・1［　第5biJ　1　釆務U車　第6両1．1‘忙詰，刀、貨鯛・！l」i・：　ウオータクーラ　飲料水冷去ば避で；a一ニツト1ゴつているプこめ何処へでも利用できる・米答軍基地へ26年夏30ガ1・ン用と6ガ・ン用の2種を納・s、し’fl：・以トに30万・ン用の概略仕様そ示す．ウオータクーラ46（46）a．b．C．d．夢り　車　　コ　　ミ　　ツ　サ　　リ大きさ高さ　1　，　400mrn　横lill1｛900　mm　縦幅　620mm使用冷凛機CA一緬OH型　　29f）式ll�dHR　単相　200V水タンク冷却帽品渡　50⊇F　　2：ド量　30ガ・ン給　水水道その他の水源に連結すれi−iこその圧力により不足分1ま随時袖給され巳‘，ミルククーラ　牧場あ乙いは農村○り三乳所において牛乳筒ξのまま冷却でごる∫！♪も取扱いやすL・、様設計された高W三能な牛乳冷却装置て昭和25」1三10月16Hに17／1：省令を以て牛乳生産’者に対�g公布されi｛’�gた取締規則にk．；「応したものであるが各方面に好許竺以’：r迎�cられ現在迄数十台製作�hて’いる・1”■醐騨麟鰻翻鴎ミルククーラ＝三菱矯機・V〔｝L26　No．1・1952その他の電機品　送　　風　　機　当肺の途風機としては広く三菱オードナ＝スとして知られた翼。型の他に軸流途風機も製作し昭和23年以降はその数も数百fr：C：1二つていろ．さらに最近：三：アメリカのWcstinghonSC　III　i：とのお鵠勝旋立し，　＾lill界灼に名のある同ilH：Sturtevans　fanゐ技術を導入する事によU，発電所汽錐用迭風機其他に技術的な飛躍を期している，以「昭和23年以降の主な製品二概略竺述べろ・　常盤炭坑納30うHPターボフワソ型　　　式播風圧風　　　品回　転　数震　動　機FFD−『［40　片吸込式270　1T1111　　／Jく‡：寸≡2，500　1n：tt／rnin1，ユ50rpnioO　I−1　P日発《克上発’ll∫，所’納1001ip　ターボプアソ型　　　　式　　　FFD−90　A静　風　圧　　230mm　水枯風　　　一1　LI：　　640　m：s／lnln回　転　数　　1，760　rPm．ξ烏　　　　　ノ」　　　100　Hp船翻用軸流邊風機用型風風回電転動途式lE品数機ユニットクーラ川可逆式電動機外装型35mm　水村≡255　rn：ソ1nin1．76012201’pm5HP直流電動機　車両用電装品　道路走行巾車輌大型バ）C，オート三輪卓の改善，軽二輪車およびモータ●スクータの発・達ぽ電装品の進歩をうながしたが，このrl1代表的2機動を挙げれぼつぎのとおりである・　500W充電発電機（DF　500／24　A　9�JOR’　L　．）型）　大型ジ〜ビル・ミス1こ使∫］｝される新塑ダイナモである．ぱじめ已30・W型うご使用されてきたが，リレーの改良および通風冷却ケ式乃採η］により直径に変化を来さす電動力応用品0A型プアン発所納）　｝｝“　・−eql，gll：・1，〆畿醇・k・Sik．　　　ぶ齢摩遷凝滝　　人DF型500W充電発電機MH型マグネトーRG型50DW用自動充電調整継電機ほぼ同．大で500Wの進出〉と見たa．完全なチリル式定電庄方式であり，別にチリル式電流制限方式を用い過負荷の心配ば全くないbC．b．c．電機子の特殊奮線法：こよる整流作用の改善高周波順ば低ドによるラジオ妨害の減少エンンンの無負荷蓮ll云速度でも充電を継続させる密閉無給油球軸受　MH型マグネ1’　r単気笛およつご2ミ滴肝・グネトーとして従来E型およvi　S型と称すろ・二Cl　J⊃型�e供給してきたが，エンジンのノ」・型化；’J　−iらくるタト葡↓のイミ均合力・らノ」・型軽昔イヒゐミ要望せられてMH型マグネ1・一〇進出1ヒ｝1た　重5；2kgの軽量であり，これi〕こ従りく乙も烈に比］．約25％の減少であるが，電気的機械的性能1−Zこ特殊な磁銅を使用し・むしろ向f”しておP軽1摘車農；魚発動稗〕1もちろん｝配電7Sと併用して軽トラクe，沿防灯］発動｝燈あらゆる原塞に使用されてきわめて1繭足な結果と与えて�d』、る．　ド　　リ　　ル　電動工艮，ドリル，グラインダについてぱ・最近新しい需要が1曾加し，堅牢で安全な新製［｝〒｝を開発し，市場に出した，その1三なるも○を紹介する・1．1ハインチ，電：1〔ドリル　従未こ）SD−6G　1ハ吋電気トリル1壬→三と1．て軽金属，薄仮作業がH的Xl’・あつたが，鉄二に小機械修理，各種取rfJ−M三一g，i，　易《具，　：イく一ll：：適づ一るよ　う1こ　トノレ　クをッkこご　く　，　　［亘｜転数／！’低くして能率：⊃よい作奨⊃できるス’“　一トなドリノしに改良した．頂穴能力四記号塞直両1・E禦藻‘薔議‘重　量（吋mm）　　　　　　　　　　（v）　　　　（A）　　（1・pn1）　　でk司’1・　・・51・D−・S−2；；仁；；；！：；・郷；：1（47）47　　．o’ガft’r．．・，　　k　　11tw，，，fitw　s　N’・陽ぎ担SD−6S−1型　　　　　　　JL4インチ電気ドリルfヨ丁蒔・＿　　　　　PtTG−6S−1型6インチ車上箪相グラインダ　　箋⇒”t膏嚇！fカレンダ用電熟器あ鰻ξ癒1・｛蓼呼’奪　　ぺ1鉋音灘もゴ　酔：ma“A携帯用シーリングマシン三♪ハンダ溶解用アルミカヒータ2．　5インチ携儂用単相電気グライング型　　　　　名宙　　　　　源電　　　　　圧全負荷電流無負荷回転数砥石−寸法（インチ）市　　　　　量PG−5S−1直流，交流（50〜60〜）100〜11「）V4A4，80‘）回転毎分5（夕∫・｛ci〈）×5／、（1｜囁）×リL，（｜勺｛‘ii）6．5k93・　6インチ卓」一用ら相電気グライング型砲宙電竃回動転名機力源圧流敦砥石寸法（イソチ）電量TG−6S−1桑密1眉型田月起功軍‘爵Ω動波0．2kW（ソ．エIIP）」担↑目〜ξGt）｛5　5n〜60〜1〔川V6〜5A2，90｛｝〜3，450　1司1｝巨烏，Jx6（夕悟）×う〆．（昨亘）×ラ≦（1勺f．一）22kg4．　7インチ携帯用ピ川電気サンダ型電電拓源圧全負荷亘流無負荷回転数サンテンデろク重　　　　　量PS−7S1直流，交詰画川10n〜100V4A3，500回転毎分7でンチ6k9　工業用アルミカヒーク　当祠ニアルミカヒータ�b’，温水月1∴外，重油並に各種薬品ら加熱用，低融点金属．溶lj『几および室焼刑として，工葉方面に新しい用途9’開拓され．，｛K長こ溌揮するようになつた1．　ハンダ溶解川アルミカヒータ　本器は辿続ハング付作illjとして，北海∫L畏缶へ約400個納入したも乙で，取扱い）1伍利で寿‘鳶”1て長い○で好，，1を得てい○　容］1；：i・：1kWとL5kW　CI）2種が摺；肖f：である・48（48）2．　カレング用雷熱器　本器け�b布の艶1　Hしロ〜ラ辻加熱する電熱器で，ローラ内部にわすカ、た間隙を£1て装置されるもので，　100インチMi　J，50インチ用各1台ご録淵紡績へ網入した．　本器」的長は発熱紘として」ld管製アルミカヒータを使用し，震動1．耐夕。る措造にすると同時に，裂作丁程を簡易化したも．ゴ：ある・またアルミカヒータに適当数に分割したフ’ルミ円筒《二等間隔にめけた6佃の互しに密に挿入されているため，電熱器を軽量にし，熱伝導がよくかつv一ラ∴表面温度を均一にすることができる．3・　射出成型機用電窯1器　近時塩化ビ＝一ル，賠酸繊維素等の熱可IV9｛g性合成樹脂乙克淫に作、・，イ端賦ボタン，バ。クル，ソマミ等の小物を小脱模で同叫に成型するこ1に適する小型射出成型機斤lr註紮‘；で，発熱f．S（：−50Wアルミヵヒ・一・　fiを2個使用じ，温度“節器の調節紅1田ほ130°C〜250°Cである．4・　シー；1ングマシン月芳匡熱器　セロフアンや：との他熱動11えろことによつて，軟化接着するよンな材料て作つた袋美1］乙口を，加熱密封するのに使用ナ乙u∴．て，辻駐軍向に多数納入した．　シ〜リングマシンには携’幣型と据置塑があるが，原理は同一一で，密卦しようとする袋の口を2個の発熱1本の間に凶み，加熱と同時に圧力をカ1えて接着させるものである．発熟休はいす2しもアルミカヒータを使Dl］し，温度調節掃ここ柏えてい乞　’：：、吋；：に撹：i￥∫（11でに1250W，据置型で：士　300、V　レご乏．る．5　アノLミカヒータ∫ξ込式熱阪　日新1ヒ学向21佃1内入したしので，4kWの姻管製アルミヵヒータご’珠内にf杁込んだものであろ．本熱板は被力1熱タンクc−1周囲に6個取付けて，タンク内部温度を45t）、510Lまで加熱する、一．に使吊されるもので，⊥記○ようた］ね造を持つている，こluコ・，，堅牢で寿命も永い特長を持’：ている．熱板1　lelの重量は約60　kgである．三菱、（；機・Vd．26　N⊂）．1・1952∵旙1冨1護　　　　　　　　　　　魯曜曇無正・；ぬ電氣機關車　昭和23年以降の当！li｜1電£1機1抑11・，）製1↑実組、1−，大’J・共総計68台であるが，ご：）期間においてぽ，中型電気機関車の標準型を完成したこと，完全防爆型蓄電池機L！l車を完成したごと等が注目される．　ととに帥戸電鉄納Z）40トン屯七漣粥こ急勾配区間運転という特殊な条件が、．）る．J，で，とくにブレーキ装置に意を注いで・室気プレ←キ・手ブレーキの外に電気ブレーキ電磁軌条プレーキの併田を行い，運転の安全を期した．　鉱山用小型車についてIC，24年8JJの石撰鉱山保安tSL則改iEに伴い，いち：弍やくこれに適合する蓄電池機関車の防爆検定合格品を完成して，問係各位¢絶讃を博した　国銑の電化計画の進行に俘い，EF，　EHI車の生産が軌道に乗りつつあり，27年度には川］数の生産が行える2，のと期待している．なお，還楡省より科苦技術応用研究補助金の交付を．乏け，中日和和亡と協同で601・ンジー一ピル電気機門ヰニ試η淫すすめてをり，これの　成ば国産ジーゼル電〔機関車1う先駆をなつ一ものとして，注祠の的となっている．電氣車用主電動機　絡戦後約1力年は焼損電動機Of【多理に全能力を傾v・，引続いて各電鉄会肺，国鉄の莫大な新車計画にもよく応えて，多奴Z）標準型1il電動機⊃製1］三に目覚しい記録をあげた．なかでも私鉄向電卓・並に炭坑向小型電気機関卓用として短期間に多数7）1三電動擬．⊃新規開発を行い，いすれミ、∫r成績で蓮広している．き．小田急電鉄璃　50トン電気機廻車全　　長（連結旛面同）　　　　　　　13，800m・・1全高（軌条面から折璽んだパソタグラフの上面まで）　　　　　　　　　　　　　　　　4，115mm全　　　幅軌　　川電・ぱ線電「王機関弔重量（蓮転整備時）車輪配置機関liば量（1時間定格）　　出　力　　牽引力（全界磁）　　速　度（全界磁）プv　・一　ae装置　空気プレーキ　電気プZ・・一キ　壬ブレーキ　　　2，710mm　　　　1，057　mnllヒΩノ己　1．5　kV　　50トン　　　B　B　600kW8，700kg27．1　kni／hEL−−14　As．i式示申戸電鉄納　40トン電気機関車全長（連結；器面間）　　　　　　　　　12，800mm全高（軌条面から折僅んだパンタグラ7ノ）上面まで）　　　　　　　　　　　　　　　　　4，　040mm全　　幅軌　　　川冠弓嚇吐王機関∫撞量機関車容量（1時｝昌」疋格）　　出　ノ」　牽引力　　速　度ブレーキ装置定気ブレーキ　電気プレーキ　　電磁軌条ブレーキ　　アブレーキ　　　2，703mm　　1，0δ7mml萱i充　　1．5kV　　44．5トン　5L2　kW5，900kg31kln／hEL−14A鎖　式（49）49βk�s鷹x＿N罷，s冷・　　　　　　　♂　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tu　　　　　　　　　　土佐電8弐納　　30卜全長G⊥綿｛’11・川］iill，IL）全高（‖↓｜〔ジ手三「r［iカ・♪　」ご・「・il．�fし　▲こノk’ン全　　　幅　　z，7・10T・LJII電事ぴ”山：圧　　［1’．［流ω〔〕v車翰L！i，i、　iiTlll　　B　B機関・［〔容：�_ll（］時・：、．，已格l　　　　lii　　ノ」　　　　　　　320　HP　　　　；」三　　］｝芝　　　　　　22・5　knl：ト　　　ぞ　　　　　　　　　　　　　　ヒ　　　　　　　　　　　ペコロロフレーキ2・引自　　　室気プレーヤ一9・プレ　ー　キ’　　　ηぞ竃’e「”w”＿　　　　轟≧、謄�n…　　．1＄’∵一1灘”“’t・t’灘鱒騨晩ピf．ttS．1t…x・，f・，、as，1／二；　　凱tミ｝　　tン電気機堅車　　　　　　　　ll，i・’｛1　：nn）タクフノ．川・．はて）　　　　　　　　　IS　8．−51nm�j　　　川　　ユ，Oi］7　mm杖閲・河1、1・　　　P・oトン　　　　鳶　　　　霧　　　　　∨�_　「rモぷ　　　　ヒげコグ　　ら鞭驚∵∵，∵　｛∵　パξ∵」パ罐　　　　　　」　．L全　　　長　　4陥百、∩mln全　　　幅　　2，001〕r�J電・lf線Wll　　・・ξi杷20、’機即・：丁｛涜1（正時・｝1完格　　　　山力　・101uO　HP　　　　浬　度『　：s・Gkm／・制御ソ∫式ブレーキ：iJ1：；トLT’1！矛f吠軸ア．別llE］方式50　（il〕．）牽りμ」：・1、9二｛、k9卜」L−一し出　　ノ　リ　　　ペヰやや　　　やモ」・ぶ　　；k大阪ガス納10トン藍気機言草　　「溝化用牽引車）了こ　　　〔’，iziピ［　　　i．，1じ∴口い「−1；：みづり4プmO　mm1ヅ↑15mtn　　10　卜？2，5951・9イ，．口広ピ∴、1．1・，�k’ぷ二1ξ昆虫1｝1試不．イ」．］・ブレーキ止，』1’iパ気1．L−：三萎鉱業縛6　トこノ蓄電池機墓車　　・［r　　　±　　　　　−40トンEFユ5型5　ト：・5　トンデPt：’型6．5トンi：F5’ぐ：！45ユOu．566・lo1066845G610］0861’1’　；，トントントントン1’　・／トントソトントントントン1・ントントントン，1・、雷氣機　　　　　籠電気陸〜1川　　　　ソ「．tSワリ’tfltl刀｛’り’：tりワノTi｝1トン防爆11［黙電こ也機関・il．tl　　　　　　　　　ノ　　　　　　　ロ　ロ　ロコ∩　トン：1�_C提ジ「1・．：・．0　　トン　　　　tJ50　トン　　　！ノ4　Fン　　グ6　トン　　グ6　トン　　〃4　トン　　VE正？］5こ［11　　　　　”C，o　　トン　　　　：tユn　トン　　ツ4　トン　　〃5　トン　　〃近日，な1日日ノく蒙　lL．円　］こ〆ミ　，1（　　　1．芝草製作実績E・｛く　1二1国ll．；、　i：i’ζ｛・ノ：t　11　　ビつ　山ノ∫L木．f−∫業］’1公．　／4　、有軍　SN）、（．1．川：．い　　　本発邊　　　　阪　ガiii’　t］ll　．Vcf　j」！t鉄道三三モ・；IJ，1こ　ゾト　　　ぷで　　グし　　ドドニ　11’　−｝．：　1・・∴　．k北1，�d．道炭鉱1て�elr1陣　　’”　　川1日本発邊］ll；1碗1，　　生　　紘λこ・卜　鉱　111is明　治　鎮　；L’ア：大　井　川北陥道堤拡硫｛〈‘明治鎮業‘ノ、こ1；iメこガ　　又i’i捌炭鉱鉄道1　　　　”二菱鉱ぷ　　　　　〃　　　　　り・［「l　　lよ　　鉄小　ill　急　’H鉄鉱お北海道堤鉱；て艦　　　［，J　lj　　　　　二j‥一　　　　　隻！2；　　　　　三1’三太　・ノト　鉱　業日　本　国　有ゴ．　　佐　　電1、il：別没鉱鉄道　元、：・卜　鉱　三お三斐鉱苦∵L’鉄　泣鉄　造（・1：、槍）（∴（：川　　　目鉄　泣（｝］1∴り、：1‘；・1の、・、1i；r？舷）心塚）C1；ノ1・）〆　　　　．　．ttい∵i川〕　　　鉄℃廟；’）　　　　裟（倒u．k（」ゴ捌）　　　　鉄　道　　　　　（↑和）　　　　　（↑山）G削丁四二L場）　　　　　（尺別）　　　　　（茂尻）　　　　　（削1」）　　　（る、と・内）　　　　　（｝t、唄）　　　　　　　　道　　　　、L，］　鉄　　　　　（ゴ鋤　　　　　（ノト和）　　　　　（別・ゴ・）　　　　　（生野）　　　　　鉄　道　　　　　　　　鉄　　　　　（尺i捌　　　　　（直鳥）　　　　　（．，ltll［・u）　　　　　　　三垣りば而　6トソ蓄i已池機関全　　　長全高（〒L條1「・iか（b、蓄‘∴：也ヒi「iま1こ）全　　　幅軌　　川蓄電池’iPlil三　　〃　　　’fドlil：（5ri’is　i、’1］方k］1，：≧÷弐．こ←こt）擁関｛三重量P潤口濯：（11i．「f、‘∵，こ情）　　　　出　力　　　牽引力　　　　’：・ll度フーレーギ川．’1：　　　　　　　　　　’i”　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．凌∴1楼・Vい1，ぴ数321？，1、1’1／」132111412212111．24231311231111元成｛｝三一．月つ「，　　　り．Jlノ　　u�dパ　　　　｜一�M一　＝ノ）．＿　ユー　　tJ　　　　　　　　　　　1．己5−　　）！3−　63　　8�dII3一　り‘23・9露一91：，3−10：士3−12’胴一］ソ、1−＿’♪＿　　、　　　　　　　　　ピ12・生一4！・・一・．24　−5‘24−9124−1024一ユOl！24−1124　1225−2［L〕5−2：25−3，三5−8125＿8’≧已一お’≧5−8’z5−925−9．z5−925−⊥126−1．26−626−6，6−626−uv26−10・1［fl：｛江　3，930mm　］．322mm　　『1，322　nun　　　GIO　mm　ii’」二】．フ化　　90　V　336A．H．　　　　　G　トン　　i6　kw　　P，g）kg　　Gkm／hシ式］’一ゾレーキ2G　N〔，．］・1V52ぶ灘MB−245−N　ISS−5｛〕）型主電動機さオMB−・311−AFR型主電動機（京浜急行納）　　MB−148−・XFt2主電動機（溶接枠）　路、自1電車用標準ゴ：電動桟tt投」1．1公閲　さぎに日本鉄道公こ遮」］1、百・り要請に応えて率先当巾：標準の路面這車用M’r60型電動筏∴設計図lrlf一切を公開して，技術公蘭の先原』．：・C巨，．1：らに陸蓮監理局ならびに需要家の要望に］しこて，当祠想｛｛MB−2　k，−L型1：記劫機⊃図面を公聞1，これにもとすいて需要家ならびに東芝，日立，帥：13，東洋，三さにょる共同設計を行い広軌路面電卓用標準電動機SS−50を宅現させた．　定格　600V　38kW　73　A　820　rpm主要納入先　東京都電，大阪〒bせ，京都11∫竜，ii「申戸lli電　西鉄，熊本市君　また挾軌路面這車用標準電助機t！一して，’ti　lfi　1：標準MB−172−LR型およびMT　60型電動機にもとすいて，i帥鋼と共同設計を行・ハ，SN−50として需要家」）要望に応えた．　冗格600V　38kW　73　A　82）rpm主要納入先　北陸鉄道，函錆市交｝直局，富山地方鉄道，　琴平参宮，土佐電鉄電氣車用主電動謹主要納入先（集計20台」ゾ．ヒのもののみ掲IU）　　　型　　　　　容　　　量　　1：　納　　　入　　　先IYI．T−40　　　．1，50コV／2　14「）kWI国有鉄這　　　一　亙T−41　　　　1，500V／2290kWミ国有鉄道　　　一一一MB−・4−C　ll　1・i・・…‘SJ・ii・‘一巴蟹・北繊遣・一　　　　一＿1・50’）V！21：5HP山弓‘臓，蝋1繊　一MB−115竺B−146−・；°°V／21竺P罐肇・緬電鉄・MB：1！8−AF　1・5°°y／21ラ゜些1；醗昧鞘定山癬道MB−172翌R工S≡坦一　　　　J．；，∫才｝ξ　　　　一MB−2王と一BF‘1，350V、2150kWl五舶本渓道　　一ご蒜1＝72一器1｜聚皇欝�l鉄MB−231−AF　　600V　　120HPI’跳；1之迫口団竺IB238−AR　5・・V　と・H弓i議ば慨：一一MB−245−N（SS−5｛り　　　　　　前福一一一一一MB−258−AR　　500V　　20HPI三芝鉱芸　　　　一MB−3〕1−AF　1’500Vん　150HP‘山陽ご鉄濃≡慧瓢lc；5c／21ぽ1蕊1慧臓一i−−MB竺一J−…号・・v／・…HPI醤∫：撒藷幽川」嶽詞板溶接枠主電動機t　1「川：1　FiLl］：�b1恒割．ilE∴優剤：1ゴ’日1−．｝夙：．：ト［1リ・一パス肩，口’．．バス幽n六ど．：・メL’1，．！高フき度il電一謄ξご斥用して1パ．’Z’，7」−Flさらに」］日・式’S．LII’「ごL『り江用と�dて比較的大容量ら�l1にk｝す・Z　・ilミ国最切の、川反溶接梓匝用150HP主電動1賠却．t作と行�d�_幸い近幾日本鉄道ノ）ご好意により，］JS，！tFに4こ備して試用願つた．これば約10カIL約10ノ∫Kmの」三1呂に心・ても何等ゾ銅枠製ゴ沽動迂と遜色なき，好成績をおさ’）溶援†轡惹造に対する確信を得∴：．　定格　1，500V／2　150HP　170　A　7・’iO　rpm　電動襲電機　電二：〔車用電動発電1．．t謂和22年頃まで1、：戦争）による沿耗の補填修辿ボニたわらわであつこが，車両．う楡途力2）漸次培大されるに・一・れて，戦蔚並、う痴こ、‘εなおつご．　ととろが今まt’・：’．1　／／1，の：こ：斗：口照」’Jiとして1　fil最低⊃線であつたが・」一〕明三；い卓両にナろt’：め容li｛：∴大きなものデβ必要とな’），1現rt三で，ミ3k、Vあるいば4kW：り“のン製作されている・ま：昭和24午頃よリ白熟電灯に代れ螢光灯が斗両照川1’〔二｛ド・部ば用されるようにな▲），型式・）交流出力「一一fE．“．、れる，1　う坦われご．当ill−1：におい鷺汀MG−12−S型3．5kW電動発霞機MC−1型電動空気圧縮機’i（両川ご機品（51）51MU−5−111型主制御器箱（名古屋市電納）ても螢光灯を含め車両照明一式ピ研究製作∫IIである・　最近製作納入した主なM−Gはつ∴：‘とおレこらる・xC−6−121型カム接触器坂　（川塙市納）電動空気圧縮機　標準製品の，市電用DH−16型（16　C．F．M．，600V），市電用および小型郊外電卓用DH−25型（25　C．F．M．，600V，1，500V），入型もlt用D−3−−F型（35　C．F．λ1，．600V，1，EOOV）等，お■∬山鉄電・1三用MII　16　B−AK3型，同機関一1王用MH　57　A−AK　4型：．lr，ひ数製作納入している．またタイ国々有鉄道向としてDII−16型500V用を長作納入した・　ヒの聞，昭和24年，国珠ヵ、ら，竃車用嬢銭関車用として，軽量小型大容吊：のものの要求があつた・とれに対しては，新型式の，板弁2久筒直結駆動こよる軽量：小型の高速度電動圧縮機CMC−1型）ご研究開発に努力した結果，約40％の重一1．怪減を行い得て，現在支障なく蓮転をつづけている．　またトロリー・パスおよび市ド1電『中：∬jL）て1司川式の小型軽量の高速度電動室〜：（圧統代しMC−2｛）〔トA型　を製作納入しつつあるが，現在さらに効ヨ　．高い，パ近・’ノ発展にかかる2段圧縮の直縞1’石速度圧縮機�i，［、厭EH型電気機関車用として計iii・i　f　l；であどが，これに大些IIFI’電平用としても，そ�e，高性能を発掠するtr，s．（F・あ�_．制　御　装　置　郊t？ト電卓一二1年6月小川急電鉄納人．ひ新車10両はノッチを従’ミの9ノッチfrv）12ノッチに」曾加し加速をP．1滑L．：・！．ゾ，．高速度減流徽初めて刺柑主回1’6の1羅を完全にすると共に，ノッチ進めの順序開閉器を従来の電磁室　操作から動作確実で室気洩漏のおそれのなyへ小型操作電動杜に芝更した・また補助察気溜庄力が土昇せ才C制御回路ができない圧力継電器をそなえてあらゆる点で，性能を向トした《．）である．以後ッチの塘加について：ilr近鉄大阪線で17ノッチ，南海鉄道で18ノッチ・名古屋鉄道で15ノ。チにL・すれも従来のものに簡単な改造を加三ちことによつて実施した．名占屋鉄道のは同時に手重批こドぱ引変ぺJている．ノッチ増加，手動から自動への剖」・：位力竜’＃用ででぶ単位スイ・市Cの特色ご遺憾｝く発抽た・電1｝i用高辻度誠1ご器に’比較的小型巳電車但川路司｛：故を完全に陶・するので女子許を博1、，現在まで約40両最近，・’t大∵滞C1電1陣二続々採用されてN…；・1、　．操作電動嵐こよ：訓躯；開閉機の垂】弥も標苛型”’tして・納の1、のを逐次交換され二傾向にある・つぎに容量　　型名電　動　発電電　機　経　歴　表定　　　　　　　　　　格動（・w−；ξ。子ぎ省型・・wMH49−D・・…型（出力　3）1，・5・1・�J・1三≡菱型　　2kW　MG−11−S型機　　　　　発　　電辟薔1（・w）�k。｛ii3．2　　　　1，800　　　2（入力）　　　1，500／900　　　2．941，950　　2／00100　機電　　流　｛A）一一蓮続定格　2020市　　量（kg）735490三菱｛旦　2kW　MG−11A−S型　〃三菱型三菱型〃・．51、W　CMG−・2−一・コVi（入力6．6）1，…／…4kW　MG−16−S型トロリーパスハl　MG−31−−S型1kW市電Aj　lkW　MG−32−S型（入力）6．5！（入ノ」）11・91（入力）1．Gv1｝ff4．4　　　1，500　3．51，500／9Du　　　4．33　　　2，300　　　4600！400　　　3．52　　2，400　　　1600／400　　　2．66　　　3．60e　　　I紗畑11．5・VA　MG−・・一・il‖‘W）…〆・・1g　l52（52）（kVA）2，400　‘1．5〃10010024，，Y354041．7510870660250　　　　　　　　日動�`L圧　IOO　　　lO　　調整浩付　　　　　　　　　　　95櫛・目ユ20ハJ　l　p．f・＝0．65‘　　　　2253tY，＃SiE　tハk三キ答三三一菱屯棲・Vo1．26　No．1・IY52MU−7−121型主制御器板（n‘崎市納）＿ys・E包装多素子型可溶器（帝都交逼納）　　　　600V　350A一般的傾向として断流器：寸過負荷継電器と共に．1三制御器よりわけて保護那とをノミに1，てい025年度帝都交1恥納入の制御装置について初め�d1三IFq路用ヒュー7として包装多素子型を取いつ：けこ・づ端一法品に上ヒして遮断開始の時聞が格段と1れ保，・勤セカが高いばかり“eなく・小型でありかつアークを川さぬ’ノで11匂」スパース力小さV・所・にも適していろ・　26年になつてから1，500V用t；　’i　60〕V用もあrl：コゆろ定格に適するものを製造いていろ・つぎに25年頃から電気制動を勾配制動に常月1〕テる傾口〕満らわれ北陸鉄道の新車5両で600Vで初めて電F（制動を適用�dた1「を始めとし，電気制動fJ一に改造の希｛望が相当あり，これもul位スイ。チ式のも：うに北1・交的1旅�e改造を実施｝・た・　昭和26年6］，J　X　，1，・　hl｛鉄道に納入C新三恒1（）1日成ぼ終戦後の研究βい呉を十分取人れナー現在日右ノ最高水；lt｛ごゆぐ電車として各方面U；注nされ，現r’好蘭．iご・）げてV・る．本制御装置ほ力行制動」キに川動r・／ミ流ノッチ進め式であり，力行ぱ211ノ戸�d橋絡｛1芝りで円滑高加速趣動にした．制WJ　I，1；従」）ブ…一キ・▽ド・レ1本の操作で電三〔制動および乞1’（制動、との併用など自在にブレーキの“§択ができ，電気制動の最〔刀に〒三電動機の界磁を予備励磁して電圧の．C昇を早め制躯8力∴ミ迅速にあらわれろようにしたとと，低速度で電気制劫〉ミ効ヵ・なくなると白動的に連動弁により室気制動に切換∴三ごととζわせて電（制動の常用を容易にし，制蘭∫・の節訳戊と制動・ノ信〕1性と有効性を高めている．なおデッドマンスそ○他の場rト：ご1排三常弁にょり非常答気制動ごか：〕ヴようになつている．使用機器としてに全阜位スfッチ式で小型抵抗スイッチ高感度限流継亘益．穿、．・新鎚｝111が使用されていご・ご・⊃他nl戦後開発された機具をすべて1［備して’“　；5．　n召矛rl　23　4トよ　りW｛不li　25　コトィミまてごに二国！失1こ［i：1走三メぐ∵　CS5型r｝三制御器こ外にll！｛和25年秋．モPCS10翌！主制御器18両分他に断流器1三11∫溶器を納めていろ．私鉄］　Jl・i係では手動HL式を150両，自肋ALFまたばABF式を124両納入した．　市街電車　直接式制御器：ま標準・⊃KR−8型およ∫ノッチ｛18ノッチとした1〈　R−208型を会L｝に納入した．七動機　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ピおの容量増大に俘い床F裾付のE伍L型断流器亡自動週i；斤項両用ば磯｛【�`SS　101型電動機操作順序開閉器　　　　（小田急納）器・り代りに用いられる場合う吻くなつた・｜田口電車も高速化と乗心地の改変が要二kされたのでそぼ目的に適う制御器として市電用ABI；i｛制御器を開発｝．昭和26年7月名Il〔屋市電ご納人1．た．イベ制街�dこ姓レ‡自動加速減速式で13ノノチL一イ日、，運：」ン・ンドルで加速または減速度ごこ自在に変化i，抵抗スfッチ：t／ドラム型Z）小型としていろ・制動にほ予161功億で制動力をh［くTf効にし，また非常の」ノ合・に三（停電を含むノf’功で高滅速電気制動がか：ナられろ・ころξうな性能ごイfしてカつ極度に器具のlli有面積うごノ」・さくて低ぱ式の小型電‡1こも使用しうる，　トロリーノ、ス　従去三著製品∵わが国におナる1・Ttリーバス制御装置に先駆者と∵て役割をりξしたととは既知の事実であるパ戦後酬二1を一刊1しナ．制御美置を試作し，サンプルカーに提供すろと共∴昭和26年予刀めに；ま川崎市役所に3両納入して以来好成績に運伝している．本品はトロリーバスこ・走行抵抗1・　「う＼’1〕大ご｝い�e）で性能向1のため小型軽ξ丘量としていろ・｛則御ぼ自功加速t「1動減速間接制御方式であつて11’・　’ノチを有し，電磁接触器とカム接触ズTw効に組合せかつ主要器1しをパネル式として点検にfぴりにしかつ重＾7・怪波：三計つていろ・制動に：ま主電動機県磁�c予陥励！i塗�eし，電，「　f三己誘超を早め制動を確実にHB型高衷度減丸器（西日本鉄道納）司量KL　86型主幹制御器　（名古屋鉄道納）（53）53　　ξた｝由勺ゴ’｝”’3tl　i　ftl・itx　・1：∵．折抗依ご｛1ξ用1て軽�g化；5f　　　　てk・：・’．‘補　助　機　器　集　電　装　置　↓票彗ξプ（ユ『i｛パンタクフ・ノ　S　71011　　∴．一．，、1；己乞］ざ‘＿，｛股育ヒご，向卜1イ呆るFこ1：sりパこ1．s7：：0　1　’ヨ　：・’：．　二ち夫手票�_「「｛主二：fcl蝸車用パンクグラフ　PS・一一1・1　A　v‘・い昭t，ii二5：年g）」；：｝；畏作を開始lt”でに16台製作！，‘’日1用・；〉クグフフPS−13型1、＼・�dで　畏作で�n：’1’UZI：二：ノ．．1「f街↑S，1”用小fl［レこンタグフフご：い・：小咽ぷ『9一速応　∫｝r二坑三全なS105　Jril：昭干ll　25午8り〕・1）開発｝．，昭和26午初より北匿鉄道市1’、1糠10山に探用1；lfれ7’L他ぼぷ　ポール，ビユ⇒・ノパ：1）す∴れ．1：バ‘∴．と・続々1こ1はレ：受；tLていえ．トuリーバ云用］・　uり一　：’i，’一�d口、て：・．沼和21：｛1’ぴよ｝〕範1∴⊥，経り三活・1・川ぶ1：∴弥II」1i．」，J，1∫1・ない杢然変うた型を採mljl　k．u川崎市clこ用i二！」い好弓’↓≡あげていち．弓「ンぴ電．1’‘1ビ　・‥　：LJ�h｛”乙；二Jdじてい膓二．「呈作育�c（昭「il23｛1−26午ノヲ＼形パンタゲラフ小形パン弼’ラフビ　ユ　ー　　　］t喜三軌条靴トロリーポール川　鉄ri∫　　鉄y．：　　lll市　　｛寸市　　丙阻　卜　沃鉱　　山Ili　　｛15ト膓之用（PS　14A）　16台爪rS　710他ノ　69’ノ月｝　　　　　41〃rii‘S　li）5　　　　43シnj〆MT　2〔コ0〕　23ワ用Ts，　　　　・）ソ用D−‘「D　　　19ソff］　』�d1「rノ：‖｝　　　147ワリー）’∴口MT−27型」22〃郊）ト崖車用S−720型パンタグラフ　連　　・結　　器　｛E朋竃’、連結器1〕自動連結器に取付られて電気回路た1」噺目、東京大阪ら地ド鉄1’〔二4年間に［6台納人してV・ろ・二：’他郊ケト竜：i�_二関係：’二“、迅速た漣結開放が人手を要・．1−一’tでをえ＿で使用され�cぽ向にたつて書た．K−2型自動5、，沮！1器1∵仁作方法を人念に1て精度を向・ヒし京浜電鉄に11年間に160台納入した．　撲械的，電さ的，察ン（的∴漣結’1X同時；こでごるので一・般に使用して連結解放’人1：・時間の節約になご、．　戸　閉　装　置　昭和23年U〕26∠仁セ〔F・川鉄標準のTK　4型は598台二製作い，性能をll1川づ“ろll幽こめ改良�h施して’のる・まナ：当肺楓｛t、EG　130型に812台を製作し戸閉放械の最高」（準を行く∵．ロー．て愛用きれてい著〜．またトロリーバスゾ1一ごワン∵ンカー．L’／折畳扉用と�dてED型を製作して，出川rの自動［−1・；・」閉i，種々な希望に応じる装置が・っくられて・、．ご、．ED型ほ『大阪ll∫、つワン・マンカーに昭和26午41J　13台納i＼｝そ芝各都市より注文を受けて85台製作していろ．口・電」1工事li・文∴‘際’正i暗L圧が・．くなbか”電IF一速度もこ一．・定速∫変以ドにたうと自重」）的に動作して戸閉筏ねバFで拐」けられるようになら保女厄磁弁を開発し，危急：．際莱ti：．イi・∫等］ジヒ施さなくても釆客は安全にill［よi！i臆出�d三：’保安「ξ置．］rLてt；1．：ヲ（な任務を果して’．’　；’：’．イこ品1／−PR　13塑保安電磁弁L−　di　｛・j’：．こて昭和25午8月躍作〉三閉始］1ミ初に富山地鉄に35fr納入し好成績こ：、−：ナてい三．電斗［事i拠⊃際扉・うミ間かなくて死傷者を出　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タナ弓合が多い∴で各方「已り旧心1一ゴ与たれている．車雨用電熱器　HE−50型∵車暖房器　目鉄で：こ従来電車用lr2房器ば，てボピン式とスペースヒーク式○功史用］Sれてい�n：が，これらの阪房器：ま吸漁∴一也．欠点1‘：：／，ゴ『：ソ，アノ；ミヵL一タ：］Cが採用されろこ，＿、．一．t−　t1−　”．　ノ　．　IIE−5｛）1i；i！覧　　三り｝21き：一一アrLミヵヒータ式で，t−1召和24年1↓）月一lc　’現在までL：1鉄向L−〕て約6，000台納入しナ：．　　イペ器　　　　1〔バー）〜ア　450、V，　タト］f多一」一？！；一：−　594rnn〕（¢積）×160mm（高・1S憤m1’r恒，で，特長：ハこi6鍵淋泉・うミ露出じた蟻亀董鳶諺よll　’A地一F鉄用TS−3型．第三軌条靴’y昧繋寮CE−236型電気蓮結器恥EG−135型戸閉機械54　（，541）1・　E菱、1｛1杜・Vr）L　26　No．1・1952　　　　　　　　　IIE−50型電車暖房器’い∴で安C・．で�_り：．、ゴ・・振動、i唆浮�dこどに川ご：」・点であL．　食堂［lil　Fi　」電気レンジ．’1−：電’．湯1．！l品　食堂卓∴調，川」り∴一：・�_二隈こり�d二∫：くい話尼で・’、暖に沢山∴：調川をお三た∴必要　�_一，い1・・11燦〔i｝；≡座巧ミの侵人と二防、づこ・�j　憂cr・；：惹．…lj放でご1・バ・V・111二こ場年り熱源と∵□・：T　‘，i・：∵：’コ川］’：∵とい出・こ〆刑で」：�dふわ�_ミ1・1で．1コゴこゴし・⌒、∴�dぷ源と’て：’．−t・　、’：／：らイi提、ll｛｝巨用されていた1：，昭川25午口沈、こてぐジ　36川食堂車前として初めて電：、1：しニジ：：，バ：’］ご電『『元拐’1｝常�d‘�_c用三れ，川沃〕一；∴日1之に．己‘1，・「il］．｛で納・「�d　�d．　電．1・：レンニ∵’糾1：：‘11〔∵：kwで，烈i’・，（∴二い7こ調1・�j台とそのドに三∵・t’　一フン，　klノ戊二而なら1ごにド1川1撫1↓や調「1｝こ料　　’：ノト汽∵己納．｝　：・：‘n！；IE、らで’L一てk　，　1：．熱1広1−：倦熱z，1いrl−’□1iiL∫IGI重三；1ご物と共1二1《物［r（∴り【へ」i｝；込／しプ：�d・2フ（ノ〕♪二：・］雫勺」ii｛iS）覗�d’，．　2．5k、V　2｛i珂，　1k、V「　2個江珊”…’一⊥�d．「．が鰍に1．�_∵コ1二・一タを使用し，1コへ・；．れも1｛うkWご∫垣．−I」　−i二・回列・法；よ1　・670mmr幅．∴69　immt　！1！一　i　i）　・・810inm．高さ）で∵2ち．　電：（湯沸1宇’1：．liJ／1じ：1∴ノc　II：：：二吊；：卜．；｝�_＾，｝L，∵�_；：2、5kWで，�iブ∵舗．、：・1−1・）・，i⊂∵▽．ブ吝蜘ボr・◆んミカヒータご．�g沸じ〃，学ド」に取付�g，’れ，クンクfv　’！（10．2kW套£堂車用電気レンジt！tt，　w　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tt　　．　く　　　　　　　　　　　　　　　　　ぷ　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ドぜら�d罷�i免「「3エパ蔭｝1　　　　、　　　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A　　F　　lc／t　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’．�_い1　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　…�`き》　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゴ　・※じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蟻繍雛購遮醸鱗　ぷ⌒≧ぷ断ぷ’⊇�s一一『si（両月」，1】1機品2．5kXV食堂草用湯沸器●癬●、・題蕎庄ぶ房用藁縮峯置客車忘暖房用空気調和器rr：コ渥根卿；：．1：∵∵1∵・’1：1”ごバ　b．・二�d’．ηト形寸法：”−　363mm「「壬�d一ピ：二｛｝Ml’1と　L、　’．・：二．、・”．　ゾこ：｝r電∵い！．電『弔』1川‘：．…しミ’・曽圭にパr両発�g洩ぶ「］い＾，力．．「‘　’ll　］0・）V�k1；il　F．　r．！l川時ノ’rLsにll川動的に蓄’芯『Ei：二川1：［　、’　，1・1　L’，　客車用冷凍機応用装置　召河1冷凍“に111∵ミ�gll　て‘、批・・一一　’Sj；　t’G：台車（マイネ．II仙吊ヒ：パ’「∵こ�g：：u・・：：r；〔い；り用∴冷房装日’：後if−，　：，　一）二：∴．∫ご・lllli、∴ぷ1：二納FJ　7：．な玲食堂車に∴同時：こ当ii．’］E・’iY’．ン川∴1口：納ぺllれた，　とれ1バ”・・．同一・］li：揖川…�j：・1．・一鵠嚇う・ら動力’：『取i「［fl：詫合’・：；：1’・．9：．）∴］iて！’fl」ご1山v　tt．：零・1：しi：皆器をi”Ll！　li’一・1∴�n’：亮1二lf・・　S・Lil’・イレ1ゴ・：’・　1；lli：・1：時☆こ∵・低速時；∵’担；：飛・・済・馳1∵．1・　iSl’：：∴．∵’L・�_・協ご∪溺一る∵　　　お　　　　　　　　ミ　　　トモls　　…三　◇ls　　　　．s．．i、．、滅叩　　▼　　l　　lh、　．＾「v∵�d∵ムぶ∴漣ぷ・．ξ；亘螺こ：∴　m　x　「　　　　　，　　　　　　　こ．　　　　　　｝ti／PMe1PPtNNiiiNNii　　　≡一｛，｛s’≧・＾一、　t逗蘂ぎ，．．．．，．．ぽ墾t＿＿＿　vトーぷ’糠でジt−・llwソ，千∨へ＿t・、繋已ヨ麟ミ∵　　　　凝　　　i：∵：萢蟹鞘　　　1　　：　c　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　i一’．∵i　三　二：、◎　　　　　　　☆　’食堂車用食品冷藏装董〔ピール冷藏度）t1（55）55列車冷房用15kW車両発電機列車冷房用15kW車軸発電機列車が通常の蓮行をする場合に；，蓄電池ほ約30分間の冷凍装置運劇こ堪えるが泣コミ時問し停車をナるi易合とか予備冷却をする時にぱ地（”電況ll二より3川交流竃動機を駆動して冷凍装置の蓮転をすると共｝こ蓄電池（i”充電をするようになつていち・冷互｝，冷服装置共所定のi毘度に保つごとおよび電源関係の諸動作け二｝一べて自動的に制御せられる．　一等寝台車では床ドに15kWの直流発冠機，11・5HPの室冷式フレオン凝縮装置および郊オ［己動機用起動器ピ備えている・客車の前，後部デッキロ天非に：ま各1台の室気調和器を装備してあじ宅内再循」塞1・：と外一とを混じて除塵，冷却および脱湿をし天井白のグクトを経て迎当な吹出日から調和室メ、を吹出し≒．内ゴ∫房ナ○一方のデ。キにVfx電磁制御劉置がちぽ手・1：”・1電酬il脚ご行うようになつてい芝・　食堂車の場叡，ほぼ同様であ1うが発電機：：30kW−（T’56（56）客車冷暖房絹制御盤と操作盤あつて食品冷収装置用2HP冷凍機および電熱調理装置約13kWの負荷をも負うととができ’るようになつてv・る．食品冷戚装置に含まれる機器はつぎのとおりである．1．2．3．4．5．6．魚，肉用冷蔵庫ビール冷藏庫飲料永冷却器アfスクリーム，バタ・一およびチーズ冷藏庫廷冷式2HPメチルクロライド凝縮装置電磁制御装置　これら四褒器の内2HP凝縮装置だけに冷房用10HP凝縮装置と共に床ドに吊．ドげ装備されている・　以卜国鉄向けの冷房および冷藏装置にシいて記；丞したが，とれらの装置は電ヌ：鉄道に対しても使用するととができ，ご’コ拾にに：最も複菊は電源装置が不要になるので製作費；品ちうん繊ξ費も大固こ低減できるため一層イ．1利であ膓こ・列車冷房用発電機　本機ばL己向一等寝台車冷房用電源として製作したもので駆刮ば車両．kiり，べ川・駆動により途・」・＝’ニバーサル接千よりi・陣」速する構辻つもので列車速度40km／hよ　1）　100kn、／h　　　．　fl］Ji三†｛三［Eを発ヨ三づ＾るよ　う設言†L／た．　現花Ll鉄に17∫いてス［〉；〔帥戸閲急1行銀111r号に使用中である・　定　　　格　　li：”f9・，1こfi・15kW　100V　150A　1・200〜3・000　rpm　　　　　　　4極他励分在　迎続定格　　励磁桟　0．4kW　2�JOV　2A　1，200〜3，000　pm　　　　　　　4極他励分径　連続定格　　　　　　　重量860kg（歯車dよlvi車箱を含む）　．イこ器、⊃特長，1．1，200rpmよb3，0001pmまでの広範囲蓮転に対し完ぷこ定電圧特性とす《5ため2級のUV．型自動電圧訓1整器を使用したごと・b．列車進行方向反臨⊃際，機械的切換開閉器を使用することなく硯磁機および発電機自休の残留磁気と利用して極性を一・定に保’つようにしたごと．　　　　　　　　　　：−i菱電機・Vo］．36　No．1・1952●暑．．e一梁　　　　　・　　縷∵　・機・ぐ曇’k“罐泊�Kcl轟臨　佗ξ　“A，ヨ通信機　漁船用無線幾，災害用短波無線茂，超短波周波数変溺無線機，誘導無線’機・がその二i｛　）．一物であつて，い�j・れ，」；li．E・後の初胡製品の域を脱！．，改良完成されて，標準品と’．て多数現用されるに至った．以1・’標準品をご紹介する．　漁船用無線機　小型漁船に使用す二FSR−−25　B型○改良型FsR−25Cぱ・約80台使用さ｝している．途受f，一；飛を重ねて，同一匿旅に納めてある故，衰置場所が狭い漁ψ5に最適である．操作簡単，性能安定た点が特長である．出力A，5〔〕W，A330Wである．　災害用短波無線機　操作簡単，非常の際、lllでも取扱われ．る電話専斤磯である・出力50W，30W，5Wとして，それぞれ1．SR−50B，　LCM−30　C，　LCM−5　Aがある．1．LCM−30　C　運搬可能な移動用の垣波無線定辞幾である．GT管エ使用した近代的な設計であつて，とくに受1言機にぽ短波では最初のスケ・レチ唖艇千fし，綿絢縮1・討郭！ξ1ロノて，使用者の疲労を無くしている．LCM−30C災害用短波無線機2。　L仁M−5A　一人でセットカ・ら，電源，アンfナまで運搬できる」・型無線電話機である・出力5w，6球還受1講であつて，電源は峠HPの小型発動発電機であとi．　超短波周波数変調無線機　日姻内における肌轍変，］膨1揃糀しf∫してい：：i」肚としてぽ，この挿無線校の0「究にごとくに万至1ヒ蜘／てViる．昭和25年およゾ｜ご26年に行わ71した，［L↓衣i1、察なら：Lsiに自治依警察によ0　50　Mcおよ．’ごrO　McのFM無線機の試作コンクー一　rレにおいて，いすれも優秀な成績をもつて介格した．15｛〕Mc／FMヵr的i｛蟹きて警察以外に担・ても，鉄道，新i』1，電ノiTガスー迫方が二才，いて愛用して戴いている．　電気的性能1：・国家地方警雲3〔〕Mc／FAI無線は1｜．様書とダ1治仏警察150Mc／FM無線機llご様、1］二を、，］」足しているのみでなく・アメリカにおけ溺［掬1の礎械の性能こ匹敵している．　国警用30MC／FM無線機　　（PR−2型）1　　30Mc／FM無線fパ（：PR−2型）　岡定用1；1床Jyl型50　W，移動用は自動車に塔載するに1］1最適の特殊クッションを｛吏用した物で出プは25Wで言うる．2　　　150　エVlc／MF　∬：：｝1「差　同’£用：川ミ1‘川’！50W，移動用ぱ25Wが標準である：∴15W，5Wの物も　；gf／i｛1．ている．また，固定用Ic’　1／，II希望によつてぼ遠隔制御器を1：」属せしめ，10km離れた地．1∴巳う・ら途受信を行うごと　1））　，1でぎる．3・　操中1場用無線董ぷ　昭和25年！二ldく」、♪初0150　Mc／FM無線実用化実験局として，口鉄帥口港駅およ1りな磯関卓に装備し，引続き倍］まで実用化研究をi行ている．操巨場特有の衝撃弐亨，幾多の悪条件を克服して，現在では操車能率を劃期拍勺に向⊥1…実用1ヒのJ）・E’に入つた．1：1，淀局20W，移動局10Wであつて，特殊Z）共振著1÷を使用するととによつて，150Mc帯において，同i時乏ミ乏話を可能とし，いつ，　各剖据疑別々に捌ノ］呼出ナるごどうできfZ・現在肖轍のため最絡決定版ともいう’≧改良標準型を製イ］：している．1εOMC〆FM固定用無線機（57／5ア　誘導無線機　終戦後数川にわ三二る実地｛1：1二完’一口・パ，次坑川�g号・装｛辻として　：機種’二：「用召き1、加パ�e定三受llた・i�d九州地区・北況道地区に」’訂。・て，11］：，�d∵独「1i的にf吏用i川Lてyぺ三・　・・．・いで口鉄だらゴ；こ私試に�`�jジ、ケーτ三二駅・こ1期∴；邑えざえ電話■とLて，FM⊥�d：［・・川・：こ受、、，「�e三�g川機こ、；・〔作L，現在宅凧：，〈r：�n：ljいい・『r・　−f．’　，Ll．　）J　Tl’〔．とt’L「’1完丁�dノミ用の1い近∵・，1．　※．�dt用片信．り一S∫，j：主：［1パ川S　人中1］二L’］発信L，企場〔：“受1言．ヨだ‘・イ、；り一：’信写．線1．：詫導結’1・訓戸．そこ・｝i　」f．1　？；　rl：へ：・．二’ことt’］でら○；唾信’方式周波数途�e：出力通淫距部’「に　　　i原AL∩9、］・；」・）15↓）kc〜200　kclW／km五三り用　　A．C．人車月j　D．C・1’一・’f・｝1／iイ．「「’／　111c‘／　　　　　　　　　　　　　　　，　　「ヒ、toOVl2　N『2．　　ン；乏」ノt「「」！lllD」1ユi．1，∫「1戸1・：〕∴∴1：（t　人唯おユ：びiノ，1，“　），〕一，川／ilに発’乏�g�eら幽二に」1「iパニii”・・うご、，信号1、．ゴ、1リ・線：．二垣’三瓢�_’r＼口↑∴・：）’　　ダ「JEiglAl，1，V’．J〔∫1．1ヨ’！“．　Sflc　巨：1鉄に納人ゾ用、．・l！i：：Vl［cト．�d三・ノ」‘’1†　f「様：：ビバ∴’］’とおyiてi’〉：，：・J．・・　　通信力’式　　　卜・1時；1こ受［、］「i　　周波数　　601〈c〜2｛｝（lkc　　変　　ri∵J　　FM【．、F−5kい　　法信出力　　同’・L　l〔）W’移動　5［W　受　信　機　標準晶としてi・己ひ物：・：畏作　’・，．・�d・’馳お’」ご’ぽ1（’［　IJ換をドソムー∴r，チと1，�`：；：�g∵トト1’・1，：；が勾∴：畏作網：‘＼しブ：．1　通�grl］受II、已（1，RK−1：；A　‘‘．ヨ　　方　　　式　　　　　　13球：k『−t　・　t・”J・「’1：　　川波放　　　5ωk・�dコMC・5’・ンド）　　｝．llに恕い］摸　　　　・二　−！　・〃戸．　　　パン　1・．�j∵’1　ソ　ト　　f∫　　　利　　　川　　　　　　　A，、A，1∵〔｝db58L「，8）　　　　　1・と・暴麟緯ξ・　　　　　　　　　　　　　1　　：　．、＿”一＿ttV、・　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　’　　　　9　　　　←　　　　　　　　　、r．tt　v“tM，w一一，〆4．　　　’　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　，　　　　　　　一．＿“・　　　　　　．ふ蒙パ藷‘濠二ご　　　　　　’1ソl　t−　…」！＿、．．s・・一　（�n籔麟�i　　　　　．一　　　　　　　※1　　・−　　　　　p　　　　＿ゴ構　　一　　　　　　い　一シい　　・　””i区、�d嶽　　　　　〆濁擦ゴ．　　　　　繍竃�dを懸糠∵　DH−3型20kWラジオヒータ　　水1粘［慮波器　　　　イ∫　　ノイスリミツタ　．f∫　　電　　　源　　　　　A．C．100V，電源瀞；内減　無線特殊機器　ラジ�dいニー　i：，バ’L・斌線路障〜h：探知機．超一1；被探傷装置，ゾレバ・一夕，遠隔りこ位計，・…ナ式油試験2xがそ⊂−ir�e乏：L｝」’．．ご，’膓二．　ラジオヒータ　高周波電源；−1’リ用した乾！1｝1“1　l！j÷で，本イ寸工苫，繊維工ヨ�d金口いコ�h絡．加・「lf　CL．用途に心∴そ2しそれアプリケt・一タ，コンベアニ三合1・�dこ伯々．，1λ備ど．．て○装置一コ・瞳製作し←”、・　s°L　　y　、〆．．・　・　発肱；1；；：�_．て∴’1　P∫力に］：つて，LOkw型B：DII−−3型，5kW：．1’1）II一石型，3kWぱDH−5型（DH−1型お．！：びDK　2、型の改良品ノし製作している・　まジこ，最近川じビ＝・　一「レIJII　II用の高周波ミシンおよび高凋波ウエんクーliこ；，研究開発し，多数御使用原！lつていぞ．1．　DII−3型フジ．イヒ・一々　発振�b，配電磐，電況変圧訪，自動電ノ；：読8｛≒21も整合莞ミ置（遥三方操イ］：1�g；ヒ含むノ，冷却水槽よりえこる・　　川　　力　　2「｝kW　　　〃∫i　き£　）1（1（　　　　5　Mc−20　入・『c　　　自：う呂　宅ξ　　　SN−167　11　　1’｛こ　　　　　　　　　IIV−951　B　6イt　　　‘fl，：　　　訪」r　　　　22｜’V　　　：；i日2’3．］）II−5　Ji，iiラ　シオへ｜ニ　ー　・1’t　E・　　　　元」　　　　3　k“ア，［，「l　iミ　）」：”：　　　　5　］Nlc　　13．53　工ylc｝’1穴管　　SN−r7　D　2本　　　　　　　IIv−967　A　4本1・　法　�PさLiばm，！1，11〔Ocm一塾行90cmR、V−1　JVI高川1ぼ‘ツ」　パ　ダ円　　途　　串化ビ＝一ル厚物按着出　　元」　　⊂oowl「〔f・i・｛管　　　GT−一い　　1］く繕景�di’1と撚止め用コンベア用DH−5用ラジオヒbダ　　　　　　　r三支1iご残・vol．2〔三　N｛．）．⊥・1り52●　　電　　源　　AU　220　V垣合rn・°レフ・素ゴ”品f刈4．　Rw　2　Jt1」t“　1〕i」］直〒ノゴ・グ　　「「」　　途　　」抽化ピー一ル厚物加｜　　川　　力　　2kW　　目2こ管　　6T−13　26x　　lじ　　源　　Aぺ．　2」りV　　希望の！u合爪・�jfs’ユ芝r］　1　ハルス式線路障害探知機　通t，，”gk路，電ノ」！ご5巳這ぷ籏・）1」害．f・l　fJi，1∴旦　　’線路のイ〈」〆争ご探jll，川・し［三乙；［、置⊂おち・　絡・口後，いち｜il〈“」Viに栢・じ，レーダの1聴111、こ」て，直↓允fンパしスニ川路，二TJIIフー際∴故…・い呼；ぺ�nぼ射波　一　！9（出〕＞」ごと二　・二二，1「ぬ・11’il，．　kcり距日田’乞自川厄儲，1クfわレ｜に1「時〔『・⊃三とミ）に，1疋�b乙ぱjtLフフウン管、こ［白覗1∵二：三・にし：・1．　　FL−1　iVS　可搬式，　己及刊て．ソる，：．ラゥン管ほ120mm∴物使flHし，取扱，1頸ぞ加卓である　【｝lll井範囲1〕30　k　mと150km七スィノチご切換；〉，．2　　Fr，一一3埠！　かU　，k」，級床ト膓二型⊂測距範囲パルス細測距角度測距方烏式出力戊窪合，（喧信用担倶架に引［∪てノイしていつ25kmおkこ）、1001＼ll115μS，3μS，5μS，　10μS±02％コ　1，へ’一クへ60「）≦）：ヒ　500（‘　ナ了〕　、、　200【Σ　牛衡，不4、｛句回R各に］ノ、禾1じ口∫能でめll，�_乙話すiし，；」1川路一’fiT超昔波探傷装置含吊1イ1トう1ノ」，，i）にt、）る裂傷，ク、〉隙コエIJ、出し，　いつ仲置辻‘明疋〕一ろ呈置⊂；］）つて，とくに拍こ訪1こ1’i’在アち］易�d実用杁態1こおいても測rLて’乙川1〈、bる．　レークーの原川1に1　〉：　パ・’1�d指剛小⊃パい超H，Z主川陸川よi）日ごい二発」1」し，膓）�dの反」ハ］（ぽ’フ7ソン管1に出してその一方向こ｛［1｝ぴ�dハろf、シ置」三‘叫疋アる．1．　FL−101四1ix出tjヒノJl川1　c！z　数’，匠　　原｛6　　成表川1　・’／1↓）mm　ILiし2m｝二、力�cL3r，SIc，　5jNI、，　7）lcA　　（）　　　1〔）f｝　yア　　（　　一、｛）　“「　ノ≧受！，：�d，ナ旨小pLL，　1’イー絨∫i−・Ut“．．ew’　　　　　　i　　、　　紗　．N　　令惑�鴛倹ﾞ繰撫　　　　　一一．14　　　FL−1型パルス式　　　線路障害裸知一s弓易，｝i機「？if　1∴t／1：義饗蓬信用k6006110B型コンバータ；戚�e。嵯・●●／．｛麟　　則　　　　1　＞…ナ，セ・一一・・t−Tttt　い　　　ゆ　8・転　pm　　　　　　　　　／　　　　　L＿i“　遣　一れtt◎bimWhL：＿、s翻硫言竺±縦い0鍋：／1”L−3型ハルス式線路障害探知機文ψm�f　一「k　　　　　　碁　：e　valSFS．線．r忠　宅へ舞講縛ぷたざ　　＼∪　，彩⇒羅“遜パ　�k隷＿灘・・一づ　　び〜轟　　　　　　　　　　　　　　　　　v　　it　と；�d讐1騰念テレメータ受量機　テレメー’一夕　麦電川る士，e隔川、Lに�j�_tlt　・i　；F約・1い二電1⊃・電刀，川パ放5’：　J▽上　’　Utf　：　1、己1い］自様品に・♪最fJJ　r機いと1ご，1戸ン［［μ上几に的「＼し7二い二力式1’乏口f占プ（Ll！波牧・［‘占域L，　　　　�`1　　　　　　　　【（’）LsM，L｛’レベノし芝動li・1　　∴tv　f［，1ミ∠こ，ヒ万小∨！SSI；ノB　　liきr12　ノ　　ン・�`ん）3〜6kC」く、∵：］¶：こ・　’L2∩（‘以川1（Ul＄lli失30　db以［Nj士　ln　db　Jノ、ピ1’iJt　＋1、Ja、1川］久’・こ一1］一　DS型遠隔水位計↓・r川胴、山：一・lt’　’］r旧一．1・にいLうパ・置c・�d　∫．罰�h川　：1∴1、いと’，口：　距，lt｝｛［kl1Uti．L二川hてt））一ニリバ　、ご占・三�g（川T・ご〕く�d’小叩竃池のバ〔、∵’1｝　�g！、　▽　・▽　　｛’，辻lfli！’｝i　　　　50　km　　損ん川し川・’i；：いmばh山の　　細　　h　　　‘り、川Lj・1「・　05％以［　　電　〃　　21V］2川・山無線器用コンバータ　移・印f噌iいこFL，｛、∫己置ご使｝Tj　lて二・�j1，1｛　�d7こ　Iir「i；．、L　ri式、≡改良’r：“　て⊂1｝1，川」　1　∫斗L　．11「］�dII‘｛タ度にノJノー）ト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　トい　　ノ　・　il　、しす　し；t」↓二　1　L　・　1「1L：1　1卜、いfL　L　LL　て二　占［三sT）電万止　　　　　　　　〉　　ノ　、　一　　ろ　　〔　こ　ノ　／　　　〆　　，　　　ご　vこ、，1‘’　！こ　　∵　　パー�aIT開亡　（　　ぱノトリ・⊃形　　　．こしノー’バ・　iil」⊥∴川1‘1バ　　ぐ万　�g　　t［　�d　　，《’「1’已「Tlド　’ん　Ilわし1’1川いこ但1−Jl　∵已r　’“1，1．［・：工L’1・］に　　’Sv：　　ニニ戸小1‘，1�dcと1て　“i‘［il］と二・↓’才L，工fo、rij　61〜7｛｝｛・，‘　’Jtf，Tl｜」　47へ5！0‘‘　二�d　∫．lh「1（二｜LI／10イレs∫」ソ1ノ向1‘レlI　、・”　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓−ICI）　59ll蝋ボ差∴1兵絃謙∵三卜�n　ジ，ぽ　　　　ぷ�j・家庭用電気冷藏庫　家庭用電気冷臓庫として新∫1「！式∴1MR　200C型およびMR　100　A川を製作して、いる・L、’J，．IIも蛾前よりJL‘経験と新しい技術を織し込んだ密閉型；潔；問たらこ、1にブレート型白然冷却式痴f縮器を使円しており伽ll一製1�gご多く用いられている開放型圧縮；｝1｝‘二欠点と完全に除去している・すなわちガヌ洩れに拮無で蓮転一F注nを要する事項もほとんどなく取扱に�`わ：もヨ1｛1便である・烈絶縁相’として特殊防泣返理を施いた｛li肩三綿を使51しているから冷荻庫としての全性能lf『にないだ高く，匡n規格ぼもちろん輸出規格をも遙かに凌駕して‡？）1，たとえぼ蓮転率は20％以下，使用電力：lll．は0．7kWh／「1という低v・値である・また国門乙現状i、二適応ナ♪うように最低使用iij’能電圧は75Vとしてあ元ジタト而ド：▽・す，｝しらメラミン樹脂塗装を施してあるがと・：にMR　200　C型1：〕　flト親：lr：渦｝ll型でスマー1・なも〔：’である．　家庭用であるため安全性にはとくに留意し異常な電源状態に対する保護装置を1−一：重に陥えてあるカ・1⊃信頼性も高く需要者に：安心して使爪そこととう」でご二，家庭用電熱器　CR−6型電気レンジ　絡戦後，進駐軍巳．家庭用として，鏡物担ミ込型熱仮を使屑したCR−3型レンジを多技納�hして好パ1�_こ博したが，こ乙熱収ご使用開始時乙加熱速度t・t遅1、へとかあるいは，吸湿により絶縁が低ト’しJ〈．すいたど∴欠点じ免れなかつた・　一方アメリカに影’ハては，これら�j二吹点を除くためもつ｝t：らチユーブ式烈反が厄’・られてい○∵巳当祉iこたk’1・”ご’凄1・∵噺鰍繰噸鷲蔭　　一長ξ　　　　　　　輿960t60）CR−6型電気レンジ鷺　veで襟雲癬…，ジ�a：量鰭　　　　　　　　’潟tW一t、　．t．＿．．X，．＿一．．＿＿一〆　MR　200　C型　＿Wtt　　　　　家庭用電気冷藏庫外観　　　　　∵1いても・昭和23年頃からアルミカヒータを応用したチユーブ式顯板の開発に着手し，関係者の苦心の結果完成した・CR−6型レンジは鋳物埋込型熱板の代りにチ＝一一ブ式熱仮を使月］しt，：　｛，ので，熱板以外の設計はCR−3型レンジとほとんど同一である．　1−16型電気アイロン　こ04・5ポンド電気アイnンは家庭用として新しく開発したもので，沿費電力は270Wである．　従未のアイ・ンとの主な棚墓点は，発熱体に鋼管製アルミカヒータを採用し茅命を長くしたとと，カバーの形状を脚陵し外観を」1くしたごとおよび，とつてを握りやすくL．たごとである．　べ一ス○温度日：約10分間で摂氏150°の最｛適温度になる．　K−8型電気アンカ　ポ器二う特艮はタト箱うミ耐熱性の接着剤をもつて張り合せた特殊□面：｝「ll討」えでできているため，熱によ）T変形して隙間ができえことbsない．　�iゴ励温度調節1弓ト箱Vト綱こ取仰だこツマミによつ1−16型電気アイロンK−8型電気アンカE菱電機・Vd．26　No．1・1952て’通気穴からでろ加熱室気の温度を摂氏70つ；’J　iら1001°まで調節できるようになつている・　クイソクヒータ　アルミカヒータの家庭用応用品として，ノ」・型瞬閤湯沸器にクイックヒータと命名した．仕様ば100V，500　Wで，コップ，茶碗，やかん，洗而器などで急速に湯を沸かすのに便列であり，能率ぽ10り％に近い・　1・たがつて電気沿費量も少く，経済的な家庭用品であろ．また重量は約300gである．扇風　　機　戦前わが国で生産された扇風機∴，百万台を越える数量に一1二つているが，戦宇中における製造1｝川二，供出，焼失，老朽などによりその数量ぱ激一i　lkしたレ⊃で，戦後の需要は非常に大き、．へ・　当栢：はごの国内，国タトの需要に応じ従来の面目を二新　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．鱈した新製品を製作し，幾多の改良を加え，生産数量にお・いても，品質においても斯界○第一一位とたつた・　12吋高級扇　従来の扇風機のように機械という概念t“ら離れ，近代的な家庭用品としての扇風機を作りだすべく，構辻的にも，意匠的にも，活：気的な設計としだ．　電動機は従来より一段と小型とし，枠を備心せしめて，首振装置を後部のカバーによb完全に密閉し，電動機の型を流線凹とした・羽根迂三菱型風機．⊃特長であるエトラ扇と大休同様の形とし一枚のアルミ板よリプレス成型したものの，前部にスビンナを設けて後部の流線型とマッチせしめている・ガードほ電動機本依とマッチナるように軟1い感じの渦巻型とし，中央部ゐ透明プラスチックの飾り銘板により，一段と近代感覚をもりEらせている．スタンドぱ従来の丸型を壌し，楕円形として本休と釣合を十分考慮すると共にモータの取付も最近○アメリカの型式を取入れて片持ちとし，角度の調節を容易ならしめた．入力：Ilt　42　W，風速180m／millである．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿　tS8インチ4、型扇家庭用電気品　　　　　　　　　穣　　　　　　　　　　｛：　　　　凍　　　　　　　　　　　　4　　　　　　　　ザがヅ　　　　52イ　ン　チ天井扇　：8吋小型扇　・，1．；：斎，化粧室，寝生ナ’ど！）小型｝詰風機として，：だ用と装飾を袋ねヒもこで　’：vl・川11商級扇と「1コ様・1小流線型を探用�h，また用途≡考慮∴て巳児も各栢：を製作している、臼振装宣こ）ない乙�d欠［，T．1である1ぺ人力もZl〕W以ドで安価であるから手軽．こ使臼でこるのうこ特長である．　52吋天井扇　従来の天非扇と：．1：逆に，企線を施した川定幽子を内側に：�dき，範型川転子を外枠に〕以付けたので，形根を取付けた外枠全休が回転1ハーろ⊃で全休の形ぶスW一トで構造が簡単になつた・なおll｛・淀丁鉄心には特殊なη三閉ス・ットを採用していろので，沃心lfl：も格段に少なくなり，効率も向ヒせしめるごとか．でごた．拘根はアルミ板を使用し型式ば全閉型としli　：〔ひ〔ヨ勺部に塵埃が人らな、、’、ので分解手入れも数年に一一度程［芝〔汀1く寿命も長’、…．電動礎の極数ll：20極とし回転数をやや高くして，風速を大にする反面，速度調整器ほ嚇取f担1！の6段とし適度な風速を自山に得うれろように％慮した．　　　　　　　プぼヒ　）．）　　　　　　　　　　運�_漂　　　　　　惣：ば　　　　　　為測「くh　・『　s’t12インチ高級扇赤外線乾燥装置（扇風機塗装）（61）61　　万能ミシン　　川2久1川．．川・日ξ．�e∴包↓ニニ、；トパ・：、・「トト「：レ日1，”三ミシンピ�j慰L，ニプ；：『仰；il　’，　当川：に，：「．・いて，J，25勺午刀ご（、釦「｛喪石国lll・発；こ／�nlj　i，　26〈117JJ．　TZ1　ノ∴f・i　1　ifL∫］］1∫『肴旨ミ〉　ン？7f’た［rに）　ン�d　　TZ1川：’一・秤、丁丁、ill，措ミシンご，　I　IA］川、「；」・・’ミ�dノ1！卜1二．．」t　・／一，　「「．ド1，ili．i！ftt↑iレ・ミー．�_1也1−．　刀ム∵f吉i白1：1一乏・えちこ，L一に．］：い，　引一’・Lci二こ…r♪二，　£十レーtis：∵亡IZf　2元1�nン∵�dヨ�g・1：t二・、”Y．．　−ftド籏汗“：；　，　川・’・やごソi：右ご，　交1；1．：｛；eiJJ：：�_：J　S．1，　tfllド71�d・「‘i，ドー｛肋・�_�nに、�_，　｝旦在L，「1川・1｛：らlt、　：’Hiiご、丁、　i二∫∴・，’／」ミこンご1・ttい　］□：一二1二�d元，　と、1”・りし［二・三1て，　．ノ、1右1　　：　　｛一多　王　り　　ご　『　　−　　1　　　：　・　　　＿’y　幽｝，三　：　　．二　　＿　　　　：こ　i　−　1・｛　：　：　こ　　3　＿＿　　ケ　　｝　’／f　　　T　　　　−　〜，　　＿　二　　　｜　｜　｜　：　　：　　　：　と一1幽　「」：　　：　　　　，こ二／．T’朽�d’、；’1’｛］：1一ノトli：−1．一・：旦：’ILII・じ、i∵．’−1L・二，　｛1・’fis’・一”，i三〃イ｛�_二∫｛｝ti［jj’、＾：ベー膓’　1ノ渉：’．’　幽1’r・r　　シ　：　☆−　1iov，r　l、i　F−1’で：，　ご・一・’：・．ト1‘しL二ご：　ll，　　引’i　’／イrll二C打．てJi：ll二’七川’三三．rlご’‘〉　引’、二∴三！巧1　力了・∴．�d＜　7．：い．イタ�_一．∴ネソチBU型ぼ径；†で，工i∵：ノ1ゴ右∴動If；！1と1司n芋に，　カマじ左．右；こi．；J＜ii’ら，　；［1’l　i］」に．t　Fl・　i　k：1・二りこlii［1さ膓二�d’　引二径ば逗垣』�n÷乞力・マ、．下�g∴：5：∵�d・ン、，　rl‘η速｝璽転に1・「ゴ紙ぽ’！ll　e�j：＼　TZ　1　叩1・当F｛6　K−”’iJ．el↑，　�_1たわ�k’1£1・i．．「f；2．；イ・，　　力　∵：．［一｜∵li〔1’い‘二］：il∫i，　j↑り　　2　イ＜∫｜�`『　・『二’！バニ，　　ゴフー一一c一位ti’！1＞ア，：，　IIA　1　・口1こi：　90二　＾ノ1：ごi！一　．　アーゾ・し1三IIAlJZi！二1：：j，「，「！∴’・J，、’　で，　1：�d寝〔1・�qこ二rr．　　特　1・la　ldこStl・！∵1：’．．ノ，21・計・一∵’1：J：　il；’五，．臼〜縫rで　　ゴ「・　‘．’　　　　屯　づ　　・b．　鱗日：付・1−”，　言だ““ン’六こ力・デリ．　・ゴタこ　f・1’�dr，　戊肋li幕て，　中ll　　辛、‘！1糸還，　一ノ1カパ迂，　二�d毒飾しテ催：ぷ，　�k和1’E’1・三・Ll党�d．・tケ　　プ’／，　イiFえ∵ユrUトえCl川［、�j二で∵：三・C．　ノこガー�_．ヘソ1・：コ［1，1定r／’：i］てL．i　〉：　’tt，川ノ・t・∵∴．着　　ll辻一∴・l　l必で・�drl；．．d　　イ云重り；�eスハイラ’L　，　・；！ミ・：てヤー∨ごii’　3？’［ll，　キヤー　　（・二1｛川・�d一∵　fカ♪しタご�dご1：・・一，一パ’−1’・1．．べ」｝三’∫・li’）：小さL−e．ご川∴し1「・�h、二，1：r�g〔フィード・1ご・ノへ・一川ご�d�_　　：lrケンf・j’，　ir、　i’．∴．｛臣�e、　ドiliiヒヤニケ向にイ1∫�dポニ・−1−：11　万能ミシン62　vs：t）　　（ビ，　．lrlり｝［封ン三．自・iJ乙：五ll∬．1’；，　i・−�g二る’IJi［三bl・’IIうこ・J�`，て、、、・、　　♪�_と・：宗置にぺ・ノド川にあ：：ば・ミ・ごi珈）・ナこどに　　’　1ロド1『．）1／ごニー）r］．f．　　2　仁∫1−　・’：∴’‘，　　上口≒戊�g色了耳況，　弓冬．、�d：VIミ，　ヲ　ピン糸シてンうミ　　2f川あち．f　1：　　　様　　i．�e　thJ　　　一般ltlUI｝」−Ul　　　フトコロの・長さ　　　193．5mm針　…パ（謁加さ川部離　9ml・・　糸　　　　　　カタソ糸，｛［II［］糸，　i，k’ノ（弦ξり　　　　　　　　5　　mln　　：i’；三こ・9：jjx　　　手｝フ｝　70う　f！　　　　　11と’」，（二「・、（f｝　　　　　　　　　5　　n1ハn　　カ　　マ　　　　ノliligl転コ亡　　　　　　　’1　・i　｛／　�k3　　　　　　　　・可　　高周波ミシン　　」’己∫丘∴　ビ＝：一ん］二’i’；ミレ2）lrrliJl・月iZl　tJ’発！［こにfド’い，　ビニールゼ］�gゴ」1，　ll’引三営；ご大｝な問題とた・二：・f：．すなわちビニールノィ・：ム：ヒ従汰のミシンで溺圭、い合・已ると，垂十穴Lご，；tcくか「破X＋・1一すくたlii，またピー＝　一　7L　O特長である防水性がクミ∂〃れて1ノまう．　こ2］」享：�e；者ク（ぷ〔をっヒ全；：カバーする「1的で製作されたのが，RS　1型高周波ミシシである・　　幽｛く饗III　−1．」（：u問1石ハ「うE　l用発さ1｝，1，‡茂和セ部と発」辰拝、：｝〕；∬とにfJisa，　t．，25勺：7月言式循三七fJt：と同ri｛芦こ，女五｛’1パピうけ，　受i主殺至IJCf‘二ぱ量：ノこ．6・ご�dぞ・特　長a．　　イf｛ピニ三2乞会で籍］1｝］・で芸ノた‥b　星着�d完二で吉之．C　　；・一ラr’耳嫁ξえによ一ltて力こ；着方浸9ミドilllでまd，　　カミノ誉、」玉’「髪し一｛」∫だ言え’？，　’；で・きる・e．　　［：’ll　lr：亘「£’「己プJ／1ポIJ用；｛’：、いさ一わめて「∴1挙であ�dイ1　ぱ　　’〕｝　　ソ」　（lll，ノ（）　　　　　300　、〜「　　　　ノノ＼　　　　　／∫〕　　　（　」±　，1　　ノこ）　　　　　　　　　　　　1　　　k　、、ア　　’J1｛’　　　　　　　　ih，1　　　100〜ユ10V　　　　　　　　　　　　　　　5∩〜（30ヘノ　　ブ　イノレムのJノ．．1人　　　0．1〜0．5　1Uln　　千　　　一　　　な　　　り�j利1起重iJ胃（；ご日キヤFドモートル高周波ミ」　　つ　　　　こマv一｛り1：‘『IA怠ら・、「o］，　　　　　　　　　　．　　sL予／、、’エ！�c．、2｛〜　　N‘）．　1　●1952ラ毛竺±t　、t　」“，ジM　型　ラ　ジ　オオ§諺　庁質本位のオールウー・ニーゾ49−−K型，ほ�g：絶無の5球スーパ50−L型と，＝’．　L，g独特．’誠戊：削方1ξ☆：整え・：グイヤトーンラジオFc，的’ぱ，外了幽1］意匠ともご飛躍的進　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り歩をとげ，M坦，　P）？！〕二，最rl’；j級5球スーパの決定版を生・壬しf：後，　当肺隻遅グrヤトロンGT管を使用しご，モグーンなR型を・発売�dている．’い÷れも頗る好「1干で，生1奉が開に合わたい状態であち．またごの問，バッジ，マジックポイ／夕，透明ツマミ等，斯YJ．に新機軸を提示1ノ，　とくにR型の簡略1ヒされた回路設詳±茅，わび［ヨラジオーr二業にi’［献づ〜ミくイく断J’努力を討こけて1∩ろ．螢光灯　一’一一般1罎朋用と�dての自烈電∫．k：．1一二∵ひ汗f莞電力二．約〜）0％以｜二：雰熱とじて治費rlF　，b，わ〉か10p6一パ光となる．そ：、⊃，、∴（　1938　フド1「こ一フ∵メ　1」　カ　〔r’．・i，Z！k　1ノゾ：｛E”ン「亡’J：∫1三：ユ’1］｝まミU］勺：し〔光源で，昼光と同f・∬類1・光をノ1二∵，冷．）ヒ三称せられる程熱の発．散・．と沙くコ1逸ぷ及�dζ途1｝Sf’二．螢光ランプ　当川1に±八、ては6多戦後づこ格的な��1沈：に着手し，誘蛾灯用2りW青色螢光ラン’プを市」刀に川1∴二力、らつぎつご．！’新製品を開発した・　当祠：螢光ランプ．二特長∴�d∵二と才バ：である．a．黒1ヒ現象の防III　陰極物質≡研究u套極1：川助電イ・D｛を適当に設ごi・い，二黒化現象を完全に防止すろ二とに広功しr：．b．光　度　初朗の製品で：．］・二全）1倒〔1：：2川V昼）［亡巳ランプで6no／〃1，冷川色ランプで70〔〕ノ〃z位⊂かご」ご∴そび後已惣頒□研究ごIC　1．苦：5�_1向1∴，：現在こ‘1、⊃：ニビ任主に三；ノる如く20w冷rl色ラン’・・でcg・iO　lm以＋爪v中冷川色ランブ．でz．1∩〔｝加L〔｜三∵二て・、三．C　　寿命お：∴じ光ff：L：低ド　寿命：＾“白熟包灯ヨ1弓ぱ点灯いた1；．ttるt”fでこ時1罰こクトに光度ゲ初明の6〔｝Oo’1こなるご（｝◎時間を言い，一般に放電したくなろ時判以而：こくるものである．当肺ここ、、二）はこIJ⊃点に一L．1て螢光物質ポよび1隻似材’料⊃研究，たらぴに丁作方法：⊃改良等にモ1戊3，0001ぽ1日：ご：ウうにヒ1［TIる性能を肯してい�c．家庭刑電気品　　　　，　tt　　’．’1・．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∨　毒�ft　；ntW°−t°F　　R　型　ラ　ジ　オd⊃　　色・三i’，∵�_二、：1’r∫’、！「1　こ、了ミソ己ラ　ン・＾ノs、�di？i弄；i”1こ戊．」∴　：［ヒ1　�_べ札元月じtt’t：∴1i．　Jr・一一一つ　と　1ノて、二：：∴色�gン�e：＝�d’1〆�b．iL：’［：、：竣’：5点で詰ろう：，’［1肺仁一．・般照川「↑］二iて昼｝［11色，冷川色，自色，渦ド｛色∴・4種た製作�dてい：：’、・昼尤色：＾太陽∴ドぼ！1光：：iJ一し近いも∴，（”，色滞lr蠕6、5〔｝り�dK，冷ド1色：〕’迭れ．より｛i！il分温［カ、みを’；1つた色氾度4、5りり一K，川色，温川色と段々温かみ1三mすジ�d色湿〔1＞J、⊥−1”　Jo　lこb　3，500し1こ，2，80（）レK　1：なLr　⇔フー　　．　w7　　　　L　　・，　‘’・v　・　’ll・　li�d一一暖照；Uj口、：．・：，　」　’二：’1「1ゴ∵“∵三第一一に1厚求さネL．＞r）：∵），二≡：スベパ・．弓飾．∵劇こパ1・ピ分イ己完斜二：1＝・致三11・こ，江．1；，　i，1．’．・∴�gぴ．：欠（ナて1い；r，三k’），とれに〕tttrtて媚・1∵り．・・…．∴．色、ノ1：1∵赤叫：∴‘足．�d・1い欠点が：5ぞ）．　’1川i：にお∵1てt”」．力U：1；二’�j点1こ着［1し鋭意研究tl．tでご・／へ＼’こ：｝・：，　最近米「「L�_�`噛：．Zl　Jら・’■1，プi：Li　・J・発HHじ近々　DeLUxeランつ二口！；∴．：：二’二に．二つてL・る．Dc　Luxeの光嘆ご物川弓：こごにて｝今1”〔∵ランデよ1�e若干低いう�_　；ぽ色ヤヒご‘な�d・1ミ三｝iる印川11　i・’　S−，捺染こに・1乃，食料品店花！．〆，，芸身、IL1∫｝1，　三二べ＿ドf）　1．こi・；1一二．1）De　Luxe　ラン∵∵ご仙用ナ・ミそでらろ’バ「・特川ミ円途といて言琉青白，緑，ぷぽ紅与「社r1，た�n∵．製作じて・．�f．螢明照光製品　ど1尤灯�nドし：ヤ；』口1二白れ．：�`点）i’・般に認められて」ユ来斯設ご1�n三ん曳「「：之∴ノ：廷築物，蒔」店，℃場�`享：二続々と呈）［C灯照μノF：｝∵；’∵二・∴二〜．｝1・ド度：こ低’べ．二で・，∵1：�b�jILう1Lllt）「こ二11：f、”I　i二i元真’＝IE：1：jミiこ上ヒ　．　i一こにノベ　てもそれ．程S’t．1：1し亡寿命試験中の40W螢光ランプ（61｝）63FO−402型i照明器具を感じなv・が長時間では目が疲れるので反射板，ルーバ硝子，プラスチック等の利用により配光を調整し，光を遮蔽して照明効果tz　Jiげる必要がある・当就ではごの目的のために種々研究された照明器具を製作しているが，昼間点灯しない時にも室内装飾的効果を含んで設計製作している．1．標準型照明器具　照明器具はその需要に応じ，使用場所，用途，客先の好み，その他種々の条件によつて決定するもので，それぞれの種類の器具を適当に配列して目的を達する．標準型照明器具としては下記のものを製作しています・2．特殊型照明器具　標準型照明器具といえども絶えナ客先の好み，流行にしたがつて新型の開発，改良を行う必要がある・一方百貨店，大商店，大建築物に対する照明器具は建築関係の意匠設計者と協力し，その建物にマッチした設計の器具を製作するととが望ましva・3・螢光照明実施例　螢光照明実施の主な例はつぎのとおりである・　a．百貨店照明設備　　　　　大丸百貨店　大阪店　　　　　e　　紳戸店　　　柄坂屋百貨店名古屋本硫　　　　　〃　　　　銀座店　　　丸栄デパートト．工場照明設備　　　目本化成株式会赴　四日市工場　　　日清紡績株式会肚　針崎工場　　　日菊防績株式会赴　綱工場　　大日本印刷株式会冠　．東洋食品株式会祉　　都々木紡績株式会吐c．ピルディソグ照明設備　　　日本楽撒式会赴　銀座支店　　　日本ゴム株式会鮭　　大手町不動産株式会杜伏手ピル）　　　日本化成株式会澁　　　三菱地所株式会註（東京ピル）　　　九州電力株式会証（九電ピル）当祀螢光灯器具一■表型　　式弩。ド隆格周ラyプ〜ヂ輌て数）構造の概要塗装用途Kレ3…1・・／・・1・・［・カ・C　．一付簡易型アイポリ色メラミソ鏡付壁揚用FS・20…5・ノ6・2・1・反射板付　安定器別1外酷難・丙酷色シヨ・−eイソド用FV・…1…1・・／・・1・・1・惨覧乳白ブ・・チ・・鮒ホ・イ・ブ・ヅズ補助照明用・F−・71g51⇒・71・1FF−201…5・：・・i・・1・机上スタンド型lI若葉色メラミン燈付1・A−2・21…5・1・・i・・1・1反射板t・lizfi易型机上照明用FB疏・Ll…5・／・・］i　・・　li　・　i天井埋込ルーバf・b麟伝リ講。、堪耐蜘幽嚇店等）1外面黒色　　　ルーバ　　　　　　〃内面白色メラミン焼付・・・…1…｛・・／・・［・・「訂一臓・ヤガ・・’・・一司鰻ぱ白色・ラ・・1〃FP・2031・oo　150／ool　pm　3プラスチツクカバー付1タト面クリーム色1反射板白色メラミン燈付〃K・一⇒劉・・1・Wl・1・バーイ摘捌アイボリ色・ラ・ン鮒1〃FH−40B魏1・・！・・1…反射板付1從騒6都：言」鮒1工場用・H−4・2・1劉・・／・・1・・12　〃　　　　1　〃　　　　　〃・A覗協1・・・・…　1・i反射翻翻型　　麟謎竺剣」玉≡酬齢　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鶴璽ラ、剣□　　〃　　　　　　　　　　　　21耕埋込ルーバ付・B−4・2・閤i・・ノ・・［・・・・⇒袈1・・ノ・・i・・1可痴面・マガ・…二・鵬誌今鵠欝板ルー：　　〃・丁岨瑠・・／・・1・・1・1≡鯉三・ガ・ス…一噸騒晶《；�n　　　〃・・−4・3・ぽ；1・・1・・1　・・1・lx”Pt’ms・…一　・c付1外面黒色厨面白色メラミソ焼付1｝64（64）≡≡萎≡電機・Vol．26　No．1・1952大阪大丸百貨店納　照明器具積算電力計　靖’近の精算電力計は，品質の向1・，に重点が置かれ，各1｜ti’競つて種々の改良を実施したごとと，新電亘料金制実施にともなつて必要となつた需用電力計が開発されたごとである．　当祠：においては従］’製作してきた家庭用ぴ相積算電力計MA型を改良するために一咋年度以」種々研・究を重ねた結果MA改良型を完戊し，咋年度ほ：・杢面的にこの己51i良1皇］i’こ切｝奥えノ1三産をイ∫つブ：．　改良の要点ぽ，電磁石の電流磁東通路へmagneticshuntを挿入することによll過負荷特性の向⊥を行つた点とCr−Co’銅の探用と銅メッキの実施にょ）1制御磁石の経年変化を少くした点である・近来一般家庭の電気使用量の」曾大により積算電力計に要求される負荷特1生の範囲う：拡大されたごとと，検定イ∫力期間5力年を保証せねばならぬ積算電力計にとつて経年変化の大小はその良否判定の重要な因子となるためである．熱型需用電力計　電気料金の構戊力噌力罰1†金と需用電力料金との合計となつているが・との需用電力料金を算定するための計器として開発されたものである．熱型デマンドメータの特顛バfメタルの温度⊥昇によつて与えられる回転加濡用電力6⊃対数干均値を示すととであろ・すなわち押し針は輻用電力の］5分対数午熱型需用電力計家庭用電気品MA改夏型債算電力計均値を指示し摩擦針ほこの押し針によつて一方的にのみlilさオLるので積針期1手n中（たとえぼ1ヵ月問）の最大値ぞ！’旨！Jti＋ること1こなる・　こし⊃討’1『厚・＼一・〃と’「匡：力三：力口えた瞬門C一なわち指封’0指・」ミノカ・ら亡○氾力の　0／（∫に捌当する指示になるまで乙時間をこ○計器の1芯動時限と称し仁ド素子自休し一．烈容］i｛1，放熱率，熱巨導率等・ノ熱Pl子｛こ．1：つて決る定数であろ・定格：t3相3　iluk式110v，5A，：5分定格，変成2k三；付用であろ．TIC電磁時計　砲逸親時計：：t　−tfンーc　t・）・k’，交流．こ二Lli山・，　iPl　fgfE式IC／」〈別されるぶそのいすれにおいても大一1｛で｝一かも外部的（ゼンマイのC一初めとぷ勤，周波数己変化，佑這：，重錘を⊥下するに必要な歯車の磨揺など〉創1瞬：∫，一よつて歩度の特性が相当左右されてhる．三菱TIC己磁時計は昭和24年夏より試計に着手し25年マごには試作を完了し夏より製作ピ開始した・この電磁時計け小ノ出てして，しかも停電にも止らナ，周波数，電圧己、変動に《）狂わないよう設計された埋想的な親時計である．すなわち今までの時計で一番厄介な動力伝蓮用の歯専装置を使用せ∴従来のゼン”“イや重錘の代りに独特な小ノ馳流モータを直接房劫力とす｝i時計で，この小型モータは安定な直流電源と相佼つてつねに一定の回転力を直接に調速装置（振子または天府）に与えている・なお調速装置は温度誤差の少い材料を使用しているので精度は非常に安定してV・る・保物点｝こVlして：塒問の棚恕一・設の時計と杢く同じ要領であるから誰でも精密に規正することができる・電源用乙電池はつねに自動的に充電状態に保たれているので放置したままで＋分に安定パ肋：を糊寺し取窃0な手’数を必・」要としなしへ．曝掴路全般○制御ぱ各種スイ。チによつて手敵操作できしか躍輸・恒つてf緬であるか略部の点検湖獣きわめて容易である・この電磁時計は親子式であるので親時計および子時計に電力を供給する電源と子時計修正用スイッチ等を装置した電源箱とからなつてV・る・親時ftり30秒敏子陪卜回路に反対方向の信号TIC電磁時計　　（親時計）（陶65●電　磁　時　計10回線中継器電流若づ装｛〕子時計C・つ蓮転三二制御している・子時計の数がとくに多く方つたV受たnl川線’｝％く亡つたL”，連距離C場合にに時計回路：こ中継�l辻使用［；1　；」・ごた子時計回路に時報．∫一時計を接続�dてブー’／t　一，サイレン等を鳴らすとともて・きち．あぞ，1い：］汐イムし：二〜グと結ζrさせるごとも’で・きろ・Tr巧三訓’に：イf｛艇」（」’・∬ぷ1．トて・の・つてS型　（’り’・fレント型）SI」型↓Sl胆〔ノ．」こllぱ1ノも、�d）己）2手丘が壽）iD，＝・イルの鉄心吉よ江花；極片にば4隻留磁’．：（のとくに少い純鉄を粧鈍しカドミウムメッキを施｝て．し∵．ノ］（久磁fiに1”1とくに抗磁力の大きい｝「i祠：独肪⊃OPマグネッ1・竺用いシヤフト類に：’特殊］111iを用いた．三たコイル1ま＋分絶縁処抑が施してあZカ・ら断線・．恐〕1バたく耐久力べある・　とい子時計の特長ぱ｝1」r費電力・．1’．」官；ζに少く∫一時計筏械の取付姿勢の影響《1更け・�`耐ソこ性1こ：とみ，二針・i〒が全然ないごとで烹�c．これらO，点：il？，liて1．1他の了時汁の沮従を許さない処であろ．　したがつて図書館，ホテ・二，ヅド〕院，学提，あるいば舳舶，車両等の無丁舗手言ミ○要求f”れト3処にほ’一つとミ・適1ノたものであろといえち．　な治今までの主た需要先としてビ東京ビル，ブリヂス1・ンタイヤビル，宮城県陸ヒ化技：1／1・，｝，i帥奈川県庁，：債浜市役所，安川電礫，tl，．淵1’　j　8　’｛防府：1二場，倉敷紡桓安城工場，日東紡管静岡丁力，」一，し｝ミ洋し一コン≡伽工場で1乏好な成績で・正旅に江二‘云じ．てい�d．合　金　製　品　当川：における燐青銅，汀自，：：ク巨一ム，抵抗線等の生産高ロ：全i司乍産rドljの過乍：三：占’），：1：．，｝1「1質け広く一一」：dJ2に認識せられ，電・、、楼｛世‘‘’民，通�gし日，計・1尚、∵，その他一一般拭川c素材｝して広く使1、1さ2iレ・：いえ．L　燐llj’銅，洋川　べ，・；型光パ阻ふ巨りぼ：L理烈］（1な∴拠川を施�j」巨：要“11分に使用☆○・�_ト月川’：］：当杜製ψ1古銅，汀白が広く但用せら｝し需要家の好」［1’；：　E）：じている．66　（e；（1）燐青銅合金製品2　電気抵抗線（（1．i“Ili償導線（2）　＝一　一リカ線（．3）マンガニン線（4．）　・）スクン・yン（’，；ik）高周波電気炉，ベノレ型電ミ．’｛戸を高度に活∫「1することによIJi他．qll　f：にてに製作イ諭∫能に近い高性liヒの電臨：抵抗線を製f1：いたしている・3．　　ニクLr一ム糸泉　終戦後進馴：軍向として，1号ニクローム線の生産を開始1て以来その生産量および品質は好“を博し，特，需用・・ク・一ム線の最ノミの受注工場の一つとなつている・電気抵抗線材糾製品ゴ　ム　製　品難1．　：　　ム　引　布　昭和25年よリチャンバ式漣続加硫機を新設し従来の巷蒸法にょるゴム面の粗雑さを．是iEし滑面にして光沢の6るゴム引布をきわめて能率的に製作し市場の好許を博　　　ヒブ　ト　　　もキL！Lv5三）・2．　　レ　f　ン　コ　’一　ト　戦後，前記良品買ひゴム引イ∫を縫工して制ヒヒ用，嬬人用，小供用レ・インコ〜1迂畏fT淫開始し斬新なデザインで，多種多様な色介のものを広く一般に供給している．3．　気　密　製　品　・長年巳経験，中越｝．．た貼合せ技術ならびに優秀なゴム引布と二結合して終戦後1・±エヤークッションをC．P．0に納入，そ〔つ後特需スiJ一ピングパッド；”／：『大1，：異作し．ている．4・　型　物　製　品　品質優良なるためクッシコンゴムは国「’”の指定となつた．　また特殊介ばゴムにょるコルクネオブレンの品産が可能となi／，現在でに多．li；：に耐汕パッキングと1吝電機雀、　ill：に納人してい＞」、5．　　タ　イーv−．］’L・．L一ジ幽　タイヤチューカ　！〉般JIS表示ぱロ臼：場となi〕製iLl1け斯界に第一・級liilと1好汀三ピ博している．ご菱川機・Voユ．2G　No，1・1952　　　　　　　　　　　　　　　ぬ　　　　　　　　　　　　ぽぴ　終戦1菱アてに6勺ご粁て］11・1和万y．、ヒも近い現ILr．　x一国ii；i、二k｝応、1　　　・［f　II｜t’tイ之蔀f　ri〈‘f‘、”1句　1；こ｛、lirr’ノ5チプコー　11頁倒1ている・当伺）tlll　C、ユts　．kS　fl「rJi　i場とLt’1　n：ltTし，）・1　l　rTl品貞の改良に，新興1｜t1の聞拓｛こ1川又間接之i　1；1｛，lt∫　｛、日1こ努めて｝三ポ，三のレ：”もノ・idLこ乙．　戦後○混迷1庁代1一リィH〔線ぱ、川［‘」�dLき・自’月いし門べ二円牲して　つ生寸研先L完ば．，初．にbt光刈T’川）tlヨパ果セあしT：　絶縁材｛R“（，こf邑稼ワー人Llそり川イL，式験�n］yL売主P仁L川当し，佃秀な’tf・｜rl畏lllドゾlilVL−　」vけ三・こ良献しア　電力閉係C巳ノ1（訳整流石，イグ）fトロン，避電認，辻りr器’5、こ対アら・ll肉迂術援助己外，，vl外途配電線，発変電叫，電鉄関係つ史測に各i；｛縣場川と具に参加し艮術1）向1発展に協プJした　弱富［1　iJ周波｝装1係こいFM通1，、楼，誘導式副、、陛コ∴」，1、悼兀先たらひ：にr�gjl∴1波誘導，話揺力n熱方式�n∴ゾ同上督1峯二基イペ，ノDLとイjい・まアこ超刊波傑傷器，竃撒｜，L、、「，　Ai［Ill�h�jの川殊｛‖1じし器さらにrイクUウ∫一フ川係の研貸も開flf｝した　こ「フに管瓜の；賄に関してLl，乏イ。酩く管，螢光SIO？ト，リイフトロン・水銀灯，没因幻，放如淑測主用GM千ず30試作研究・管ぴ川州として1・，　Y！t，SitgUIE，加烈繊条・91殊ガラス，立光物質，げナイト・・ンノ1弧∫，含属ヒ・ジ5珊九、新�_一｝跳川こついていイ戯∫・磯各種絶縁物�d外令巳日1：日こ川」’る冶↑自γ広らぴに加工変形箸に関すら1川｝力了的研ソピ差喰�dよぴ導庖村川，磁気日日についての各般○‘刈石「1エt険工い行わイし7こ．　な訊論加1としては，ヘビリf順算∫の応用的Ur展開ド’一応完結を途け，毛紐1管式冷凍方式笥了楯・ヲミ事な戌果X一結∪こ，筋8阿国ぽ、；こ・・1｛ζご、1詰つ侵秀命之こして故あろ捉出論之二・1｛い3イ丁択IL　1］，1残後四）　し県：川ILに紹介した功イIU臼乍に1直づ一ら�d��であ／⊃う最近アメリカのウエスナング…クス，lliと吋芝祁口再ゴ1批・でふれご網・・e：1，ト月�j、働ごぽ賠い・lll段術Z）向1・D7：めに・�dト．努ノゴL・冗久弔でめる電　力　部　門実　測　関　係電力関係↑IIli　i：・二i「ILLI現1↓ブ測1　1！工｛1二1，二争ノくなレつてヨペい．，）・，電刀：部協加て剤也て宝眺二当ら〜臼つ一LTと’rり⊂1乙　雷　　関　　係　触後叫川、こ引糺ぎ斧」也〔1当Jli≧f轟｜｝月fGH）ili　（ll（｛「li22：1），　iHD’，人r，111r日；臼場’了fこ：，　　i　vl／ア　　L　rパ己一1Lい∴　．1一　日允岬ll巳、じレ層・芝’，ILI・llトエ1玉Lら日玖美旗文：し1り1（昭干U23年），旧日発�h副川’」｝三発1じrll（昭和21年）　’ij’〔�dり二　た�dE1ユ時1こ戊≧竃；�d1‥何撃‘1川1／1，変電he〒こU1拓・〔］1旦，l！Ul】一�g1L’5・7）1川1　も日　、　珂i；！，’li，�dてテノノメータに、い・」山｝�g放竜∫1⊂流！側’しご川1｝ミ，門μけ一」」九川〔f∫一�dて，�jイこ�jn日い⊥Lbてい　止、1ぺ二動f川い1にtkして，予1「けト、こ11く動ηして保巴n円．果L・’○）Jことコ♂�j・ノノン，一ア、ち変止撮，発電改’i」⊥含めて発乏電所一t’S｛，として・’ij一ノ川nを，旧日発志！｜川屠電所，岡山変〜ε漸，尼崎’∬一�_弟’全電所，旧関吋V月　fi変電｜（li’”］にて測工し，侵人異富電！Lに対ブ乙電　，　’ζ　ijl　i二保1かこ関して看要なエ｝ほこ17．．　電　鉄　関　係　終戦後電・ド1｛iほ’故塘に対処1’：く，近畿U玖（局だ甲・1，，il　ii」lll，川刀，弐旗�k芝電1リD，山鉄’八1∫，神戸，rり1防，ぱ、川午斐電トリD，�d｝ノ1川う電珠〔鉛？j台※竜川）’〜にてノ：渕行f、x，｛壱電線に発生ナる異1ゴ電，二つ大　　よびとの1川度，績電1「」｛，斐電所内蔑器ぶLパ‘1じ半1二1仏うり一”牡1’い明・．＼、こして，「1問ズ対策17）買屯な資｛い♪，7こ・　送配電系統の異常電圧　公杷邑1，’C・うif・文のヒ星康klebろのわL；｝）内宙に関J�dぷりとして，［1�j1川栓保ζ’｝ソゴllllセ仰め，　IB北陸配電占上・北］ごパr1（，旧九川配竃川，Ulii・滝之和鬼，［nLl発、し［廃；Sl，J丁，旧Pい1百訓川�d一フノし系統工、∵こ其則竺f∫い，系礼の振地の∵〃当，発竜機に基く高調↓1と共振vl’　7〈i∫さ，制動6線○抑1！lil劫果’1三借，hパた．現ri三の系統で、1�d｛路の井振にテジて，、2�g1Ll度の異常電たピ・∵午易に発’ilうる吐公・バo窒八・ごと　｝リド、こア，り，ま　制動G�g｛【同三鳳皮川巨」川・［！つ．ア’＿，系；苫○安，し曳向1に」姐る有利六ご’�d1ガう・ソ�dれ�j　ま∨こ3JJ続1η刀匝電圧たジ負荷しUi｝i　l・シ速「t’1�kに〕’�d冨臼、ド1主各1・ifハ．1，漣・v老式吟c　，！ilJ　・i　1，ll動「邑三：、力，�a1一「；　；・［Ji’1ご柏LII　）．　た叶’L荷已：1斤ll｝・二♪UUii月発’い一�dLT・l　n，1こ一‥，発電当，L数・T川対称F特1氷1’のてこ、ら二’　｝，　JJf　j）　jl．．　遮　　断　器　［n日東配口1い変電・1、i「］「「全［1川陥え電Illl，　U姫品娼：・ン1；1−∴　ん電旦↓−」L　1」∫凸ノ［口、電　《期じ1・・、kに，川山「払な］　・tLI1］　，’“　ん仁に努ノバ，V・〔・」己断掃の’，己・Lに1いい7．　運転中の変圧器の絶縁油涯過　・い、�grl一中に�c∵戊こ施ごわて∵r．・る斐］撒，加の‘・§過’L’　r也払中1こ冗施’ヲー1〈．一一ロナJknl］IJ〈51�gて変11∫描勺・1�gtJ況L・へlillい・リィjンリ」い捉幻，川1発伸戸変（67／67電所（昭22年），同長門変電所，同田摺変氾所（llβ24年｝等に告け膓：加電川ゴ｜1［負荷」L．　，“．：：：：二経�_ご，∫ぎ：に昭ト「：25年1月に同経1戸一芝電il．Fiにて，工lkV．1：�_叩O　kVA∴・口．だ器に一’J・いて，実負荷運口；llに；111澄泡’三「い，宅負荷蓮已「11∴叉圧器川慮過1：’，川当己ヒ〇三二払：：・�j何正危瞼1汽いこと辻：立証した．避雷器　工場と協力して特1・’腰素己改善…’i：邪打隙ご改五試験方法の枚討等，材料，工作汚方面�d∵∴石1疏二条1・：け・EV型放出避’膚器のIM発に協力し，弁∬；｛辻雷；！l；・につ、・・ても特性の改善，扱電耐量○］付メ（等に貢献〕・た．　圧　　力　　計　調速機試験ゐ折の永�j，、　　　こ：：に．�_　・：川∵5：，現場で圧力変動竺電磁オシ1・℃撮�g：；�n二た，．1：’に，電磁ノil11工力計竺試作した．往来よく用いられていジ∵、こ；鱈llに上ヒ∵て周波数範囲は狭いが，取扱容易で受∴に万こ己鎌場川1と尤s’カ〉な　りje’IS’〈�`ごメ，ジ篶支えな＼、．　50〜60　c／s　：1：：∫T］�d、ンニユ場rドロ5c／sまで，5kcを用いア：場rご1〕1［・oo　c／sまで測定できる．受圧器け40k9／cniL’まで，お；エび70　kglcm2までの二種類うミあ〉：”・発振器，塘幅‘ぱ充濾i［ぽこ置が！ll属している．凛！輪＼逗ピ轡疾�c慧懸嫌！〜熟ぐ二τ鷹1圧　　力　　計イグナイトロンの研究　密封型金属管イグナイトロンの試作　・fグナイ1・ロンi’能E“一’：」’k＜，注弘耐力，尖頭負荷☆量が充分ある等そも：、列点：可：知ご三〉：ご，密∫1川し�hゴ空ポンプ，貢室計バ不要で�_・．’ゆ一ノニ∴∴分∴温｛左ご3（　0°C程度まで汀容しう：二ので電流∵ミ量�d日：1’し，　’fプナfト・ン装置ゐ☆硫汀・二・プf腔�e・1二に」・ヒい’ご．害巳しく小さくなり，保守も容易になる『ξ｜J点か亮る．研究所で1’：！：放年来密封型令属管1ク’ナイ｜・・ンの閲発にぢナめて巳ブ．：結果，電気抵抗溶接器fi］　C・：〉ものパ完方1これジ：．�g．造お］こび外観は図のと江りで，ガラスで溶着∵之�j1分にに鉄，＝。ケル，コバノ川▽：恰6；笥」い，金日部分の1姶バ緑によつて，いわゆ�_パ、ソキングご使用したい一1・ら温度限度が高くか一；安定でご：〇二．冷却に；r厚分約3／011ば：用V・，器洞外而四1，｝除L）　ir：；！．．冷］；1同（」ぷ’」「硲いlrflヒ∴稲造となつている．放熱；『：ほこジけて通風杢冷にす芝と，定格は約60％〕・方る．昭和25年．イこ以：1（言�g接瀞として実用68（68戊c2「−Clコ◎ミ．　　L・　　iεミミ｛〔�d；　　ペマ　　ヘヨ　　　　　　　　　　　ζ一c≡．∴ilO’・一、『．［　一川．　　1　　　　‘〆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　卜‘．＿．lIハ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　�l1上i　一川一遥禦　　Qr「1：真空搭槽2　：　P，易　］亟　板．）：コハール4：ガブ1．5：パソノルG：陽　初1　　　　　　　　　　　　　　　1t7：水恨陰極8：陰柿板9：陽極棒10：点弧・予11　：　膓合去ロフf〈7sミ12：冷却水入rl13：ン合三長フi（S1｛tT密封型金属管イグナイトロンMIの外観と断面図に供しているが，nドー一ノ腎大容品のものξ．開発されっっtl）／」．　イグナイトロンに関する基礎研究　イグナ・fI・ロンの特長け，陰極輝点発生の7こめに牛導仏より尻ろ点弧子を用Lへる点にある・しプこがつて点弧子自仕および点弧子を付勢する点弧何路が研究の重点とな’こ」・　点弧子材料　殻時中に引続∵、て，炭化醐素系のも巳�eりひか追及され，：．宏化刑素系のも⊂で十分溺足た結果ゴえ！二れ二ことい丁でにγじ明し，てV・たカ・らで亘る．llij題に製造条イ’1こ嚴密に制御して希望7）性能のものを間違なく作り出すことであ・二・．以前には初期性能zう　’：優れていても長時間の重負荷でに使用で変質ナるものの混入を冤舜LなかつたのであΣが，製造方法の改良と温度の正確な制御によリ，今Hで七熟的に最も安りじと考えられ〉二化合物のみの混合休を希望口相成に作；1出すごとに辰功している・MI−1100の定格表（電氣抵抗溶接器用）仙懸漕騙潜麟6：況‘最縄｝子璽噸子繍　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　方法（V）　‘　（A）　　　（A）　　　　（V）　　　（A）　　　‘　　　　　1　　　　　　　　　220　　，　　　100　　　　　　4ハ000　　　　　　　150　　　　　　　　2，5　　　　　ガく冷　　　　　　　　　側　　10u　　2，0・・　　］50　i　25　水｝合　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2個を適巨列に接続した場合の合成竃流の許容値　　　　　MI−1100の定格表値流竃源斥）’÷鞠｛力直繰力韻オ・肋麟。馳綱方法　（v）　　　（A）　　　　（kw）200300600500120lf，06個を＝二重1己型に接続した場合達　　続　　水　冷辿　　続　　水　冶二1菱，；ll機・Vo］．26　No．1・1952　整硫器として○実用経歴ぽ二年イf余｝こ過｝：“ぬがiF一常な状態で使用されて点弧アの取よi；εえを必要としたえ．，はほとんど皆無であうて点弧∫・．コ：寿ζPはすでに完圭な迷信と�a・いうる．　点　弧　機　構　点弧機llいこ関するS’epiall氏の高電鴨1見の論拠けし？1・（銀中に浸漬した無限幅の薄板力S永銀と○接触部に撒了いて冷電子放射を発生せしめど，に足る高電界1貿1こす一：tとを計算した点にあるが，円桂形点弧子について厄流⊃分布を計算して点弧機情考察∴資料をえた．二三して多数の点弧j：にっいて測定した点弧特ドLに，点弧にぱ一一定電力を要するごとを示しMierdel氏の熱尭よりもむしろ高電界品に有利な結果をえた．円筒内i亡作の波動工解斤的に求め，かつまた陰極輝点・運動状況を仔細に観察することにより負荷電流による’jく銀面こう動揺を定是的に求め，これが点弧∫一の特1上に与える影響をほ已ご明らかにしプ三：．点頂垣矧ヒにつL・ても種々の因子が明う）L，・，にされ，真室度が20ミクロン程度となれぼ劣化も顕苦である．　点　弧　回　路　点弧了に1二最大1kW手‘己弘尖唄電力∴ミL要ご，二重星型接続のイグナイトロン整流器で巴，3川遁1云とならぬためには点弧子1こよ∠s（作られた陰椀川1：点う�_L気角度で（30°＋θ）○問持続せねばならない．〃ば負荷電流と負荷のイングクタンスの函数C“ある．そ∪他腫々の条件を念頭に置いてジF‘図剖・1丁路の研究測ゆれた．左図（b）の回路は（a）よりも大きい波高率こ）μ1力がえられて最も実用に適し放］澄油い三右図の回路二1，回路ギ訪｛：が左図のもの・ア杉ト以下になり，特性も良いが堅牢性に問題がお二二，ll〔弧川路のみならす，イグナイトnン惑充器珊剛可路偲蜘丁路搬治・たつて1，，擁を援助した．a、∫身’ピむ’　1山一・tW−一一　　＿．　　、　　　しト　　　　　コ　　　　　｛�d　　　　一．一「17叶一　T’ニー；　r−　　　　　i−　1　T・　　、∫’・9：飽和リクアトルL．，：イこ？包諦1リアクトルo：蓄電課1、；：点｛｝二“T．　gi2．　，t，1一飽和リアクトル路をξう点弧回路∵こ「杜ピ�n、　’L．」　　　．　　r　　　　Sン　　　‘　　　　　　1　　　　　　｝　　　　一一一＿一　一　◆−1　　　　　　　＿・　一　　　t　．　　r　↓一　　　’一／ffuu’一一　　　1　　　’・　　　　1　−一一　　　1　　　　　　　　　　｝　　　　　．−　　　　　　　rS．　　　　　　　　　　　　　ドの「lr・　　　一　　　　　　＼了　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　・一一・一＿．↓＿　　1．1　、‘lt7L　“1−Trユ、四　　・’．「　　�kσ：」ミ促怨R：輻　　圭七j「4　：　　リ　　ア　ク　　ト　　・し1，）：点孤］二負荷放電管を使う点弧回路　そ　　の　　他　　イグナイ　1・≡1ンこ．2S層1、，v氾二糎ξと｜司’F注凸：に　　�d：1こきL］｝剤街」裕ピ〕点五充’主昂；干高1たろごと，川…に空：、，．�b入しても電弧の化学作用によって水銀と化合ナるた5う青研究所の概況空度のf坂ドが日立7：：↓危1’　xのあるごと，陽極温度特性等か明らかにこれミ幽：．：ご○他逆託ば特ト1：，・fグナイト・ンJ”£数変ダ｝言：：）旺llζ弧氾口三，回路上∴・諸川題iこつV、ても研究び行われ，近い：’］i　’ミに碇果が発表ご∫れ　、であろう．弱電高周波部門　げ究町にお：．ご○∫ト戌，丁結鼎二裂這i，燗に移されすでにご．ベブニ弱電．L、　，・1”川．．二llとた・　：．ノ司波数変調通信、・洞巾測己器投」元抗一樋儲島ラジオヒータ，1苛周はミシン，高川波ウーT．コtグ，永ぴ［：卜1：☆その主なるF｛．）のであ）b　．なお引続噛．・てこ｝・ら製品のぞご．・後の改艮伺究と　　　　　　　　�dヴ；1ビluご口∫つて∵・：こ，水　　分　　計　電界強度計　高川波’竜力　利日］，）�_盛ん二なるに作い，漏洩電波の通イ1泌害：澗題と�n一てくr．．・yで，覧」濫理局，妨害電波F・1：究左員会等の二指：r．tとに小型可搬式r∴」感度の電界，，i’　’t’（a）6〜2tMc↓b）2・！〜41Mc（c）44〜80Mcの感「斐：・“大略最1’く0・3μV／m程度で翻！lに乳ける数十回●実測ご行い，電波法、案○’責．口呂一讃料を提供した．　超昔波探傷器　材料内gt3に包賎○｝ジ：疵三現在までけX線によろ外は　川方法：なかゴゴ…≡れでも胆堺あy），透過度の目係で夫型材件に弓いて1ユ因叱で“・己，かつ位置の確認�_不便であy，1な�nノぐ｝�j欠元1・三し℃’li．4加取季及が大変であろととで’二三：一う：ごで材川ノ州；の欠陥をレーダ技律�b：取P入れ汚超1子波巧’〃；器によ杁高Fl≡，II波爾撃電波で水品：∫ピご励繧し，とi，　1．≡�dIL性衝撃波と］．て被ド査物中に投人∴二．O反射噛【ピ計］ぱ弓（晶板で取：、れ電’口にぷ幅し使用中の超吾波探傷器（69）69」芝好な：冒；分キズのある部．元ト探傷器ブラウン管に於ける標示てブラウン管山f．に秒・llさせると正．ili’i’i：1�f・と疵こ．・1’；：ll分．�j1ヌ：｝｝1」して直耐↓’．ごご〉二・　ご牙．1．によれ｝．．．1：」オ料の種類にもよ�c、�d則．．C・t．□5n・m以．卜数1．nの・深さじン範囲に使用できら．鋳鉄に’そ〔∵紺織βこ：粗いためにまだ．不十ノ｝であるが，ごの方川へ」・ll，　1・｛こ団1拒除く研究を進〕2、えごヨ：二ll｝了・要であノ．．，ら・　4，060Mc　PfM這イ言装置1　国□幹線月P：じ’〔電池官．ご1’1・1＞市］．こて’い：．：・1・，〔｝oo　Mc中継超多車：加1こ（．．481）テヤンネノし）∴．準f柄1朽ごとい（24チャンネノ［’，�d0（〕OMcPTM（衡撃波時n，月受調．方式）にノ通信装置�e試作中で縫器1：．・紺立を完了Ll．三く1巳用試ぼ1ご逃む予定．であΣ〕．　マイクロ波1支術として呑．箇波長計，定rl．1波’i．則：尼ジ1÷，　マ！fクロ波の測定器．タ�g∵『1り己成した．4，01．：ONIc　装1雌区．．言｝（験発振器とし，また中間川i．1．i’｛特性試駐7呈としてマ．イクロ波手芯引発振器を試．f！iして10る・　難　音　計　室1已，　人工電”ご染転斤　（；’こと三に．ラジ．づヒt・’夕）　’Fl立礎器，迄配電繰仁．．電：．ご1川川；‘測：，t用として爾鵬特性に1順応でき：f”ように時1．旧常数：−LJStt定し�n回路竺田、い7．：測定器ご：に：ぼ完成に近く諸雑甘已研究アそら．びにそ巳防1ヒ法に参�Jできろ態勢にある．管球，材料部閂　受信真室管　断片的た製作．方汐：や材’料o部牙F］’〕た改良研究でil：なく，生産工場○発且二目1何としたたひ，ノ」・規模た実ピご．に胡ご設け数年に亘・二て設・ヨ’，利．料・畏ご方法等にlt�k1．うん，わぷi工特．有し．．’川ユ題−〔ば�i1：高1［「璽ξ一．：．指ll：］こ．・・発i　1；；こ至乙までその影碧1二1だ験し対策ご研完し．’二．　通信機，ラジオ共通に使用lllれ万も☆迅n勺な6・1；VGT管竺その主1．1標」：して研究・乙結果・でこ�_二�dLお1：10品種を．製造してい：ニー　三菱GT管標準ilJs種　整流管　双二極　　；．幻ぼ管　’変｝：莞僧三恨波鳶よび電已戊．曾幅　三．極管　双三右み管　双二極三栢管70（70）6×561．166SA　76J56　SN　7　　　6　E・1、76SQ　7轍轡；ll｛Y・三菱GT管劉き　lf．／ト；え管　一’卜111’．変」曾幅率hl極1竿　け∫変．ゴ曾幅率了’11極賃二電力．1；ヤ川π！1斯葺サイラ1・ロン6SJ　76SD　76L・K76K6サイラトロン6SH　76SG　76V6　6　F　6　イグナイト・ンのJ）∴〔弧川路とLてじ．手lp々の方法が提唱さ力てい二、．�_，サィラトロ．ン．にJlるもの1．’li：最も古いもので1トパジバ，広く使われ．るもので；う15．ブ1こだ整流器や縫．合ジ詞�c1＞〕1う1て二漣丸【己して大電流を流づ一場合点弧了・の温度が意想タト1こ．L↓f一し，点’∫瓜子賃こ流の∫曾ノ（そ�eコ逗すナニぎ），従来のような小宕・lf；：こ・サ・fラ〉ロンでい短寿命で・tグナイトロン側じ：一失弧となる，とく1こ．周波数．変換のようにイグナイトuン．：．・：．f．ン・バータとして使用され，る場合にに，失弧は致命n欠陥とたるご⊃1で尖頭電流口：・人きなサイラトrxンが要．］ミニ＼．｝1．ギ、hrうになつて，そミ．�dため1．こつ1’i’のようなサイフ　1・ロン：二ll｝跡発し．ソ：こ．型　　　　　三菱サイラトロンー賢表遺。轡燃螂鷲1糠1頂灘圧］y．’！（／L）−67G　　　　　5Iyl（」−5559　　　5］X・fQ−62S　　　　5ユ1）4，5ユ1．5］NIQ−627　　　2．5　　　6傍熱同ヒ直熱直熱6、42、52．00．6i401582．52，5001，0002　，　5J）02，500　青写真焼付用水銀灯　戦鴫三中｝｝・こ・．：も，広く使用されゴ．こ当宇1：fl　1・直流用青写真水銀灯1：：：1几後多くc．1・　df（良う功ll∴られて1酊lllL−一’新し現在で｝よ寿命こ．・拍∴・じのBミll篇た‘程長寿命とた・三ヴ：三　改良c・こじ要点｝．ユ：封止．部の改艮とソ｝こ冷を廃止し察冷を採月」した，点にある．察冷巳1．採用にょll水銀量こ：減少が．日∫能とな1］　，したがって已距離への1楡送も担．）めてi；il’j卍となつた・　殺　菌　灯　低1．1三こr！ミ銀蒸二｛左：と電』：りこわめてrl’li能率に発生する波長2，53こA’：v’．．紫外fl皇：二：そr�j螢光刊1浪能力ぷ利用されてう・iいり・螢光灯を」生．�dだ．ワ☆ゾ☆，こ乙同じ紫外謝．三偶然1．1　，’殺俵能フ�d1’．1　）］tr　」一’v／てもほとんどlli一人能率の波長をもtl．ている．これび列用したも○が殺菌灯で肪つ．て螢光灯二三ヨ≡d｛・i：租そ　・V（、1．　26　　No．　1　．1952との川遠：国に外1｛qう紫ケト線透過物五ご作られるという計である・瀬妬英｛�e2，5江醍長に対してL｝、、1，め〜鎮舵透麟ぷ玲‘ピ紫酬．・照射に缶nて麟re問治ジンてそ・透過…矧眺す江ど、でL−　｝」Lつで殺菌灯○外囲としてt・Uff．’E−．7E」一で完・・椎瓶格，加二rt？共：。高佃を冤れづ・・また2，5’；7　Aよりさらに短い1，85・）A）ゲも通過すうためにオゾンを発生し・姶に．］1・一）てに使用で泣v・・この欠鰻補うもの’紫酬透過ガ・以によるガラス殺菌灯であ？i）．　傍熱型受信管用陰極加熱繊条（ヒータ）の研究終戦後受信管試作間始と共に，ヒータの製造研究を行つた・ヒータの品質に用いら素材・の吟目柚活要c一乙．絶馴くの一淋と勧ア・・ミナc’AT，　O、、、についてけ，イヒ学分析おkびスベクトル分析ぶ〕：・純度と絶縁性の関係を杉討いイ鞠物”・：したよコ滝の肥、じヒ決きうて，良買なものの製造研究を行い，∫ノこ来の国康flJほD箸ちしく優れたものができた．塗市方法について；す，塗布速度向．i：のため，アルミナ粒子の粒脇・已：硝酸アルミ水1翻江）濃度等を撫札た・超耐熱アランダムfk¢　）・＞J　1，70）度にお塔焼結を可能にした・電着塗布濯三につV・ても研究を行い，特殊な溶剤にて・比較的ρ蝿圧にて，高速度二もつて三W輌する方法を完成し，とくに細いヒータに利用していち．　ガラスの研究　前述の殺菌灯用ガラスい特列ミな性能を必要とするブこめ当社｝ま十分な研究を続け，優秀な製品を途り出している。同様に管球用ガラスとして受信機や螢光灯ステム用の鉛ガラス（RS−11）Mo封入用の醐日三酸ガラス（MBS）コバール封入用の棚硅酸プ」⇔ラス（G−70r））を研究，製造を行つている、　特殊な’“　tのとしてぱ高周波絶縁ぼJi用のガラス　（Dia−rex）であるが，戦前すで｝こ完庇ばパ最近！2jLpt｝・究が再開されたが，その内原料の組成を加減するととによつて従来溶融困難とされ．てt一たこのガラスの溶解温度が100°C近くも下D，溶解時間≧・苦るしく戸縮・：1れた．その特性はつぎのと）k3　Bでめる．　　周　波　数（kc）107　　10E　　IOi，　　言秀這fイくプ）率　（9（∫）　U．29　0．29　　0．29　螢光灯，螢光物質　螢光物質の研究は枇時中に始まD，今日まで，種々の用途に渦足されるものをヒ成した．すなわち，n召和19〜20年はブラゥン管，暗硯管等のスクリーン用として，緑色の珪酸亜鉛マンガンの輝度残光特性に：ごU・て優秀なろものを製作し，ま7后ド和の族復と共に月（棚は正に螢光放電灯の活躍時期に入�cにおよんで，ます螢光誘蛾灯用として青色のタングステン酸れシゥムの芝き造に成功すうに至つた．引続普当研究所で1まきらにム；内照明用としてのタングステン酸マグネシゥム，｛｛長酸亜鎗・�Jウムカドミゥムマンガン螢光体の合成研究うこ完Tk一し，初期の白色あるいは，昼光色灯の出現を見るに至つた．なお資材面に，研究所の概況分光光度計⊇�aふぎ竃猟撚墓ぷ1‥　　芦製造耐ち品質の面：こ・一滑の研究要望却、稀少物質た♪3ベリリ・ムを使用しない［「砲灯鵬洗物τ昆して硅酸塩主どの実用化研究ごifい，監三の優秀陀を認められ，色度・寿命など石泓足すプぷ光灯・　tt製造されるに至つた．　チタン酸バリゥム系磁器　絡残後チタン｝iがり・が・・蠕嬬休G垣的こ端鮒三休と対比づる：口）e！・して油されかこのものの；1嬬的た庄電的利用を目的とし�n研究？／”ii’つた．コンデンサとしてにキ：zl」　一点司こ度以ドにしたもの，誘電率の温「竣fヒのあまL大ぼかぺ、じ等を、λ作した．ピ。クアッフ’ITヂタン酸鉛と混合した素材を用い概ね実用しうるものを試作した．超菅波発振体とLてピ；最初発振の不均一う“うつたが，そ○後改1ス�dて発振iミ均一一に1了くようにたつた．う・後実用仁Zl：への♪ご用，電力関係への弛誘電休の利用等が考，t、られていろ．　金属化セレンの研究　整流器あ，・�dべ光記睦し．ての�e漏化セレンの利H］lln知であるが，その本質にいたつてけ未知の領域とV・わ・ろをえたい・素性その≧のて：：大休4種川○同素1イ（があえと報揖己れていろ三，こ�n間○し］係ほきわぶて不自然なも○で，したがつてぞ○イミ雪を明確につヨるごとに1川距であつこ・そとでこれら同素休問剖l！l漣を，X線分析，示ジご熱分析，電ソ：�e一t−2測定，垣似川川織乙∵∫杏�j窪によし種々の新事実を発膓Liした．　要約すれば，ガラス状セレン≡金属化す駐六方品一ヒレンの恥蝉斜品セレン川脳け芝己いう彗1こ主考慮す：tl必要あり，径五絶稼依であL’，実「〕仕なしこ提告されてい；：・÷・・斜品セしンも六方品セレンと同様｛こ究｝弥．要らい抱充器あるいぽヅC電池特性の解相1いてにごれら製造条fゆ改善にはさら1パ細欝＾寸　要」一るごと捌U拓1）：　−i：こした．絶縁材料部門　紹縁ワニス，コンパウンド　綿’紙’布皇’』繊維∠剤］1ピ冗／（九器ひ絶壕拘きこ1としてす17，広く利用こ｝し’：こ’い�dい，ロズを吸い易く絶｝．不良にたろヲ（きな欠点・二’・Lって1、．1）1：．・　これごド右ごまた機ピ，n的強度，耐久刊ゾ戸す！二め1こ糺、うミワニス，コンパウンドを｛7ユ）7f内部浸透，あるいに表面処理させて使用しているが，その最も適合したワニスを自製してそ○万全を期している．天然アスフ。ルト嚇蜘な組成の安定した炭化水素化合物で，これを主成分とした．」！色ワニスに絶縁性能優秀で湿気，熱気，酸，アルカリに触れても特性1ご低下しないから，電動機類の主要部分はこ○ワニスで絶縁処理をして高温多湿時のメグの低F，化学工場における絶縁不良等の故障を無からしめている．通常膿色ワニスば熱可塑性であるごとと耐油性の乏いへうらみがあるが，特殊の合成樹脂を加えてごの欠点を補いまた乾燥性を艮くする研究を行い好成績をえている・　電気機器の運転中の温度⊥昇は機紅℃よ∠て程度の差芒そあれ避けるごとので9ない現象で，とれに対してB種ないしH種絶縁が規Eされxイカ，ガラス繊維製品等力応用されていろが，tれら¢）接着と防湿のために耐熱性の絶縁ワニスが必要である．多塩基性酸の多価アルコールエステルけ耐熱性の優れているごとが一般に認められているが，耐熱性のコイルワニスとして無水フタル酸樹脂系油性ワ＝スを，また一肝乾燥の速いごとの要求に応じて無水マレi：酸樹脂系油性ワ＝スの研究を行・0てv・る．　珪　素　樹　脂　耐熱性と耐湿性において優秀な性質を有すろ珪素樹脂は近年電気紀豫材料として非常に注「1され，当社においてもその重要什に着口し研究を行つていろ．珪素樹脂の製造にあたって重要な問題は有機クロロシランの合成であ）1，との製法にけ直接法とグリニヤール法その他があるが，当社は主に直接法の研究を行∠て9一た・直接法において触媒の製法，反応装置，反応穿ミ1’r等にづいてi才種k詳細な改艮研究を行v・，直転法に関しては大休製造条イ†を確立する域に到辻口：．イ磯クtsI：シランの精密分溜も重要であるが精溜塔ε研究をiTい大体において精製法を確立し得た・　当社としてビシリコンワニスにとくに重要であbので最初に着手し，耐烈性耐湿性に吉いてアメリカの文献等tOOi”1コt，．’濁二．ピa：Jt．t1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド�g1　　ハ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　し　　ご．　　、　、　　　　／∵　　　んづ」　／　・ニー一〆一一’メド　ノ　／　　／d　　　　　　　　ン　　　　　　　　／「tt／’．’t　、／4L）　　　1‘．1，li　；1　ヲみかけの比重の異つたシリカゲルの吸｝昌率72t72）　ト＼、．　陳ぺ・一一〜ご．；　　　　　　　　　　］　／t　・；己　v，＼tt　　＼＼∨＼∴L」．・＼．s『　tt＿↓　　　＼＼　　　、　　　　　　l　　　Kt“g−・．｝　　　　　　＼＿　　　　　L　＿＿一　　一，　　・、ψ’�d．」　　　　　　　　’顎絶縁油中に溶解したパルミチン酸のシリカゲルによる吸牧に劣らない製品を製這することに成功し，さらに特性改善のため研究続行中であろ．これ等の実用化を目的としてガラス絶縁材料，含浸ワニスを使用した電動機，変圧器等C試作を行V＾4川」三試験を行つた結果すぐれた成績をえた・　イ丁桟珪素高分子化デト物にお’いては樹脂の外にオイル，ゴム，グリース，ドライフィルム等が知られているが，これも応用方法その他研究続行中であろ・ガラス繊維　戦時中途に好結果を得なかつた無アルカリ電気用ガラス級維の研究が進んだのでそご応用研究を行つた・吸湿特性が優秀たごとが判つたので耐熱性を要求されるコイル以「yトに≧木綿テー一プ代用として好成績をあげた．同様ガラス巷電線とワニスガラス布についても行つた・　ガラス布を石炭酸樹脂系その他熱縮合性A成樹脂溶液で処理したもので，積序品を作るごとも試みられた・耐熱性，耐焔性にC、、て勝れているごとけいうまでもなbが，耐湿性，耐薬品性が勝れさらに機械的電気的性能も従来の紙，布基材のものに勝るとも劣らない成績が示されて当社乃主要機器へも次第に利用せられくつある状況であるシリカゲル　シリカゲルごその製法により，みかけ○比重の止つた斐、のができ，その吸牧能力を異にする．図はみかけの比重○異なくたシリカゲルの塞気中の吸湿能を示したもので，ひかけの比重の大きなシリカゲルは，高漏度では吸湿率元’小さいが低湿度で131比校的大きく，tれに反し，みかけの比重の小さなシリカゲル1ま高湿度では吸湿率が大きいミ低湿度でば小さ＼・か1う，使用日的によP適当な製品を選ぶべごである・また油中の酸の吸牧能も製法により異たち．図�b絶縁油中に溶角乍したパルミチン酸の吸収能を示し〉幽：もLであるがAグループは普通の製法によったものであり，B−1ぱ水ガラスをアルカリ性にて中和し洗i條乾燥したもの，B　−1は水ガラスを常法の如くe〈H三にてili和し，その洗派乾燥工程にて一・度�`薄なアルカリ液に没漬して畏したものであ』．Aグループぱみかけの比nO小さい程門餐の吸牧がよく，Bグル・・’ブが一番よく吸牧ナろ・低分子量い酸にいすれのシリカゲルもよく酸を吸牧ナるが，高分子量の酸になるとかかる差がある．Bグノし一プのシリカ21t　2Lで絶縁油を編翼するとAグル’一プのシリカゲルで精製した油より，力率がはるかに小、・・なt，／，現在当社でけ，これ等づ也C研究に基いてシリカゲノし．T生庄を行い，冷凍ぱク噛冷媒吸湿用，絶縁油；吉製用，ブリーザ乾燥用，包装した法器辺乾燥用等，種々の「］的に使用してLA　5．三菱電機・X「｛，1．26　No．1・1952材料，機械，基礎部門　放射線測定器　放射性アイソトープの登場は一つの有力な研究武器としてとくに材料諸特性に対する工業研究においてもこれを等閑碗するととに許されたい・1こだ測定装置の余り高価なために・その利用が［II↓定されている現状であるので，白家用品を作芝傍ら一般向きな万能測定器を作り，社内外の要望にも応じろとととし一：．GM管は別記の4種類、測定装置としては十進法Jl　i’数器，計数率計共用で前者に二桁が電子管式四桁が機械式，後κは計数口盛で記録計を作動さモー�dととも怜易であ�c．・’・終皇：：：：：｛：�e）　　　　　　　　　　　　　　　・kc放射線測定器ノ捲，了ぬ瓢　　　；藷　　　　　　　GMS管の種類　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　哩名用途窓厚み窓直経好】斑荘　　　　　（m、ノcm2（m！m）GM一β1β線3〜2．5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　GM一β2‘β線　　4．2GM−XlX線　　3．5GM−7正　γ線　　一　一25　　1，200±］00V15　　　　900±100Vプ　　ラ　　　λ　　ロート　　ー　　一　　プ（V）　　（％）150　　＜5ユ50tt13　　1，20�J±100V　　　　350　　　　　＜二　39〈）0：i：100Vl　　　150　　　　　＜　5研究所ゾ概況　電解研磨と化学研磨　工作技術の向⊥を目標として，これら両研磨法の研究が行われたが・種々の基礎的検討の成劇含，積算電力計，冷凍機，エレベータの部品，ミシン針，工具等に応用され，工場生産に利用されている．品質の向上はもちろんのごと，生産費を低ドし，複雑な形状の製品の精仕上に多大の効果をあげてV・る．　毛細管式冷凍方式　従来の膨脹弁の代りに毛細管方式が，最新の冷凍機に利用せられている　しかし設計方針に理論的裏付がなかつたために，多くの実験データの集積を必要とした．当社ではこの問題を基礎的に鰯ノミし，複雑困難な問題を熱力学的に解決した．この研究方式は戦後のわが学会，技術界の行き方として最も国情に適した方法の一つであろう’この研究により設計方針が確立し，当社の冷凍装置は格段と進歩己娘を途げた・ll6述の如く国際冷凍会議の論文として広く海外にまで紹介されるごととなつたのももつともな事である　ます熱交換を度外覗して，刷某む飽和液休と乾き飽和蒸気とよりなる混合流に対して，エンタルピの理論式より熱力学的状態路を決定し，これを温度エントロピ線図に画いて見るとエントロピはある温度降下におV・て極大lC達する　出口の圧力はこの臨界点に相当するものよ）t低くなるととはできない．またこの臨界点に対する温度は流量と管の断面積との比の函数で，この比が小なる程，臨界点の温度ぱ低ドする・毛細管に滑うこの温度分布は，エントロピの」曾加と混合流としての摩擦仕事との関係を図式磧分することによつて決定され，この温度分布から圧力分布の計算ができる．　つぎに毛細管と吸人管との熱交換条件を，エネルギ関係の微分方程式で解き，熱交換のi了われる場合の温度分fliの式を求めた　これを実験結果と比較すると干均熱貫流係数が決定できる．続いて逆流熱交換を行うごとにょつて，冷媒ガスによつて相反する成果あり，フレオン12を用うれば熱交換がきわめて有効に利用されることが明らカ、にされた．　最後IZ　，圧縮ポンプの容量と毛細管装置との干衡の問題を検討し，相反する両者の特性をいかに君旨率よく組合せろかを結論し，冷凍装置全体の設計方針の大綱を確立したのである．（73）73三菱電機株式会註販責機関工場所在地ならひに製作機種本　　　　　　　耶±　，L・、、パ・rc川丸ノけ2」i煽測　W）パニしUば1、二和1［倉｛20）　fL　r、　Lh　1一い・1株　式　課　i！づhl．卜rいiく丸／l　・］2いiz否地　（丸ノ日L”IJi横，賓出張所・，，人、川中「・h二1　［・tl　6　J　H　Sc　t〔ひ地　い1〕Lii　iご川’引，　　陥〔‥　斤　巧ノ7　G　h　⊃大阪曽業助　t、阪山ii：�d’）�g一IL川S∬亡也ノ／　、　　IfT　l‘、1巳（4　「）　．）5251−q名古屋螢式所　rC・いi．1いい小�dり・2Jね・ru　　’　”’」　・、　り（2〕）G　2　｛　⊥高両螢業所、　b　r，　　｝　　（　iYl‘ILビ’しlk3）　，　　，�d　lrl〔2ノ　）9　t　1　　）札幌管業所　　lL　・・　rll，h　−一条・0　5　」　　l　l　l　rr，　i巳　　，　　TC（2−；75，　IYII，　Cti）1bln仙台事務Ph　仙　ば　HI−t！−il｝」6　1元｝地L　　　　　l　s　　ki；！I　　　t　t　｜　　　己　　（i　　7　　3　　’　　　9，　　｛〕　　．，　7富山事務所　い　川　山　�j　｛llfl　tぽ♪地ノ2　、、　　iS！　（、ll］り　1　6　9　∠・　5　2　7　；廣島事務所，ノ、　巳　巾　衰　PEI　t　H，h旭　川！冶ll」L・し1引　Lパ1中11リ69・t，9Zl小倉駐在員　1、　「　中　パ　弓　ll」12［：｝　・’亘　（　ゴ川1二株．「L＿．1・【」、｛『之1、�dB）　　，　Lr±川・　倉戊　l　b　1　1静岡駐在員　　」1向　dlj　lL　f・　1‘「1　1り｝↑r地ノエ　，1　口　1」　司）　ノ　1　q　3四国駐在員　高　Lt巾　山　［＋、、Tl　1，　「」li上rit　L明、「｝1　，f）ぱ・LlΨ　山　　話　｛同　　［’・F　〕　1　7　s東京陳列所　tL・」いHT　：！「く；i！ll｝s］いJl2｝斎旭　　　．1　バ　ドう口7川101、一｝ilg，s，　）N　1大阪陳列已l　　Ulパ」｛し1Cill（i］，］」】｜�g［lb彦｝地　　　活�j1｜ll　（’r））　116c），2bbS，’日71，“）771京都陳列所　t，L．巾中、・1こ　壬皇t）御、il」け・L　　　　　　　1　∫、　Jl｝　　（　2　↓　　う　7　0　　1　・　　う　Cコ　L　（1名古屋陳列所　ジ；1い巾iillピ広小ユ1千内rL1・」2　りり　　　l／t．　f，　）（2ツ含i79・ユ982福岡陳列助　rl　　］rl　由　ノ、　　　｜］38，lr　凶　　P＼　1ビし　1｝　　　1　111）5　h　2　1−5　ア4〔7り札幌陳列所↑い・毛山1り一三・・1」Jl15行地　（丸　ピ・Lテ・・ク内、1　　川　（｝）　1　9　▲　1仙台陳列所仙　丁：　1‘」　rt　　∫］r　」6今fVs　iVl　　　　　　　　↓看り　’r）　　2　：〜　工　R　’　　｝　）　、　7神戸製作所　　　・　　］　」［∫　r・　「・・　　　｛『rl　｛｜1‘プ」Fll3　∫’11　　口　’川口）］73［4，27　ll　・｝，・1；11　（・一［1、己通、　り1↓flLり　t−L　・こ屯�d　1」＼・：1　　’｝　川　：IJ�j　い」転｛2‘、IL　　他〈d［tt　バ　L　’1　tl，こf・中・�`　　1二’j　�`　　　｝　］　z｛ぎ〔：〜　｝〜こト　、　　，llk−fV　lj　　�j・∴、川・　�j　C：　ノ冒元1］チ・ペt　　　　　　　　　　　　　　　　．i　　「t　　叶1−rtll，　rレ・一・・　Fi11・リ　　ビ」　・’　い1」IL：cLil名古屋裂作所　rG、rピ・f＋＼人d」パ川1ぽ題　　日＼人　1仁17；1・　5　2　］　　1．川�`・）誘・L；・1．1）　L　IIIf印こ：・・．　　　　　　　　　　　’　　｝U�b目，　I　U払liタ�d　二し・　一　　・T　，．L　〉，｛k1∴・　±しへ・f）ぺii−｛　　塾Ft，　Jlll目　小1「」な一1・　　／〆　ノ1つ　ノ　川　1日Lx　／伊丹製作刮　L・，県厄；・川｜‘IJ、・！＼」中srSO，rp・iU　　パ・己tコ，a190−t川ll48e　3　　（　Nf’i　．［、仕・）　，，L川UE�g　公オ己∫ll用”S　　亡�g，元注　’一�j］、外一クプU　　了　】＜詮、，　1入〔り・ノt］」　・］1　　、；L、」�k，川，「，1］「�g　・ど三い　�d　　：1二／］・一・託てξい：lil　　　lり川’1・T動1、−1−1日・↓，b’くい　　　｜へ，日川川1・腫翔i川7い　一一　1f山・1卜　　）川、S／：、∵1い’　・目；1二｝6　・・　　vこfJ，ik，　bf，，Jk，　・�n1長峰製作所　．く�d」1エ・i，1∫・　1川’2借旭　　，　c（兵　1戸　l　l　（i　∩　も　川破・りtビ　1ゴ1’し　・’1山　　・　已な’　にL�dσぱ，汚9勤．・　　符ピ1，　　　二・’∫�_バ　・　　’＿1／IL　−、＼s．ir　iいぺ　1＼1！　　もll〜　−L　ノつ・・／71　　丁吋→しパ，e．品i‘1御」］・　・ILIt　　‘莞川L、｛u�j‘】h動1膓‥11：　　　他　　押舶用�d恒凸大船工場　　�g・川［，ミいIII］、・lr　・5日U白山　　∴k．借）�_11，79，／60　　ikfli｛1∪・1□1おパ、・・，h　・ぺ’　　，　，訴1」1］］−r�j�_ぷ，し　〃・−　　IJ　、［」＼�g　i7“；いみ　1川【LVく世田谷工場　　、U」ζ1杜川　、・・，LJ　1，rL　lf　’ド，r戊也　川t1」1川ll　R一叩｝〕7，；S’，h，　　・トい5∴18卜7　　（　NV　’1　，　L口川・］∴［1、，日1・x，　L｛・・一　　ヶロー’、，ノーLJ−，マノカー／iF，［　　ドー三「1：1：，バ川し三L：，’不，し臼　　’・　，�`＝ノゲし1、、，�h、いン・」肛’］　　、．1、，パ云i　’2‥’f一ユーフ，レ’・寸　　＿卜，マ／ト，斧種‘→法，L£用ス2・　畏�`・’三：引ト製品，叉｝・／・製品郡山工場1［・r，島県！ll；山巾’f’境橋田P番地〜ξ　　“∴　（91｜》りD　1　2　0　0−3，　6　8　9　（畏11膜liの　、ノノテーブノしな�dひに　　鉄「小�d完・’1ロノ，1；．動淀な’・び　　に変工パ修jll］姫路工場川」さ巾　P代江川dJ　840爵地tlfi　，F．　filci　K‘r　　］910，615，273，2507，：S40t）　（，！1’1い1）1、Pお．（L’J・GJヂ1動［iコ川　　t　　品　�gf己：弓註　’時旨1卜珪川コ／　　に’（，　iご1ξ被川穏採物，lh線．　　　パ山くt±；福山工場　illL］1り　dJ　l　li　itl　　l　P｜∫6　J　l　l　7　0　9番」也　　　ゴ　杁［II　（、〕11ilD　6　34−6，　1　3　1　0ばC賊唖）積質功。t中津川工場　阪巾県ii、那’L中、　lt川円1ご∫駒牙∫：’友森　928瓜地　　らL5　t　IV已］1i，iy）］｛1，5・い　226　　r！・芝1川∪臼51」∪辻，Ll動］：具，・ノ　　ノUlt．　一’、　一いし一「i気洗‘「舌1叱和歌山⊥場　和、k川山同町q1爵地i．L　　”Si　VTI　　IK一　　μ1）　3　　　7　　　5−8　白Ml引の”。、庭用、ンノ，‘Jt川変圧　、liL福岡工場　川　｜iftj　ll」　伐肩　占不b90番必　　　，．　VEIIIIi，ll、司　（I　Lr）　1　9　1　1，　／〉�e「5　3　0　　｝ly’1吐種）戚・」鐙動機、小型毬1性・　−t他炭抗川・日陛品，ト抽誘導冠動残　な　ご1に1∫IP�g二，亘動！浅な，Vに変里　認修理本祀施設部　史」ゴ郁十代r川く丸ノ内2ゾ日3爵地　r泉京ビ川ツ　L、、1、�d和［ll合（20）1631・4331　　喫自　ξ1のr合，；艮詞・5，口克1川1‘�d’・f修　）・：d，・レー刈涜IF川修理・般ぶ　い，、レ1州い1］！、U：ll新橋サーヒスステーシヨン　JIこ」；，；細巴1く膓｛ヲ∫肴「74Jil8悟地　　　　、　　　”1］　　z竺　（13）　2　　　　・1　　　　7　　　　5　　唯ユ・パ川�d］」いご，・［いk・1、tレン　ノ　t’t”j，ドリ，L・，クコイノダ・’計　　、CトT　七1�e、七冒動iL　11力他71ノ�`　庭川　巴；品6〜〜」甲札幌修理工場　　ll」唖尼fiJ　札一一条ノ｛↓　1　2　王ll9　8番工也　　tl、4　‘u号　（2）　2596　r守ノ　2809　　｛修31］’2｛fノ：渤嘘，変IL綜’ゴ’他工　吐品修ユll，研　究　所　　　t＼r中りtノ己ψ�e了iJ｜亨ぎ‘5ノ∫く∫（｜｜li］・80ぐ≡｝｜也　　�`．1、口iE　Ik，tr　3190〜4，　イlf月　480〜3，587　（襲f’は・の絶縁斜1弓！6則・殺1無」，　　カフタ，k’S艮41t‘riこf、；，放、1白，受イL∫7c東京ビル正面玄関乗場　　　歯　車　な　し　巻　上　機DC．230　V　25　HP　（1時間定格）　i25　rpmスーパ・シグナル・オペレーションタイプ・エレベータ　叶秋東京丸○内：こネ｝ilくで三お二　東京ピ　：．二1二当祠：�n誇る最彩試波高速のエレベークが設置されてあり三一ダ．昨年3月アメリヵのウエステングノ・ウス仕と再提携によ1：同辻乙技術をも採り入れたスーパ・シグナル・オペレー一ションタィブ、こよ1二最新式こ・もこでそ二優秀な性能1よ日as　Zレベータ史に永く特筆されるも二．であじます・☆☆☆☆当巾：でごさらに，しました．　　受電盤および電動発電機　晶動機　3相　42HP（1時出」定樹　発電機　23kW　（1【1寺混定格）　励磁機4．5kW（連続定格〉速　　　　度　　15：）m，／毎分（4c邦内股高速度）完　　　量　　1トソ　　（定員1工名）型　　　　式　　『流口∫変電ILエV6台のエレベータバ，適切な問隔を保つた蓮・1云二して，乗客を長くまたせるごとのないよ・1な，デスパッチヤ装置（計阿蓮転，装置）が装備されてあります．運粒操作盤に；茸：，確’戊ミで便利⊃良い電磁」「ll釦を用い，　yくに，始終操作すろ戸閉スイッチににレバー式釦ご使ITjしまして，非浩に容易疋確な蓮伝ができるようになつてお）1ます．ヵゴ窒天井1≡：．運天井：（こならてお�dそ01周囲．⊃汕隙より，新魚羊な室気を吹込む，快適な装置うミ施してあじます・　東京　京橋　ブリデスi・ンビル：’二同型式　三こ重1．6トン（定員16名）のものを3台納入V・た　　　パ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　b　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ　　　　　　　　　：　　　　　　　　　：　　　　　　　　　：　　　　　　　　　t　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t　　　　　　　　ミ　　　　　　　　　｛　　　　　　　　　！　　　　　｝　　　　　｛　　　　　　　　　｛　　　　　　　　　！　　　　　　　　　；＾〜∨一∨」　　制御盤およびリレー盤実物選択器盤精密日動着床　電動戸閉操作自励JLi発信号装置付　　　　　　i；1動式押釦操作　（又一パ・シグナル・オペレーシヨン）　触　　　�n　ξ影；�j竺艶壕晦嘩．　　添　　，紗�c．当　　／吾．蔀輔縛騰軌1；csi洛薩冶。鱗鍍　　　　※　　熱纒〉コ減　　　漂《1　　　　　　「v品膓　　鋸　　　甲鷺　　。ヘ　　サめ　モ　　　ツ滋パ＝灘麟麟講灘灘雛難灘翻7薮　　　　　　　　　　　。叢1　　　　　　　　　　壕騨　　r一　　　　　　　　　な　　　　　だぺぺ　　　　　　　　�c　　＿・　　　　　　　　z…　バ�d毒婦逼襲難雛糠　　　　P饗”　鳶ば�a・ぺ轍鷲叢護．蕩　　ぐw　鏑　　t’忽学　　膠獅ぶ�s　　　滝傷瓢　　wwaピ　　　沙　in　w纏￥§亨“’▼日本樂器銀座古冗店の螢光灯昭’ltS明壺フ【二．成v旧膿銀座7丁目東側にある日本楽器売店の照明が三菱螢光灯によつて完成した．白いアコースチヅクテツクス仕上の天井面に40W白色螢光ランプ56本入りの2m×5mという大型な埋込器具が50組取付けられており，その両側に2列ずつ円形ルーバ付の150W・白熱C「がダゥンライトとして併用され，天井面の阜調化を防ぐと共に良い色調と商品の光沢を良く見せている．その他周辺の中二階下面には螢光灯による間」接照明をまたその他40ワヅト3灯埋込器具が28組用いられている．明るい均一な照明で陳列品の美しさと相待つて室全体に豪華な感じを良く出している．　床面積　346干方m　　　天井の高さ　5m　　　干均照度（シヨウケース上面）400ルクx
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